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芸術 家 の発掘・ 育 成 に貢 献 する企 業 メセナ

今回の特集は芸術文化に関する顕彰・コンクール事業

を取り上げました。「顕彰・コンクール事業」は日本にお

ける企業メセナの特徴のひとつとも言え、これは無名の

優れた芸術家の発掘や芸術活動の質の向上にも貢献し

ていると考えられます。企業が主催する事業のなかには、

受賞者への充実したアフターフォローを行つているも

のが少なくないことも明らかになりました。今回の特集

を含め、企業が展開するメセナ活動の多面性をこ熟読

いただきたいと存じます。

[社 ]企業メセナ協議会会長 西尾信一
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はじめに

社団法人企業 メセナ協議会会長

西尾 信一

1997年版のメセナ白書を皆様にお届けできることを、たいへんうれしく思

います。本書で 7冊目になりますが、これも企業をはじめ、芸術団体、評論
家、研究者などのご協力と読者のご支援を得て可能になったもので、関係各

位と読者にお礼を申し上げる次第です。白書も回を重ねるごとに、企業メセ

ナがわが国に定着しつつあることが明らかになってきており、喜ばしく思い

ます。しかし、企業メセナに関する記録や研究調査が少ないことは残念なこ

とで、この自書は貴重なものであると自負しております。

自書の内容は大きく二つに分けられます。一つは毎年継続的に調査し、そ

の時系列的変化をとらえて、将来への示唆を得ようとするもの、一つは時宜

にかなったテーマを特集し、その現状と問題点を明らかにしようとするもの

です。1996年版白書では「企業の芸術文化施設」を特集し、企業・アーティ

スト・観客・施設のそれぞれの観点から、その実情を明らかにしました。今

回は企業の芸術文化に関する顕彰・コンクール事業をとりあげました。顕彰

事業やコンクール事業は既存の芸術家の功績をたたえるだけでなく、無名の

優れた芸術家を発掘できるという効果が期待されます。また、コンクールな

どで競争させることによって切磋琢磨し、芸術活動の質の向上に貢献する効

果もあるのではないでしょうか。さらに、受賞者へのアフターフォローを充

実させている事業が少なくないことも明らかになりました。そういう意味で

は「顕彰・ コンクール事業」が人材の育成に果たす役割は大きいと考えます。

企業が芸術文化施設を数多く運営していること、企業が独自の顕彰事業や

コンクール事業を積極的に行っていることは、日本の企業メセナの特徴を示

しています。このように見てきますと、日本における企業メセナ活動は単に

資金援助をするだけでなく、人的、物的援助など企業の経営資源を活用して

の支援、企業自らが企画した文化事業、そして、文化施設や顕彰事業等への

参加など多面的に展開しているといえるでしょう。

ぜひご熟読いただきたいと存じます。
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1996年の企業メセナ

社団法人企業メセナ協議会理事長

福原 義春

『メセナ白書1991』 を発行して以来、メセナ活動実施企業の 1社当たりの平
均資金援助額は毎年漸減傾向を示してきた。しかし、1996年版ではその漸減

傾向に歯止めがかかり、95年の7546万円から9665万円への増加となった。こ

れが「増加に転じた」といえるかどうかは、今回の調査結果を見ないとわか

らないと思っていたが、今回も増加して9975万円となることが明らかになっ

たことから、企業メセナも上向きになってきたといえそうである。では、そ

の好転しつつあるメセナ活動に96年はどのような特徴が見られたであろうか。

調査の詳細は後述をご覧いただくとして、支援の現状について述べてみたい。

企業メセナ協議会は94年の2月 に特定公益増進法人の認可を受け、助成認

定活動を始めた。これは、当協議会が認定した芸術活動への支援を当協議会

を経由して行えば税制上の優遇措置が得られるという制度である。この制度

を利用して支援した企業は確実に増加し、96年度は544社、金額も5億5590
万円と急速に伸びている。これも企業メセナが上向きになっている証左とい

えよう。しかし、その内容を見ると一つの傾向を見ることができる。それは

少額化ということである。すなわち、 1件当たりの支援金額を見ると、30万
円未満が94年34%、 95年50%、 96年54%と その比率が増加している。その一

方で、200万円以上の支援も95年度 7%31件が96年度は10%70件 に増加して
いる。つまり、支援は少額支援と多額支援に二極分化しつつあり、そのなか

で、少額支援のウエー トが年々大きくなっていることがわかる。これを本書

の調査結果と関連づけて見てみよう。 1社当たりの平均活動実施件数を見る
と、 3年間で5.5、 6.0、 6.2件 と活動件数は増加している。また、前年と比
較して支援件数が増加した企業も比率が増加している。資金援助総額が1000

万円未満の企業も増加している。このような結果をあわせ考えると、企業の

資金援助は限られた枠のなかで、数多くの芸術団体に少額の支援をしている

という現状が見えてくる。その背景には、支援要請件数の増加が挙げられよ

う。つまり、支援要請の増加が支援件数増となり、そのためには 1件当たり
の支援金額を少額にして多くの活動を支援する。芸術団体側にとっては 1社
からの支援額が少ないため、数多くの企業に支援要請をせざるをえないとい

った循環関係になっているのではないだろうか。そして、単独支援が減り、



多数社による少額共同支援が多くなっていると考えられる。

バブル経済が崩壊しはじめていた1991年 には、まだ、バブル経済の余韻が

あり、多額の資金援助がなされていた。その援助レベルを基準にすれば、現

在の状況は少額といえるが、はたしてそうなのか。ただ、芸術活動は多額の

資金を必要とするものが多いこと、芸術団体側のファンドレイジングの体制

が整っていないことを考えると、芸術団体側の努力を多とする少額多件数支

援が本当に良い方向なのかどうかは検討課題ではないだろうか。

さて、1996年 を振り返るとき、内外の動きにふれねばなるまい。

(1)多様化するメセナ

「メセナ大賞96」 では182件の応募があった。その応募内容を見ると、単に

企業や企業財団からの応募だけでなく、商工会議所や経済団体、労働団体、

学校法人、市民団体などさまざまな支援主体からの応募があった。現在、日

本の各地にメセナに関する組織が誕生しつつあるが、その組織の活動の主な

ものは地元の文化活動への支援である。つまり、地元の企業が少しずつお金

を出し合って、支援しようとするものである。最近の傾向を見ると、このよ

うな 1企業、 1企業財団によるメセナだけでなく、複数の企業が、組合員が、

市民が協力して行うメセナなど、メセナの多様化が目につく。メセナという

概念が社会に認知されてきた結果、メセナを身近に考え、行動しようとする

人たちが増えてきているのではなかろうか。今後、ますますメセナは多様化

していくものと考える。

(2)地方メセナも徐々に拡大

96年度には甲府に「山梨メセナ協会」、横浜市に「中区メセナ活動推進懇

話会」が発足した。いずれも、地元の文化興隆をめざす市民有志が熱心に企

業や行政に働きかけてできたものである。このように、現在、企業や個人の

有志、文化振興財団などにより、徐々にではあるが、全国各地にメセナに関

する組織が誕生し、全国で14団体あるが、そのうちの 2団体を除いては、任

意団体である。そのため、組織の存在も広く知れ渡っておらず、その活動が

地元の人々から十分評価されるまでにいたっていないのが実情である。その

うえ、一部の熱心な人たちに依存している面もあり、財政基盤 (ほ とんどが

会費収入)と組織の強化をどのようにはかっていくかが、今後の課題であろ

つ。

(3)文化庁「アーツプラン21」 のスタート

「アーツプラン21」 の特色は特定の芸術団体へ助成金を集中配分する育成型

11
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支援事業を設けた点である。選ばれた15団体は日本を代表する芸術団体であ

り、その活動が日本の芸術文化の向上に影響を与えると考えられるので、そ

こへの重点支援は意義あるものと思う。民間の支援が少額多件数支援の傾向

がみられるのとは対照的である。ただ、 3年間の継続支援の先はどうなるの
か、資金的援助のフォローについて、どのような指導をしていくのであろう

か。いまこそ芸術団体に対する長期の財政計画をたてるべきではないか。第

4章で太下氏が報告されているので、ご覧いただきたい。

(4)国際ネットワーク

海外の動きとしては、96年 6月 にニューヨークでメセナの国際会議が開催

され、国際ネットワーク会議が結成されたこと。11月 には韓国での国際会議

で「アジアにおけるメセナ国際交流ネットワーク組織」結成が決まり、その

ための作業委員会がスタートしたことが挙げられる。とくに、アジアにおけ

るネットワークづくりについては、アジアでの最初の本格的メセナ組織であ

る日本の企業メセナ協議会が積極的に協力していくことになろう。

(5)メ セナとマーケティング

さて、海外での最も重要な動きはメセナに関する考え方に差が出始めたこ

とである。イギリスのABSA(芸術支援協会)は、企業の芸術支援に対す
る「見返り」を認め、企業のマーケティングの一環としてのメセナを奨励す

る姿勢を打ち出している。アメリカも企業戦略の見地からメセナを考える傾

向がみられ、たとえば80年代にコーズ・ リレイテッド・マーケティングを開

発したアメリカン・エキスプレス社は有名である。フランスの ADMCAL
(商工業メセナ振興協議会)はメセナが企業戦略の一環であることは認める
ものの、芸術文化への奉仕・貢献を第一義としている。では、日本ではどう

であろうか。かつて、マーケティング戦略として芸術を利用してきた苦い経

験を持つわれわれは、社会貢献活動の一環として芸術文化を支援し、日本の

芸術文化の振興に貢献することが企業にとって大切であることを欧米諸国か

ら学んだのである。そして、芸術文化を企業が支援することに社会のコンセ

ンサスが得られるまでになっているのが日本の現状である。その方向で、欧

米各国の動向にも注目しながら、日本型企業メセナのあり方を確立していか

ねばなるまい。また、企業にとって、芸術文化の支援は経済的発展に対する

背反事象ではなく、パラドックスのように見えながらともに発展することが

ゴールなのである。
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調査の概要

「顕彰事業活動」を追加

調査の目的

企業メセナ活動の現状を調査する「メセナ活動実態調査」は、1990年度の

調査に始まり、今回で 7回目を迎える。本調査は、各企業が実施するメセナ

活動の実例を収集する一方、メセナ活動に対する意識ならびに窓回の対応の

実態の動向を把握し、今後のメセナ活動のあり方や展望を探る手がかりとす

る目的で実施している。

新しい調査項目・回答方法

今回の調査では、国内の大多数の企業が採用している決算時期に合わせ、

対象期間を原則的に1996年 4月 1日 から1997年 3月 31日 までとした。ただし、

決算時期の都合で回答が困難な企業については、1996年 1月 1日 から12月 31

日を対象期間としての回答とした。

1996年度の本調査の内容は、前回までの調査票を踏襲しつつ、この『メセ

ナ自書1997』 でとりあげる特集「企業の顕彰・ コンクール事業」と関連づけ

る目的により、日本企業による顕彰・ コンクール事業についての質問項目を

設けた。回答結果は、第 3章に反映させたので、そちらを参照いただきたい。

調査の方法

本調査は、全上場企業 (東京 1・ 2部、大阪、名古屋、札幌、新潟、京都、

広島、福岡)と企業メセナ協議会会員企業の計2340社を対象に調査票を1997

年 3月 に送付し、郵便による回収方式で実施した。回答数は325通であり、

回収率は13.9%であった。

回答企業のプロフィールは図のとおりである。

調査結果の見方 (留意事項)

・比率はすべて百分率 (%)で表し、小数点以下 2位を四捨五入して算出し
た。したがって、合計が100%を上下する場合もある。
・基数となるべき実数は、N=○○○として掲載、その際はNを 100%と し
て算出した。

・回答は本来「一つ」であるが、「複数回答可」の設間には、図表にMA
(マルチ・アンサー)と 記載した。なお、この場合、 1社が二つ以上の回

答を出してもよい問いであるため、回答の合計比率は100%を超える場合

もある。

・図表として示したもののなかには、「無回答」の社を省略した部分もある。

14
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[資 本金 ]

1億円未満

1～ 10億 円未満

10～ 1(Ю億円未満

100～ 5(Ю億円未満

5(Ю～ iO〔Ю億円未満

lⅨЮ億円以上

無回答

[売上高 ]

100饉円未満

iCЮ～5CЮ億円未満

500～ 1()(Ю億円未満

10()()～ 5(ЮO億 円未満

5(ЮO～ 1兆円未満

1～ 5兆 円未満

5兆円以上

無回答

10調査の概要

[社 ]

107

114

15

２０

１

‐

47

100〔社]

73

32

23

__7
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[経常利益 ]

1億 円未満

1～ iO億 円未満

10～ 50億円未満

50～ 100億 円未満

lCЮ～ 5CЮ億円未満

500～ i000億円未満

1(ЮO億円以上

赤字

無回答

[従業員数 ]

50人未満

50～ 100人 未満

1(Ю～500人未満

500～ lCЮO人未満

i000～ 2000人 未満

2∝Ю～30∞人未満

3αЮ～40(Ю人未満

4000～ 50∞人未満

5(XX)～ 1万人未満

l万～5万人未満

5万人以上

無回答

〔社]

100〔 社]

33

20 40 60 80

2

29

41

66

44

9

7

141

1

13
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調査の結果から

1991年度に企業の「メセナ活動実態調査」を始めてから、今年で 7年目と
なる。この 7年間は日本の政治、経済、社会にとって激動の時期であった。
当協議会発足の1990年 はバブル経済が崩壊し始めていたが、まだ経済的余裕

があり、メセナはブーム的様相を呈しながら急速にひろがっていった。
バブル経済の崩壊と、その後の深刻な長期的経済不況は企業メセナにとっ

て逆風的な環境をつくりだしたかに見えた。しかし、調査結果は、そのよう

な環境下にあっても、企業の社会貢献活動の一環としてメセナ活動を行う企

業が増加し、メセナが企業のなかに着実に根づいていったことを明らかにし

ている。

1996年の概況と7年間の経年推移から課題を探ってみた。

1.1996年の企葉メセナ

メセナ実施率

回答企業中のメセナ実施企業数の比率は、91年版調査の42.7%を 最低に

年々増加し、97年版調査で初めて70%を超えた (P.26)。

資金援助額

1社当たりの平均資金援助額は、92年版調査を最高に毎年減少していった
が、前回の調査から増加の兆しが現れ、今回も増加し、9975万円となった。

[1社あた りの平均資金援助額 ]

9000 [万円 ]

92年版調査

93年版調査

94年版調査

95年版調査

96年版調査

97年版調査

17

14076

12695

9665

9975

予算の決定

協議会はメセナが企業に定着してきているかどうかのバロメーターとして、
メセナ予算を決めている企業数の推移に注目してきた。「予算を決める」こ

とは、組織として計画的にメセナに取り組んでいると考えられるからである。

4

7546
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91年版調査の36.2%か ら年をおうごとに増加し、今回は59.6%と なり、メセ

ナが企業に根づいていることを示した (P.40)。

メセナの財源

メセナの財源調査として、毎年メセナの費用をどのような項目で処理して

いるかを調べている。今回は「寄付金」と「宣伝広告費」とがそれぞれ57.8

%、 55,7%を 占めた (P.41)。 この 2項目は毎年他の項目より突出しており、

主要な財源となっている。

メセナのイニシアティブ

前回は「会長・社長」が38.5%、 「担当部署」が34.3%で あったが、今回

は「担当部署」が46.1%と 大幅に増加し、「会長・社長」の30.9%を 引き離

した (P.39)。

社内外 PR
社内 PRの方法は、「社内報」が83.7%と 昨年を若千下回るものの依然 と

して突出している。また、インターネットによる PRが、33.7%と 前回より

大きく伸びている点が注目される (P.50)。

メセナ活動の支障となる事柄の有無

94年版調査から本設間を始めたところ、「ない」と回答した企業が年々増

加している。これは各企業内のメセナ環境が整いつつあることを示している。

しかし、まだ 6割の企業が「ある」と答えており、課題が多いことがわかる。

[支障となる事柄の有無 ]

94年版調査 25.4

69.8

95年版調査

65.3

96年版調査

63.6

ない
ある

32.8

33.9

38.797年版調査

60.0
割 拠
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以上主な七つの調査項目をとりあげ、1996年の企業メセナの調査結果をま

とめてみた。総体的には企業メセナが着実に企業に定着しつつあることを明

らかにしている。

しかし、調査データも個々に分析してみると、いくつかの課題を提起する

ことができる。

以下、当協議会の特定公益増進法人制度を利用した助成認定事業のデータ

を参考にしながら、 7年間の調査結果を包括的に考察してみたい。

2.経年推移から見た企業メセナの課題

支援要請件数増をどのように受け止めるか

バブル経済崩壊後、メセナ活動にどのような影響を与えているかを把握す

るために、93年版調査より「前年との比較」を調査項目に入れた。

本調査結果から下記の二つの現象が読みとれる。

①各項目とも「変わらない」が年々増加している。

②支援要請件数と支援件数は94年、資金援助額は95年版調査を境に「増加

した」と「減少した」の差がひろがっている。

③支援要請件数の「増加した」が毎年高い比率を示している。
つぎに、支援件数と支援要請件数、支援件数と資金援助額の相関に着目す

る。まず、今回の調査での支援件数と支援要請件数の相関を見ると、支援件

数が増加した企業の75.0%は支援要請件数が「増加した」と回答している。
また、支援件数が「減少した」企業の28.6%は支援要請件数も減少している。

19

さらに、支援件数と資金

援助額の相関を見ると、

支援件数が増加した企業

の76.9%は資金援助額が

「増加 した」と回答、支

援件数が「減少した」企

業の76.2%は資金援助額

が減少している。支援件

数と支援要請件数、支援

件数と資金援助額、とも

に高い相関関係があるこ

とがいえる。

特 定 公益 増進 法 人制度

③企業メセナ協議会は、文化庁から「公共法人、公益法人等

その他特別の法律によって設立された法人のうち、芸術の普及

向上に関する業務を行うことを主たる目的とする法人で、公益

の増進に著しく寄与するもの」として認可されている。特定公

益増進法人への寄付は、一般寄付金で決められている損金算入

限度額と同額だけ別枠で損金になる。つまり、当協議会が認定

した芸術活動へ協議会の口座を経由して資金援助した場合、寄

付をした企業が税法上の優遇措置が得られる。すなわち、一般

寄付金と同額の寄付金が別枠で免税になるという制度。
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[前年との比較/支援要請件数 ]

93年版調査

94年版調査

95年版調査

96年版調査

97年版調査

[前年との比較/支援件数 ]

93年版調査

94年版調査

95年版調査

96年版調査

97年版調査

[前年 との比較/資金援助額 ]

93年版調査

94年版調査

95年版調査

96年版調査

97年版調査

増加した 重減少した ■変わらない■無回答

20

増加した 目減少した |■ 変わらない■無回答

I 00[o/o]

100[o/o]

24

44

3.0

62.6

57.4

44.4

66.5

NE藍 67.7

60.8

62.7

56.8

増加した 誦減少した ■変わらない■無回笞

58.1

46.435.2    15.2

25.8 22.61 46.0

23.8 23.0 50.9

25.1     16.7日 56.1

62.6235  12.2



20調査の結果から

[支 援件数と支援要請件数の相関/97年版調査 ] [支援件数と資金援助額の相関/97年版調査 ]

支援要請件数 資金援助額

増加した  減少した 増加した   減少した

支援件数 75.00Иo   l.90b 支援件数 76.90Иo

減少した  19.00И0  28.60Иo 減少した   9.50Иo  76.20Иo

続いて、資金援助額の年度別推移を見てみる。すると、1000万 円未満の層

が増加傾向にあることが読みとれる。また、助成認定事業の寄付金額の内訳

を見ると1件当たりの認定活動に対する30万円未満の寄付金が増加しつつあ
る。

[資 金援助額の年度別推移 ]

100[o/o]

91年版調査

92年版調査

93年版調査

94年版調査

95年版調査

96年版調査

97年版調査

1.7

1.1

1.4

1.7

1∝Ю万円未満 蝙 1000～5000万円 1■ 5000～ 1億円 |■ 1億～5億円 ■15億～10億円 ■[10億円以上

支援要請件数の増加が支援件数の増加を生んでいる。いっぼう、資金援助

額には限りがある。支援要請を受ける企業側からすれば、限られたメセナ予

算で、できるだけ多くの芸術活動を支援するならば、 1件当たりの援助額は
少額にせざるをえない。「薄く広く」か、「厚く狭く」かは議論の分かれると

ころではあるが、自社のメセナの方針と資金効率を考えての支援が大切では

ないだろうか。

21

12.6      16.3

10.2 22.0

9,4 26.1

増加 した 5.80Иo

旦.到

7.6

2」」
35 1

2.幽

38_6
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第 1章 1企業のメセナ活動

寄付金か宣伝広告費か

メセナ活動の財源を毎年調査しているが、毎回、寄付金と宣伝広告費が突

出している。今回のメセナ実施企業230社の支援形態を見ても171社 が寄付

金・協賛金の提供をしていることがわかる (P.35)。 また、寄付金と宣伝広

告費をメセナの財源にしている企業は230社中182社 となり79.1%を 占める。

当協議会は94年に文化庁から特定公益増進法人の認可を受け、当協議会が認

定した芸術活動に協議会の回座を経由 (ス ルー)して資金援助した場合、寄

付をした企業が税制上の優遇措置が得られることになった。しかし、今回の

調査でメセナを実施している230社のなかでこの制度を利用した企業は62社

(27.0%)にすぎなかった。特定公益増進法人制度を利用して芸術活動を支

援した企業は、96年度は544社 に及んでいることと、回答したメセナ実施企

業中62社にすぎなかったことを考えると、残りの482社の企業が現実にメセ

ナを実施しているわけであり、調査対象とならなかった未上場企業等にメセ

ナがひろがっているといえる。

メセナ実施企業の約 8割は寄付金か宣伝広告費を財源にしており、寄付金

のみは 1割強であることがわかった。メセナの財源をどこに求めるかは、企

業個々の事情によって異なリー概にはいえない。しかし、メセナを行う理由

の90%以上が「社会貢献の一環として」を挙げているのを考慮すれば、財源

を寄付金に求めることは、メセナの目的に合致するのではないだろうか。

[「寄付金」と「宣伝広告費」の内訳]

宣伝費のみ 合計 スルー

企業数
十

を

目

費

金
費

伝

付

く

宣

寄
除

十
と

金

費

他

付

伝

の

寄

宣

そ

＋盆

費

付

伝

寄

宣
＋
を

目

金

費
費

付

伝

く

寄

宣

除

みの金付寄

寄付金 28ネ土

21.10/o

40キ土

30.10/o

133:i土

1000/o
27社 38ネ土 42ネ土

2030/o 2860/o

メセナ活動の支障

メセナ活動の支障となる事柄を見ると「予算が少ない」は増加 し、逆に

「税制上の枠」は減少している。支障があると回答した企業のなかでは「予

算が少ない」に問題があるようだ。「予算が少ない」は、支援件数が「増加

した」企業でも、「減少した」企業でも、他の項目に比べ高い比率を占めて

いる。これは「支援件数を増やしたが予算が少ないので困った」と「予算が

比率

28社

22.00Иo

12711

1 000И o

32社401土

31.50Иo

38社

29.90Иo

21社

16.50Иo

宣伝広告費

比 率
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予算が少ない
税制の枠
目先のメリットが少ない
社内の理解不足
人材不足
ノウハウカtない
助成対象が少ない

23[メ セナ活動の支障となる事柄 ]

0

91年版調査

92年版調査

93年版調査

94年版調査

95年版調査

96年版調査

10 40[ob]

105

118

13.1

13.6

24.1

27

5.6

24.9

27(

|

.0

」

35.9

34.8

20.4

41.6

23.1
21.4

9.7

43.4

19.1

|

97年版調査

10.1

25.4

47.8
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少ないため支援件数を減らさざるをえなかった」の両方が考えられる。

また、「社内の理解不足」が減少傾向にあることは喜ばしい。これは社内

PRを実施している企業も年々増加しており、その成果のあらわれと考えら

れる。

「目先のメリットが少ない」が依然として20%前後を占めていることは、メ

セナの考えが十分認識されていないとも考えられる。啓発活動のいっそうの

充実を心がけねばならない。

[メ セナ活動の結果を評価する塁準 ]

20
|

93年版調査

1.4

26.4
253 |

芸術そのものの価値で

社会的意義で

数値的基準で

社内外の評価
とくになし

661

94年版調査

95年版調査

96年版調査

21.4

55.`

30.2

20.4

97年版調査

77.4
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気になる社内外の評価

メセナ活動の結果を評価する基準を見ると「社内外の評価」が重視されて

いるのがわかる。「社内外の評価」は来場者の評価、被支援者の評価、専門

家の評価、社内の評判、マスコミの評価によって決まってくる。しかし、支

援する目的はそれぞれの芸術活動によって異なるはずであり、同じ基準で評

価することはできない。したがって「社内外の評価」を参考にするにしても、

それ以前に支援する側で支援する対象にあった評価の尺度を設定しておくベ

きで、結果を社内に報告する際、その尺度を基準とした自己評価を堂々と主

張できるようにすべきである。

また、「社会的意義 (教育的効果、地域社会への貢献など)で判断」の項
目が欠けていたため96年版調査から追加したところ、高い比率で回答を得た。

ここで気になるのは「芸術そのものの価値で」が低い順位になっているこ

とである。さらに、「社内外の評価」の内訳を見ると、来場者、マスコミ、

専門家の評価、社内の評判に比べて被支援者の評価がきわめて低い。これら

は芸術の価値判断が難しいことやアーティストとのコミュニケーション不足

などによるものと考えられる。企業内に芸術文化を自由に発言できる企業風

土を醸成することが必要ではないか。今後の企業のあり方に、メセナを含む

社会貢献活動が重要であると考えるのであれば、多様な価値観を持った人材

の採用、育成が望ましい。

まとめ

7回にわたる調査結果を見ると、「企業メセナが着実に浸透しつつある」

というこれまでの主張が確認されてきたと考える。それは定例的調査項目に

ついては同じような結果が得られるようになってきたからである。このよう

な安定した調査データが得られるようになったのは、各企業のトップの理解

やメセナ担当者の日々の努力の結果であり、敬意を表したい。

現在の日本経済の回復状況を考えれば、しばらくはきびしい環境下でのメ

セナ活動が強いられると思われる。その一方で、「企業メセナが着実に浸透

しつつある」ことにより、アーティストからの支援要請件数はますます増加

するであろう。だからこそ、より適切な資金援助や支援先の選定による企業

メセナが求められる。芸術文化の普及・向上のために、企業メセナの今後の

さらなる発展を期待したい。

25

(企業メセナ協議会調査部会 )
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調査結果の分析

96年度のメセナ活動実施の有無

-70.0%の企業がメセナ活動を実施、実施率は増加
■図 1は 1996年度 1年間においてメセナ活動を行ったか否かを尋ねた結果を

表している。全回答企業325社中、230社70.8%の企業がメセナ活動を実施

している結果となった。

■同じ質問を91年版から経年的にみると (図 2)、 昨年の66.8%か ら4.0%上

昇している。

■図 3は「1996年度にはメセナ活動を行わなかった」企業95社の行わなかっ

た内訳である。

[メ セナ活動の有無] 図 1

行わなかつた

29.20%o

N=325

行つた

70.80И o

メセナ活動実施状況
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[メ セナ活動実施率の変遷]図 2

30調査結果の分析

62.0

67.0

65.6

66.8

70.8

N=95
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お岬
１

６
・
３

91年版調査

92年版調査

93年版調査

94年版調査

95年版調査

96年版調査

97年版調査

[N‐ 351]

[N=455]

[N‐ 403]

[N‐ 376]

[N=404]

[N‐ 358]

[N=325]

42.7

[メ セナ活動を行わなかつた内訳 ]

96年度は行わなかつた

8.40Иo

現在は行つていない

20.00Иo

無回答

5.30%o
過去に1度も行つていない

66.30Иo
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[1]業種別実施状況
―
公共、マスコミ、金融・保険は安定した高実施率

■メセナ活動の実施状況を業種別にまとめてみると下表のような状況である。

■「公共」10社や「不動産」 4社は企業数が少ないもののすべての企業が実

施している。

■回答社数が68社ある金融・保険では前回調査の実施率85.2%と 同レベルの

85.3%の実施がある。

■前回調査において118社中69社58.5%の実施率であった「その他製造業」

は、今回の結果においても103社中61社59.2%と業種別にみると実施率は

低い。

[業種別実施状況 ]

業種 行つた 過去に行つたが 過去に行つたが 過去に1度も
96年度|よ    現在|よ     行つてtヽない
行つていない  行つていない

無回答    合計

実施の概要

水 産

8 [80.0]

12 [66.7] 3 [16.7]

58 [85.3] 2 lz.el 2 l2.sl

t [1oo.o]

a tre.oll t+slleirooO
3 [1oo.o] 3 lloo.ol
4 [1s.0] _ 2r [roo.o]
2 l2o.ol 1ql1q0 0l

28 [27.21 2 ll.s) 103[100.0]

3 [16-.7] l9t!9,01
1 17 .tl _ r 3 [r oo.o]

s lt 4) 1 [r.s] 68 [roo.o]

電気工事他

自動車製造 販売

金融・保険

運輸 倉庫 7 [63.6]

公共[電力・ガス・通信〕 101100.Ol

その他 s [71.4]

4|roool
4l!ql 11[looo]

_ 3 [17.6] r [s.e] 17 hoo.ol

1 167r s r333r #i]i33]
2 L2B.6l 7 11 oo ol

1 [roo.o] __ r [1oo.o]

re [s.B] (i3 [re.4] s [1.s] 32s1100.01総数 (社 ) 230 [70.8] 8 [2.s]

不動産 4 [roo.o]

建設 16

食 品 15

その他製造業 61 [59.2] 4[39] 8[7.8]

量販店 スーバー・百貨店 r 2 [e2.3]

マスコミ 13 [76.5]

サービス

無回答
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[2]売上高別/経常利益別/従業員数別実施状況
―一一経常利益が高く、従業員が多いほど高い実施率

■メセナ実施率を売上高別にみると、500～ 1000億円未満の企業のほかは売

上高が高いほど実施率も高い。500～ 1000億円未満の企業は前回の調査で

は45.5%の実施率であったから、この層の実施率は24.7%伸 びたことにな
る。

■経常利益別、従業員数別ともに大企業のほうがメセナ実施率は高い。

[メセナ活動の有無/売上高別 ]

29

lCЮ億円未満

100～ 500億円未満

500～ 1000億円未満

1000～ 5000億円未満

50(Ю～1兆円未満

1～ 5兆円未満

5兆円以上

無回答

N=9

N=73

N‐ 47

N=98

N‐ 32

N=36

N=7

N=23

行つている 1■ 行つていない

17.4

33.7

29、8

49.3

55.6
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[メセナ活動の有無/経常利益別 ]

1億円未満

1～ 10億 円未満

10～ 50億円未満

50～ 1(Ю億円未満

i00～ 5(Ю億円未満

5()()～ iO∞億円未満

1鰤億円以上

赤字

無回答

[メ セナ活動の有無/従業員数別 ]

lCЮO人 未満

1000～ 2500人未満

2500～ 5000人 未満

50(X)～ i万人未満

i万人以上

無回答

行つている ■行つていない

14.3

30.8■

13.9

29.3

40.0

60.6

77.8 N=9

N=33

N=95

N=41

N=79

N=20

N‐ 14

N=13

N=21

N=73

N=83

N=72

N=44

N=46

N=714.3

37.5

47.9

行つている ■行つていない
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96年度のメセナ活動以外の社会貢献活動の実施

―
社会貢献活動の実施率は84.9%
■96年度のメセナ活動以外の社会貢献活動は325社中276社84.9%で実施され
ているが、前回の調査結果である358社中317社88.5%の実施率からみると

減少する結果となった。

■前回の調査においては、「災害救援」に95年 1月 の阪神淡路大震災への災

害救援が含まれていたため63.4%の企業が実施していたが、今回の調査で
は37.3%と いう結果であり、この部分の減少が影響を与えている可能性が

ある。

■前回の調査においては、「学術研究」は34.7%で 8番目であったが、今回
は40.6%と上昇し、 5番目に多い実施率となっている。

31

[メセナ以外の社会貢献活動の有無]

行わなかつた

14.20Иo

無回答

0.90Иo
行つた

84.90%o

N=325

|196年版調査 N‐317
.Ⅱ.97年版調査 N=276

[具体的な内容]MA

地域社会活動

スポーッ

社会福祉

環境保全

学術研究

国際交流

教育

災害救援

健康・医学

その他

96年度のメセナ以外の社会貢献活動の実施

478
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メセナ活動実施企業

[1]実施件数-1社 当たりの平均活動実施件数は6.2件
■回答のあった企業の個別のメセナ活動の実施件数を合計すると、1387件 と

なった。前回の調査における「メセナ活動実施件数」は1397件、 1社当た
り6.0件であったが、今回のメセナ活動実施件数は 1社当たり6.2件である。

■下表にみるように音楽・美術の分野は例年支援している企業の比率が高い

が、今年の調査においても例年同様の結果は変わらない。

※下表で指す「延べ実施件数」とは、個々の活動の芸術分野の数を合計した数字である。 1件の活動が複数の

ジャンルにまたがるケースがあるため、実際の活動件数を示す「メセナ実施件数」よりも数値が高い。

[活動分野の比率 ]

芸術分野 延べ実施件数 件数比率 [OИo]N=1387 実施企業数 企業数比率 〔%]N=223

活動実績と内容について

音 楽 566 408 168 753

538

演 劇 144 10.4

14.3

映像 (映画 ビデオ )

グラフイツクデザイン 18

民俗芸能・郷土文化

12.6

|:|| 19               8.5

13

6.1

14

()(,         ノ        31
16_6

文化遺産・歴史的建遺物

書道

現代建築

11

19 14 12

博物館 24 1.7 21 94

文化振興機関への出捐.寄付     56          40           39          175

その他 115 3.3 26.9

301 21.7 120美 術

舞踊・バ レエ 59 43 32

1.9工芸 27

13.02.7 2937

造 園 0.4 2.2

1584 704合 計



第 1章 1企業のメセナ活動

[音楽・美術の支援企業数比率の推移 ]

93年版調査 [N=250]

94年版調査:[N=246]

95年版調査 [N=259]

96年版調査 [N=232]

97年版調査 [N=223]

3●調査結果の分析

70.0

74.4

76.8

75.4

75.3

33

40

■■■音楽
__美 術
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[2]音楽 。美術・演劇における支援内容およびジャンル

ー
 「演奏会」「展覧会」「公演活動」への支援が中心

■音楽、美術、演劇ともに発表支援 (「演奏会活動」72.2%、 「展覧会活動」

57.0%、 「公演活動」75。 7%)が大多数である傾向が続いている。

[音楽・美術・演劇の支援対象・ジャンル ]

支援対摯 件数  支援対象 件数   支援対象

音楽施設の建設 運営 27  作品購入 20  劇場の建設 運営 16

育英 奨学 27  美術館・ギヤラリーの建設・運営 55  育英・奨学

その他 21  育英・奨学 13  その他

その他

件数

合計

無回答

支援ジヤンル

現代音楽

ポピユラー

605
15

件数

合計

無回答

支撮ジヤンル

365
10

件数

合計

無回答

支援ジャンル

２

８

　

散

１５

１

　

仰

版 画

57  写真

8  その他

75  能・狂言

65  ミュージカル

76  その他

14

38

13
重 謡

合 計 540
15

合計合計

無回答無回答 無回答

音楽 美 術 演劇

公演活動 115
演奏会活動 437 展覧会活動 208

音楽家の 日常活動 77

顕 彰 16

作品賞与 6 劇団の運営・濱劇人の日常活動 8

美術尿・美術団体の日常活動  18 顕 彰 4

顕 彰 23

クラシック音楽 404 絵 画 182

オペラ 64 彫 刻 92

歌舞伎 文楽 16

演劇・パフオーマンス    82

人形口・バントマイム 17
邦楽・民謡 32 インスタレーション 50

その他 45



3●調査結果の分析

[3]支援形態
―
資金による支援が中心

■「寄付金・協賛金の提供」と「自社の事業としての出費」は資金による支

援ということができる。

■本設間に回答した企業230社中223社 (97.0%)が、資金による支援を行っ
ている。

〔支援形態]MA N‐ 1387

20

35

寄付金、協菫金の提供

自社の事業としての出費

人的面での支援

場所面での支援

物的面での支援

その他の形態の支援

70.1

12.4

8.4

6.3

7.4
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第 1章 1企業のメセナ活動

[4]支援目的―  「若手芸術家支援」
が「既成芸術家支援」に近づく

■「既成芸術家支援」が前回調査の29.3%か ら24.3%と 減少する一方で、

「若手芸術家支援」は21.7%か ら22.1%と 増加している。

■支援目的においては「地域文化の振興」が前回の30.3%か ら3.2%増加し

ている。

[支援目的]MA

地域文化の振興

鑑貫者の啓発

既成芸術家支援

若手芸術家支援

国際交流

現代芸術の振興

伝統芸能の保存

アマチユア支援

青少年育成

チヤリテイロ的

その他

10 20

30.3
33.5

27.
6.8

29.3
24.3

21.7
22.1

20.4
16.6

7.9
10.5

4.0

10.8

■■■?1年煙更査 N=1397

12.3

_……
97年版調査 N=1387
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[5]資金援助額 (総額)-1社 当たりの平均資金援助額は前年度から増加
■メセナ活動費の回答があった企業176社の資金援助総額では、1000万 円未

満の企業が38.6%で最も多い。
■176社の資金援助額の総計は175億5527万 円となり、 1社平均では9975万円
となる。前回調査においては174社の平均額が 1社平均9665万円であった
から、300万円以上の増加という結果である。

[1社当たりの資金援助額 ] N=i76

10億円以上

iO億円未満 1,70%o 1000万円未満

1.70Иo 38.60%o
5億 円未満

19.90%o

1億 円未満

9.70Иo

50(Ю万円未満

28.40%o

37
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[1]メセナ活動の担当組織について-31.7%の 企業にメセナ専任部署
■メセナを担当する組織として最も回答が多いのが「広報関連の部署」であ

り、「専任部署」は 2番目となっている。

[メセナを担当する部署]MA N=230

広報関連の部署

専任部署

総務関連の部署

系列の財団

宣伝関連の部署

社長室・秘薔室関連の部署

営業関連の部署

その他の部署

特に担当部署を決めていない

31.7

17

12.2

24.3

メセナ活動の運営について



3●調査結果の分析

[2]イニシアティプをとつている人

一
担当部署リードが大きく増加、トップダウン型企業を引き離す

■「会長・社長」がメセナのイニシアティブをとっているトップダウン型の

企業が71社30.9%に対し、「担当部署」がリードしている企業が106社46.1

%と いう結果となった。
■前回の調査では「会長・社長」が92社38.5%、 「担当部署」が82社34.3%
であったから、96年度の活動においては両者の関係が逆転している。

[イニシアテイプを取つている人] N=230

無回答

その他 ア.00Иo 担当部署

46.1 0Иo3.50%o

担当役員

12.60Иo

会長・社長

30.90%o

39
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[3]予算の決定について一
メセナ活動を予算化している企業は今年も増加

■メセナ活動の「予算が決まっている」企業は今回の調査では137社59.6%

であった。経年的にみると「予算が決まっている」企業の割合は今年も増

加し続けている。

■「予算化していない」企業に対して、どのような場合にメセナ費を支出す

るかを尋ねたところ、「社外からの要請があれば個別に判断して支出する」

が79社84.9%、 「社内から要請があれば個別に判断して支出する」が46社

49.5%、 「その他」が 3社3.2%である。

〔予算の決定] N=230

予算が決まつている

59.60%o
予

"は
とくに決まつていない

40.40Иo

[メ セナの予算の決定の推移 ]

40 60

91年版調査

92年版調査

93年版調査

94年版調査

95年版調査

96年版調査

97年版調査

N‐ 149

N=256

N=250

N=252

N=265

N=239

N=230

2.7

12

17.6

予算が決まつている 日1予算はとくに決まつていない |1無回答

0.4

5.4
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[4]メセナ活動の財源
―
 「寄付金」「宣伝広告費」は今年も突出

■メセナ活動の財源がどこから出ているかについては、例年「寄付金」と

「宣伝広告費」の 2項 目が突出する傾向が続いているが、96年度も同じ結

果であった。

[メセナ活動の財源]MA

40〔 %〕

寄付金 53.1

57.8

宣伝広告費 52.3

55.7

広報費

21.3

文化事業費 11.7

12.2

販促費 9.6

8.3

財団助成金 9.6

7.0

交際費

8.8

福利厚生費

1.7

41

〈
Ｕ

雑 費

その他

10.4

15.1

■■■96年版調査 N=239
_……
97年版調査 N=230

6
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前年のメセナ活動との比較
―
支援件数の増加は22.6%

■「支援件数」「資金援助額」「支援要請件数」「メセナ担当スタッフ数」「社

内のメセナ活動への関心」の 5項目中「増加した」「減少した」について、
95年度の活動と96年度の活動を比較したのが下図であるが、「支援件数」

が増加した企業は前回調査の20.1%か ら22.6%と 2.5%増加している。

■「メセナ担当スタッフ数」に関しては「増加した」より「減少した」ほう

が多い。

[昨年のメセナ活動との比較 ] N=230

20 40

支援件数

資金援助額

支援要請件数

メセナ担当スタッフ数

社内のメセナ活動への関心

3.5 3.9

増加した 綴変わらない ■減少した ■無回笞

95年度と96年度のメセナ活動の比較

22. 66.51 9.1

23.5 122

_                    90.41
ヒニ



30調査結果の分析

N=230

30.0

43

[97年版調査 (96年の活動)]

支援件数

資金援助額

支援要請件数

メセナ担当スタッフ数

社内のメセナ活動への関心

[96年版調査 (95年の活動)]

支援件数

資金援助額

支援要請件数

メセナ担当スタッフ数

社内のメセナ活動への関心

10 20F/ol

20.1

22.6

23.5

■■■増加した
_‥_減 少した

N=239

25.1

31.0

30.1

■■■増加した
_‥_減 少した
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[1]支援先を選ぶ方法一一―「自主的に探して」が44.8%

■支援先を選ぶ方法としては前回の調査結果と比較すると、「直接要請を受

けたものから」が67.4%か ら61.7%に減少し、「自主的に探して」が45.2

%か ら44.8%に微減、「外部から紹介されたもののなかから」が37.2%か
ら38.3%に微増という結果である。

[支援先を選ぶ方法]MA

直接要請を受けたものから

自主的に探して

外部から紹介されたもののなかから

関係会社等の要請があつたものから

その他

145.2
44.8

67.4

■■■96年版調査 N=239
___97年 版調査 N‐ 230

29.6

11.3

,12.2

メセナ活動の進め方
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[2]受賞歴を参考にするか

―一受賞歴を「参考にする」「参考にしない」はほぼ均衡

■支援先の選択基準として、支援の対象となる個人および団体の顕彰・コン

クール事業の受賞歴を参考にするかについての質問では、「重視する」「あ

る程度参考にする」と回答した企業は合計すると108社47.0%で あり、半
数近くが参考にしている。

[受 賞歴の参考 ] N=230

重視する

1.30%o

参考にしない

19.1%o ある程度参考にする

45.70Иo

あまり参考にしない

29.60Иo

45

無回答

4.30Иo
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[3]結果を評価する基準―  
「社会的意義で判断する」企業が増加

■メセナ活動の結果の評価基準としては、「社会的意義で判断する」が178社

77.4%で あり、前回調査の66.1%か ら大きく伸びた。

■「社内外の評価で判断する」という評価基準は、53.1%か ら今回では112

社48,7%と 減少している。

■評価基準のない企業24社の「今後評価基準をつくる意向」は6社25.0%で

あった。

[結果の評価基準]MA

社会的意義で判断する

社内外の評価で判断する

数値的基準で判断する

芸術そのものの価値で判断する

特になし

53.1
7

66.1
77.4

96年版調査 N‐ 239
97年版調査 N=230

24.3
27.4

26.4
5.2

7



3● 調査結果の分析

N=63

85.7

N=112

71.4

47

[判 断する数値的基準 ]MA

参加者 [入場者数 ]

マスコミによる取り扱い量

来場者アンケー ト数

その他

[判断する社内外の基準]MA

来場者の評価

マスコミの評価

社内の評判

専門家の評価

被支援者の評価

その他

54.0

27.0

25.9

54.5
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[4]社内への活動結果報告-9割 以上が報告している
■今回の調査結果では、メセナ実施企業230社中210社 91.3%が報告しており、

前回の結果 (86.2%)を上回り、今回初めて「報告をする」率が 9割を超

えた。

■具体的に誰に報告しているかについては、「会長・社長」は115社 54.8%で

前回調査の58.7%か ら減少し、関連組織 (担当部署内、常務会・役員会、

関連委員会)への報告は増加している。

[社内への活動結果報告 ] N=230

とくに報告していない 報告している

8.70Иo 91.30%o

[活動結果の報告先]MA
4.0[o/"]

会長・社長

担当部署内

常務会・役員会

関連委員会

その他

58.7

1

49.0

22.9

286 ■■■96年版調査 N=206
___97年 版調査 N=210
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[5]96年度のメセナ活動の自己評価-9割 以上が満足のいく自己評価
■自社の96年度のメセナ活動の自己評価では、「予想以 Lの成果をあげた」
23社 10.0%、 「予想どおりの成果をあげた」187社 81.3%の回答があり、 9
割以上の企業が満足のいく自己評価をしている。

49

[メセナ活動の自己評価 ]

期待した成果をあげることは
できなかつた

6.50Иo

予想どおりの成果をあげた

81.30Иo

予想以上の成果をあげた

10.00Иo

N=230

無回答

2.20Иo
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メセナ活動の PR

―
メセナ P日 に「イントラネット」「インターネット」を活用

■「社内 PRを している」企業は209社90.9%で ある。

■社内 PRでは時代性を反映して「イントラネット」が33社15.8%で活用さ

れており、同様に社外 PRにおいても「インターネット」が56社33.7%で

活用されている。

[メセナ活動のPR]MA N=230

社内PRを している

社外PRを している

とくにしていない 8.7

メセナ活動の P日



[現在実施している社内PR方 法]MA

30調査結果の分析

N=209

N=166

80[%]

51

[Ool

社内報

ポスターの掲示

社内掲示板

チラシの配布

社内回覧

入場券等の配布

会議で説明・報告

ビデオ社内報

イントラネット

冊子の配布

紹介用Ⅵ
‐
Rの作成

朝礼

専用掲示板

その他

53.(

36.8
|

3

23.9

16.2

5。 7

5.3

4.3

15

13.4

[現在実施している社外PR方 法]MA

ポスターの掲示

チラシの配布

広告

招待券等の配布

インターネット

PR誌

冊子の配布

紹介用V「 Rの作成

その他

49.4

46.4

42.8

33.

21.1

8.4

15.7

28.3
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メセナ活動を行う理由
―
 「社会貢献の一環として」が約95%

■前回の調査においては「社会貢献活動の一環として」が92.9%で あったが、

今回の調査においては217社94.3%が回答している。

■「芸術文化の振興のため」が前回の50.6%か ら58.7%に増加している。

[メセナ活動を行う理由]MA

社会貢献の一環として

自社のイメージ向上につながるため

芸術文化の振興のため

自社の企業文化の確立をめざして

社員の質的向上をはかるため

販売促進の一環として

他社との差別化のため

文化の事業化をはかるため

他社が実施しているため

優秀な社員の獲得・確保のため

その他

20 40 60 B.0to/ol

92.9
94.3

96年版調査 N=239

62.8
62.6

50.6
7

8.4
7.0

4.2
5

2.9
2.2

2.5
2.2

3.8
3.0

10.8
,0.9

0.4
0.0

メセナ活動を行う理由

97年版調査 N=230
■■
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メセナ活動の支障となる事柄の有無

―
 「メセナ活動の支障事項がない」企業が増加

■メセナ活動の支障があるかについては、「ない」と回答した企業は前回調
査の33.9%か ら38.7%と 増加した。
■支障のある企業の具体的な内容で最も多いのは「予算額が少ない」66社
47.8%で、この数字は前回調査の43.4%か ら増加している。
■前回調査では27.0%で 2番目の支障であった「税制上のワクがブレーキ」
は、今回の調査では21.7%と 4番目の項目となつている。

[メ セナ活動の支障の有無 ] N‐ 230

無回笞
な い

1.30Иo
38.70Иoあ る

60.00%o

[メセナ活動の支障となる事柄の内容]MA
0 40[o/o]

予算額が少ない

社内の人材不足・専従社員がいない

目先のメリットが少ない

税制上のワクがブレーキ

社内の理解不足

情報やノウハウがない

適当な助成対象が少ない

その他

43.4
47.8

19.7
25.4

19.1

23.2

270

■■■96年版調査 N=152
__‥ 97年版調査 N=138

53

ａ

ｃ

ａ

メセナ活動の支障となる事柄

11.8
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メセナ活動未実施企業

企業とメセナについての考え一  「支援をする必要
はない」は 1社のみ

■1996年度にはメセナ活動を行わなかった企業95社のメセナに対する考えと

しては、「企業は芸術振興のために支援をする必要はない」という企業は

1社1.1%のみであるが、「わからない」という層が前回調査の26.9%か ら

37.9%と 増加している。

[企業のメセナ活動の必要性〕 N=95

わからない 支援すべきである

61.00Иo37.90Иo

支援をする必要はない

1.1 0Иo

企業とメセナについての考え
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メセナ活動をしない理由

―
必要は感じているもののカネ・ヒトが依然ネック

■メセナを実施していない企業95社のうち、「企業は芸術文化振興のために

支援すべきである」と考える企業58社のメセナを行わない理由としては

「資金に余裕がない」が37社63.8%で最も多い。
■「人員に余裕がない」29社50.0%、 「専門知識のある人材がいない」15社

25.9%と スタッフの問題も大きい。

[メセナ活動をしない理由]MA N‐58

55

資金に余裕がない

人員に余裕がない

専門知識のある人材がいない

社内の理解がない

自社では必要性を感じない

検討中

税制上の優遇措置がない

その他

63.8

ｎ
Ｖ
＾
Ｕ

25.9

19.0

|

17.2

|

5.5

3.4

8.6

活動をしない理由
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企業別メセナ活動一覧

基本方針と活動内容

●……………………回答をいただいた企業のうち、活動実績およびメセナ活動基本方針を記述している企業を

五十音順 (頭文字が同音の場合はアルファベット・カタカナ・ひらかな。漢字の願)に掲

載。

● …̈…………………従業員数は96年、資本金、売上高、経常利益の項は、基本的には96年のものであるが、

決算期月の相遺により、企業によっては95年のものもある。

●………… …̈………資本金の回は1億円未満、|口は1-10億 円未満、1回は10～100億円未満、回は100～500

億円未満、l口は500～1000億円未満、日は1000億 円以上を示す。

売上高の口|は 100億 円未満、口は100～500億 円未満、日は500-1000億円未満、ロ

は1000～5000億円未満、日は5000億～1兆円未満、1回は1～ 5兆円未満、|口は5兆円以

上を示す。

経常利益の口は1億円未満、口は1-10億 円未満、日は10～50億円未満、日は50～100

億円未満、日は100～500億円未満、回は500～1000億円未満、口lは 1000億円以上、

日|は経常赤字を示す。

● …̈…………………売上高について、輸送、倉庫、放送、電力・ガス、興業、サービス会社は営業収入、銀行

は経常収益、信販・証券会社は営業収益、生保・損保会社は正味保険料で回答をいただい

た。

●…………………̈ …※はメセナ活動担当部署名・スタツフ数・設置年および財団名、予算決はメセナ予算か決

まっていることを示している。

●…… …̈・……………芸術分野のうち、略して表配したものは下記のとおりである。

舞踊・パレエ→舞踊

グラフイツクデザイン→グデ

服飾デザイン→服デ

民俗芸能・郷土文化→民文

文化遺跡・歴史的建造物→文歴

現代建築→現建

博物館→博物

文化振興機関への出捐、寄付→出捐

その他→他
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●・………̈ ……………支援内容の数字はつきのことを示している。

企業別メセナ活動一覧
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音楽の場合 美術の場合 演劇の場合

1演奏会活動
2音楽施設の建設・運営
3音楽家・音楽団体の日常活
動

4育英・奨学
5顕彰
6その他

● …̈……………̈ ¨̈ ジャンルの数字はつきのことを示している。

1展覧会活動
2作品購入
3作品貸与
4美術館、ギャラリーの建
設・運営

5美術家・美術団体の日常活

1公演活動
2劇場の建設・運営
3劇団の運営、演劇人の日常

学奨

動

英

彰

活

育

願

４

５

６

学奨英

彰

動

育

顕

その他

その他

演劇の場合美術の場合音楽の場合

1クラシック音楽
2現代音楽
オベラ

7その他

●…………………¨̈ 支援形態の数字はつきのことを示している。

1寄付金・協資金の提供

2自社 (主催)の事業としての出費

3人的面での支援

4物的面での支援

5場所面での支援

6その他の形態の支援

●……………̈ ¨̈ ¨̈ 支援目的の数字はつぎのことを示している。

1着手芸術家支援    6チ ヤリティロ的

2既成芸術家支援    7現 代芸術の振興

3アマチュア支援    8伝 統芸能の保存

4青少年育成      9地 域文化の振興

5鑑費者の啓発    10国 際交流

一
稲

ラ

民

ユ
　
・

ピ

楽

謡

ポ

邦

董

1絵画
2版画
3彫刻
4写真
5イ ンスタレーション
6その他

1歌舞伎 。文楽
2能・狂言
3演劇・パフォーマンス
4ミュージカル
5人形劇・バントマイム
6その他

11その他
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資本自口 売上高日 経常利益日1 設立1949年  従業員4274人
ヒビール芸術文化財団 予算決

※企業文化部(17人・1990年設置)/mア サ

アサヒビール株式会社 食 品

メセナ活動基本方針

1お書様への感開の気持ちを表現する社会貢献活動の一つとして実施。
2評価の定まつていないもので、将来性に日むと考えられるものに重点。
3独劇性重視、惨加型、継続性に配慮。
4社員の見ている前で活動。

活動名
分野か音楽  分野が美術  分野か演■

芸術分野支援内容ジャンナレ支援内容 ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的
アサヒビール回ビーコンサー卜(年間10回 )音楽 1   1'2 2・ 3・ 4・ 1・ 5'7.

5   9・ 10
アサヒビール文化講座(年間8回 ) 他 2.3・ 4・ 5'9・ 11

5

アサ ヒピール芸術文化財団への寄付 出捐
1・ 3   11

アサヒビール大山崎山荘美術館の開館・運営 美術・

文歴・

現建

4    1・ 6 2   5。 8・ 9

日経オルセー美術館 美術 1   1'2。 3 1   5。 10
東武美術館展 1  1 1   5。 10
東京国際映画祭

1・ 3・ 7

10

キーロフオペラ 音楽 1   3 1   5。 10
岩城宏之コンサート 音楽 1   1 1  2
日本フィルスプリングコンサート 音楽 1   1 1    1。 2

ふるさときゃらばん 演劇 1      3      1       1'3・ 5

伊藤キム+輝 く未来「BODY MAR― 舞踊
KET」

1  1

外国人作曲蒙による現代尺八音楽 音楽 1   2 1    1・ 7

牧水記念館コンサート E* t 1,2 1'4   1

曽根裕「SC00P展 」 美術 1・ 3・ 4・

5

1  1

アリスフェスティパル 演劇 1  3  1  1
光の記憶展'96 美術 1  5 1  1
IZUMIWAK∪ プロジェクト 楽

術

像

デ

音

美

映

グ

1  2  1 1・ 3.4・

5

1・4  1・ 7・ 9

秋吉台国際音楽セミナー 音楽  1・ 2  2 1・4 1'4。 7

9。 10

中山ダイスケ展 l    i・ 5 1  1
フェスティパル「リヒトウング」 音楽・ 1      1・ 7・10

アート 6     7 1'4   5

藍染布展「パーカッションデュオコンサート」音楽・

工芸
1  2 1・ 4   1。 2
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月と遊園地 音楽・ 1   2 61

トポスの復権展2 美術・ 1   1・ 3・ 4 1・ 4    1・ 2

現建

時々自動「飛行機でゆくから」 楽

術

劇

踊

音

美

演

舞

1     2     1     4     1      3     1     1

モルフェ'96 美術・ 1・ 2・ 3

4・ 5

1・ 4    1・ 7・ 9

映像

アーカス構想 音楽。 1.3・ 4 2   1'5
美術・

舞踊

1・ 2・ 3.

4・ 5

1・4 1・ 7・ 9'

10

パークタワーネクストダンスフェスティノUレ 舞踊 1  1

木佐貫邦子ダンス公演 舞踊 1・4   1

八谷和彦「anonymous fLures」   美術 1  6 1  1

第九フロイデ lN西条 音楽 1   1 1   2'3
北海道演劇財団 出捐 1  9

ドキュメント2000 他 1'3'4  7'11

ク・ナウカ「道成寺」 演劇 1    3    i・ 5   1

メカス日本日記の会 文学 1.4・ 5  2

興望館ジャズコンサート 音楽 1   4 1・ 4・ 5  6

台湾伝続人形劇 劇

文

演

民
1      5      1・ 5    8・ 10

音楽三昧コンサート「魔術師ラヴェル」  音楽 1   1 1・ 4・ 5  1

優 しさが手をとりあって 舞踊 1   6・ 11

アダムベンジャミン・ダンスワークショップ 舞踊 1  11

アメリカン・エキスプレス・インターナショナル,lnc. サービス
資本金口 売上高日 経常利壺口 設立1850年  従業員850人 予算決
メセナ活動基本方針
アメンカン・エキスプレスの企業理念の一つに

｀`
社会に貢献する良き市民

″
という一文がある。会社および社員が

ビジネス活動を行う地域に利益を選元するとともに、社員を積極的にポランティア、募金活動に参加させる。

社員のポランティア活動に対しては、会社には同額を合わせる
｀
マッチング・フアンド

″
、そして、個々の活動を支

援するための
｀
マッチング・ギフト

″
制度がある。

フィランソロピー活動基本方針(メセナ)

1社会貢献活動の一環。
2企業文化の確立。

分野が音楽    分野か美術    分野か演囀
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
文楽協会義太夫八ワイ公演支援 演劇 1     1     1     8

糸あやつり人形「結城座」公演支援    演劇 1  5  i  8
Jvc「メサイヤ」支援 音楽 6   1 1  10
クリスマス・チヤリティコンサート「ギターと 音楽 1
マリンパのタベ」開催

2・ 3・ 5 1・ 9
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資本金

`1 
売上高日 経常利1組ヨ 設立1943年  従業員1901人 予算決

メセナ活動基本方針

当行は地域に根ざしたリージョナルバンクとして地域の皆様に信頼される銀行をめざしています。その表れと

して、「地域のために、お客様とともに、人を大切に」という企業理念を掲げており、メセナ活動の基本方針は、「地域

への選元」である、と考えています。

分野が音楽    分野が美術    分野か量劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的
あおぎん講演会の開催         他 2  9

株式会社青森銀行 銀行

青森交響楽団への寄付 音楽 4   1 1  9

あおぎん賞の授与 他 2  9

旭硝子株式会社 ガラス窯業

資本金口 売上高日 経常利樹口 設立1950年  従業員8838人  予算決
メセナ活動基本方針

当社はメセナを社会貢献活動の一環として位置づけている。

(企業方針)一社会貢献に努め、世界の人々に信頼される企業市民をめざします。
(新ACCビジョン21-2000年までの企業活動のあり方と目標)一――経団連1%クラプのメンバーとして、国内
外にわたる社会貢献活動を積極的に推進し、社会と調和し共生する「良き企業市民」となることをめざします。

(具体的な項目の一つとして「芸術。文化・スポーツの振興」を掲げている。)

分野か音楽   分野か美術   分野か演自
活動名                    ヨ議分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
ガラスアート展 2・ 3・ 5 7・ 91  6

ガラス芸術に対する協力 1・8   6 1・4   11

m静嘉堂協力会に対する寄付 4     6 1  11
m日本交響楽振興財団への寄付     音楽 2  1 11

サン・ヴィゴール・ド・ミュー礼拝堂プロジェ 美術
クトヘの支援

4  6 4   8・ 10■ 1

フランス国立ギメ美術館「日本ギヤラリー」増 美術
改築に対する協力

4  6 1   8・10'11

株式会社朝日広告社 広告

資本金2 売上高日 経常利益口 設立1924年  従業員736人

活動名

分野が音楽  分野か美術  分野か演■
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

カザルスホール倶楽部         音楽 1   1 1  1

株式会社朝日新聞社 新聞

売上司日 経常利翻口 設立1879年  従業員7600人  ※文化企画局文化メセナ部(12人・1997年設置)/動朝
日新聞文化財団、動朝日新聞厚生文化事業団

メセナ活動基本方針

内外社会の相互理解、文化交流と社会・文化の向上。発展に寄与する。

1優れた業績を表彰する。
2世界や日本の美術・文化遺産の展覧会、音楽会、公開のシンポジウム、合嗜や吹奏楽の全国コンクール、全国高等
学校野球選手権大会、東京国際女子マラソン、福岡国際マラソン、「平成の遺唐使」など数多くの文化・スポーツ

催事を主催する。

3内外の意まれない人たちを支援する。
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分野が音楽    分野が美術    分野か演劇
芸術分野支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

63
活動名

ポンピ 4  3

大英博物館改築への寄付 文歴

朝日賞 文学・

他

大佛次郎賞 文学

全日本合唱連盟 音楽 3
全日本吹奏楽連盟 音楽 3
アリオン音楽財団 音楽 3
大阪国際フェスティバル協会 音楽 3
朝日新聞文化財団 出捐

アンディ・ウォーホル展 美術

アッシリア大文明展 文歴

敦建展 文歴

ジャン・ルノワール映画祭 映像

東大寺声明 音楽 1
肉筆浮世絵展 美術 1  6

朝日放送株式会社 放送

資本金口l 売上高1日 経常利益口 設立1951年  従業員714人 ※mエー・ビー・シー音楽振興財団 予算決
メセナ活動基本方針

放送事業の公共性を考えますと、少しても支援活動を通じ社会に貢献いたしたく思います。

頒 精 楽  分野が美術  分野風
活動名                  芸術分野支援内害ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

ABCギャラリー 美術 4  1 2  7

株式会社足利銀行 銀行

資本金口1 売上高l口1 経常利壺□ 設立1895年  従業員4503人  ※(勁あしぎん国際交流財団
メセナ活動基本方針

近年、企業と社会との新たなかかわり方か問われています。つまり、こんにちのように豊かな時代を迎え、国際化
が進むにつれ、企業は単にその本来の経済的活動を行うだけでは、社会の構成員としては不十分となってきていま

す。こういったことから、とくに地域とのかかわりが強しヽ地方銀行である当行においては、「地域とともに生きる」
という企業理念を具現化するために、さまざまな活動に取り組んでいます。ます、企業として栃本県民オペラの後

援や栃本県交響楽団への支援、あしぎん婦人夏期大学講座の開催などのメセナ活動のほか、あしぎん国際交流財団
を事務局とする国際交流活動があり、つきに行員ひとりひとりが自主的に取り組んでいる「あしぎん

｀YOU― |″
運動(フ ィランソロビー活動)」があります。こういったものは、今後も企業の宣伝色を出さす、地道に継続的に取り

組んでいきたいと考えています。

分野が音楽    分野が美術    分野が演菌
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的
あしきん国際交流財団 他 3・ 5・ 6 10

あしぎん婦人夏期大学講座 他 2・ 3・ 6 9
栃本県民オペラの後援 音楽 1   3 1  9

栃本県交響楽団の支援 音楽 1   1 1  9

栃木県立博物館への協費

文歴日光杉並木街道の保護 1  11
1  9

美術

博物
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64 栃木県立美術館への協賛 美術 1   1 1  9

宇都宮市立美術館への寄付 2  1 1  9

昧の素株式会社 食品

資本金口 売上高日 経常利益口 設立1925年 従業員5319人  ※働味の素食の文化センター

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的

世界蘭展 1  7

Music Meets A威 18th 音楽 1   2 1  7

ジョージ・シアリング・クインテット   音楽 1   4 1  7

ミルバ。トラマティックリサイタル96  音楽 1   4 1     7

マルク・シャガール展 1  1 1  7

ミュージカル中尾ミエ 1     4     1     7

中山エミチャリティコンサート 音楽 1   4 1  7

イズミヤ株式会社 スーパー

資本調口 売上高日 経常利益口 設立1952年 従業員4092人 ※総務部社会貢献担当(3人・1996年設置)
予算決

メセナ活動基本方針

企業が市民社会のなかで与える影書か増大した現在、本来の責任である「経済的責任」(利益追求)、「受話者責任」

(利害関係者への配慮)に加えて、第3段階として「社会貢献活動」に取り組み、企業市民として応分の貢献を果たす

ことか使命だと考える。

分野が音楽  分野が美術  分野か演劇
雇:コ〕名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的
「みんなの美術館」(絵画コンクール)主催  美術 1・5   1 2   3・ 9

母の日絵画展 美術 1  1 2   3・ 9

父の日絵画展 美術 1  1 2   3・ 9

明石原人祭り 術

文

美

民

株式会社イトーヨーカ堂 量販店

資本金口1 売上画日 経常利益口l 設立1958年 従業員3万8149人  ※社会・文化開発室(3人・1992年設■)
予算決

メセナ活動基本方針

イトーヨーカ堂グループでは、企業の社会的な責任は毎日の仕事に誠実に取り組んで「基本責任」を果たすこと

を中心に、ビジネスを通じて雇用機会の創造や納税などの「義務責任」を果たし、また、企業も社会の一員(企業市民)

であるという視点から、ビジネスで得た成果を広く社会のために役立てることで「支援責任」を果たす一この三つ

の責任についてバランスのとれた活動を進めていくことか経営の重要なテーマの一つであると考えています。

そして、企業市民としての活動をより充実させようと考え、1992年に社会・文化開発室を設立しました。これに
より、いままでグループ各社や各店舗が個々に取り組んできた社会・文化活動に関する情報を共有化し、さらに社

会の要請にスピーディに対応できるよう努めています。

分野が音楽  分野か美術  分野が演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的

高校生懸費作文 他 2  4

小さな童話大賞 文学 1・5   3

子ども図書館 他 2・ 4・ 5 4・ 9

美術

美術

1・5   9
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株式会社伊勢丹 百貨店 65
資本翁口 売上高日 経常利益口 設立1930年  従業員5501人 予算決
メセナ活動基本方針

1百貨店の果たす社会的役割のなかでも最も重要なコーボレート・コミュニケーションの一つ。
2商品にかぎらす、つねに新しい価値観や明日の生活を提案し、お客様の暮らしをより高め、豊かにすることこ
そ、百貨店の使命。

分野が音楽  分野か美術  分野が演■
活動名 芸術分野支援内容ジャンナレ支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

伊勢丹美術館の運営、企画 美術 1   1・ 2。 6 2  11

伊藤忠商事株式会社 商業
資本金口 売上高日 経常利益口 設立1949年 従業員7(И 5人 ※社会関連管理部社会貢献チーム(3人
・1992年設置)/m伊藤忠記念財団 予算決
メセナ活動基本方針

伊藤忠商事は国際的視野に立って、良き企業市民として果たすべき役割を自党し、国内のみならす国際的にも社
会貢献活動を行い、豊かでゆとりのある社会の実現をめざす。

分野が音楽  分野が美術  分野が演劇
活動名                  割

"濁
支援内容ジャンル支援内容ジヤンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

ロビーコンサート 音楽 1   1 1・ 2・ 3・ 2.4・ 5・

4・ 5  9・ 10

日本音楽文化交流協会 音楽 1   1 1   2・ 10
大阪フィル八―モニー協会 音楽 1   1 1   2。 9
環境フォトコンテスト 7     4 1    1・ 3

劇団栃の実 演劇 1      3      1      2・ 9'10

早稲田大学アンコールワット修復 文歴 1  10
日中国交回復25周年配念事業「大敦捏」公 演劇
演

1  3  1  10

ブラジル日本移民資料館拡張 博物 1     10

中国文物展示館建設 文歴 1   9・ 10
青山を研究する会 他 1  9

株式会社伊予銀行 銀行
資本金□ 売上高□1 経常利樹口 設立1941年  従業員3388人 予算決
メセナ活動基本方針

愛燿県内の営業店網(124か所)を活用し、地域に根ざした文化活動を発掘、支援することによって当行の企業理
念「潤いと活力ある地域の明日を創る」を具現化していく。

分野か音楽    分野が美術    分野か演劇
活動名 芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
伊予銀行地域文化活動助成制度 楽

劇

芸

音

演

工

1・ 3 1'3・ 5・

6

1     3     1 3・ 4・ 5。

8・ 9。 10

民文
いよきんギャラリーどんどびの運営   美術        4  1'2・ 3・       5  3・ 5。 9

4・5



*2s lG*E|]/t)-.ES

66

資本金口 売上高□ 設立1946年 従業員2500人 予算決
AIU保険会社 損保

メセナ活動基本方針

1自分たちで考え、自分たちで企画し、自分たちで実施する。
2実施するほうも,加するほうも協力して実施する。
3継続して行う。

活動名

分野か音楽   分野か美術   分野か濱

“芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

AIG Conce「 t 音楽 1  1 2・ 3,4・  1・ 2・ 3・

5   4。 5

エッソ石油株式会社 石油

資本自□ 売上高日 経常利益□ 設立1961年  ※広報部(1人・1964年設置)予算決
メセナ活動基本方針

1企業も社会の一員であり、社会がよりよくなっていけば、企業も栄えるという考えにもとづいて行う。
2広告宣伝活動とは明確に一線を画すべきである。
3既存の団体に援助を行うのとは別に、現状で必要とされている当社独自のプログラムを開発。

分野が音楽    分野か美術    分野か演月
活動名 芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的

全日本ビアノ指導者協会ヤングビアニストコ 音楽 4・5  1                1   1
ンペティション

「虎」の本制作              文学                      1   11
「日本人のこころ」を考える会 他 910

オムロン株式会社 他電機 (制御機器)

資本金□i 売上高口l 経常利翻口 設立1933年  従業員7299人  ※コーボレートコミュニケーションセンタ
ー企業市民グループ(4人・1991年設置)予算決
メセナ活動基本方針

1社会貢献活動の理念的ベース :社憲(1959年制定)。
2社会貢献活動の指針 :企業市民憲摯(1991年制定)。
メセナ活動も社会貢献活動の一環として上記にもとづいて実施している。

分野が音楽  分野族 得  分野が演劇
活口Dl日i                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

オムロン京都文化フォーラム、オムロンけい 他

はんな文化フォーラムヘの協賛

1   5。 11

京都コンサートホーメリ イヽブオルガンコンサ 音楽 i
―卜への協賛

1・ 2・ 5・

9

山下和仁と21世紀のアジアの作曲またち 音楽 1   2 1    1・ 7

「ワタリウム」美術館への協賛 美術 1    1。 5 1   1・ 2'7

グリーン・コンサーツヘの協賛 音楽 1   2 1    1・ 7

京都市交響楽団への支援 音楽 1   1 1   2。 9

メセナの神髄コンサートヘの協賛 音楽 1   1
日露交歓コンサートヘの協賛 音楽 1   1 1・ 2

株式会社大分銀行 銀行

資本金□1 売上高日 経常利益口 設立1892年  従業員2121人

1    1・ 2
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メセナ活動基本方針

当行の経営理念である「地域社会の繁栄に貢献するため銀行業務を通じ最書を尽くす」のもと、地元の文化・芸術
の育成・支援を目的として行っています。

分野が音楽  分野が美術  分野が演劇
活動名 芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的

67

アルゲリッチコンサート協賛 音楽 1   1 1   2・ 9■ 0
人分銀行フ アミリーコンサート 音楽 1   1・ 2 2.3  1・ 2・ 3'

5。 9

大分銀行ウェンズディコンサート 音楽 1 1・ 2'5。

7

2・ 3.5  1。 2・ 3'

7・ 9

大分銀行絵画展 美術 1  1 1・ 2・ 3'

5・ 9

5

NHK交響楽団コンサート 音楽 2・ 3  4・ 5。 9

営業店での回ビー展 術

芸

デ

学

道

美

工

服

文

書

1・ 2・ 3

4

1。 2'3.

9

株式会社大分放送 放送
資本金日 売上高1日 経常利益口 設立1953年  従業員178人 ※m大分放送文化振興財団 予算決
メセナ活動基本方針

当社には、放送業務に関連して行う各種事業(芸術・文化・教育)と県内の教育。文化・芸術および学術の助威にか
かわるものとの二通りのメセナ活動がある。
放送に関するものは、関係団体の活動の支援・後援で、報道(放送)を通じて、発展・育成に期することが目的であ
る。

助威にかかわるメセナ活動は、一定金額を贈りその団体あるいは個人の活動を助成するもので、財団法人大分放
送文化振興財団の寄付行為となる。

分野が音楽    分野が美術    分野か演」
活動名                        芸術分野支援内容ジャンソレ支援内容ジヤンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
大分交響楽団 音楽 1   1 1     3

大分県民演劇 演劇 1     3     1     3
県民オペラ30周年メモリアルコンサート 音楽 1   3 1  3
国民文化祭に向けて大分マントリン・オーケ 音楽 1
ストラ

1.4 1  3

株式会社大垣共立銀行 銀行
資本金□ 売上高口1経常利ヨ趙ヨ 設立1896年 従業員2951人
置)

※社会貢献推進委員会(13人・1996年設

メセナ活動基本方針

当行は、明治29年の創立以来、地域社会の一員として、地域の発展に貢献することか社会的使命であると考えて
きました。

メセナ活動に関しては、これだけを個別にとらえるのではなく、広く社会貢献活動の一環としてとらえ展開して
います。当行の社会貢献活動の基本的な考え方は、銀行本来の金融業務、サービスを通して行うことをベースと
し、本業以外の分野においては、下記の点などに留意して進めています。
1活動の地域・分野がバランスのとれたものであること。
2無理なく、息長く続けられる活動であること。
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68 分野か音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的活動名

100周年記念コンサート3回 音楽・ 1   1・ 5 1   4   2   5'8・ 9
演劇

海外3拠点レセプション 演劇 1   3   2   5。 10

100周年記念シンポジウム 服デ 2   5。 9

共立総合研究所設立記念講演会 他 2  11
「めいほう高原音楽祭」に協賛 音楽 1   2 1  9

ミスターフライデー全国キャンペーンに協賛 服デ 1   9'11

「日本文化デザイン会議」に協賛 グデ 1   7・ 9・ 11

|マナフ間部展」に協質 1  1 1   5・ 9

大垣ポスター展 1  6 1   7.9

水門川万灯流しに協賛 民文 1'3   9

和泉宗家後援会大垣友の会への協賛   演劇 3     1     1     8

大阪ガス株式会社 ガス

資本金固1 売上高日 経常利翻口 設立1897年 従業員1万430人  ※動大阪ガス国際交流財団

メセナ活動基本方針

関西の地域に根ざした企業として、文化活動を支援し、地域の皆様から支持され信頼される企業グループをめざ

す。

活動名

分野か音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容 ジャン,レ 支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的

輸大阪フィル八―モニー協会 音楽 1   1 1  2

みどり教育財団五日みどリレクチャーコンサ 音楽 1
-ト

1   4'6.9

大阪城平成の大修理 文歴 1  11
ウィーン音楽祭 音楽 1   1 1   5。 10・ 11

宮廷の美術展 1  1 1   5。 11

いすみホール「マーラーシリーズ」 音楽 1   1 1   5・ 11

ジャバンヴィルトーツシンフォニーオーケス 音楽 1
トラ大阪公演

1  2

株式会社カスミ スーパー

資本金口1 売上高日 経常利翻口 設立1961年  従業員1742人 ※社長室広報(5人・1990年設置)予算決

メセナ活動基本方針

1マイケルグレイプス設計によるカスミつくばセンターがオープンなスペースになること。
2マイケルグレイプス設計によるカスミつくばセンターが多くの人のコミュニケーションの場となること。
3地域の活性化になること。
4継続して行うこと。
5従業員も一緒に参加すること。
なお、当社はカスミグルーフとしてメセナ活動を行っている。

分野か音楽    分野か美術    分野か演劇
活動名 芸術分野支援内容 ジャン

'レ

支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

「わたしの企画」応援します !(総称) 楽

術

劇

音

美

演

1・ 3・ 4・ 3・ 4・ 5・

5   9・ 10・ 11

美術
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1.3・ 4。  3・ 4・ 5・

5   9。 1011
69

わ太鼓のワークショップ 5 1・ 3・ 4・  4・ 5'3・

5・ 6    9。 10。 11

つくば子供フォーラム 演劇

他
6  3 1。 3.4・ 4・ 5。 11

5・ 6

ハンドワークの楽しさをあなたに 民文
1・ 3・ 4・ 5・ 8。 9・

5・6  11
木島知草さんのがらくた座公演 6  5 1・ 3・ 4・ 4・ 5。 11

5・ 6

クリスマスデザートシアター 楽

劇

音

演

他

6  7 6     3 1'3・ 4・ 3・ 4・ 5・

5・ 6   9,10。 11

カテナ株式会社 商業
資本金l口l 売上高口 設立1968年  従業員1500人  予算決

江東区音楽家協会特別贅助会員 音楽 3   1

カヤバエ業株式会社 機械部品
資本金□ 売上高日 経常利樹口 設立1948年  従業員4300人
メセナ活動基本方針

個々の要請については、そのつど検討、対応しているか、全社的活動方針については、今後の検討課題である。
分野か音楽    分野か美術十    分野が演菫

活動名                        罰
"週
支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支担U形態1支援目的

長谷川逸子・建築計画工房佛への寄付   現建 1  11

株式会社カンセイ 自動車
資本金口 売上高日 経常利益日 設立1956年  従業員2877人

活動名
分野が音楽    分野か美術    分野か演劇

芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

大宮市児童音楽コンクール 音楽 1   6 1   4・ 9

花王株式会社 化学
資本金口l 売上高【】 経常利益口l 設立1890年  従業員7100人  ※広報センター文化活動担当(2人・1990年
設置)/m花玉芸術・科学財団 予算決
メセナ活動基本方針

1メセナ活動は、花王佛と帥花王芸術・科学財団 (★ )の両建てで進める。花王佛の予算枠と財団の助成総額の規
約もあり、オール花王として効果的に対応する。
2花王は老若男女、生活者すべてか、お客様であり、長いこ愛顧に対し芸術文化を通して社会貢献に努める。

演劇

メセナ活動基本方針

国際交流、国際教育交流のさまざまな活動を通し、国や文化の枠を超える「文際人」の育成に努め、同じ目的を持
つ人々同士の出会いと相互研鑽・ネツトワークづくりの機会提供等により、より住みやすい地球社会づくりに貢献
する。

鍋 か音楽  頒 が美術  鍋 か潤
雇:コ〕名                        芸術分野支援内容ジャンナレ支援内容ジヤン,レ 支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的

1   3'9
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3トータルな社会・文化活動を通し、企業文化を確立し、企業イメージの向上に努める。
★いままでの花王芸術・文化財団の財団活動(音楽・美術への助成)に、さらに科学技術分野への助成・支援事業

を加え、1997年4月 1日花王芸術・科学財団とした。
分野が音楽   分野か美術   分野か演自

活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

美術館連絡協議会 美術 1・ 6.8  1 1・ 2.5・

7・ 3'9・

10

国内オーケストラ支援 音楽 1   1・ 2 1・ 2・ 5

7・ 8

音楽公演祭協賛協力 音楽  1  1・ 2・ 3 1.2・ 5。

7・ 3・ 9・

10

美術展協力 1    1.5 5。 7.8。

10

日タイ舞踊団 1   2・ 5・ 10

花王芸術・科学財団 楽

術

踊

捐

音

美

舞

出

1・4 1'2・ 3・ 1

7

1・ 2・ 3 1。 2・ 3・

5。 7・ 8・

9。 10'11

株式会社香川銀行 銀行

資本g四 売上高2 経常利益■ 設立1943年  従業員1368人  予算決
メセナ活動基本方針

子供たちの健全な育成。

活動名

分野が音楽    分野が美術    分野か濃劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

香川オリープ児童合唱団 音楽  1・ 2  6 1・ 3・5 4

鹿島建設株式会社 建設

資本自口 売上高口l 経常利壺亜ヨ 設立1930年 従業員1万3877人 ※働鹿島美術財団、働鹿島学術振興財

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

llfiBunkamurai)iv")Wailf E*' 1.2 1.3 1.4

ili.
If,.

1・ 2・ 3・ 1・ 2

4

3      1・ 6    1'7・ 10

映像

天王洲アートスフイア(東京オビニオンズ)運 音楽・ 1・ 2  4          1・ 2  3・ 4  1,6  7
営参加                 演■

新日本フィルハーモニーx'masコンサート 音楽 1   1                 1   5。 7

日本フィル八一モニーニューイヤーコンサー 音楽 1
ト

1   5'7

東京国際映画祭 映像 1   2'7.10

'96アーキテクチユア・オブ・ザ・イヤー展  現建 1   2・ 7・ 11

新日本フィル八―モニ=交薔楽団への特別支 音楽 1
援

1   2・ 7

美術

舞踊
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1  7 71
テムズ川の歴史美術展 美術 1  1 1   5。 11
「世界の中のル・コルビジェと日本」国際シン 現理
ポジウム

5。 10

帥鹿島美術財団の活動 美術 5・ 6    1。 2.3 1・ 3    1。 2・5

フランスロ立ギメ 」の 美術・ 4    1・ 6 1   5・10
改修                  博物

吉田秀和芸術振興基金         音楽 4  1.2・3              1   i・ 7

メトロポリタン美術館 美術 1      5・ 8・ 104  5

鐘紡株式会社 繊維
資本調■ 売上高日 経常利益日 設立1887年  従業員4600人
メセナ活動基本方針
既存の活動に対する単なる冠協賛型ではなく、ともに新しい文化を創造する活動の場を提供していく。

分野が音楽  分野が美術  分野か濱■
活動名 芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャン

'レ

支援内容 ジャンル支援形態支援目的
朝日ベルサロン 他 2・ 3    1・ 2・ 5'

7・810
読売ヒューマンドキュメンタリー大賞カネボ 文学 1'3  3・ 5
ウスペシャル

カネポウミセス菫薇大賞        文学                     1'3  3・ 5

ピアノデュオ作品による第4回国際作曲コン 音楽  4・ 5  1
クール

1。 3 1・ 2・ 5

7・ 10

カネボウ国際女性映画週間 映像
1・3 1。 2・ 5・

7・ 8。 10

カネボウ・読売日響サマーフェスティバル 音楽 1   1 1・3  2・ 5'8
鐘紡繊維美術館 博物 2・ 3'4・ 5。 3・ 9

5

亀田製菓株式会社 食品
資本調口 売上高日 経常利翻日 設立1957年  従業員3482人
メセナ活動基本方針
「会社にまつわるすべての者の要望に応える」ことを経営理念に掲げており、事業を通して地域社会の発展を担う
だけでなく、会社の事情が許す範囲でメセナ活動も行うことを基本的な考え方としている。

分野が音楽  分野が美術  分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
新潟薪能 演劇 1   2   1   8'9
日本海夕日コンサート 音楽 1   4 1  9
新潟県子ども劇場おやこ劇場 演劇 1   3   1   6・ 9
障害を持つ人たちの芸術展 1    1。 3 1   7'9

関西電力株式会社 電力
資本金口 売上高□1 経常利益口 設立1951年  従業員2万6265人 予算決
メセナ活動基本方針
1電気事業を営む当社は、電力の安定供綸という社会的使命を果たすとともに、地域密着の事業であることか
ら、地域のニーズに沿った活動を行っていくことが大切と考えている。
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2このため芸術文化支援活動についても、一点豪華ではなく、地域における音楽、美術、演劇分野での継続的な活
動を進めていきたいと考えている。

分野が音楽  分野が美術  分野か演■
活動名 芸術分野支援内容 ジャンル支援内容 ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的

かんでんクラシックスペシャル(大阪)  音楽 1   1・ 3 2   2.5,6・

かかやきフェスティパルIN南港 音楽・ 1   4・ 5 1   3.5  2   2.5'11

かんでん子供ミュージカル(和歌山)   演劇 1422・ 4

かんでんクラシツクコンサート(全国4か所)音楽 1   1 1・ 2・ 3・

5。 9

美浜美術展 1・2'7 1 1'3・ 5

9

中之島素人寄席 演劇 1   6   1・ 3。 4'3・ 6・ 8

知的障害者美術展(滋賀) 美術 1   1・ 2・ 3 1   3・ 5

キッコーマン株式会社 食品

資本金□ 売上高日 経常利益口 設立1917年 従業員2914人 予算決

活動名

分野が音楽  分野か美術  分野が演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

映画制作「日本の食文化」 映像 2   7'8

キヤノン販売株式会社 商業

資本金口 売上高日 経常利壺日 設立1968年 従業員8179人  予算決
メセナ活動基本方針

1「映像と情報のシステムインテグレーター」を標榜するキヤノン販売の方向性に沿った活動であること。

2写真文化の振興。発展に寄与すること。
3デジタル映像文化の振興。発展に寄与すること。

活動名

分野か音楽    分野か美術    分野が演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

日本文化デザイン会議'96 出捐 1  11
キヤノンフォト八ウス 美術 1・4   4 2・ 3・ 4。  1・ 2'3・

5      5

キヤノンワンダーミュージアム 1・4   4 2・ 3・ 4・ 1・ 5。 7

5

キリンビール株式会社 食品

資本金口 売上高日 経常利益口 設立1907年
動キリン福祉財団 予算決

従業員9026人  ※広報部社会貢献室(8人・1987年設置)/

メセナ活動基本方針

経営理念―
私たちは世界の人々の健康、楽しき、快適さに貢献します。

1若手芸術家の発掘、育成のための支援活動。
・キリンコンテンポラリーアワード(―一般公募コンクール、作品展)。

・キリンプラザ大阪の企画運営。

・キリンアートスペース原宿の企画運営。

・横浜ビアビレッジにおける彫刻展。

2人々への優れた芸術作品の提供。

2

2

5

美術
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・キリンニューイヤーコンサート。

・現代舞踊シリーズヘの協賛。

3全国の事業所で地域に密着したメセナ活動を実施する。
分野か音楽    分野か美術    分野が演

“活動名                  芸術分野」訥容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

73

キリンプラザ大阪各種企画 美術・

映像・
1・ 2・ 3・

4・ 5・ 6

1・4 2 1・ 2・ 5。

7

キリンアートスペース各種企画 1・ 2・ 3・

4・ 5・ 6

1'2.5'

7映像

他

1'2.5。

7

1'2。 7  1'2・ 3・

4・5'6
議
獅
嗣
鋼
噸
藍
労
肝
敗
蝉
髄
難
雅
団
他

キリンコンテンポラリーアワード'96

アートタンクシリーズ 1・ 2・ 3・

4・ 5・ 6

2   1・ 5。 7

キリンニューイヤーコンサート 音楽 1   2・ 5・ 6

H・アール・カオス公演協賛 1   2・ 5'7

オーケストラアンサンブル金沢公演協賛  音楽 1   1 2・ 5。 6・

7・ 9・ 10

サイトウキネンオーケストラ公演協賛  音楽 1   1・ 2 2・ 5'7.

9。 10

ケイト・グリーナウェイの世界展協賛   美術 1   2 1   2・ 5'10

城下るり子アート活動支援 美術 1  6 1   2・ 5。 7

中岡慎太郎写真集協賛 美術 8  3 1   2・ 5。 7

東京芸術大学オペラ公演協賛 音楽 1   3 1   1・ 3・ 5

世界蘭展 他 10

アジア太平洋ゴ・コングレス協贅 他 10。 11

東京交響楽団創立50周年公演協賛 1   1・ 2・ 3 1   2.5・ 10

東京交響楽団賛助会 音楽 6   1・ 2・ 3 1  2

国際音楽祭ヤングプラ八協賛 音楽  1・ 5  1,2 l       l・ 3・ 10

デフパペットシアターひとみ公演 演劇

1.2・ 7  3ビアパーク北陸庭園彫刻コンクール   美術 2 1・ 3・ 5・

7・ 9

第9回国際親善交流特別演奏会 音楽 1   1 1・ 2.5・

6・ 10

1   5   1   2・ 5。 6
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資本金l口l 売上高口l 経常利益口 設立1960年  従業員1721人  ※広報室(2人 )予算決
メセナ活動基本方針

1企業市民として社会的責任が重要視されるなか、当社は地域企業としての役割を認織し、その責任を果たして
いかなければならないと考えている。
2コ カ・コーラビジネスはテリトリー制であり、地域社会に愛されてこそ威り立つ。地域の健全な繁栄なくして当
社の繁栄はありえない。

3当社の地域社会貢献活動は、「社会福祉支援」「スポーツ活動支援」「環境間層への対応」「文化活動支援」の四つを
柱に活動している。

分野が音楽    分野が美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野 1支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャン

'レ

支援形態支援目的

さわやかクラシックコンサート 音楽 1   1 2  9

北九州コカ・コーラボトリング株式会社 食品

高松宮杯英弁大会 他 2     4

さわやかサマーキャンプ 他 2  4
フアミリーミュージカル 1429
育英会 他 2    4
九州国際博物館への寄付 1  11

北野建設株式会社 建設

資本金:口l 売上高口l 経常利壺菫】 設立1946年 従業員723人 ※関連事業本部(6人 。1987年設置)/働北野
美術館 予算決
メセナ活動基本方針

当社のメセナ活動に関する考え方は「企業文化を創造する」というキャッチフレーズにも表れているように、地
元企業として地域へ芸術。文化を通して貢献することを重要な使命の一つとしていることである。

分野が音楽  分野が美術  分野が演■
雇iコ〕名                        芸術分野支援内容 ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
第2回落語名人会米朝・枝雀上方落語の会 演劇 1628
渡辺美佐子「酔ざめお園」 1  1  2  11
花形女流舞踊会 2  8
善光寺歌舞伎'96 1     1     2     8

山川静夫、三遊亭口歌「芸、話、人、コレクショ濱劇
ン」

1  6  2  11

能・狂言 演劇 1     2     2     8

文楽特別公演 演劇 1  1  2  8
雪路の雪月花 演劇 1  3  2  11
花街名妓舞踊会 舞踊 2  8
文枝・三枝二人会 演劇 1628
六輔その世界「粋な芸・粋な人」 他 2  11

株式会社紀伊國屋書店 商業

資本金口 売上高日 経常利益口 設立1946年  従業員2500人
メセナ活動基本方針

1長い展望に立った支援活動を行う。
2紀伊國屋ホール、紀伊國屋サザンシアター、紀伊國屋演劇貴の運営を通じてつねに良質な演劇を提供し、また若
手劇団を登用して世に送り出すなど演劇文化の向上に貢献する。
31993年「演劇振興基金」を設置し、半年ごとの決算時に1000万円すつ積み立て紀伊回屋演劇賞か永く継続でき

演劇

博物

演劇

舞踊

演劇
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るよう、また現代演劇発展の一助となるよう、演劇芸術の振興に力をそそぐ。

分野が音楽    分野が美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル 5日1内容ジャンル支援形態支援目的

紀伊國屋ホールの運営 演劇 2 3・ 4・ 5・  6

6

75

1・ 2・ 5。

7・ 8。 11

紀伊國屋サザンシアターの運営 演劇 2 3'4。 5。 6

6

1・ 2・ 5・

7.8。 11

紀伊國屋画廊の運営 美術 4      1・ 2・ 3 1・ 2・ 5'

7・ 11

第31回紀伊國屋演劇賞の運営 演劇 5      3・ 4・ 5  2 1・ 2・ 5・

7・ 11

日本舞台テレビ美術家協会主催第23回「伊 演劇

藤窯朔貴」協賛

5   3・ 4・ 5 1 1・ 2・ 5。

7・ 8'11

九州電力株式会社 電力

資本金口l 売上高日 経常利益l口 設立1951年  従業員1万4473人 予算決
メセナ活動基本方針

当社は企業の社会的費任はもとより、地域の発展なくしては当社の発展はないとの認識のもとに、文化の高いヒ

ューマンな九州づくりに貢献していくため、下記を3本の柱として、地域・文化活動を展開することとしていま

す。

1地域文化への支援。
2地域スポーツ活動の支援。
3ポランティア活動の充実。

分野が音楽    分野が美術    分野か展■
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的

2・ 5・ 6・

9

ふれあいコンサート 音楽  1   1 2

文化の森コンサート 2   2・ 5。 9

ふれあい劇場 1  5  2 3・ 5・ 6。

9

文化の森シアター 1  3  2 3・ 5'6・

9

お茶の間論文募集 文学 2  9

まつり参加、イベント支援 美術・ 1    1・ 2 1   5。 9

他

九州電力若手工芸家国内外派遣制度   工芸                     2・ 5。6 9
「民俗芸能ビデオライプラリー」作成   民文 2・ 6    5・ 8

文化請演会 他 2  5

論文募集 文学 2  9

作文募集 文学 2  9

株式会社紀陽銀行 恨 行

資本金□ 売上高□1 経常利翻口 設立1895年  従業員2550人  ※動紀陽文化財団 予算決
メセナ活動基本方針

音楽・美術等、芸術を通して文化の向上をはかり、心豊かな地域づくりに寄与することを目的とする。この目的を

達成するために、

2

百乗  1   1

演劇

演劇
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1芸術文化に関する事業の実施。
2芸術文化活動に対する支援。
3芸術文化の鑑賞機会の提供。
4その他、上記の目的を達成するために必要な事業。

分野が音楽    分野が美術    分野か演■
活動名                  芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支田形態支援目的

紀陽文化財団の運営 出捐 1  9
大阪センチュリー交響楽団演奏会 音楽 3   5。 9

ゲヴアントハウス弦楽四重奏団 音楽 3   5。 9

熊野古道を翔く 文歴 1・2  9・ 11

京セラ株式会社 他電機
資本金口 売上高日 経常利麹口 設立1959年 従業員1万3286人

映画「地球交響曲第3番」の製作協力    映像 2  5
映画「血の絆」製作への協賛 映像 1  7
第7回京都フランス音楽アカデミーヘの協賛 音楽 1   1 1  1
林写真展 1  4 1  2
京都国立博物館記念事業 博物

文歴 1'2  1011

アップ・ウィズピープルヘの協力 演劇 1     4     1

京都伝統芸能振興財団 出捐 1     8

桐生機械株式会社 自動車
資本金口 売上高口1経常利益口1設立1906年 従業員840人 予算決
メセナ活動基本方針

社員の文化意識の向上および育成。

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か演自
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

桐生音楽文化協会への参加 音楽 1 1'2.3

4・ 5

1   5'9

株式会社クボタ 産業機械
資本金口 売上高日 経常利益口 設立1890年 従業員1万6000人
メセナ活動基本方針

下記の視点から活動内容を検討し、前向きに対応する。
1社会貢献の一環として。
2企業文化の確立。

メセナ活動基本方針

当社は会社経営の基本的理念として「全従業員の物心両面の幸福を追求すると同時に、人類、社会の進歩発展に

貢献すること」を定めており、メセナ活動もこの「人類、社会の進歩発展に貢献する活動」として創業以来各方面で

行つてきている。

具体的基準としては、
・後世に残る価値ある文化。芸術への支援。
・大勢の人々に感動等を与えた創作活動への支援・願彰。

分野が音楽   分野か美術   分野が演囀
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的

美術

長江週跡調査支援



企業別メセナ活動―覧

分野が音楽  分野か美術  分野が演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

77
活動名

クボタグローバルメッセージ宗次郎オカリナ 音楽 1
演奏「四季」

1'7 2

いすみホールコンサート企画「ウィーン/大作 音楽 1
曲家の肖像」

グンゼ産業株式会社 商業

資本金□ 売上高日 経常利樹日 設立1931年  従業員970人
メセナ活動基本方針

協賛方式での活動が中心。

活動名

チャカ・カーン日本コンサート協賛    音楽 1   4 1   7・10

倉敷紡績株式会社 繊維

資本金□ 売上高日 経常利樹口 設立1888年  従業員2563人
メセナ活動基本方針

1企業の社会的責任として、恒常的にできうる範囲で活動していく。
2弊社の創業以来の信念として、メセナ活動に対する考え方は厚く存している。

分野が音楽   分野か美術   分野が演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態 1支援目的

帥大原美術館 美術 4   1・ 2.3 3  7

働倉敷考古館 民文 8・ 11

m古代学協会 出捐 11

固千里文化財団 出捐 9'11

大阪フィル八―モニー協会 音楽  3   1'2 3      1・ 3・ 10

第40回産業音楽祭関西大会 音楽  1・ 2・ 3 1・ 3 3・ 9

株式会社群馬銀行 銀行

資本金□ 売上高日 経常利翻口 設立1932年  従業員3957人 予算決
メセナ活動基本方針

地域貢献活動の一分野として、その芸術文化活動か地域の文化向上に貢献するものに対して支援する。なお、「メ

セナ活動」という言葉は使用していません。

分野か音楽    分野か美術    分野か演■
活動18i                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

群馬交響楽団賛助会員 音楽 3   1 1   2。 9

群馬交響楽団定期演奏会協賛 音楽 1   1 1   2。 9

群馬交響楽団演奏会活動支援 音楽 1   1 3   2・ 9

高崎元旦コンサート協賛 音楽 1   1 1   2'9

大川美術田浩勤貢助 4  1 1  9

前橋音楽文化協会支援 楽

術

劇

音

美

演

1  9

1   1・ 3・ 4草津国際音楽アカデミ 音楽  1   1

分野が音楽  分野か美術  分野か演」
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
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資本金日 売上高日 経常利
=撻
ヨ 設立1963年  従業員1025人  予算決

メセナ活動基本方針

弊社では本社ビルlFの大通りに面したウインドウに新進の芸術象の作品を展示する「CT:ウィンドウ・ギャラ
リー」を設けています。

目的は、文化活動の一環として社員への書蒙、一般通行人・付近住民に対して心の安らぎ、憩いの場を提供するこ
とにあります。

また、建設コンサルタントとしての弊社の概要・事務内容を広く世間にアピールし、社会的認知およびイメージ
アップをはかることも含んでいます。

分野が音楽  分野か美術  分野か演麟
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
CTIウ ィンドウ・ギャラリー 1・ 2'3

4

4 2  9

株式会社建設技術研究所 サービス

コスモ石油株式会社 石油
資本釧口 売上高日 経常利ヨ組雪 設立1986年  従業員3500人  予算決

活動名
分野か音楽   分野が美術   分野か演劇

芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

PMFコ ンサート 音楽 1   1 2  1

株式会社コロナ 金属製品
資本自口 売上高日 経常利翻口 設立1937年  従業員2150人  予算決
メセナ活動基本方針

地域の文化活動向上への援助。

分野が音楽    分野が美術    分野が演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

コロナスペシャルコンサート 音楽 1   4 2     9

株式会社公益社 サービス
資本金口 売上高日 経常利1組]設 立1932年  従業員345人 予算決
メセナ活動基本方針

協賛方式での活動か基本。

活動名
分野が音楽  分野が美術  分野か演劇

芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的

大阪フィ 音楽 3   1

株式会社講談社 出版
資本02 売上高日 経常利固口 設立1909年  従業員1200人  ※働野間奉公会
メセナ活動基本方針

1本社は出版社ですので出版文化の向上を目的とした各種の■を設けています(国内、海外ともに)。
2この流れのなかから各地の学校、図書館(国内外)へ図書寄贈を行っています。
3日本文化の向上に尽くしなから報われることの少ない人に対しては吉川英治文化賞を贈呈しています。
4これ以外の分野においてはそのつど検討して決めています。

分野が音楽  分野か美術  分野屈
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的

2  7講談社ノンフィクション賞 文学

活動名
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講談社エッセイ賞 文学 2  7 79
講談社出版文化賞 文学 2  7
野間文芸翻訳賞 文学 2  10
講談社漫画賞 7     6 2  7
野間アフリカ出版賞 文学 2  10
時代小説大賞 文学 2  7
帥野間奉公会 文学 1   4・ 11

帥吉川英治国民文化振興会 文学 1   7・ 11

フランスギメ美術館の改修 美術 4      1'2。 3 1  10
第1回アジア太平洋ベン会議 文学 1       7・ 9・ 10

読書週間50周年記念事業 他 1   6・ 11

株式会社サンゲツ 商業

資本金口 売上高□ 設立1953年  従業員1145人
分野が音楽  分野か美術  分野か演硼

芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的
m名古屋フィリレ 一ヽモニー交響楽団への活動 音楽 1
支援

1  9

名古屋むすめ歌舞伎への支援 1  1  1  9
名古屋伝統芸能振興会への支援 4     6     1     8

名古屋をどり後援会への加入 1  6  1  8
東京オピニオンズヘの支援 演劇 i329

サントリー株式会社 食品

資本金口 売上高日 経常利翻口 設立1899年  従業員4841人  ※文化事業部(95人 〈美術館・ホールを含む〉
・1987年設置)/働サントリー文化財団、働サントリー音楽財団 予算決
メセナ活動基本方針

利益三分主義 :事業の利益の三分の一は社会へ遺元すべし。
生活文化企業 :企業活動自体が深く文化と結びついている。

独自の企業文化に根ざす。

分野か音楽    分野か美術    分野か演出
活動名                  芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジヤンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

サントリーホールの運営、公演 1・ 2・ 3'1.2・ 3'

4・ 5    4・ 5・ 6・

7

音楽  1。 2・ 3・ 1・ 2・ 3・

4      4・ 5・ 6・

7

サントリー音楽財団の運営 署罫楽   1'3'4・  1・ 2・ 3・

5   4・ 5
1・ 2・ 3・ 1・ 2・ 3・

4・ 5    4・ 5。 7

「ニューイヤーコンサート」 音楽 1   1 1・3  1・ 2・ 5

「一万人の第九」コンサート 音楽 1   1 1・3    3・ 5。 9

白州・夏・フェスティパル 楽

術

劇

踊

音

美

演

舞

1      2・ 4    5      3・5    1      3      1。 3 1・ 2・ 7・

9

サントリーミュージアム(天保山)の運営  美術 1・21。 2・ 3・  1・ 2・ 3・

4   4・ 5
1・ 2・ 3・

4'5。 7

一
‐０

一
活動名
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サントリー美術館の運営 美術 1.2・ 3' 1'2・ 3・

4   4・ 5
1・ 2 1・ 2・ 5

7・ 8

演劇協賛 演劇 1   3   1   1。 2'7
サントリーミステリー大費 文学 1   1・ 2・ 3

開高健賞 文学 1      1.2。 3

サントリー文化財団の運営 出捐 1。 2'3・ 11

4・ 5

株式会社さくら銀行 銀行

資本金口I 経常利益□ 設立1876年 従業員2万261人 ※広報部社会活動推進窒(2人・1991年設置)予算
決

メセナ活動基本方針

1当行ではメセナ活動も社会貢献活動の一分野と位置づけている。
2この活動に対する基本取り組み方針はつぎのとおり。
「当行および当行の行員が継続的に行える活動を中心に、当行の支店が存在する地域レベルでの貢献活動に取り組

む」。

社会貢献活動に取り組む目的は、企業理念の一つである「地域とのふれあいを大切にし、お客様とともに歩む銀

行」の実現をめざしていくためである。

分野か音楽    分野か美術    分野が演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

京都文化財展示室の運営 民文・ 2・ 5 4。5'8'

9・ 10文歴

貨幣資料室の運営 他 2   4・ 5。 11

プロムナードコンサートの運営 音楽 1   1・ 7 2・ 5 l。 2'7

9

各種音楽団体等への支援 音楽  1.3  1・ 2・ 3 1.3。 5  1'2・ 5

7・ 10

支店のロピーコンサート開催 2・ 5 1・ 5。 7

9

株式会社佐賀銀行 銀行

資本金口 売上高(経常収益)日 経常利益四 設立1955年 従業員2020人 ※帥佐賀銀行文化財団 予算
決

メセナ活動基本方針

美術・音楽・演劇等を通して文化の向上をはかり、豊かな地域づくりに寄与する。

分野が音楽    分野か美術    分野が演劇
活動名                  芸:術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

さぎんニューイヤーコンサートの実施  音楽 1   1 2  9

さぎんウェンズディコンサートの継続開催 音楽 1   7 2  9

さぎんフアミリー劇場の実施 演劇 1429
1新人買」の層呈 音楽・ 5

美術・
5 1  1

文学

九州交響楽団への支援         出捐                      1   9

株式会社札幌銀行 銀行

資本金口 売上高日 経常利固口 設立1950年  従業員1106人

音楽  1   1



企業別メセナ活動一覧

メセナ活動基本方針

1地域に根ざした企業として地域への貢献は必要。
2地域の芸術・文化の振興は地域の企業文化の確立をうなかす。
3北海道の音楽分野における札幌交督楽団の活動は、北海道の芸術・文化のレベルの象徴であり、ひきつづき支援
していく。

分野か音楽    分野か美術    分野か演劇
活動名                        轡紛野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態1支援目的
札幌交響楽団への寄付 音楽 3   1

81

1  9
PMFへ の寄付 音楽 1   1 1  1

リンケージアップフェスティパル 音楽 2   1 1  9
芸妓の芸能保存会への寄付 舞踊 1  8
伝統芸能振興会への寄付 舞踊 1  8
北大交響楽団への寄付 音楽 1   1 1  3
北海道演劇財団会費 演劇 3     3     1     3

佐藤工業株式会社 建設

資本金口 売上高日 経常利益四 設立1931年  従業員5070人  ※秘書部(3人・1962年設置)
メセナ活動基本方針

建設業の本業として豊かな社会を支える役割を果たすとともに、企業市民としても学術・文化などさまざまな分
野での支援活動を通じて社会との交流を深める。

分野が音楽  分野が美術  分野が演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル刻納容ジャンル支援形態支援目的
動富山美術館への活動支援 美術 1・ 2.3・  6

4・

1  9

帥NHK交響楽団への活動支援 音楽 3   1 9

三協アルミニウムエ業株式会社 金属製品
資本金田 売上高日 経常利益口 設立1960年  従業員5911人 予算決
メセナ活動基本方針

地域社会に対する文化・芸術・スポーツの発展振興という視点でメセナを考え、支援または主催をしている。
分野が音楽    分野が美術    分野か演劇

商舌」励1名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
ホームタウンコンサート 音楽 1   4 1  9

三洋電機株式会社 家電

資本金口 売上高日 経常利益四 設立1950年  従業員2万5236人  ※社会業務センター社会文化課(5人
・1991年設置)予算決
メセナ活動基本方針

1良き企業市民として、いきいきした豊かな社会づくりの一端を担い、企業と社会の接点として双方のニーズを
汲み上げ、共生できるようにコーディネートしていく。
2社会貢献の一環としてのメセナを通じ、社員ひとりひとりか芸術・文化に興味を持ち、また積極的に参加する文
化の香りあふれる社風づくりに努める。

3単に資金を提供するだけでなく、ともに汗を流し、時間を費やし、知恵を絞り、一つの目標に向かしヽ支援団体と
ともに歩む活動をめざす。
4自社企業文化の確立を通じ、結果として企業イメージ向上につなかれば幸いである。
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第2章 1企業別メセナ活動

活動名

分野が音楽    分野が美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的

大阪シンフォニカー支援 音楽  1・3  1 1・ 5・ 6 1・ 5・ 9

大泉文化むらコンサート協賛 音楽 1   1 1。3  2.5'9

田大阪フィル八―モニー後援会 音楽 3   1 1   2・ 9

関西フィルハーモニー後援会 音楽 3   1
・96「国際少年少女合唱祭・大阪」 音楽 1   7 i     4

1   1・ 5・ 9

いすみホール主催公演協賛
｀
ウィーン音楽 音楽 1

,モ'97″

1   1・ 5。 9

第72回白日展協賛 美術 1・ 2・5 1 1   1・ 5・ 9

毎日DAS学生デザイン賞「洋々賞」   美術 7      1'2。 3 1   1・ 5'9

け上方文化芸能協会 民文 1   8'9
しすかホールヴィオラコンクール協賛  音楽 4・ 5  1 1  1

三洋信販株式会社 他金融
資本金□ 売上高日 経常利益口 設立1959年  従業員1050人  予算決
メセナ活動基本方針

地域文化の育成保護と人々が広く文化に親しむことのできる活動を支援していく。

分野か音楽    分野か美術    分野が演島
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容 ジャンル支援形態支援目的
三洋信販クラシックコンサート 音楽 1   1 2。 3'4' 9

5

三洋信販クラシックスペシャルコンサート 音楽 1   1 2'3  9

テアトル八カタ8月公演 演劇 i     3     1     1

アジアフォーカス福岡映画祭 映像 1   510
'96別府アルゲリッチコンサート 音楽 1   1 1  9

九州交響楽団への寄付 音楽 3   1 1  9

三和酒類株式会社 食品

資本金口 売上高日 経常利固□ 設立1958年  従業員253人 予算決
メセナ活動基本方針

利益で行う企業の文化活動ではなく、文化を見直し、発掘する企業文化の創造をめざす。

分野か音楽    分野か美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野1支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的

1  9

季刊iichiko 文学 2   9・ 11

いいちこ文化学賞 他 2  11

JTB サービス

資本金□: 設立1963年  ※働日本交通公社 予算決
メセナ活動基本方針

1内外にわたる人々と文化の交流をすすめ、より豊かな生活に貢献する。
2良き企業市民として、地域の観光・文化の資源の保全振興に寄与する。

1   2・ 9

(阪神大震災)被災者を励ますコンサート協賛 音楽 1   1

三和文庫 文学
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分野麟   分野が実行  分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

83
活動名

旅行文化講演会の開催 他 1・ 2・ 3・ 5。 9・ 10

4・ 5

旅行文化賞3賞の実施 美術・

JTB旅行文化賞JTB旅行写真賞)   文学
7  4 1・ 2・ 3・ 1。 3・ 10

4・ 5

「社の賑い」の実施 民文 1'2・ 3・ 8。 9

4・ 5

観光文化資料館(旅の図書館)の運営   他 1・ 2・ 3・ 11

4・ 5

株式会社JEUGIA(ジュージヤ) 商業
資本金口 売上高日 経常利益■ 設立1952年  従業員251人
メセナ活動基本方針

地域における音楽芸術の普及・振興をはかり、若い人々の育成と発展に結びつくものを中心に、自主的な文化支
援と振興に努めている。

分野が音楽  分野か美術  分野か演‖
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
'96京都ピアノコンクール 音楽 3   1 2  3
京都市交響楽団ヨーロッパ公演 音楽 1   1 1     10

ジャスコ株式会社 量販店
資本当四 売上高日 経常利益口 設立1926年  従業員3万5733人  ※イオングループ1%クラブ(2人・1989
年設置)/mイオングループ環境財団 予算決
メセナ活動基本方針
1国際的文化交流に資する事業の実施および助成。
2地域の文化振興に資する事業の実施および助成。

活動名
分野か音楽    分野か美術    分野が演劇

芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンソレ支援テ:′態支援目的

日本とベルーことも。エコ 美術 1  1 2   4・10
イオンレデイースフォーラムの開催(餃阜、水 他                       2   9
戸、大阪、小山)

「全日本郷土芸能協会」への寄付     民文                      1   8・ 9

(第 9回国 音楽 1   1 1     10
際親善交流演奏会一ロシア、東欧)

「働地域伝統芸能活用センター」への寄付 出捐 1   8・ 9

シヤチハタエ業株式会社 他製造
売上高日 経常利益口 設立1941年  従業員1000人  予算決
メセナ活動基本方針

文化的道具として文具を扱い、生活文化価値創造企業をめざすことから、商品だけでは伝えることのできない部
分での社会への参画とともに、社会活動へ参加することで、時代の求める新しい価値を創造し、生活文化の向上に
貢献していきたいと考えます。

分野が音楽    分野か美術    分野が演劇
雇i動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

1'7   5 1  1ジャバン・アート・スカラシップ 美術
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資本金口 売上高日 経常利
`饉

]設 立1963年  従業員860人 予算決
四国コカ・コーラボトリング株式会社 食品

メセナ活動基本方針

基本的には協力支援の方向にある。

四国電力株式会社 電 力

資本金口l 設立1951年  従業員5719人  ※働よんでん文化振興財団 予算決
メセナ活動基本方針

当社は、地域共生という基本理念にもとづき、「四国地域における芸術文化の振興をはかり、わが国の文化の向上
。発展に寄与する」ことを念願している。

そのため、当社は、平成3年10月に設立した「鰯|よんでん文化振興財団」において、諸活動を実施している。

頒 が音楽  分野か美術  分野が演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的

ヨンデンギャラリーの運営 術

芸

美

工

1    1・ 4 5   5。 9

よんでん文化振興財団への支援(寄付)  出捐 1・ 3・ 5'

7・ 9

よんでん文化振興財団主催行事への協力・支 他

援

3   5・ 9

株式会社静岡銀行 銀行

資本金口l売上高日 経常利1出団 設立1943年 従業員4865人 ※総合企画部広報文化室(1人・1991年設
置)予算決
メセナ活動基本方針

企業理念「地域とともに夢と豊かさを広げます」の実践活動の一環ととらえ、地域社会の豊かな発展に貢献して

いく。
分野が音楽    分野か美術    分野か演劇

活動名                        芸術分野支援内容 ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
「しずぎんユーフォニア・コンサート」シリー 音楽 1
ズ

1・7 1・ 2  1・ 5。 9

文化請演会「しずぎんカルチャー・フォーラム」他 2   5。 9

ギャラリー企画展「ピカソ・グラフィックアー 美術

卜展」
1  2 2  9

株式会社資生堂 化学

資本到口 売上国日 経常利益口1 設立1872年 従業員3954人  ※企業文化部(26人・1990年設置)予算
決

メセナ活動基本方針

私たちは「新しく深みのある価値の発見と美しい生活文化の創造」をめざす企業活動の一環として、芸術文化支

援を行っていきます。

現代美術を中心に幅広いジャンルを対象としますが、とくに

1まだ評価の定まらない若手アーティストの活動を応援します。
2アジアの作家や女性アーティスト、そして八ンディキャッパーの創作活動にも注目し、サポートします。

分野が音楽    分野か美術    分野か演自
活動名 芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンソレ支援形態支援目的

劇団青い鳥「ありがとうママン」 1    3    1    1・ 7

生誕120周年記念上村松園大回顧展   美術 1   2・ 5

演劇
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ッパ公演
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「森村泰昌」展 美術 6 1  7
第4回プリンツ21版画グランプリ展   美術 2 1    1'7

第50回女流画家協会展・資生堂賞 美術 6  1 1    1・ 7

女性トラマシリーズNol「メアリー・ステュ 演劇               1   3   1   7
アート」

キューバ現代美術調査         美術        8  6         1   7■ 0

イサム・ノグチ8ルイス・ ドス 現建 1  7
ケープ展

吉村七重二十絃争リサイタル 音楽 1   2 1  7
スリー音楽祭'96(フ ランス) 音楽 1・3   9
「1953年 ライトアップ」展 鶴

叩
〓
〓

『７

デ

美

エ

グ

服

1・ 2・ 3

4・ 5・ 6

1   5'7

今日の日本美術展 1・ 2・ 3・

4・ 5・ 6

1  7

「倉俣史朗」展 他 1  5
「Ambition/Field c‖ mbing(大 志/大 美術 1  5 1    1・ 7
地登り)」

第9回日仏声楽コンクール 音楽 5   1 1  1
西川千麗舞の夕「いろはにほへと」 1   7

劇団態変'96エジンパラ公演「BL00M― 演劇               1   3  1   10,11
咲く」
ヒロシマアートドキュメント'96「 SIT∪ A― 美術        1   5          1   1・ 7
丁!ON」

日本女性作山家連盟「おんかくのおもちゃば 音楽 1   1                1   5
こ」

「ジェンダー記憶の淵から」展      美術        1   4         1   7
国際陶芸アカデミー日本会議'96 工芸 1  10
フランス近代彫刻展 美術 1     3 1   7'10
モーツアルト劇場5大オペラ上演完結記念フ 音楽 1
ェスティパル

1  5

第41回CWAJ現 代版画展 美術 1  2 1    1・ 7

「トボスの復権」展2 美術 1  5 1  7
八―フムーン・シアター・カン.パニー   演劇 3  3  1  5
奈国強「P「OjectfOr 20th Century」 美術 1  5
フランクフル 美術 1     4 1   7。10
日本の音とこころ展PAR丁ⅡI 音楽 1   2 1  7
オムスク日本文化と芸術フェスティバル  演劇 1     3     1     10

「新制作座フェスティバル」中国公演   演劇 1  3  1  10
第5回「嗜欲の器」展 工芸 1     7

票国強第23回サンパウロ・ビエンナーレ特別 美術
企画展
「人の起源と神話」展           美術        1   5          1   7

3
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NINAGAWA COMPANY'「 1996待 演劇86
つ」
「堀浩哉」晨                美術         1   1          1   7
現代日本国磁の秀作・アジア巡回展    工芸 1  10
日韓友好オペラ・ガラ・コンサート 音楽 1   3 1  10
第25回ローザンヌ国際バレエコンクール 舞踊 1   1・ 10

金恵敬作品展「生命そして生命」 工芸 1   7

「デ・ジェングリズム」展 美術 1  5 1  7

現代詩フェスティバル'97「ダンスノポエジー」舞踊

文学

1  7

第5回「いのちの輝き」作詩大賞 文学 3・ 11

ドキュメント2000プ ロジエクト 他 1   7・ 11

資生堂ギャラリー展覧会の企画・運営 1・ 2・ 3・

4・ 5・ 6

2    1'7

ザ・ギンザ アートスペース展覧会の企画・連 美術

営
1・ 2・ 3・

4・ 5・ 6

2    1'7

資生堂アートハウス展覧会の企画・運営 美術・

他

1'2・ 3・

4・ 5。 6

2  9

費生堂アート八ウスコンサートの企画・運営 音楽 1   1 2  9

現代詩花椿賞の選考と表彰 文学 2  7

清水建設株式会社 建設

資本金口 売上高日 経常利益口 設立1804年  従業員1万5000人
メセナ活動基本方針
「地球社会への貢献」という経営理念のもと、社会貢献活動の一つとして、社会のニーズに合致したものを選んで支

援する。

分野か音楽   分野が美術   分野か演●
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

東京オペラシティ文化財団 音楽 2   3 1    1・ 2

「ルーブル美術館展」 1    1・ 3 5

大阪城天守閣平成大改修 (寄付 ) 文歴 11

97年サイトウ。キネンフェスティノUレ・イン 音楽  1・6
・松本

2・ 5

97年サルツプルグ・イースター・フェステイ 音楽  1・5
ノヽル

1・3 1   2'10

神戸ルミナリエ 造園 1  9

株式会社主婦の友社 出版

資本金口 売上高日 経常利翻日 設立1916年  従業員318人 ※m石川文化事業財団
メセナ活動基本方針

lm石川文化事業財団が中心になって活動。
2文化事業財団に協賛するかたちでイベントを開催。
3室内楽・展覧会・講演会など定期的に開催。
4出版活動とその関連事業で文化の普及を広報。
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分野が音楽  分野が美術  分野か演劇
芸術分野 1支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

87
活動名

山本有三記念「郷土文化賞」 民文 1   9。 11

株式会社十八銀行 銀行

資本到口1 売上高日 経常利鶴口 設立1877年  従業員2117人  ※経済文化部(2人 )/m十八銀行社会開発振
興基金

メセナ活動基本方針

地域における教育・科学・芸術・文化・体育等の向上に資することを基本方針としている。

分野か音楽   分野か美術   分野か漫劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
県・市美術展 美術 1  9
県民・市民演劇祭 演劇 1      3・ 4・ 6  1      9

作家による文化請演会 文学 2     9

時局、政局、経済請演会 他 2  9
m十八銀行社会開発振興基金 出捐 1   4・ 11

株式会社常陽銀行 銀行

資本金口l 経常利益□ 設立1935年  従業員4511人  ※帥常陽藝文センター 予算決
メセナ活動基本方針
「地域の繁栄のなかに当行の発展の源泉がある」との当行の経営理念のもとに、地域の産業、経済、芸術文化、環境保
全などのニーズに創造的に対応していきたいとの考えから、地域社会における幅広い文化支援活動を実施する。

分野が音楽    分野が美術    分野が演劇
活動名                  芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル」膨饉支援目的

近代美術館所蔵品図録寄贈 美術 1   5・ 9
常陽フアミリーコンサート 音楽 1   4・5 2   5・ 8'9
常陽藝文センター支援 出捐 2 1・ 2.5。

9

常陽ギヤラリー運営 美術 1      3・ 4'6 2・ 5    1・ 5。9

絵画巡回展 美術 1    1'2 2・ 5  5。 9

村山密フランス風景画展ほか 美術 1  2 2.5

株式会社殖産銀行 銀行

資本自口 売上高日 経常利翻口 設立1914年  従業員1002人  予算決
メセナ活動基本方針

地域の文化・芸術の振興・支援。

活動名

分野が音楽   分野か美術   分野か演囀
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

山形美術館の一定時間無料開放 美術 1・ 4 1・ 2・ 3

4

2   5。9

新日本空調株式会社 建設

資本金□ 売上高日 経常利翻口 設立1969年  従業員1200人  予算決
メセナ活動基本方針
三井広報委員会の一員として活動している。
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88

資本金□ 設立1939年 従業員1870人 ※1助親和銀行ふるさと振興基金 予算決
メセナ活動基本方針

長崎県内の産業開発および振興ならびに教育。文化の振興をはかるための必要な事業を行い、もって地域振興に

資すること。

分野か音楽    分野か美術    分野か演■
活動名                  芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

しんわニューイヤーコンサート 音楽 1   1 2  9

株式会社親和銀行 銀行

しんわスプリングコンサート 音楽 1   1 2  9

住友海上火災保険株式会社 損保

資本金口 売上高日 経常利翻口 設立1944年  従業員7647人
メセナ活動基本方針

1企業には、サイエンス(経済含理性の追求)の側面とアート(企業文化の追求)の側面がある。
2当社はビッグカンパニーであるだけでなく、グットカンパニーであることをめざしている。
3メセナ活動はグットカンパニーであることを追求するために重要であるが、その活動は企業と社会が調和して
いくために、その企業固有のフイロソフイー、文化に根ざしたものでなければならない。

分野が音楽  分野ガ峡術  分野が演劇
雇:動名                        芸術分野 1支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
しらかわホール 1・ 2・ 3・ 1・ 2・ 9

4・ 5・ 6

音楽  2   1

オリジナルコンサート 音楽 1   7 1  4

動神奈川フィル八―モニー管弦楽団   音楽 1   1 1  2

モーツアルト室内管弦楽団 音楽 1   1 1  2

ω大阪フィル八一モニー協会 音楽 1   1
mエー・ビー・シー音楽振興財団 音楽 1   1

1  2

1  2

帥日本フィル八―モニー交響楽団 音楽 1   1 1  2

m文化財保護振興財団 出捐 1  11
関西フィル八―モニー管弦楽団 音楽 1   1 i  2

m二期会オペラ振興会 音楽 1   3 1  2

働おはなしきやらばんセンター 1     3     1     1

働NHK交響楽団 音楽 1   1 1  2

名古屋フィル八―モニー交響楽団 1  1 1  2

働日本オペラ振興会 音楽 1   3 1  2

m東京フィル八―モニー交響楽団 音楽 1  2

芸術文化交流の森 出捐 1  2

株式会社住友銀行 銀行

資本金口l 経常利翻口 設立1895年 従業員1万5570人  ※社会文化事業室(3人・1990年設置)予算決
メセナ活動基本方針

良き企業市民として、社会を真に豊かにする応分の貢献をする必要がある。この貢献の一環として芸術文化の支

援を行う.また実際の活動に際しては、以下の活動基準をなるべく多く満たすものを実施している。

1継続性のあるもの。
2若い世代を育てるもの。
3行員の理解と共感を得られるもの。
4国際性のあるもの。

演劇



企業別メセナ活動一覧

分野か音楽    分野が美術    分野が演劇
芸術分野支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

89
活動名

住友銀行スプリングコンサー ト 音楽  1   1 2   4・ 5

住友生命保険相互会社 生保
経常利益口 設立1926年  従業員6万9926人  予算決
メセナ活動基本方針

1本業である生命保険業を通して社会貢献することかまず第一義である。
2同時にご契約者などから納得いただける範囲で社会・文化に貢献したいと考えている。
3従来から取り組んでいるものを継続実施する。

分野が音楽   分野か美術   分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
いすみホール 音楽  1・ 2  1 1'2'5。

9

全日本こども絵画コンクール 美術 1・6 2   4・ 9

全国縦断チャリティコンサート 音楽 1   1 2      5.6.9

帥日本室内楽振興財団支援 音楽 1   1 1   1■ 0
交響楽団等への支援 音楽 3   1 1  2

住友電装株式会社 他電機
資本金口 売上高日 経常利益日 設立1917年  従業員5000人
メセナ活動基本方針

地域を中心とした文化・芸術活動を支援し、地域社会への貢献、企業文化の向上をめざす。

分野か音楽    分野か美術    分野か演■
活動名                        芸術分野支援内容ジヤンル支援内容ジャン

'レ

支援内容ジャンル支援形態支援目的

諏訪太鼓保存会への参加支援 民文 1     8

博物館への寄託 博物 4  9

日米高校交流コンサート 音楽 1   1 1・ 3・ 4・  9。 10

5

セイコーエプソン株式会社 他電機 (情報 )
資本金口 売上高日 経常利益日 設立1942年  従業員1万 1500人
メセナ活動基本方針

1自社の体力の許す範囲内での活動支援を実施する。
2自社となんらかの関連がある活動について支援を実施する。

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
)舌動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的
サイトウ。キネン・オーケストラ 音楽 1   1 1・ 3  2.9。 10

セイコー電子工業株式会社 精密
資本金日 売上高□'設立1937年  従業員6000人  予算決
メセナ活動基本方針
1著名な音楽家を招き、芸術の振興と文化の交流をはかる。
2周辺地域の人々との交流の場をつくる。



０

／

第2章 1企業別メセナ活動

活動名

分野か音楽    分野か美術    分野が演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

1  11

メラニー・ホリデイCD制作 音楽 11

ウィーン弦楽四重奏団コンサート 音楽 11

株式会社セガ。エンタープライゼス 他製造

資本0□1 売上高□l 経常利固□ 設立1960年  従業員3764人  ※帥中山隼雄科学技術文化財団 予算決
メセナ活動基本方針

社長の私財を投した中山隼雄科学技術文化財団の活動をベースに行つている。

分野か音楽  分野族 術  分野が演■
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
中山隼雄科学技術文化財団 出捐 3  11

セゾングループ その他 (生活総合産業)
従業員9万8000人  ※mセゾン文化財団 予算決
メセナ活動基本方針
｀
生活総合産業をめざす

″
という企業理念に沿って、真にクリエイティブな芸術象の活動を支援し、そのための条

件を整備していくことは同時代に生きる者のつとめである、という認機のもとで、1、創造性 2、社会性 3、 継続

性を持つ良質な文化活動をあらゆる機会ととらえ紹介、支援していくことかセゾングループの企業活動には不可

欠である。ただし、これを実現していく過程は可能なかぎり事業化の計画を持つことを基本とする。

分野か音楽    分野か美術    分野か演菫
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
銀座セゾン劇場の運営・プロデュース 1'2  3   1・ 2'3 5。 7・ 10

セツン美術館の運営・プロデュース    美術        1・ 4  1・ 2・ 3 1・ 2・ 3 5。 7・ 10

サンダンス・フィルム・フェスティバル・イン 映像
・トーキョー'96

1'2・ 3'1・ 5・ 7・

5  10
さっぽろ映像フェスタ'96 1・ 2・ 3  5。 7・ 9

さっぽろ映像セミナー 映像 1'2'3  1'7。 10

八ケ岳高原音楽堂の運営 音楽  1・ 2 1・ 2・ 5・

7

2・ 3    2・ 5・ 7・

9

八ケ岳高原音楽祭'96 音楽 1   1・ 2 1'2'3 2.5。 7。

9

パルコ・アーバナート展の運営 美術
グデ

1・ 6  1・ 2・ 3・

4・ 5.6

2・ 5  1・ 2・ 3・

5'7

ロシア・パレエ・インスティテュートの運営 舞踊 2

東京国際映画祭'96の協賢 映像

株式会社ゼンリン 出版

資本金口l 売上高口1 経常利固口 設立1974年  従業員1944人  予算決
メセナ活動基本方針
1社会的存在としての企業の果たすべき役割と認腱している。
2主に文化・スポーツ関連の各種事業に対して、①地域に根ざした、②支援・協賛規模が妥当な、③企業活動や企業
姿勢と整合性のあることを支援・協費等の判断材料としている。

ウィーン・オベラ舞踏会管弦楽団ニューイヤ 音楽 1
-・コンサート

1  1

演劇
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3企業と社会、企業と従業員との間に良好な信頼関係や好企業イメージを醸成することに資する活動と考えてい
る。

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野刻訥容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的

91

1      1・ 3・ 4・ 2  1。 2・ 3・
工芸・

グデ

株式会社せとうち銀行 銀行

資本金口 売上高日 経常利固口 設立1941年  従業員1106人  ※業務部(2人・1986年設置)予算決

せとぎんコ 1  1 1  9
せとぎんコンサートプラ八国立歌劇場オベラ 音楽 1
・モーツアルト「魔笛」(広島)

1  9

せとぎんコンサートウィーン・ヨハン・シュト音楽 1
ラウスシンフォニエッタ(福山)

1  9

くらしの文集 他 2・ 4・ 5  4

西濃運輸株式会社 陸運

資本到■ 売上高日 経常利益口 設立1946年  従業員1万5900人  ※カンガルーメセナ協議会(3人。1991年
設置)予算決

名古屋国際青少年音楽祭 音楽 1   5
カンガルーコンサート96 音楽 1   2 2   5・ 7・ 11

日本室内楽アカデミー 音楽 1   1 1  2

県民文化祭サラマンカフェスティバルオーケ 音楽 1
ストラ

1   5。 9

県民文化ホールわくわく子供自由学校  他 1  4

文化庁芸術祭岐阜公演ミュージカル・ファー 演劇
ブルの昆虫記

1  4  1 2・ 5・ 7・

9

大垣市文化事業団大垣音楽祭 音楽 1   1 2.5'7.

9

岐阜県美術館モスクワ美術展 美術 1  1 1   5。 7。 9

積水化学工業株式会社 化学

資本金口 売上高日 経常利益口 設立1947年  従業員6011人
メセナ活動基本方針

当社では、「社会的責任にもとづく事業運営の徹底」(法の連守、安全対策、地球環境対策、PL問題対応、社会貫
献)を1997年度の全社共通の経営方針としている。

第4回オリジナル地図コンクール

メセナ活動基本方針

地域の活性化と文化の発展向上に寄与するとともに当行の企業文化の確立とイメージアップをはかる。

分野か音楽    分野か美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

メセナ活動基本方針

地域企業市民としての立場を確認(自党)する地域の文化芸術活動の向上のために支援、書豪をはかることを目
的とする。

分野が音楽   分野か美術   分野が演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的

1   4。 9
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活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

ミクル劇団ミュージカル公演 1421
朝日作文コンクール 文学 2     4

株式会社泉州銀行 銀行

資本金口 売上高日 経常利益口 設立1951年 従業員1622人  予算決
メセナ活動基本方針

地域金融機関として、メセナ活動を通して地域密着、地域活性化をよりいっそう推進する。

分野が音楽    分野か美術    分野が演劇
提:動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
「96子ども演劇祭」協賛 1     3     1     9

「高松宮杯日本菊花大会」特別協賛 造園 1     9

「みんないっしょにコンサート」協賛   音楽 1   7 1  9

「岸和田城址保存会」事務局 民文 1.3・ 5 9
「岸和田文化事業協会」理事派遣、出捐   出捐 1'3   9

「働大阪21世紀協会」人材派遣、出捐    出捐 1・3   9

ソニー株式会社 家電

資本当日 売上高日 経常利翻口 設立1946年 従業員2万1937人 ※渉外部門社会貢献室 (6人・1990年設
置)/働ソニー音楽芸術振興会 予算決
メセナ活動基本方針

1芸術・文化活動には、行政だけでなく、民間からの支援も必要と考える。
2当社の事業活動の領域を考慮し、音楽分野を中心に活動する。
3活動は主に、当社が設立した財団を中心に行う。

分野が音楽    分野が実行    分野が澄劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
ソニー音楽芸術振興会「事業活動資金」  音楽 3  1.2               1   1・ 2・ 3・

4.6。7.

9'10

ソニー音楽芸術振興会「イベント:′ψレリン 音楽 1   1
フィルオーケストラコンサート」

1'2.3'4・ 5

6

東京フィル八―モニー交響楽団「事業活動資 音楽 3
金」

1・3 1  2

ヨハン・シュトラウス研究所(オーストリア)音楽 6
「楽譜整備事業」

1     10

ホノルル交響楽団「指揮者確保の基金」  音楽 3  1・ 2・ 3 1   1'2・ 10

フランス国立ギメ美術館「日本ギャラリー改 美術
修」

4    1・ 3 1  10

働地域伝続芸能活用センター「基本財産造 民文
成」

1   8。 9

青少年の心を育てる会「ミュージカル・フアー 演劇
ブルの昆虫記」

1     4     1     4

株式会社増進会出版社 出版

資本金口l 売上高口l 経常利翻口 設立1931年 従業員330人 ※経営企画本部総合宣伝課(3人・1992年設
置)予算決

演劇

|
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メセナ活動基本方針

弊社は「学問・音楽・映像・美術・娯楽」と広範囲な分野を文化的サービスと位置づけ、そのなかから「学ぶ意欲や感
受性、好奇心を喚起するテーマ」を提供することにより若者の創造的な「生き方」を提案し、また支援するという方
針です。このような方針のなかに「メセナ活動」も含まれています。

分野か音楽    分野が美術    分野か展劇
活動名                        ;=術 分野支援内容 ジャンル支援内容ジヤンル支援内容 ジャン,レ 支援形態支援目的
大岡信文化講演会 文学

93

2   2・ 5'9
美術

紙絵」協賛

佐野美術館「岸田劉生展」協賛      美術        1   1          1   7・ 9
富士山麓国際音楽祭協賛 音楽 1   1・ 2・ 9
大阪フィメリ 一ヽモニ=交響楽団東京定期演奏 音楽 1
会協賛

1   2・ 5

山田耕作生誕110年記念ガラ コンサート協 音楽 1   1
贅

天城峠コンサート、朗読コンテスト協賛  音楽° 1                    1   4。 9

文学

資本金口 売上高日 経常利益口 設立1971年  従業員1万8069人
株式会社第一勧業銀行 銀行

メセナ活動基本方針

1継続性。
2地域的にかたよりかないこと。
3広く国民の支持を得られるもの。
4営利を目的としない。

分野が音楽    分野が美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジヤン,レ 支援内容ジヤンル支援形態支援目的

行員楽団によるコンサー ト 音楽 1   1・ 4 3・ 5  5。 9

資料展示室の運営 博物 3・ 4・5 8
オルセー美術館展協賛 美術 1    1.3 1       5・ 8・ 10

セゾン美術館展協賛 映像 1  5
イタリア・バロック絵画展協賛 美術 1    1・ 3 1   5,3・ 10
「現代の音楽を育てる会」協賛 音楽 1   2 1    1・ 7

第一生命保険相互会社 生保
経常利翻口 設立1902年  従業員7万38人  ※社会文化事業室(4人・1991年 設置)予算決
メセナ活動基本方針

1地道だが真摯な企業イメージの獲得。
2育てる(育成・書蒙)ことと、続ける(継続支援)ことを基本コンセフトとしている。
3美術・音楽・演劇を3本社として支援する。

分野が音楽  分野か美術
活動名

分野が演劇

芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
V00A展 '97 美術 1  1 1    1.5

東京ゾリステン親子のための室内楽コンサー 音楽 1
ト

1    1・ 5

劇団「扉座」 演劇 1    3    1    1.5

活動名
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第一生命ギャラリーの運営′４０
／

4  1 1。 2・ 4.1・ 5。 7

5

第一製薬株式会社 医薬

資本金□ 売上高日 経常利1饉]設 立1918年  従業員3863人  予算決
メセナ活動基本方針

1企業スローガン「いのち、ふくらまそう」の具現化の一つである。
2世界の健康文化に貢献し、人々の手にする「いのちの喜び」をわが響びとして共感し、その実現に向かってかき
りなく挑戦していく。

3業績に左右されることなく、
｀
継続
″
を基本姿勢とする。

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容 ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的

劇団四季「オペラ座の怪人」(東京・福岡) 演劇 1     4     1     2

水戸室内管弦楽団 音楽 3   1 1  2

日本経営クラブ若い音楽家を励ます会  音楽 1   1 1    1・ 5

日本フィル八―モニー交響楽団会員   音楽 3  1
日露交歓コンサート 音楽 1   1 1   1・ 10

株式会社大光銀行 銀行

資本金□ 売上高日 経常利益日 設立1942年 従業員1383人  予算決
メセナ活動基本方針

1企業も地域社会の一員であるという意識を持っていく。
2地域の芸術文化形成に、地域の一員として協力していくという考えで無理なく継続していく方針である。

分野か音楽  分野か美術  分野か演]
燿:コ〕名                        芸術分野支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
長岡交響楽団への活動支援 音楽 1   1 1  3

株式会社第三銀行 銀行

資本金□1 売上高l口l 経常利樹口 設立1912年  従業員1973人  ※働三銀ふるさと文化財団
メセナ活動基本方針

1文化振興ならびに、地域文化活動の育成と、地域社会への密着をはかり、文化の高揚とうるおしヽのあるふるさと
づくりを行う。

2上記の方針のもと1990年 1月 26日、働三銀ふるさと文化財団を設立。
・地域文化活動貢献者の表彰。

・文化講演会・定期コンサートの開催。

分野が音楽    分野か美術    分野が演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンソレ支援内容ジャンナレ支援形態支援目的
三銀ふるさと文化財団運営 出捐 1   1'2'9

第2回伝統サミット'97への協賛 1  1  1  8

株式会社第四銀行 銀行

資本金日 経常利出口 設立1873年  従業員3412人  予算決
メセナ活動基本方針

1広く地域に貢献する活動であること。
2当行の企業文化創造に合致する活動であること。

1   2・ 5

浸劇



企業別メセナ活動一覧

活動名
分野が音楽    分野が美術    分野が演劇

芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
95

だいしライフアップコンサートシリ―ズの 音楽  1   1・ 2 2・ 3・ 5 1'2・ 4・

5・ 9実施

だいしホールの貸出・運営 音楽  2  1・ 2・ 5 3・ 5 1・ 2・ 3

5。 9

だいしライフアップコンサート「ベートーヴ 音楽 1   1 2'3・ 5 1・ 3・ 5・

9
ェン第九演奏会」の開催

大正製薬株式会社 医薬
資本金□ 売上高日 経常利固口 設立1928年  従業員4803人
メセナ活動基本方針
1企業の社会貢献の一環として芸術文化活動を支援する。
2支援活動は特定の分野に限定することなく幅広く行うものとする。

分野が音楽    分野か美術    分野か演壼
活動名 芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
野外彫刻の祭奥20世紀の巨匠たち 美術 1  3 1   5。 9
日本フィルA―モニー交響楽団 音楽 1   1 2・ 5

東京フィルノヽ一モニー交響楽団 音楽 1   1 1   2・ 5
カザルスホール 音楽 1   1 1   2・ 5

大東京火災海上保険株式会社 損保
資本金日 売上高日 経常利固□ 設立1918年  従業員6479人
メセナ活動基本方針
1社花である「椿」をテーマとした活動。
2当社製作物を活用した芸術家支援。
3協賛支援(作家支援)。

活動名
分野が音楽    分野か美術    分野が演コ

芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
「椿絵」巡回展 美術 1  1 2  5
バーチャル椿絵美術館 美術 4 6  5
扇子を活用した日本画家支援 美術 8  1 6  1
卓上カレン イラストレ 美術 8  1 6  1

美術館展協賛(マコトフジムラ展) 美術 8  1 6  1

大同生命保険相互会社 生保
経常利益口 設立1902年  従業員9132人  ※働大同生命国際文化基金 予算決
メセナ活動基本方針
1財団法人大同生命厚生事業団は、1974年 5月 に公共福祉の増進を目的に、各種の厚生福祉事業の助成のほか、社
会福祉。公衆衛生の分野の発展に寄与するため設立されました。
21985年3月に口大同生命国際文化基金を設立、国際相互理解の促進をはかり、日本の国際化に貢献することを
目的に「アジア現代文芸」と題するプログラムを設け、翻訳出版を行うなどの活動をすすめています。
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分野が音楽1    分野か美術    分野か演囀

'舌

1助名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

働大同生命国際文化基金        出捐

資本0四 売上高日 経常利益日 設立1940年  従業員870人
大都工業株式会社 建設

メセナ活動基本方針

間接経費の削減が求められていることから予算的に縮小せざるをえない。

大日本土木株式会社 建設

資本金口 売上高日 経常利益口 設立1944年 従業員2602人
メセナ活動基本方針

地域社会への社会的貢献活動。

活動名

分野か音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンソレ支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的

あかリフェスタ'96(あ かりのオブジエ展)美術・
工芸・

グデ

1  6 1    1'7

大日本印刷株式会社 他製造 (印刷)

資本金口 売上高日 経常利益口 設立1894年  従業員1万4427人  ※lcc本部(10人・1991年設置)

グラフイックデザインギャラリー「ggg」 グデ
「DDD」の運営

2 1・ 2・ 5・

10

現代グラフィックアートセンター「CCOA」 美術
の運営

1  2 2 1・ 2・ 5

7・ 10

URBANART 5 グデ

城下るり子展 美術 1  3 1   2・ 7

フランス国立ギメ美術館日本ギャラリー  美術 4    1'6 1  10
東京写真月間'97 映像 1    1・ 2

日仏文化交流支援事業 出捐 1  10
JAGDA ONE DAY SCH00L96グ デ

美術館メディア研究会 美術

映像

5  6

大和證券株式会社 証券

資本金口 売上高日 経常利固日 設立1943年  従業員7700人

活動名

分野か音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

読書感想画コンクールヘの協賛 術

学

美

文
1'8   1 1  4

株式会社高田工業所 建設

資本金口 売上高日 経常利益口 設立1948年  従業員1900人 ※社会貢献課(4人・1992年設置 )

メセナ活動基本方針

当社の保有する印刷技術を媒介とした芸術活動を支援する。

分野が音楽    分野が美術    分野か演磁
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形僣支援目的

1  1

2



企業別メセナ活動一覧

メセナ活動基本方針

地域社会の発展、活性化に寄与し、企業市民として少しでも社会に貢献したい。
分野か音楽    分野か美術    分野が演劇

活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的
帆柱少年少女合唱団 音楽 1   7

97

1  4
全九州高校囲碁大会 他 1   4

戸畑祗園山笠 民文 1  8
こどもミュージカル劇団 1     4     1     4
曲里ろうそく能 1     2     1     8
わつしよい百万夏まつり 民文 1'2   9

筑前黒崎宿場まつり 民文
1・ 2・4 9

木屋瀬宿場まつり 民文 1  9
九州国立博物館設置支援 博物 1  9
まつり起業祭八幡 民文

1・2   9
ル・リセタカダ 他 2  9
北九州ミュージックプロムナード 音楽 1   7 1  9
ケープルテレビフェスティパル 映像 1  9
丸岡有子リサイタル 1  1

宗像大社歴史的建造物修復 文歴 1  9
川ロヱリサ後援会 音楽 1   1 2  2

武田薬品工業株式会社 医薬
資本金□ 売上高日 経常利固口 設立1925年  従業員1万 557人
メセナ活動基本方針

当社の社是の一項目 :「公に向かい国に奉するを第一義とすること」
当社の企業理念 :「人々の健康とすこやかな生活に貢献する」

分野が音楽    分野か美術    分野が演劇
活動名 芸術分野支援内容 ジャンソレ支援内容 ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的
宮廷の美術展 美術 1  1 1     8

興福寺国宝展 1    1,3 1  8

日本ロシア音楽会 音楽 1  10

株式会社竹中工務店 建設
資本金日 売上高日 経常利固口 設立1899年  従業員1万 297人
メセナ活動基本方針

「最良の作品を世に遺し、社会に貢献する」という経営理念のもと、時代に対応したメセナ活動を展開する。
分野が音楽    分野か美術    分野が演劇

"舅

助:8i                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的
竹中工務店建築パース展

2・ 3・ 4  5。 7
術

建

美

現
3  1

'96サイトウキネンフェスティバル    音楽 1 1   2・ 5・ 8
北東アジア文化遺産写真展 美術 1     4 9・ 10

中国南越王の至宝―前漢時代広州の王朝文 美術
化

1  6 1  10

「ル・コルビュジエと 現建 1     10

演劇

演劇
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大阪フィル八―モニー交響楽団定期演奏会 音楽 1   198
1   2・ 5・ 8

法隆寺金堂壁画展 1  1 1     8

法隆寺文化講演会 他 1  11
いすみホールウィーン音楽祭in osaka 音楽 1   1 1   2・ 5・ 8

株式会社千葉銀行 銀行

資本金口l 設立1943年 従業員5046人  予算決
メセナ活動基本方針

千葉県を代表する企業として、また地域の金融機関として、地域の芸術・文化振興に貢献する。

分野が音楽    分野が美術    分野が演劇
活動名 芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的

ちばぎんアートギャラリー 美術 1   1・ 2・ 3 2・ 5 1・ 2・ 5。

7'9

ちはきん)ひまわリコンサート 百楽 1     4 2

株式会社千葉興業銀行 銀行

資本金□ 売上高日 経常利益口 設立1952年 従業員2041人 ※地域貢献室(2人・1993年設置)

メセナ活動基本方針

企業理念である「地域とともに」「お客様のために」「親切の心で」にもとづき、地域に存在感のある行動をする。

分野か音楽    分野が美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

県民の日千葉駅コンサート 音楽 1   1 2   3.5

コスモスコンサート 音楽 1   1・ 2 2    1・ 5

美 しい房総写真展 美術 1・2   4 2・ 5    2・ 3・ 5

中京コカ・コーラボトリング株式会社 食品

資本金口 売上高日 経常利益口 設立1961年  従業員1573人  予算決

メセナ活動基本方針

私たちは
｀
さわやかきの演出家

″
です。

1人々にうるおしヽと豊かさを提案します。
2心のこもったサービスで、きわやかさをお届けします。
3美しい街、大切な地球を守ります。
4-人ひとりが自分を磨き、夢と誇りの持てる会社にします。
以上の経営理念をもって、地元に生活する人々と深くかかわり、文化・スポーツ活動、環境保全への取り組みにも

積極的に参加し、地域社会の発展のために大きく貢献しています。

分野か音楽    分野が美術    分野が演劇
活動名 芸術分野支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

さわやかフアミリーコンサート 音楽  1   1 2   2・ 4・ 9

さわやかウィンド・クリニック 音楽 3   7 1   4・ 9

高松宮杯全日本中学校英語弁論大会   文学 1   4'9

中部電力株式会社 電 力

資本金口.売上高日 経常利樹口 設立1951年  従業員2万1068人
メセナ活動基本方針

当社の経営基本方針「お客様と未来を」「地球社会の中で」を受け、地域産業の発展、文化の振興に寄与する活動に

対し「良き企業市民」として積極的に貢献する。



企業別メセナ活動一覧

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
活動名 99

芸術分野支援内容 ジャンチレ支援内容 ジヤンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
ェスティバル 音楽 1   1 1   1'3'9

ふれあいコンサート 音楽 1   4 2   6・ 9
ふれあしヽこども劇場 1324'9
ライフアップセミナー&カルチャー   他 2  9
未来の夢作文コンクール 文学 2     4

中部日本放送株式会社 放送
資本金口 売上高日 経常利益日 設立1950年  従業員470人 ※事業部(20人・1950年設置)

活動名
分野か音楽    分野か美術    分野が滉劇

芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
ウイーン音楽コンクールインジヤバン  音楽 5  1 2  4
名古屋国際音楽祭 音楽 1   1 2  9
東京フィル名古屋定期演奏会 2  9
ミュージカ 1429
富岡鉄斎展 美術 1  1 2  9
大英博物館イタリア素描展 美術 1  1 2  9
中部二科展 美術 1  1 2  9

TOA株式会社 他電機 (音響)
資本金日 売上高日 経常利益口 設立1949年  従業員888人
メセナ活動基本方針
1本来業務に役立てる。社会の音、公共の音づくりが本業。メセナ活動を通じて得た情報や人的ネツトワークを生
かし、より良い音環境を創造していく。
2世の中の「音」に対する関心を高める一助とする。

分野か音楽    分野か美術    分野が浸劇
活動名 芸術分野支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
アジアの音楽シリ―ズ天界音楽・百千種楽 音楽 6  7 2  11
ダニエル・レンツコンサートMusic from音 楽 1 2  2

Just Forum 新しい音律を考える 音楽 6  7 2  5
LiVe on MA× 音楽 6   7 2  11
a SOund&art exhibition仮想空間 美術
アート

1  1 2  11

a SOund&art exhibition村井書哲 美術
展

1  6 2  11

a SOund&att exhibition wrk展 固 美術
有値とその変位

1  6 2  11

アジア音楽シリーズ 音楽 1   5 2  10

演劇

百楽  1   1

演劇
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アトゥ&テベ「即興作曲ヮークショップ&パ 音楽 3   2100
2  1

フォーマン

Eveninc Tea Partv 2  11

Work on Maxコ ンピュータ音楽ワークシ 音楽 1
ョップ

2  7

Just Forum(#1)新 しい音律を考える 音楽 6  7 2  5

)-)=.79=Bamelant 7 2  11

F「ee WOrld Big Band 音楽 6   7 2  11

インターリンク96 音楽 2 2  2

コンピュータプラスストリングスエレクトリ 音楽 6
ックII

7 2  11

株式会社TYK ガラス窯業

資本金□ 売上高日 経常利益2 設立1947年 従業員382人 予算決

メセナ活動基本方針

1地域の芸術文化の発展に寄与する。
2芸術・文化に対する社員の関心を高める。

活動名

分野か音楽    分野か美術    分野が演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

丁YK絵画大賞の制定 2・ 7  1 1    1・ 9

株式会社デンソー 自動車

資本金口 売上高日 経常利益口 設立1949年 従業員4万2000人  ※総務部庶務課(7人・1991年設置)

メセナ活動基本方針

当社の社会貢献活動の重点項目外であるためとくに方針・考え方は定めていない。

社外より依頼のあつた案件について、そのつど検討している。

分野が音楽   分野か美術   分野が演劇
活動名 芸術分野支援内容 ジャンル支援内容 ジャン,レ 支援内容 ジャンル支援形態支援目的

薬師寺 (薬師三尊像)保存・修理事業    文歴 1  8

刈谷文化協会 出捐 1  9

刈谷かく展うつす展 美術 1  1 1  9

株式会社電通 広告

資本金日 売上高日 経常利益日 設立1901年 従業員5628人

活動名

分野が音楽    分野が美術    分野が演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

日本文化財保護振興財団 出捐 1  8

日本交響楽団振興財団 出捐 1  7

国際文化会館 出捐 1  10

日本オペラ振興会 出捐 1   7

日本フィル人一モニー交響楽団 3  1 1  2

芸術研究振興財団 出捐 1  8

読売日本交響楽団 音楽 3   1 1  2

ユネスコアジア文化センター 出捐 1   8・ 10

サントリー音楽財団 音楽  1・ 5 1   5。 7

他

2
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広告電通賞 他 2  11 101
学生広告論文電通賞 他 2  11
電通フォーラム 他 2  11
電通コミュニケーションワークショップ  他 2  11
電通ギャラリー 他 2  11

株式会社トーメン 商業
資本金□ 売上高日 経常利益口 設立1920年  従業員2795人 ※広報室(1人・1989年設置)予算決
メセナ活動基本方針

厳しい経営環境のなかにあっても、
1支援を始めた案件は継続する。
2見返りはいっさい求めない。
3陰徳として体質・体力に見合つた活動を続ける。

活動名
分野が音楽    分野か美術    分野か演劇

芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジヤンル支援形態支援目的
インターナショナルオルガンフェスティノψレ音楽  1   1
協賛

1  10

国際親善音楽祭協賛 音楽 1   1 1   5。 10
CWAJ現 代版画展協賛 6  2 1  7

創作舞踊「大敦爆」協賛 1  10

株式会社トクヤマ 化学
資本金□ 売上高日 経常利翻□ 設立1918年  従業員2800人 予算決
メセナ活動基本方針

当社は事業活動を通して社会に貢献できる分野では、さらなる貢献をめざしております。
また社員ひとりひとりの活動を評価しております。

分野が音楽    分野が美術    分野か演颯
活動名 芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的
御影文庫図書券寄贈 他 4     4

徳山美術連盟展 美術 2 1    1・ 4

株式会社ドミー スーパー
資本金2 売上高日 経常利益日1 予算決
メセナ活動基本方針

地域の教育。文化の向上に少しでも役立てばという主旨で活動。

分野が音楽    分野が美術    分野が演劇
活動名 芸術分野支援内容ジヤンル支援内容 ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的
「母の日作品展」 美術 7  1 2  9

トヨタ自動車株式会社 自動車
資本金口 売上高日 経常利

`譴

■ 設立1937年  従業員7万 561人
。1989年設置)/mトヨタ財団 予算決

X「社会貢献活動委員会」事務局(22人

メセナ活動基本方針
メセナ活動を含む社会貢献活動全般に対する取り組みにあたっては、
1経営環境に左右されることなく継続的に取り組み定着をはかる。
2社会のニーズを見極め国際社会、地域社会に溶け込んだ活動を推進する。
という2点を基本方針としている。

舞踊
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このなかで、メセナ活動においては文化基盤の充実につなかることを方針として、

1「育成」と「裾野の拡大」。

2地域の文化活動の促進と活性化。
の2点に重点を置いた活動への支援に継続的に取り組む。

分野が音楽    分野が美衛    分野が演劇
活動名 芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

「トヨタ・コミュニティ・コンサート」開催(年 音楽 1   1                 2.3  3・ 5。 9

間63回 )

「トヨタ青少年オーケストラキャンプ」開催 音楽 1   1                2'3  3・ 4
「トヨタ・ミュージック・ライプラリー」運営 音楽 1・ 3  1 2・3  3
「アマチユアオーケストラフェスティノUレ」協 音楽 1。3  1                 2・ 3  3。 9
贅

fアフター5(フ アイブ)コンチェルト」開催 音楽 1   1                2・ 3  5'9

「第3回アフター5(フアイプ)コンサートin音楽 1   1                2・ 3・ 5 5。 9

丁OYOTA― ´ヽルリンフイル・クインテッ
ト特別演奏会」開催

「第4回アフター5(フアイプ)コンサートin音楽 1   1                2・ 3・ 5 5'9

丁OYOTA―オペラサロン・トナカイクリ
スマスコンサー

「トヨタクラシツクス・ 音楽 1   1 2・ 3  5。 10

ジア公演 )」開催

ジャバン・ヤングアーティスト・チェンノ 1  1 2・3  1
ミュージツク・ソサエテイ・第10/11回公演」

開催

「第1/2回 JYACMSヴォーリズコンサー 音楽 1
卜」協贅

3  1

「PMFコ ンサート1996」協賛 1      3・ 4・ 10

「PMFウ ィーンコンサート」協賛 音楽 1   1 2

「PMF卒業生コンサート」協賛 音楽 1・ 10

「PMFアカデミーの仲固たちによるグロー 音楽 1   1                 1   1■ 0
パルコンサートfor unu」 協賛

「第15回ジヤバン・ヴィルトウオーゾ・シンフ 音楽 1   1                 1   2
ォニーオーケストラ名古屋公演」協賛

「第18回ジャバン・ヴイルトウオーゾ・シンフ 音楽 1   1 2

ォニーオーケス

リーンコ 」協賛 音楽 1   1 1・3'9

「第17回霧島国際音楽祭・講習会」協賛   音楽 1   1 1   3・ 4・ 9

「第5回国際音楽祭『ヤングプラ八」」協賛 1  1

「第168/169回 毎日ソリステン」協賛   音楽 1   1
「第20回音楽之友社賞」協賛(副賞=トヨタ 音楽 1・ 3・4 1
音楽賞)

「第6回日士山菫国際音楽祭」協賛     音楽 1   1                1   9
「第2回御殿場国際音楽祭」協賛

1   2・ 7・ 8

音楽 1   1 1  9

「第9回国際親善交流演奏会」協賛 音楽 1   1 1   2・ 10

「第19回名古屋国際音楽祭」協賛 音楽 1   1 1   2・ 9'10

「第8回栃木蔵の街音楽祭」協責 音楽 l   l 1   2・ 9

「第4回音楽と心の人一モニーコンサート」協 音楽 1
贅

1  6

1    1。 10

1  1
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「'96日露交歓コンサート」協賛 音楽 1   1 1      1・3.10 103
「ストラディヴァリウス・サミット・コンサー 音楽 1   1                 1   2・ 5
卜1996」協賛

「G・シュワルツ『オーチヤードホール定期演 音楽 1   1                 1   2
奏会』」協賛
「親と子のフアミリーコンサート」協賛  音楽 1   1 1  5
「リチャード・グードピアノリサイタル」協賛 音楽 1   1 1  2
「オラトリオ東京。第4回定期演奏会」協賛 音楽 1   1
「中杉知子・ウェルカムコンサート」協賛  音楽 1   1
「シネマ・クラシック・コレクションズ97」協 音楽 1
賛

「モーツアルトビアノ協奏曲・全曲演奏会 音楽 1  1               1  1
vol.2」協賛
「名古屋フィル八―モニー交響楽団・定期・特 音楽 1   1                1   2
別演奏会」協賛
「Sun&Star1996」 支援      音楽° 1   1・ 3・4'i   l   l   l・ 2・3 1   10

美術・     5

「新しい音に遊ぶ―現代音楽のタベ」協賛

5

1  2 1    1・ 5

「歌舞劇『ポツペアの戴冠』」協賛 音楽 1   3 1  2
「第10回船橋市民オペラ『ヘンゼルとグレー 音楽 1
テル』」協賛

3 1   3・ 5。 9

「神戸アーバンオペラ八ウス『椿姫』」協賛 3 1   2・ 3・ 9
「オペラ・バンビーノ嘔魔笛』」協賛 3 1   4・ 9
「・97日中オペラガラコンサート」協賛   音楽 1   3 1  10
「エイジアン・フアンタジィ1996」協賛  音楽 1   4・5 1   2。 10
「邦楽合奏団

｀
炎
″
トルコ演奏会」協贅   音楽 1   5 1   3・10

「第6回インターナショナル・オルガン・フェ 音楽 1   7 2■ 0
ス バル・インジャバン」協賛

ク リティ 音楽 1   7 6
―コンサート『内藤敏子チターリサイタル』」
協賛
「ヤマサリ日本公演'96」 協賛 1     10

「原荘介とプリュッセル弦楽四重奏団」協賛 音楽 1   7 1   2・ 10
「アジアの芸術広場96」協賛 音楽 1   7 1   1・ 10

「神菫香芳+FREE WORLD B10音 楽 1  7               1  2
BAND「月と遊■地』」協賛
「とよたミュージックパトル96」協賛   音楽 1   7                1   1・ 3・ 4・

5。 9

「アート講座―アート 音楽 6   1 1  5
「カザルスホール倶楽部」協賛 音楽 2   1 1  11
「名古屋フイル・新日本フィル・日本フィル・音楽 3  1                1   2
NHK交魯楽団」への賛助
「m日本交響楽振興財団」への賛助    音楽 3  1                1   2
「親と子のクラシック入門講座」協賛   音楽 6  1 4・ 5

「トヨタアート 美術・ 2   5。 11
・神戸・岡山・福岡) 演劇

1  1

1  1

音楽 1   7
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第2章 1企業別メセナ活動

「エイブル・アート・フォーラム'96」開催(札 美術 1・ 5   1・ 3 2   5。6.11
八戸 ・三原・熊本)

トヨタコミュニテイアート」開催(奈良・兵 美術 1     3 1,9

庫 )

「今日の日本美術展パートII―天と地の間 美術
に」協賛

1   3・ 6 1  1

「中国歴史博物館名品展」協賛 1      1・ 3・ 6 5。 10

「デ・ジェングリズム展」協賛 美術 1.3・ 4'

6

2.5

「枠組みの間で :フォーラム展」協賛   美術 1  6 2・ 5

「エイブル・アート展」協賛 1    1.3 5・ 11

「ワンダーアートコレクション96」協賛  美術 1'2   1・ 3 3・ 11

「デゾ・ホフマン『ビートルズ写真展』」協賛 美術 i     4 1  5

「ASEAN写 真 展『EYES ON美 術        1   4         1   5'10
ASEAN」」協賛
「第46回豊田美術展」協賛        美術        1   1・ 3         1   1・ 2・ 3.

9

「第34回豊田市民美術展」協賛 美術 1.3 i。 2'3.

9

「豊田市美術館『劉生と御舟展』」協賛   美術 1・3

「名古屋ポストン美術館」開館準備支援(発起 美術        4  6         1   9
人会支援)

「現代美術投稿雑誌「アートコム」」協賛  美術        5  6         1   1・ 5

「第5回プリンツ21グランプリ展」協賛  美術

1   2.9

7  2 1  1

「アート・オン・ザ・ネット・インターネットの 美術

挑戦1996」協賛
8     6 1  11

「和泉宗家・狂言フィリピン公演」協賛   演劇 1      2      1       2・ 8.10

「和泉宗家・狂言イギリス公演」協賛 演劇 1   2   1   2・ 8・ 10
「第2回シアターコクーン戯曲賞」協賛   演劇 1・4   3    1    1

「ギイ・フォワシイ・シアター20周年記念「ギ 演劇

イ・フォヮシイ・フェスティヴァル』」協賛
1  3  1  2

「ギイ。フォワシイ・シアター公演「シカゴブソレ演劇
―ス」」協賛

1  3  1  2

「瑠華殿『バビロンより愛をこめて』」協賛 湊劇 1  3  1  2
「瑠華殿『REM』 」協賛 1  3  1  2
「PEOPLE ART FESTA」 協賛   演劇 i   3   1   2・ 6・ 11
「ミュージカル「シェルブールの雨傘』」協賛 演劇 1    4    1    1.4

「台湾の伝統人形芝居『布袋戯』日本公演」協 演劇

賛

1   5   1   5・ 10

「ダンス・ダイナミクス・ワークショップ」協賛 舞踊

「'96サマーアートスクール(ダンス・ワーク 舞踊                      1   4・ 11

ショップ)」協賛
「舞踏鑑賞入円ワークショツプ」協賛   舞踊                      1   5
「横浜ダンスコレクション'97」協賛

1   4・ 11

1   2・ 5

「ダンスセレクション'96」協賛 1   2.5
「フィリピンパレエシアター日本公演」協賛 舞踊 1   2・ 10

美術
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「教育アニメ映画F星空のバイオリン』」上映会 映像
支援(札幌・青森県五戸町・熊本)

2   4。 11 105

「民俗芸能・郷土文化にかかわる地域イベン 民文
卜」協賛(24件 )

8・ 9

「第21回新宿ケチャまつり」協賛 民文 1       3'9。 10

「第2回日米合同俳句大会」協賛 文学 1   5。 10

「豊田佐吉翁記念館保存会」支援 文歴 1  9

「薬師寺講堂薬師三尊像修復事業」支援  文歴 1  8

「第7回いけばなインターナショナル世界大 造園
会」協賛

1  5

「第2回フラワーデザイン・コンペティション 造園
東京カップ97」協賛

1   5

「働日本民族工芸技術保存協会」への寄付 出捐 1  9

「第15回こうばこの会チャリティ公演」協賛 他 1   5・ 6

「よこはまメセナ研究会『市民メセナ』創刊号」他

協賛
1  9

「よこはまメセナ研究会『アートマネジメント他

講座』」協賛

「京都パプリック・アート研究会公開シンポジ 他                      1   5'11
ウム」協賛
「パブリックアート・フォーラム定例研究会(年 他

間5回 )」協賛
1   5。 11

「第10期アートマネジメント・トーニング・プ 他
ログラム」協賛

1   5。 11

「パプリックアート・フォーラム第3回全国シ 他
ンポジウム」協賛

1   5。 11

東亜建設工業株式会社 建設

資本金□l 設立1920年 従業員3429人  予算決
メセナ活動基本方針

企業ができる社会貢献活動の一つとして考え、予算の範囲内で検討、実施する。

分野が音楽    分野が美術    分野か演劇
泥i動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

日フィル第73回サンデーコンサート   音楽 1   1 1     7

靖國神社夜桜能 1  2  1  8

東京海上火災保険株式会社 損保

資本金口 売上高日 経常利樹口 設立1879年 従業員1万4746人  ※総務部社会環境室(6人 。1997年設
置)

メセナ活動基本方針

良き企業市民として地域・社会に貢献する(経営方針の一部である)。

分野が音楽    分野が美術    分野が演■
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

4 5   3・ 6術

芸

デ

デ

道

美

エ

グ

服

書

1・ 2・ 3・

4・ 6

トウキョウマリンギャラリー運営

演劇
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アッシリア展協賛 美術 1・ 2・ 3 1  11
ベイエラーコレクション展協賛 美術 1  11
フィリップスコレクション展協賛 美術 1  11
イタリア素描展協賛 美術 ,  1 1  11
橿原考古学研究所協賛 文歴

東京ガス株式会社 ガス

資本金口 売上高日 経常利益口 設立1885年 従業員1万3000人 ※C!推進部生活文化センター(5人
。1991年設置)予算決
メセナ活動基本方針

うるおいのある暮らしをバックアップしています。

豊かな暮らしづくりをお手伝いするために、文化・スポーツを通じて地域の方々との交流をはかっています。
豊かな社会を実現するためには、多くの方々か「生活をエンジョイする心」「周囲にこまやかな目を向けるゆとり

ある心」を持つことが必要でしよう。こうした心の環境づくりを少しでもお手伝いできればと思い、地域の方々に

音楽やスポーツを楽しんでいただいたり、講演会を通して新しい視野を開いていただいたり、食の情報を発信して

豊かな食生活をお楽しみいただく機会を設けています。私たちは、これらの催しを通して、地域の方々との交流を

深め、うるおいのある暮らしをバックアップしたいと願っています。

分野が音楽   分野が美術   分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的
クラシックコンサートの協賛 音楽 1   1 i  5

ポケットコンサートの実施 音楽 1・ 2 2・ 3.5 1・ 5・ 6

アースビジョン(地球環境映像祭)の特別協 映像

贅
1   3・ 5・ 10

ガスの科学館の運営 2・ 3・ 5  4

ガスミュージアムの道営        文歴・                     2・ 3・5 5'8'9
博物

銀座ポケットパークの運営       現建                      2・ 3.5 1・ 2・ 3・

5

プティミュゼの協賛 1    1'2 1   2・ 5

陶芸コンクールの実施 工芸 2'3・ 4・ 4・ 9

5

スペシャルオリンピックスコンサートの協賛 音楽 1   4 1   2・ 5・ 6
愛のサウンドフェスタの協賛 音楽 1   4 1   3・ 5・ 6

東京急行電鉄株式会社 鉄道

資本金□1 売上高日 経常利益口 設立1922年  従業員5300人 帥五島記念文化財団
メセナ活動基本方針

当社は、「社会の発展に寄与すること」を目的の一つとして事業を展開しており、その理念を実行するかたちで長

期間にわたり社会貢献活動を行ってきた。現在では、芸術・文化、環境保全、国際交流、教育、学術・研究、スポーツ、地

域社会活動など、さまざまな分野の社会貢献活動を展開している。

分野か音楽  分野か美術  分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的

美術・

演劇・

舞踊・

映像

BunkamurarT -r,t,

1  1

1  11
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帥五島記念文化財団 音楽・ 107
演●

東急広報委員会             出捐                      i

資本金口 売上高日 経常利益口 設立1951年  従業員4万3115人 予算決
東京電力株式会社 電力

メセナ活動基本方針

1広く地域の要望にお応えする活動。
2より多くのお客様が参加できる活動。
3社員が汗を流すことのできる活動。
4継続できる活動。
5当社の設備やスペースを活用できる活動。
を基準として重点選別のうえ、すすめている。

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャン

'レ

支援形態支援目的

丁EPcol万 人 コンサー ト 音楽 1   3 2   3・ 5。 9

丁EPCOふ れあいツアーコンサート   音楽 1   4 2   3・ 5'9

丁EPCOお はなしキャラバン 演劇 1   3.5  2   4
TEPcoフ アミリーミュージカル    演劇 1   3・4  2   4
お客さま相談ギャラリーの開放 美術 4   3・ 6 5    1・ 7

丁OKYO演 劇フェア'96への支援 演劇 1      3・ 4    1      7・ 9

株式会社東京都民銀行 銀行

資本金□ 売上高日 経常利益口 設立1951年 従業員1800人  ※広報室(1人・1992年設置)
メセナ活動基本方針

1企業市民として芸術文化活動に対する支援を行う。
2芸術文化活動の支援を通して地域社会の発展に貢献する。

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的
冠コンサー 1  1 1  2

株式会社東京放送 サービス

資本金□ 売上高日 経常利益口 設立1951年  従業員1512人

「シカン展」成功でベルーのシカン博物館に寄 美術

付                    文歴
4   3・ 6 1   8・ 10

劇団「四季」のシンガポール公演 演劇 1     4     1     7

「日独イベロアメリカシンポジウム」 文歴

他

1  5

「全国こども音楽会」 音楽 1   6 2  4

帥サントリー音楽財団 音楽 2   1・ 2・ 4 1    1・ 2

働東京音楽祭 音楽  2・ 5  4 2    1。 2

働日本交響楽振興財団 音楽 1   1 1    1・ 2

全国文化団体連盟 音楽  2  1・ 3,4 1    1'2

メセナ活動基本方針

一時的な団体・個人への支援というのではなく、できうるかきり長期的に支援しようという方針です。

分野か音楽   分野が美術   分野か演硼
燿:動名                        芸術分野支援内容ジヤンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
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田東京フアッション協会 デ

崚
爛

服

出
3

m古代学協会 文歴 1  11
日独協会 他 1  10
日本・エジプト友好協会 他 1  10
動エー・ビー・シー音楽振興財団 音楽  2   1'3・ 4 1    1・ 2

帥川喜多記念映画文化財団 映像 1  11
日本放送芸術学会 映像 1  7

動放送番組センター 映像 1   7・8'11

帥橋田文化財団 3      3'6    1      2・ 7

東邦ガス株式会社 ガス

資本金口 売上高日 経常利益□ 設立1922年  従業員3500人  予算決
メセナ活動基本方針

1地域の文化向上への貢献。
2企業イメージの向上。
3地域社会とのコミュニケーション。

活動名

分野か音楽    分野か美術    分野が演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

詩(自然や環境に関する)の募集「虹のことば」他 2・3  4
名フィルコンサート 音楽 1   1 4.5。 6

9

ふれあい寄席 他 2・ 5  6・ 8・ 9

東邦ガスクラシック 音楽 1   1 2・ 5  i。 2・ 69
栄ガスビルギャラリー 美術・

他
1  6 1・ 2・ 5

7・ 9

2・ 5

東洋エンジエアリング株式会社 産業機械
資本金□ 売上高日 経常利益日 設立1961年  従業員1562人 予算決
メセナ活動基本方針

1国際社会への文化的貢献をはかる。
2長期展望に立って、支援活動を継続する。

分野が音楽   分野か美術   分野か演||
活動名                        芸術分野支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容 ジャン,レ 支援形態支援目的
カンポジア・アンコール遺跡救済活動   文歴                      1・ 3  9。 10

資本金□ 売上高日 経常利翻口 設立1944年  従業員4105人  予算決
メセナ活動基本方針
メセナ活動は企業が果たすべき社会的役割の一つであるとの認識のもとに、社会的貢献度の高い支援を行って
いく方針。

分野が音楽    分野が美術    分野が演薔
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
若手芸術家支援展覧会(16回 ) 美術

同和火災海上保険株式会社 損保

主催音楽公演(24回 ) 音楽  1・ 2・ 3 1,4'5

1・ 4 1・ 2・ 4

5・ 6

1  7

演劇

5  1
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共催音楽公演(4回 ) 音楽  1・ 2・ 3 1・ 4・ 5 1  7 109
共催映像公演(14回 ) 楽

踊

音

舞
1  7

貸館公演(174回 ) 音楽・ 1・ 3  1・ 4・ 5 1  7

株式会社十勝毎日新聞社 新聞

資本金口 売上高日 経常利樹日 設立1919年  従業員206人
メセナ活動基本方針

1地域文化の振興。
2芸術・文化の啓発。
3地元出身の芸術家等の育成。支援。
4新聞社としての社会的貴務・地域社会の期待・事業経営の調和。

分野が音楽    分野が美術    分野か演劇
たi動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的
ピュッフェ展 1  1 2     9

十勝文化会議 出捐 1  9

帯広交響楽団への支援 1  1

十勝小唄振興保存会 民文 1  8

株式会社栃木銀行 銀行

資本金□ 売上高日 経常利益□ 設立1942年  従業員1981人  ※広報文化部(9人・1994年設置)
メセナ活動基本方針

1当行の経営理念の一つとして、社会貢献活動を明確に打ち出しており、1994年7月に社会貢献活動を推進する
専門部署として広報文化部を新設。

2メセナ活動を前向きの活動としてとらえている。
分野か音楽    分野か美術    分野が演ヨ

活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容 ジャンル支援形想支援目的
栃木県子ども総合科学館第25回企画展  博物 1  5

第1/2回 とちぎん文化セミナー 民文 2  5

とちぎんコンサートメラニーホリディニュー 音楽 1
イヤーコンサート

5

尾島利雄受賞記念特別請演会 民文 1  5

宇都宮市立美術館への絵画寄贈 2  1 4  5

凸版印刷株式会社 他製造 (印刷 )
資本金口1 売上高日 経常利翻口 設立1900年  従業員1万4000人 予算決
メセナ活動基本方針

当社の活動理念を情報・暮らし・文化に貢献する「コミュニケーション産業」と位置づけ、①印刷技術・デザインに

関連した内容、○印刷周辺の関連分野(写真・絵画・書・出版など)、③地域社会に還元できるもの、の三つを活動の対

象領域とする。

分野が音楽    分野が美術    分野が演劇
活動18i                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
'96年度読書感想画中央コンクール    美術・        6。 7  1          1・ 4・6 4

文学

プリンツ21版画グランプリ展 1・ 7   2 1・4   1'7術

デ

美

グ

日本・オランダ現代美術交流展協力 美術 4   1・ 7・ 10

3

音楽 6   7

美術

8  6
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東京大学「歴史の文字」展協力 他110 4  11
日仏文化交流支援委員会寄付 音楽・ 1

演劇・

り

“

象

印刷史料館企画晨示運営        博物                      2

資本金日 売上高日 経常利翻口 設立1954年  従業員525人
メセナ活動基本方針

平成7年度よリスタートした第4次中期経営計画における「地域により存在感のある銀行の実現」において、地域
貢献活動の充実を明確に打ち出しています。また、「メセナ活動」という言葉は使用していません。

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的
福富ギヤラリー 1・ 3・5 9

1   7・ 10

術

芸

道

美

工

書

1   1・ 2・ 3

株式会社富山銀行 銀行

城富ギヤラリー 美術・

書道

1   1・ 2・ 3 2・ 3・ 5 9
工芸・

守山町御車山御神体 民文 3  8

株式会社豊田自動織機製作所 自動車
資本金□ 売上高日 経常利益口 設立1926年  従業員9260人
メセナ活動基本方針

社会貢献活動を通して、広く社会に親しまれる良い会社をめざす。

分野が音楽    分野か美術    分野が演■
活動名                        樹翰野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
ギター・マントリンアンサンブル「エーデルワ 音楽 1
イス」コンサートヘの協賛

1・ 4.5・

6

1  3

「刈谷市市民吹奏楽団」定期演奏会への協賛 音楽 1   1・ 4 1  3
「大府市市民吹奏楽団」定期演奏会への協賛 音楽 1   1・ 4 1  3

薬師寺三尊像修復に対する寄付 文歴 1  11
「EUジヤバンフェスト」開催に対する寄付 出捐 1  10
刈谷市大名行列保存会「刈谷大名行列」開催 民文 1  8

「佐藤友相と日本音楽アンサンブル」への協賛 音楽 3  5 1  8

刈谷文化協会(会員) 出捐 1  9
「名古屋フィル八―モニー交響楽団」への協賛 音楽 3  1 9

「刈谷かく展うつす展」への協賛 1    1'4 3

「豊田佐吉翁記念館保存会」支援 博物 1  11

豊田通商株式会社 商業

資本金□ 売上高日 経常利翻□ 設立1948年  従業員2000人
メセナ活動基本方針

1[企業理念]
人・社会・地球との共存共栄をはかり、豊かで快適な地球社会づくりに貢献する総合企業をめざす。

2[行動指針]
良き企業市民として社会に貢献する。

2



企業別メセナ活動一覧

分野か音楽    分野が美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジヤンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的

111
活動名

名古屋ボストン美術館の運営 4  1・ 2・ 3・
4

1   7・ 9。 10

名古屋フィル八―モニー交響楽団贅助 1      1・ 2・ 4 1   3.5'9

佐藤友相と日本音楽アンサンブル贅助  音楽 1   5 5'7・ 8・

9

徳川美術館に対する寄付 4   1・ 2・ 3 1   5。 8,9

EUジヤバンフェスト日本委員会への寄付 出捐 7・ 8.9・

10

国際陶芸アカデミー開催費用賛助 1   1.2'3 5・ 7・ 8・

9。 10

豊田佐吉翁記念館運営に対する寄付   文歴 1   8・ 9
産業技術記念館運営に対する寄付 1'2 5。 7・ 8・

9

東レ株式会社 繊維
資本金日 設立1926年  従業員9791人

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か演颯
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的

m日本フィル八一モニー交響楽団加入  音楽 1   1 1    1'2

帥新日本フィル八―モニー交響楽団加入  音楽 1   1 1.2

m東京フィル八―モニー交響楽団加入 1  1 1・ 2

mスターダンサーズパレエ団加入 1・ 2

帥古代学協会加入 文歴 1   11
帥三井文庫加入 文歴 1  11
い芸術文化交流の会加入 出捐 1  11
全国高等学校文化連盟かるた大会ユニフォ 他
―ム寄贈

4  4

木曽福島町第22回木曽音楽祭協賛    音楽 1   1 1  9

軽井

'R町

第29回軽井沢氷まつり協賛   他 1  9

船ドイツ「恵光」日本文化センター建立奉費 出捐
金

1  10

株式会社ナイガイ 繊維

資本0日1 売上高日 経常利益口 設立1920年  従業員1133人
メセナ活動基本方針

1企業理念として、「芸術と技術の統合によって、高質で、生活者の美意識を満足させる商品を提供する。グローバ
ルな視点から環境保全に努力し、美しい文化を持った美しい企業」を掲げている。
2企業の社会的(貢献)活動の一つとしてとらえているが、企業にとって利潤の確保か前提であると考えており、
社会的責任においては応分の活動をすべきであると思う。

分野が音楽   分野が美術   分野か演■
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
新星日本交響楽団への賛助金 音楽 1   1 1    1'2

新日本フィルヘの賛助金 音楽 1   1 1    1・ 2

舞踊
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資本金□1 売上高口l 経常利

`組

]設 立1955年 従業員2191人  ※ロニューテクノロジー振興財団
メセナ活動基本方針

当社では
い
遊び
″
の事業化全般に取り組んでおり、メセナ活動のテーマ上でも遊び心のある提案に対して積極的

に取り組みたいと考えている。

広義の
｀
遊び"、・遊び心

″
を通して文化・社会・地域へ広く貢献を果たしていくことを基本姿勢とする。

分野が音楽    分野か美術    分野が演自
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
第21回新宿ケチャまつりへの寄付    舞踊・ 1   3・ 4・ 9

民文

株式会社ナムコ サービス

東京国際映画祭への協賛 1   7・ 9・ 10

株式会社名古屋銀行 銀行

資本金□ 売上高日 経常利固口 設立1949年  従業員2900人

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

1  1 2  9

ニチ八株式会社 他製造

資本金日 売上高日 経常利翻■ 設立1956年 従業員1134人

活動名

分野か音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

名古屋フィル八―モニー交響楽団 音楽 1  1 1   3'9

西松建設株式会社 建設

資本金□ 売上高日 経常利翻口 設立1960年  従業員5900人

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的

サウンドコニフア…229         音楽 1   4 1  1

日動火災海上保険株式会社 損保

資本金口l 設立1914年  予算決
メセナ活動基本方針

芸術。文化振興に資することを基本に、下記の3点を中心に活動している。

1地域社会への芸術・文化の紹介。
2芸術・文化イベントヘの協賛。
3若手芸術家の育成・顕彰。

活動名

分野か音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的

イベントスペース「日動キュリオ」で文化人を 美術・

中心に、本人紹介の展示・トークショウを開催 映像・

グデ・

文学

5  6 2・ 5'7・

9

毎日新聞社主催「アイルランド国立美術館所 美術

蔵19・ 20世紀フランス近代絵画展」協賛
1  1 1   5。 11

東京国立博物館主催特別展「法隆寺献納宝 美術・

物展」協賛               博物
1      1・ 3・ 6 1   5。 11

名古屋銀行コンサート



東京国立博物館主催「興福寺国宝展」協賛  美術・ 1      1・ 3・ 6

企業別メセナ活動一覧

5。 11 113

昭和会展「日動火災賞」 7   1・ 2・ 3 1・7

NHK交響楽団の定期会員 音楽 1   1 1  2
東京フィル八―モニー交響楽団の定期会員 音楽 1   1 2

カザルスホールのコーボレートスポンサー 音楽 1   1 2

日産自動車株式会社 自動車
資本金口l 売上高日 経常利益口 設立1933年 従業員4万1266人
■)予算決

※広報部社会文化室(5人・1991年設

メセナ活動基本方針
社会とのコミュニケーションを通じて魅力的な企業文化をつくり、「良き企業市民」として豊かな社会づくりに
かかわつていきたいという願いのもと、きまざまなフィランソロピー活動を展開している。なお、メセナ活動につ
いては以下の支援基準にもとづき、活動を行っている。
[支援基準]
1対象分野
①子供の夢や想像力をはぐくむ活動、O美意識や劇遣性をはぐくむ活動、◎異文化理解を深める活動。
2支援先とのかかわり方
①互いに感動と成長をもたらすこと、○支援先との間に第三者を介さすに直接コミュニケーションし、支援後、必
す成果を確認し合うこと、◎社員も参加・鑑賞できること、④目標か達成されれば、支援を終了すること、⑤できる
だけ多種・多様な団体(異文化との出会い)を考慮する。
「支援期間]
発展性、継続性を持つて活動を支援するため、原則として、3年ないし5年とする。

分野が音楽  分野か美術  分野欄
活動名 芸術分野支援内容 ジャンル支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
東京室内歌劇場「ポッ 音楽 1   3 1   2'5。 7

バ 音楽  1・ 4  1
ル

1      1。 3・ 10

サイトウ・キネン・フェスティノψレイン 松本 音楽 1
子供のための音楽会

1  4

ilE-[Vermont Pro.iectl 美術 1・5   5 1'3・ 4・  2・ 7・ 10

5      。11

!ZUMIVVAKU PROJEC丁 美術 1      1・ 4・ 5 1・3 2・ 5。 7・

96

Oocument2000プロジェクト 1・ 6   2    1・ 8 3・ 6  1・ 6  2・ 7・ 11楽

術

劇

踊

像

文

音

美

演

舞

映

民

1。 4・ 5・ 1・ 6

6

五十田安希・ひとり芝居 1.3    3      1・ 6    2

糸あやつり人形芝居結城座
1・3  3.5  1・ 6  2

波瀬満子パフォーマンス「スーパー 演劇            1  3  1  2・ 4
A!UEO'96」
タイニイ・アリス「AL!CE FES丁 卜濱囀               1。 2  3  1   2・ 7・ 10

VAL
NINAGAWA COMPANY'「 待つ」 1'4   3    1    1・ 7
西川千麗東京公演「千麗源氏物語」 舞踊 1   2・ 7

演劇
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和栗由紀夫+好書社舞踏公演「工ローラ～石 舞踊114

ニッサン童話と絵本のグラ 2・ 5    3・ 4

日産おはなしの部屋 文学 2   4・ 5。 11

ゆかいな絵本と重話展 文学

他

2 1・ 2・ 4・

5

国際アンデルセン賞 文学・

出捐

1   2・ 4・ 10

日本国際図書評議会(JBBY) 文学・ 1   4.5

1  8文化財保護振興財団

出捐

日本NPOセンター 出捐 11

企業メセナ協議会 出捐 11

日新電機株式会社 重電

資本金□ 売上高日 経常利1饉]設 立1917年 従業員3441人  予算決
メセナ活動基本方針

宗教、政治的にかたよらないこと。

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か滉劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的

グリーン・コンサーツ∨ol.6 音楽 1   1・ 2・ 3 1      1.2'3

メセナの神髄コンサートPartII 音楽 1   1,2 1  1

藤家渓子コラボレーションVol.1    音楽 1   2 1  1

和波孝層ヴアイオリンリサイタル 音楽 1   1
シャクティインド舞踊公演 2

日精樹脂工業株式会社 産業機械

資本金口 売上高日 経常利1饉]設 立1947年 従業員860人

活動名

分野が音楽   分野か美術   分野が演蘭
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態 1支援目的

丁SB児童画展 6  2 1  4

日鐵ドラム株式会社 金属製品

資本金口l 売上高i口 経常利固日 設立1934年  従業員260人 予算決
メセナ活動基本方針

当社単独でメセナ活動かできる規模ではなく余裕もない。新日鐵グループのなかで共同して行う活動に参加し

ている。可能になればいすれは単独でも社会貢献したいと考えている。

分野か音楽  分野か美術  分野か濱劇
澤:口〕名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

新日鐘主唱の財団「新日饉文化財団」への基 音楽  2・ 5

金出資

1・ 5 1      1。 2・ 8

日本アイ。ビー・エム株式会社 産業機械

資本調固 売上高日 経常利1組■ 設立1937年  従業員2万580人 予算決
メセナ活動基本方針

1社会貢献の一環として。

1  1



2自社のイメージ向上のため。
3自社の企業文化の確立をめざして。

活動名

企業別メセナ活動一覧

分野か音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

115

日本IBMバ レエ奨学金 1・4   1。 4

上野の森美術館大賞展 美術 1・6 1'5 1.3・ 5・

7

IBMびわこ現代絵画展 1・6 1・ 2・ 3  1。 2.3・

7。 9

かわさき!BM市民文化ギャラリー 美術 1・4  1・ 2・ 5 1・ 2・ 5・

7・ 9

飛鳥村文化財保存協力 文歴 1  11
交響楽振興支援 音楽 3   1 1   2・ 5
オペラ・オペレッタ振興支援 音楽 3   3 1   2・ 5

日本アムウェイ株式会社 その他 (ダイレクト・セリング)
資本金□l売上高口l経常利益口l設立1977年 従業員788人 予算決
メセナ活動基本方針

当社の経営理念の基本は日本の方々の生活向上にお役立てすることです。品質を誇る製品とサービスの提供を
通して、また、文化 (芸術)のサポート活動を通してその使命を遂行することが、良き企業市民としての責任である
とも考えます。

分野が音楽  分野か美術  分野が演自
活動名                  芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支」彫態支援目的

リチヤード・グードビアノリサイタル   音楽 1   1 1  11
ヨーヨー・マ 音楽 1   1 1  11
インターリンク・96 音楽 1   2 1  10
東京国際書道展 書道 1  10
興福寺国宝展 文歴 1     8

極北のイヌイットアート展 美術 1,2  2・ 3 1     10

ビル・リード展 美術 1  2 1     10

日本ガイシ株式会社 ガラス窯業
資本金□ 売上高日 経常利益日 設立1919年  従業員4457人
メセナ活動基本方針
1地元芸術・文化団体への支援。
2事業関連分野への芸術・文化支援活動。

活動名
分野か音楽    分野か美術    分野か演劇

芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

名古屋フィル八一モニー交響楽団 音楽 3   1 1   2・ 5・ 9
日本棋院中部総本部 他 1  8
日本室内楽アカデ 音楽 3   1 1   2・5
アクターズフェスティバルNA00YA  演劇 1   3   1   2・ 5。 9

舞踊

美術



第2章 1企業別メセナ活動

116
資本金口 売上高日 経常利益□ 設立1944年  従業員6329人
メセナ活動基本方針

幅広い事業活動を通して、豊かな社会の発展に貢献する。

分野が音楽    分野が美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

1  1

日本火災海上保険株式会社 損保

国際親善交流特別演奏会 音楽 1   1 1  10

日本橋梁株式会社 鉄鋼

資本金□ 売上高日 経常利樹口 設立1919年  従業員505人

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

大阪フィル八―モーニー後援 音楽 3   1 1  11

日本航空株式会社 航空

資本金口l 売上高口l 経常利樹口 設立1953年  従業員1万9018人  ※助日航財団 予算決
メセナ活動基本方針

企業特性を生かし、

1国際交流・文化交流に通じる活動を支援。
2従来から取り組んでいるものを継続実施。

分野が音楽    分野か美術    分野か演‖
雇:コ〕名                        芸術分野支援内容 ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的

日航財団の運営 他 2   4。 7・10

世界こどもハイクコンテス ト 文学 2・ 3    4'10

アートフォーラム 他 2  7

京都音舞台 音楽 1   1・ 2・5 2・ 3 2・ 5・ 6・

9。 10

JALクラシックスペシヤルニューアーティ 音楽 1・ 4
ストシリーズ

2   1'5。 9

東京オピニオンズ 音楽・ 1・ 2 1・ 2・ 3・

4

1・ 2    3・ 4    1・ 3    2・ 9

PMFコンサート 音楽 4   1 1.4・ 5。

910

JALチヤリティ・トークコンサート   音楽 1   1・ 4 2      1.6・ 9

「都市と芸術」展など各種美術展・企画展への 美術・

協賛(74件)               工芸
1。 2'3・

4.5

1   5。10

ポアンJALでのギャラリー活動(パリ支店)美術 1・ 4    1・ 6 2・ 3・ 5 1'3

日露交歓コンサート 音楽  1・4  1 1      1・4'10

アリオン音楽財団「東京の夏」音楽祭   音楽 1   1・ 7 1      2'9・ 10

ブープドクリコフォトコンテスト 7     4 1  10

日本酸素株式会社 化学

資本金□1 売上高口l 経常利翻口 設立1910年  従業員1977人 予算決

日本バレエ協会コンクール       舞踊



企業別メセナ活動一覧

メセナ活動基本方針

当社の社業と体力に見合った内容の活動を継続して実施する。

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態 1支援目的
日本酸素記念館の公開 博物

117

2  9
NHK交響楽団賛助 音楽 1   1 1  2

日本製紙株式会社 紙。パルプ
資本金口 売上高日 経常利益口 設立1949年  従業員7616人
メセナ活動基本方針

1基本的には企業の社会貢献活動の一部門であリメセナのみを特別に扱うことはない。
2メセナを含めて、社会貢献活動についての会社としての方向はまだ定まっておらす、つきあいの意味あいが多
い 。

分野か音楽   分野が美術   分野か演

“
燿:勁名                    芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
札幌交響楽団維持費 音楽 3   1 1  9
国際文化フォーラム寄付 出捐 1   4・ 9
木曽音楽祭 音楽

日本生命保険相互会社 生保

資本金口l 売上高口1経常利密嘔1設 立1889年 従業員9万人 ※広報部社会公共活動担当(4人・1991年設
置)/mニ ッセイ文化振興財団、m日本生命財団 予算決
メセナ活動基本方針

生命保険事業は、公共的性格を持つ事業であり、国民の生活に深くかかわつていることから、当社では本業に加
え国民の生活の豊かき、うるおいの向上に資する文化活動をきわめて重要であると考え、従来より積極的に取り組
んでいる。

分野か音楽   分野か美術   分野か演劇
活動名                    芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
働ニッセイ文化振興財団の運営 出捐 1・ 3 1・ 2・ 4・

5

m日本生命財団の運営 出捐 1.3    4・ 9

ニッセイ名作劇場 (小学校招待公演)   演劇 1・2  4   1・ 3・ 5 4・ 5。 9
ニッセイ名作劇場 (ファミリー公演)   演劇 1      4      2      4・ 5。 9

助大阪日本民芸館支援 他 3  11
圃東京オペラシティ文化財団支援 他 3  5

日本食研株式会社 食品

資本翻日 売上高日 経常利樹口 設立1971年  従業員2500人  ※社長室(7人・1992年設置)
メセナ活動基本方針

1地域社会の芸術文化の普及と向上。
2社員の芸術文化の意識・関心・取り組み姿勢の啓発。
3企業経営についてのイメージの向上。
4地域の芸術文化の後継者の発掘と育成。

活動名

分野が音楽  分野か美術  分野か演劇
芸術分野 1支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的

今治市消防音楽隊の育成と公演 音楽 1 1   4・ 9
今治市バリ祭協賛 民文 1・4   9

1  1 1    1・ 5
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今治みなと祭り協賛と出演 民文118 1・4   9

今治市民劇場協賛 演劇 1  3

獅子舞の保存伝承と育成 民文 1.5   8

ケーオークラプの育成 楽

文

学

音

民

文

1・3.5 9

日本信販株式会社 他金融

資本金口1 売上高口l 経常利益口 設立1951年 従業員7639人  予算決
メセナ活動基本方針

当社では、文化・芸術支援の一つとして地元。文京区に暮らす方々や、着手のアーティストたちに作品の発表の場

を提供できればと「人々に開かれたアートスペース」をコンセフトとしてNlooSギャラリーを運営している。
分野か音楽    分野が美術    分野か演■

活動名                        芸術分ヨ1支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

NICOSギャラリーの運営 2   1・ 3・ 9術

芸

デ

道

建

美

エ

グ

書

現

1.4    1・ 2・ 3・

4。 5'6

日本たばこ産業株式会社 食品

資本金固 売上高日 経常利1譴西 設立1985年  従業員2万2160人  ※企業文化部(7人・1994年設置)/mア
フィニス文化財団 予算決

アフィニス文化財団の運営 音楽 1.4  1 6    1・ 2

JTアートホール室内楽シリーズの開催  音楽 1   1 2   1'2・ 5

JTアートホールアフタヌーンコンサートの 音楽 1.4
開催

1・ 7 2    1・ 5

生命誌研究館の運営 博物 2   5'il

たばこと塩の博物館の運営 博物 2  5

株式会社日本長期信用銀行 銀行

資本劇口1 売上高口l 経常利益i口l 設立1952年  従業員3821人  予算決

活動名

分野が音楽    分野が美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャン

'レ

支援内容ジャンル支援形態支援目的

ティータイムコンサートシリーズ 音楽 1   1・ 5

1'2・ 3・

4・ 6

長銀アトリウムギャラリーの運営 美術 5      5・ 7・ 8

2  5

メセナ活動基本方針

JTの文化施設を拠点とした、また、関連する財団との連携による文化活動を通した「芸術・文化」への継続的貢
献を行う。

lJ丁アートホールでの活動、アフィニス文化財団を通じた活動により、クラシックを中心とした音楽文化の向上
に寄与する。

2たばこと塩の博物館の活動を通し、たばこと塩を切り口とした、歴史・文化を伝えることにより、それらとのふ
れあい・発見の場を提供する。

3生命勝研究館の活動を通し、科学が本来持っている文化としての側面を伝えるとともに、多様性と共通性をあ
わせ持つ生き物の世界から見えてくる「人間」をとらえる、新しい視点を提供していく。

分野が音楽  分野力嘆術  分野が演日
活動名                        芸術分野支援内容ジャン

'レ

支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的



企業別メセナ活動一覧

資本0● 売上高口l 経常利樹口 設立1899年  従業員4万7〔受3人 ※広報部社会貢献推進室(15人・1991年
設置)予算決
メセナ活動基本方針

当社の企業理念「NEcは cacを通して、世界の人々が相互に理解を深め、人間性を十分に発揮する豊かな社
会の実現に貢献します」にもとづき、良き企業市民として、ワールトワイドにメセナ活動を推進する。

分野か音楽  分野が美術  分野が演晨
雇in〕名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジヤンル支援形態支援目的
NECスーパータワーコンサート(第13回 音楽 1   1

119

2  9

日本電気株式会社 他電機

ボストン交響楽団10コ ンサート支援 1  1 1   2'10
東急Bunkamuraオフィシャルサプライヤ 音楽・
―                     美術・

演劇・

映像

1  5

日本フィル交響楽団創立40周年配念第3回 音楽 1
ヨーロッパ公演

1   2・10

アラウンドシンガーズ
｀the Third音 楽 1

MaJOr"
1   3・10

新日本フィル定期演奏会(第 240回・243音楽 1
回)

1  2

ストラディヴアリウス・サミット室内オーケ 音楽 1
ストラ

1     2

'96サイトウキネンオーケストライン松本 音楽 1   1'3 1   2・9

日本の音とこころ展 音楽 1   7 1   7・8
モーツアルト・ピアノ協奏曲全32曲連続演奏 音楽 1
会(第 1回・2回 )

1  1

八ンブルク現代日本美術展 1  2 7

バッ八・コレギウム・ジャバン定期演奏会およ 音楽  1・6
びCD制作

1  11

フェスティバル「リヒトゥング96」    音楽 1   2 1   7

JMSコ ンサート 音楽 1   1 1  1

国際親善交流特別演奏会 音楽 1   1 1   1・ 10

日本フィル「20世紀の作曲家たち」シリーズ 音楽 1   2
第3～5回

現代日本陶磁の秀作/アジア巡回展    美術        1   6         1   710
港区政50周年事業「Art Kunst Festi― 音楽 1
va196」

魅惑のアーティストシリーズ「川本凛子/中野 音楽 1   1                1   1
振―郎」

Meta Media展             美術         1   6          4   7
ジャバン・ヴィルトゥオーゾ・シンフォニー・音楽 1   1
オーケストラ

1     9

1  2

バルセロナ国際ギターフェスティパル  音楽 1   1
クロス・ザ・バルーン:N神戸

シネマ・クラシック・コレクションズ'97  音楽 1   1 1  5

新しい音に遊ぶ現代音楽のタベ 音楽 1   2 1    1・ 7

1     7

1  2

美術 1  9
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クラシックはしヽかか?～きいてみないかオー 音楽 1
ケストラ～

1  5

東京室内歌劇場「ポッペアの戴冠」 音楽 1   3 7・ 11

NECマルチメディアアート大賞 美術 7  6 2  1

日本電信電話株式会社 通信

資本0固 売上高日 経常利固口 設立1985年  従業員18万2482人
メセナ活動基本方針

1新しいコミュニケーション文化の形成。
2良き企業市民としての役割を果たす。

活動名

分野か音楽    分野が美術    分野か演劇
芸術分蜀支援内容ジャン,レ 支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的

N丁丁 ン
の設立準備

NTT一 N響コンサート 音楽 1   1
N丁丁ふれあいトーク大贅 他

東急Bunkamuraオ フィシャルサプライヤ 他

カザルスホール特別演奏会 音楽

小川未明文学賞 文学

南越王の至宝展 1  6

縄文まほろば博 文歴

地球環境ジュニア国際会議 他

日本メナード化粧品株式会社 化学

資本金田 売上高日 経常利固□ 設立1959年  従業員1250人
メセナ活動基本方針
「女性がより美しく魅力的に、そして永遠に若々しくあってほしい」という願いを込めて、化粧品を通じて女性美

に貢献してきた。そして美術品により、精神的豊かさ。充実感を加えたバランスのとれた美を提供していきたい。

1美術品の保順(人類共有の財産でもある文化遺産の保護)。
2地域社会への貢献。
3美と文化に■献するという企業理念の実現。

分野が音楽   分野か美術   分野か演自
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形饉支援目的
メナード美術館の運営 美術 2・ 3・ 4 1.2・3 2・ 5  5。 7・ 9

名古屋をどり協賛 舞踊 1   1。 2.8

和泉流狂言協賛 演劇 1      2      1      1・ 2・ 8

名古屋フィル支援 音楽 1   1 1   1'2・ 7

以文会書展協賛 書道 1   1'2・ 9

株式会社八十二銀行 銀行

資本金日1 売上高口l 経常利1組ヨ 設立1931年  従業員3948人  ※帥八十二文化財団 予算決
メセナ活動基本方針

当行の経営理念「健全経営を堅持し、もって地域社会の発展に寄与する」の趣旨にもとづきm八十二文化財団を
主体にメセナ活動か行われている。

m八十二文化財団は芸術・文化面から地域社会の発展に寄与することを目的に1985年 に設立された。



企業別メセナ活動一覧

分野が音楽    分野か美術    分野が演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

121
活動名

帥八十二文化財団の運営 他 2  9

株式会社阪神百貨店 百貨店
資本金口 売上高日 経常利益口 設立1957年  従業員1655人  ※販売促進部
メセナ活動基本方針

1人の心をなこませ、精神的な高揚のある創作(家 )を広く一般に紹介する。
2地域的文化性の高い文化芸術を支援する。
3メセナ活動を通じ、地域社会への貢献の一つとする。

分野が音楽    分野が美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

美術 1  2 2   2・ 5

大本山永平寺展 他 2  5

相川伸―郎展 美術 1  1 2    1.5

日本クラフト展 工芸 2   5'7
大阪の伝統工芸品展 工芸 5   5・ 9

薔田―郎展 美術 1  1 2   1・ 5'7

手技工房展 工芸 2   5。 9

松永真クリークス展 美術 1   2。 3 2   2・ 5。 7

ビジョン株式会社 他製造
資本金口l 売上菌日 経常利益口l 設立1957年  従業員389人 ※総合企画室PRグループ(4人・1976年設
置)予算決
メセナ活動基本方針

国際交流を含めて、着手芸術家支援と企業PR。

分野か音楽    分野か美術    分野か演劇

'舌

動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
パシフィック・ミュージック・フェスティノψレ音楽 1   1 1・ 3・ 6・

7■ 0

ヒロセ電機株式会社 電機部品

資本金口 売上高日 経常利壺口 設立1948年  従業員629人
メセナ活動基本方針

1社会貢献活動の一つとして実施する。
2芸術・文化の振興に寄与することにより会社のイメージ向上をはかる。
3日本文化の世界への発信を期待する。

分野か音楽   分野が美術   分野か演喘
燿:]b名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態 1支援目的

1  3 1   2'5

株式会社びわこ銀行 銀行

資本金□ 売上高日 経常利翻口 設立1942年  従業員1352人  ※業務渉外部隣人室(1人・1973年設置)
予算決

メセナ活動基本方針

1企業文化の地域への選元。

オペラ「忠臣蔵」



122

tr2I lG#BUxlz,,ED

2地域文化への貢献。
3業務部隣人室を通した地域への社会活動および協賛活動。
4緑化事業助成、県下の伝統芸能の育成。
5有望な芸術家の育成、助成、支援。

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

「湖国と文化」 1     9

滋賀県技能フェアヘの協賛 他 1  11
障害者アートフェスティノUレインしかへの協 他

贅
1   11

江州音頭フェスティパルヘの協賛 民文 1・3   8

草の根こども善行賞への協賛 他 1.3   11

びわ湖シネマフェスタヘの協賛 映像 1  9

びわ湖音楽祭への協賛 音楽 6   7 11

東日本旅客鉄道株式会社 鉄道

資本金口 売上高日 経常利翻□ 設立1987年 従業員7万9635人  ※経営管理部(2人・1992年設置)ノ働
東日本鉄道文化財団

メセナ活動基本方針

1地域社会と密接な関係を持つ当社の事業を通じて、新しい価値を創造し、社会に貢献する企業文化を築いてい
く。

2上記の考え方にもとづき、文化事業に取り組むために、働東日本鉄道文化財団を1992年 に設立し、以下の三つ
を柱として積極的に社会貢献および文化活動を行う。

①鉄道を通した地域文化の振興。

○鉄道経営、鉄道技術に関する調査・研究の促進。

◎鉄道にかかわる国際文化交流活動の推進。

分野か音楽    分野か美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
「日本の自然を描く展」への協賛 美術 5  1 1  3
「毎日写真コンテスト」への協賛 美術 5  4 1  3
「産経児童出版文化賞」への協賛 文学 1  2
「読売小中学生作文コンクール」への協賛  他 1  4

「ビティナビアノコンクール」への協賛  音楽 4  1 1     4

「世界のお巡りさんコンサート」への協賛 音楽 4  1 1  10
「縄文まほろば博覧会」への協賛 文歴 1  11
東日本鉄道文化財団への出捐 出捐 7.8。9'

10

株式会社肥後銀行 銀行

資本金口l 売上自口l 経常利固口 設立1925年  従業員2785人  ※企画部広報課・地域文化課(4人・1990年
設置)

メセナ活動基本方針

1地域社会への貢献活動の一環として、優れた芸術文化活動の鑑賞機会を地域に提供するなど、地域の文化向上
に貢献すべく継続的に取り組んでいく。

2地域と心のかようコミュニケーションを通して、文化交流の促進をはかり、存在感のある活動を行う。
3当行の企業文化創造に合致した活動で、しかも、行員の共感を呼び、意識の高揚かはかれる活動とする。



企業別メセナ活動一覧

分野力暗楽   分野ガ峡術   分野が演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

123
活動名

小澤征爾8新日本フィル 音楽  1   1 1  9

ニューイヤーコンサート 音楽 1   1 1  9

ブーニンピアノリサイタル 音楽 1   1 1  9

フォルフヴアング美術館展 美術 1  1 1     9

レニングラードバレエ団公演 1  9

日立機電工業株式会社 産業機械

資本金l口 売上高日 経常利益日 設立1956年  従業員820人 予算決

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的

大阪フィル八―モニー協会への資金援助  音楽 3  1 1  2

関西フィル八一モニー協会への資金援助  音楽 3  1 1  2

株式会社日立製作所 他電機 (総合電機)

資本金口 売上高日 経常利益0 設立1920年 従業員7万2193人 予算決
メセナ活動基本方針

1企業が社会の一員であることを深く認臓し、社会活動のため、当社の有する有形・無形の資源を有効に活用す
る。

2学術。文化・教育を積極的に奨励。支援する。
分野か音楽  分野が美術  分野が演劇

活動名                        芸術分野 1支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

別府国際ジャズフェスティバル協賛   音楽 1   2 1   1・ 2・ 11

国立文楽劇場 演劇 1     1     8

天王洲アートスフィア 美術 8      1'4・ 6 1  11
大道芸ワールドカップ 他 1   10■ 1

バンダイ子どもミュージカル 演劇 i   4   1   4■1
日立カルチャー請演会 他 2  11
日立カルチャースペシャル 他 2  11
スミソニアン博物館への支援 博物 1   9。 10・ 11

創作舞踏「大敦爆」公演への寄付 舞踊 1  10
写真展「EYES ON ASEAN」への寄付 美術 1  4 1  10
第40回欧州囲碁大会への協賛 1  10
第1回欧州女性囲碁選手権大会への協賛  他
第11回全米囲碁選手権大会への寄付

1  10
1  10

地域伝統芸能活用センター 民文 1   8・ 9

劇団「栃の実」 演劇 1     3     1     2

東京オペラシティ文化財団への寄付   音楽・ 1・ 2 1・ 2・ 3・

4・ 7

1'2    3・ 4    1       7・ 11

演劇・

他

松山バレエ団への寄付         舞踊                     1   2
i  2読売日響「日立コンサート」協賛 音楽

他
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第82回二科展協賛

東急Bunkamu「a協賛 楽

術

劇

踊

芸

音

美

演

舞

工

1・ 2・ 3・ 4

4・ 5

1・ 2・ 3・ 2

4

3.4 2・ 7

囲碁教室実施 他 2.3  4

NYシンフォニツクアンサンブル公演協賛 音楽 1   1 1   2・ 10

ケイトグリーナウェイ世界展協賛 11

「ユージンスミスの見た日本」写真展協賛  美術 1  4 1   2.11

国際アマチュアペア囲碁選手権大会協賛  他 1  3

囲碁十段戦 他 1  11
シンガポールライトアップ 他 1   6.10

日立プラント建設株式会社 建設

資本金口 売上高日 経常利壺塵口 設立1929年 従業員2514人  ※社長室広報部(15人 。1988年設置)予
算決

メセナ活動基本方針

1地元貢献活動の一環。
2企業のイメージアップ。

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野が演囀
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

地元コンサートの協賛(2回 ) 音楽 1   1 1  9
大塚阿波踊り協賛 民文 1・ 3・4 9

日野自動車工業株式会社 自動車
資本釜議口 売上肩罐日 経常利宙顕ヨ 設立1942年  従業員9246人  予算決
メセナ活動基本方針

現在まで本社所在の地域について実施してきたが、将来的にはもう少し幅を広げていきたい。

分野が音楽  分野が美術  分野が演劇
活動名                  当

“

湖 支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル」彫想支援目的

日野自動車コミュニティコンサート、古澤巌 音楽 1
ヴアイオリンコンサート

2  9

株式会社百五銀行 銀行

資本金□ 売上高日 経常利益口 設立1878年  従業員2969人
メセナ活動基本方針

地域貢献活動の一環として取り組んでいる。

活動名

分野が音楽  分野が美術  分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態 1支援目的

シャルル・デュトワ指揮「モントリオール交薔 音楽

楽団」コンサート

株式会社広島銀行 銀行

資本金l口1 売上菌日 経常利益口l 設立1878年 従業員4201人  ※広報文化部(1人。1992年設置)/mひろし
ま美術館 予算決

1  3

美術

1  9



企業別メセナ活動一覧

メセナ活動基本方針

1当行は「地域社会への密着と奉仕を強力に推進する」を基本理念に掲げ、銀行本来業務で良質のサービスを提供
することはもちろん、本業以外でも地域社会の発展のため、幅広い活動を行っている。

2メセナ活動もその一環であり、働ひろしま美術館の運営、および広島交響楽団への協力を中心に、地域の芸術文
化活動を支援している。

分野か音楽    分野か美術    分野が演劇
燿:コ〕名                        芸術分野支援内容ジャンソレ支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
財団法人ひろしま美術館の運営     美術 1・ 2・ 3。 1.2・ 3

4

125

2  9

広島交響楽団の支援(①冠コンサートの実施 音楽 1
0年会費の拠出)

1・ 2・3 9

「スペイン舞踊団フラメンコ公演」の主催 2  9

日本能楽芸術振興会「橋の会」への寄付  演劇 1  2  1  8
「広島音楽文化協会」への寄付 音楽 6   1・ 4・ 5 1  9

広島県立美術館開館記念広告協賛 美術 8      1。 2.3 1     9

広島建設工業株式会社 建設

資本自日 売上高口l 経常利益口 設立1947年  従業員1171人  予算決

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か演■
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

ヒロケンパレンタインコンサート 音楽 1   3 2  11

株式会社広島総合銀行 銀行

資本自四 売上高日 経常利翻口 設立1923年 従業員2340人  ※広報文化部(広報課・文化事業室)(8人
・1989年設置)予算決
メセナ活動基本方針

豊かな地域社会づくりに貢献するため、地域の経済的・文化的発展に貢献する。

分野か音楽   分野が美術   分野が演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
ヒロソー花のニューイヤーコンサート  音楽 1   1 2・ 3    2・ 9

ヒロソー花の広場 他 2・3  9

フィリップモリス株式会社 その他 (たばこの輸入および販売)
資本調田 設立1985年  従業員160人  ※広報部パプリックリレーションズ(4人 )予算決
メセナ活動基本方針

1グローパルに事業を展開する企業として、各地域社会の伝統や文化に対応した柔軟な考え方で、地域社会との
コミュニケーションをうなかす活動を行う。

2芸術分野での支援においては、大胆で革新的であること、文化的多様性を持ったものであることを基本理念と
する。

3イマジネーション、イノベーション、クリエイティビティにあふれる芸術を支援することで、自らも受益者とな
りうる。

分野が音楽  分野ガ峡術  分野か演自
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
日本美術修復計画 美術 5  1

日本美術修復計画カレンダー基金 美術 8  1
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フィリップモリスアートアワート1996 術

像

芸

美

映

工

1・ 2・ 3・

4。 5

アメリカン・パレエシアター

高松宮殿下記念世界文化賞 出捐

株式会社フォーバル 通信機
資本当日 売上高2 経常利益口 設立1980年  従業員700人 ※フォーバル・ファンデーション 予算決
メセナ活動基本方針

1フォーバルの企業コンセフトは「若さ」「国際性」「文化性」。
2「若い」才能を「文化」の面で「国際的」に飛躍させる手助けを通じ社会貢献を果たす。
3音楽は世界の共通語｀名器はオ能を伸ばし、オ能は名器を生かす″と考えている。
4希少高価のため個人では入手や使用の困難な「弦楽春分野での無償貸与システム」で名器と才能の出会いの場
をつくる。

5これから世に出ようという「若いオ能の芽」を対象に広く円戸を開放し、「公正なコンクール審査」で貸与者を決
定する。

分野が音楽    分野が美術    分野か演■
濯i動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
フォーパル・スカラシップ・ストラディバリウ 音楽 4   1
ス・コンクール

株式会社フジ スーパー

資本金□ 売上高日 経常利固口 設立1967年  従業員2210人  予算決

活動名

分野か音楽   分野が美術   分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態 1支援目的

広島交響楽団コンサート 1  1 2   2・ 5・ 9

アートギャラリー運営 4 1・ 2・ 3

4・ 5

2・ 5  1・ 3・ 5・

9

フレックス株式会社 スーパー

資本金【1 売上高口 設立1973年 従業員1052人
メセナ活動基本方針

1地域社会のお役に立つこと。
2地域の芸術文化の普及に貴献できること。
3当社の企業規模で協力できること。

分野が音楽    分野か美術    分野か演闘
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的
アルスノバコンサート 音楽 1   1 1  9

とちっこかやの本 文学

富士火災海上保険株式会社 損保

資本金□ 売上高日 経常利益口 設立1918年  従業員9000人  予算決
メセナ活動基本方針

芸術文化の振興と社会貢献の一環として、自社余力の範囲で支援していく。これにより、企業イメージの向上と

企業文化の確立を地道にすすめていく。

7

舞踊

1  9
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分野か音楽    分野が美術    分野か演菫
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的
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富士火災トワイライト・コンサート 音楽  1    1・ 2・ 4 2  6

富士火災アートギャラリー 美術 1  3 2  1

富士急行株式会社 鉄道

資本金口l 売上高i日 経常利益l口l 設立1926年  従業員1078人  予算決
メセナ活動基本方針

創業以来の当社経営理念である「地域とともに発展する富士急行」のもと、
1富士山を中心とした環境保全。
2地域社会の文化の向上。
3社会貢献。
等を推進する。

活動名

分野が音楽    分野が美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

コンサート「サウンドコニフアー229」への無 音楽 4
料招待

4 2     9

ハイラントリゾートサマーコンサート開催 音楽 4  1 2   5。 9
ギヤラリートレイン地元小学生の描いた絵を 美術
列車内に展示

2・4  9

個ユネスコ連盟露木賞への寄付 文学 1  1

株式会社富士銀行 銀行

資本金口 設立1880年  従業員1万5168人
メセナ活動基本方針

富士銀行の社会貢献活動の重点テーマである「次世代の人づくり」の趣旨を踏まえ、若いアーティストに対する
支援・育成を行う。

分野が音楽    分野が美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援形態 1支援目的
成人の日コンサー ト 音楽 1   1 2・ 3  1・ 4.5

FUJI STREET GALLERY 術

芸

美

工
1・ 2・ 3

4

2・ 4'5 1'5。 9

富士ゼロックス株式会社 精密

資本金口l 売上高口l 経常利益口 設立1962年  従業員1万 5000人  ※社会貢献推進部(8人・1990年設置)
メセナ活動基本方針
1テクノロジーとアートの融合の可能性を追求し、日士ゼロックスらしい文化発信およびアーティストの支援を
する。
①リソース(固有の技術、機器、サービス、ソフトウエア等)の活用。
○卓越した芸術的価値の高い文化への支援。
③若々しく、チャレンジャブルなアーティストの発掘。
④国際的展開と交流をつねに志向。
2長期的な視点から、継続して地道に謙虚に行う。

分野が音楽    分野が美術    分野か演劇
活]助名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的

1・ 2・ 4・ 2・ 5

5

2・ 3・ 4・ 1・ 3・ 7・

5      11

活動名

1  1

ART BY XE日 OX 美術
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第2章 1企業別メセナ活動

アジアユースオーケストラ 音楽 1・ 2 1・3 1・ 3・ 4・

5'10・ 11

新日本フィル八一モニー 音楽 1   1・ 2 1  2

EUジヤバンフェスト委員会 音楽・ 1
美術・

演日

1.2   1    2    1    1    1    10

NHK交響楽団 音楽 1   1・ 2 1  2

サイトウキネン財団 音楽 1   1・ 2 1  1

メトロポリタンオペラ 音楽 3   3 1   2・ 10

日本交薔楽団、東京フィル八―モニー交響楽 音楽 1
団、東京交響楽団、関西フィ′り 一ヽモニー交響

楽団等

1・2 1   2・ 9

二期会オペラ、日本オペラ振興会 音楽 3   3 1  2

富士ソフトABC株式会社 サービス

資本金日 売上高日 経常利固2 設立1970年  従業員2070人  ※人材開発室(2人・1990年設置)予算決
メセナ活動基本方針

学生、ならびに一般社会に、ロボットづくりを通して、技術研究の目標と実際に問題解決する体験の機会を与

え、研究意欲の向上と自発的・創造的な研究態度の育成に寄与する。

分野が音楽    分野が美術    分野か澳劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
全日本国ボツト相撲大会 他 2・ 3・ 4 3・ 4

富士通株式会社 他電機 (情報処理機器)
資本到固 売上高口 設立1935年 予算決
メセナ活動基本方針

当社は「国際社会・地域社会との共存共栄をはかり、企業として、個人として国際社会・地域社会に貢献すること」

を「企業行動指針」のなかに定めており、芸術文化支援をその一環として位置づけ、実施している。

帰 か課  頒 か美術  分野が減
活動名                  芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル刻彫目支援目的

富士通コンサートシリーズリヨン管弦楽団・ 音楽 1
ハレ管弦楽団

1・6  2・ 5・ 9

28th FuJitsu Concord Jazz音 楽 1   2
Festival

1・6  2・ 5。 9

富士通コンコード・ジャズ・フェステイ川

'96音
楽 1   2 1・6  2。 5。 9

つくばコンサート 音楽 1   1・ 2 1・6  5。 9

富士通コンサート 音楽 1・2 1・6  5。 9

1・6  2・ 5

富士通九ロコンサート 音楽 1  1 1・6  2・ 9

ピアノコンクール園田高弘賞 音楽 4   1 1・ 6  1・ 3・ 9

第9回世界囲碁選手権富士通杯 他 1'6   10

第4回富士通杯達人戦(将棋) 他 1・6   11

第51期本因坊戦(囲碁) 他 1・6  11

第22期天元戦(囲碁) 他 1・6   11

1  1西日本新聞社美術展 美術 1・ 6  5。 9

富士通読売日響コンサート       音楽 1   1
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第54期名人戦 (将模) 他
1・6   11 129

福田繁雄展 美術 1  1 1・6  2.5
トリブル・ビアノ・トリオ 音楽 1   1 1・6   11

シルクロード大美術展 美術 1  1 1'6  5。 10

コーン・コレクション展 美術 l  i 1・6  5・ 10
ミュージカル「銀河鉄道の夜」 演劇 1    4    1・ 6   2

株式会社富士プロジェクト 不動産
資本金口l 売上高E日 経常利益田 設立1948年  従業員10人 ※m松尾芸能振興財団
メセナ活動基本方針

mi松尾芸能振興財団の活動として、演劇分野を中心に、支援活動を実施する。

分野が音楽  分野か美術  分野か演劇
活動名                  芸彿け野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支鶴彫態支援目的
「松尾塾子供歌舞伎公演」の運営 演劇 1   1   3・ 4  8
松尾芸能賞 2・ 4・ 5。

6

1.2・ 3・  3・ 4

4

楽

劇

文

音

演

民

5 5 7'8・ 9

株式会社平和 他機械 (パチンコ)
資本金□ 売上高口 経常利固口 設立1960年  従業員811人
メセナ活動基本方針

当社に寄せられるさまざまな案件について、①当社の企業理念と合致するか、○継続性のある文化的に有意義な
企画か、③その効果は適当か、という点について総合的に判断して行っております。

分野が音楽    分野か美術    分野が演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャン,レ 支援形態支援目的
東京交響楽団創立50周年記念特別演奏会 音楽 1   1 2  5
帥東京交響楽団賛助会員 音楽 3   1 5

NHK交響楽団賛助会員 音楽 3   1 5

新星日本交響楽団賛助会員 音楽 3   1 1  5
フルプライト 1  6 1  11
・ソイヤー展』

北海道ガス株式会社 ガス

資本金□1 経常利益口 設立1911年  従業員754人 予算決

活動名
分野が音楽    分野が美術    分野か演劇

芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
音楽 1   1 2 1・ 2・ 5'

9

「旭山音楽祭」の協賛 音楽 1   7 1  9
「現代版画ビエンナーレ展」への協賛   美術 7  2 1・ 2'5

9。 10

札幌市教育文化財団主催事業への協賛  出捐 1   5。 9
札幌交響楽団への寄付 音楽 1   1 1   1・ 5'9
さつぽろ雪まつりへの協賛 他 1  9
さつぼろよさこいソーラン祭への参加  民文 3  9
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小樽潮まつりへの参加 民文130 3     9

函館港まつりへの参加 民文 3     9

函館野外劇への参加 1339

株式会社マイカル 商業

資本自口 売上高口l 経常利固口 設立1963年 従業員1万6923人  ※マイカルコーボレイトコミュニケーシ
ョン推進委員会事務局 予算決
メセナ活動基本方針
1企業理念(MYCAL=若 々しく、健康的でより快適な生活の提案)にもとづく、コーボレイトコミュニケーショ
ン活動の一つとして位置づけている。

2暮らしのいちばん近くにいる企業として、芸術・文化支援(メセナ)だけでなく、マイカルの「地球にやさしい、人
にやさしい」活動として、以下の活動にも力を入れ、地域の方々とのつなかりを大切にしている。

①環境保護に関する活動。

0社会福祉に関する活動。
◎海の文化振興に関する活動。

④スポーツ・教育・学術・芸術に関する活動。

⑤伝続文化・地域文化の振興活動(全国35か所の祭り支援)。
分野が音楽    分野が美術    分野が演劇

活]助名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

2・ 5・ 6 1

母の日似顔絵コンテスト 1'7   1 1。5   4

徳島阿波踊り 民文 1'6    8・ 9

土佐よさこい祭り 民文 1・ 6  8'9

米子がいな祭り 民文 1・ 6  8・ 9

博多どんたく 民文 1。 6  8・ 9

小倉100万人祭り 民文 1・6  8'9

大分府内戦紙 民文 1・ 6    8'9

帯広平原祭 民文 1・6  8。 9

秋田竿灯祭 民文 1・ 6    8・ 9

燕市民祭り 民文 1.6  8・ 9

新井祭り 民文 1・6  8'9

糸魚川おまんた祭り 民文 1・6  8・ 9

千間台祭り 民文 1・ 6    8・ 9

沼田祭 民文 1・ 6    8・ 9

新座阿波踊り 民文 1・6  8。 9

本牧かぼちゃ祭り 民文 1・6  8・ 9

香 日郡 奈 民文 1・ 6    8。 9

下館総踊り 民文 i・ 6    8'9

あずみの祭り 民文 1・ 6    8・ 9

姫路お城祭 民文 1・ 6  8・ 9

東灘区民まつり 民文 1・ 6  6・ 9

駒川祭 民文 1・6  8。 9

尾道港祭 り 民文 1・ 6    8'9

防府総踊り 民文 1・6  8・ 9

演劇

リゾナーレ高原音楽祭         音楽  1・ 4・ 5 1
美術



水島港祭り 民文

企業別メセナ活動一覧

1・6  8。 9 131
八代球磨川祭り 民文 1.6  8・ 9

国分夏祭り 民文 1・6  8'9
小樽潮祭り 民文 1・6  8・ 9

弘前ねぶた祭り 民文 1・6  8。 9
盛岡さんさ踊 り 民文 1・ 6    8・ 9

青森ねぶた祭り 民文 1・6    8'9

仙台七夕祭 り 民文 1・6  8・ 9
会津秋祭 り 民文 1・6  8・ 9
豊田おいでん祭り 民文 1'6  8・ 9

西宮市民祭り 民文 1・6  8・ 9
高岡七夕祭 り 民文 1・ 6    8,9

マイカル環境展 他 2・5  5

株式会社マガジンハウス 出版
資本釧口 売上高日 経常利益口 設立1945年  従業員440人 ※宣伝局(5～ 6人)予算決
メセナ活動基本方針
メセナ活動という認識は薄いのですが、世界55か国約900種の雑誌を自由に閲覧していただくことにより、い
ろいろな世界の情報を提供しております。
また、雑誌の研究をしている方、雑誌デザインの勉強をしている方には多少なりともお役に立っているのではな
いか、と思っています。

分野が音楽    分野か美術    分野か演囀
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
ワールド・マガジンギャラリー(世界の雑誌を 他
自由に閲覧できる)

前田建設工業株式会社 建設
資本金□ 売上高日 経常利固□ 設立1946年  従業員4347人
メセナ活動基本方針
1社会貢献活動の一環。
2企業文化の確立。

活動名
分野が音楽    分野か美術    分野が演劇

芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的
リバ。エマージングジャパニーズ・アーキテク 現建
ツ展

,   1・ 2・ 10

第19回ミラノ・トリエンナーレ国際デザイン 現建
展

1   1・ 2・ 10

妹島和世展

池原義郎展

株式会社松坂屋 百貨店
資本金口 売上高日 経常利益□ 設立1910年  従業員5944人 予算決
メセナ活動基本方針
「豊かな生活文化を創造し、地域社会に貢献する」としヽう企業理念にもとづく。

現建 1  1

2現建



132

*2* lGtB|lxri,Eo

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野が演颯
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

カトレヤ杯お母さんのコーラスフェスティバ 音楽 1
ル

2・ 5  3・ 9

名古屋フィル八―モニー交響楽団への寄付 音楽 3  1 1  9

名古屋ボストン美術館への寄付 美術 4  6 1  9

松坂屋美術館運営 美術 4 1.2'3'

4

2・ 5    5'9

松下電器産業株式会社 家電

資本0口l 売上高口1 経常利壺嘔1 設立1918年  従業員4万8000人  ※社会文化部(17人・1969年設置)予
算決

メセナ活動基本方針

経営理念「産業人の本分に徹し、社会生活の改善と向上をはかり、世界文化の進展に寄与せんことを期す」にもと

づき、本業を通じて社会への貢献をはかると同時に、フィランソロピー活動により企業市民としての責務を果た

し、メセナ活動を押しすすめることによって文化の創造・振興に役立つ。

1メセナ活動の目標――――新しい文化の創造と伝統文化の継承。
2メセナ活動の重点

―
音楽・美術・演劇の3分野を重点に、①若手芸術家の育成、○創作活動、◎優れた作品の鑑

賞、④国際交流等に役立つ支援を行う。

分野か音楽    分野か美術    分野が演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

PMF(パ シフィック・ミュージック・フェス 音楽  1・ 4
ティノヽリレ)'96支援

1。 3・ 4  1.5。 9・

10

近畿地区演奏会団体支援(大阪フィル八―モ 音楽 1
二―他9団体)

1   2・ 5・ 9

阪神大震災救援コンサート(虹のかなた他3音楽 1
イベント支援)

2・ 5・6

9

全日本高等学校ギター・マンドリン音楽振興 音楽 1
会支援

1   1・ 5・ 9

大阪クラシック・デビュタンド96支援  音楽 1   1 1   1・ 5'9

国際音楽祭コンクール支援(京都フランス音 音楽 1
楽アカデミー他3コ ンクール)

1・ 3・ 4 1,2・ 5。

9。 10

ニューヨーク・シンフォニックアンサンブル 音楽 1
公演主催

1・ 3 1'2'3・ 1・ 2・ 5。

4・ 5    6。 9'10

クリスマス・チャリティコンサート 音楽  1   1・ 7 1・ 2・ 3・ 3・ 5。 6・

5  9
グレート・ジャズ・イン・神戸 音楽 1   2・4 1   9・ 11

第65回日本音楽コンクール 音楽 4   1・ 2.3 1   1

日本交響楽振興財団運営費賛助 音楽 3   1 1。 2・ 4・

5・ 7・ 9

EUジヤバンフェスト'96への支援(アンサン 音楽・ 1   1          1   3   1   2・ 5'10

ブル金沢、青ひげ公の城公演)      演劇
日中友好25周年記念オペラ・ガラコンサート 音楽 1   3                 1   1。 10

支援

アリオン音楽財団('96東京の夏音楽祭支 音楽・ 1
援)                   舞踊・

映像・

他

1   2・ 5・ 101・ 3・ 4
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二期会オペラ振興会支援 音楽 1   3 1   2'5 133
首都圏地区演奏会団体支援(NHK交響楽 音楽 1
団他3団体)

1   2・ 5'9

近畿地区演劇団体支援(関西歌舞伎を愛す 演劇

る会他8団体)
1・ 2・ 3・ 1・

4

1・ 3・ 5

9

ベルー能公演支援 1   2   1   5・ 9。 10
日本文化財団活動支援 楽

術

劇

踊

音

美

演

舞

1   1   1   1   1   3   1   5。 10

パナソニック・グロープ座支援 1  3 1・ 2・ 4・ 1・ 2.5

5   9'10

首都圏地区演劇団体支援(N!NAGAWA演 劇
00MPANY'他 5団体)

1   3・ 4  1'4 1・ 2.5

7

国際演劇支援(日タイ芸術協会他1団体) 演劇 1   3   1   2。 5'10
美術展覧会への支援(国際子供平和壁画晨 美術・

他13展覧会)             映像・

服デ

1   1・ 5・ 6 1'4 1・ 3・ 5。

7。 9'10

8   1・ 5・6 6   3 1.3.4・  i。 2.5。

5   7・ 9。 11

術

劇

美

演
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ドキュメント2000プ ロジェクト支援

アートドキュメンタープロジェクト支援  美術・
映像

1   1・ 5。 7

首都圏地区現代美術への支援(!ZUM‐ 美術
IWAKU実 行委員会他2イベント)

1・ 3。 4'

5'6

1・ 4 1・ 2・ 3・

4・ 5。 7・

9

建築アート展トポスの復権支援 美術・

映像・

現建

1      1・ 4・ 5 1・ 2・ 5

710

文化財保護育成団体への支援(文化財保護 出捐                     1   5'8'9
振興財団他8団体)

映画製作への支援(血の絆他1本)    映像                      1   5・ 9。 10

国際文化協力(アジア民族シンポジウム他1民文
件)

1   5・ 9・ 10

企業メセナ協議会への運営費賀助 出捐 l  il

丸紅株式会社 その他
資本金口

1 
売上高日 経常利益日 設立1949年  従業員6702人

メセナ活動基本方針

社会貢献活動の一環として位置づけている。

活動名

分野が音楽  分野が美術  分野か演■
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

「世界のお巡りさんコンサート」協資金  音楽 1   7 1   3・ 10

IFCの NY本部ビルヘ絵画を購入。寄贈 2  1 4   2・ 10

映画「血の絆」協賛金(日本ミャンマー合作映 映像
画)

1   2・10

NHK交日楽団贅助金 音楽 3   1 1  2

演劇

演劇

5  6
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モスクワ市内再建工事費用 文歴 1   10・ 11

第8回日本声楽コンクール開催費用    音楽 5  7 1  1

大阪城平成の大改修の募金 文歴 1  9

(ドイツ)日本文化センター設立プロジェクト 出捐

協力金

1  10

第5回「愛の泉」チャリティーコンサート支援 音楽 1   7
金

1  6

大阪フィル八―モニー協会会費 音楽 3   1 1  2

日本交響楽振興財団賛助金 音楽 3   1 1  2

九州交響楽団運営資金 音楽 3   1 1  2

石川県音楽文化振興事業団 音楽 3   1 2.9

株式会社ミツバ 自動車
資本金口 売上高日 経常利固日 設立1946年  従業員2700人
メセナ活動基本方針

地元地域を中心とした文化活動を支援。

活動名

分野か音楽    分野か美術    分野が演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

桐生音楽文化協会の運営        音楽 1   4 3・ 4    4'5

助大川美術館BMO会員 美術 2    1・ 2 1   5'9
m群馬交響楽団法人会員 音楽 3   1 1・ 2・ 5

9

三井海上火災保険株式会社 損保

資本金口l売上高日 経常利ヨ踵】 設立1918年 従業員9027人 ※社会活動推進部(3人・1996年設置)/m
三井海上文化財団 予算決
メセナ活動基本方針

1地域の文化おこしを支援するために、音楽・郷土芸能の分野において、三井海上文化財団を通し、地域の活動を
助成し、文化の振興および文化の国際交流を活性化し、日本の文化の向上・発展に寄与する。

2日本フィル八―モニー交口楽団等へ助成を通じ、三井海上としても、文化の向上。発展に寄与する。
分野が音楽    分野か美術    分野が演劇

活動名                        芸術分野支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
帥Ξ井海上文化財団による文化興隆事業 1。 2.3。 3.5'9。

6   10
楽

文

音

民

他

1  1

日本フィル八―モニー交薔楽団への賛助  音楽 3  1 1  2

新日本フィル八―モニー交響楽団への費助 音楽 3  1 1  2

「アリオン音楽財団」等の文化団体への寄付 音楽・

出捐
1・ 2・ 7'

8。 9。 10

三井物産株式会社 商業

資本到口 売上高日 経常利益固 設立1876年  従業員7962人  予算決
メセナ活動基本方針

三井広報委員会として活動しています。

三井広報委員会は、三井グループ各社かまとまり、さまざまな文化活動および広報活動を通して、国際交流や地

域社会の活性化に貢献するとともに、社会の繁栄と福祉に寄与する三井グループのよりいつそうのイメージの向

上をめざします。
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1国際文化交流の推進
三井広報委員会は、国際間の相互理解の促進をはかるため、国内外において主催・協賛する各種イベントを通じ

て、優れた芸術・文化を広く紹介し、国際文化交流をすすめます。

2地域文化活動の活性化
三井広報委員会は、日本国内において各地域の主体的参画による芸術。文化活動を後援し、地域社会の活性化に

貢献します。

3広報活動の推進
三井広報委員会は、三井グループ各社の活動について国内外に広く理解と支援を得るため、多様なメディアを通

して、積極的な広報活動を展開します。また、三井グループ各社の広報活動に資するため、さまざまな催事を企画

・運営します。
分野が音楽    分野が美術    分野が演劇

活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
クローズアッフ・オブ。ジャバン     音楽。 1   7  1   5         2  10

美術

三井フェスティパル東京        濃劇               1   3  2  10
三井シンポジア・トウモロウ 他

135

2  9

三井不動産株式会社 不動産

資本金口 売上高日 経常利樹■ 設立1941年  従業員1483人  予算決
メセナ活動基本方針

企業と社会のコミュニケーションをはかる重要な企業活動の一環として、主に芸術文化に対する支援活動を実

施する。
分野が音楽  分野か美術  分野か演■

活]助名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態 1支援目的
隅田川花火大会 民文 1  8

アリオン音楽財団(東京の夏音楽祭)   音楽・ 1   3 1    3    1    1・ 7

三井不動産販売株式会社 不動産

資本金□ 売上高日 経常利益日 設立1969年  従業員1284人  予算決
メセナ活動基本方針

当社では「文化事業」を下記のとおり位置づけている。

1社会貢献活動の一つとして実施。
2企業イメージの向上をはかる。
3社員の社会意識を高める。
4競合他社とのイメージの差別化。

活動名

分野が音楽    分野が美櫛1    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

日本フアンタジーノベル大賞 文学 2    1'2

住まいの絵画コンテスト 1・6   1 1  4

株式会社三越 百貨店
資本金口 売上高日 経常利益日 設立1904年  従業員1万 1132人
メセナ活動基本方針

当社は創業以来の経営理念として、「社会的貢献」を掲げている。

また、つねに文化の発信を会社のテーマとして実践してきた。

美術
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活動名

分野が音楽    分野が美術    分野か演劇
芸術分野支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

三越劇場 演劇 2327
三越美術館 美術 4     1 2  7
パリ・エトワール 美術 1・5   10

日本伝統工芸展 工芸 1・ 5

1  1 1'5

音羽ゆりかこ会コンサート 音楽 1   6 5  5
台東区民合唱団第九発表会 音楽 1   1 2  9

三菱地所株式会社 不動産
資本金口 売上高日 経常利益口 設立1937年  従業員2028人  ※社会環境部 (7人・1994年設置)
メセナ活動基本方針

社会貢献・文化支援活動

三菱地所は、「快適な生活空間を提供すること」を企業使命として、人々が豊かに暮らし、また働くことのできる
街づくりをすすめております。こうしたなかで、街や都市の機能性を追求するだけでなく、ゆとりと安心感をもた
らす社会環境の整備や芸術・文化的支援活動にも力をそそいでいます。
これまでに三菱地所は、学術研究・教育。国際交流・国際協力、そして社会福祉など、じつに広範な分野で、企業市
民として果たすべき役割を追求し、実践してまいりました。都市災書などに際しては、総合デベロッパーとしての
専門的な見地からさまざまなかたちでの協力・援助を行つております。

分野が音楽   分野が美術   分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的
東京・丸の内仲通り彫刻展示 1・4   3 2   2.5'9
各地域・ストリートギヤラリー(彫刻晨示)仙 美術        1'2。 4 3         2   2.5。 9
台・横浜・金沢。名古屋・広E
NHK交薔楽団定期演奏会特別支援   音楽 1   1                1   2
日本フィ′レ 一ヽモニー交響楽団定期濱奏会後 音楽  1・3
援

横浜ランドマークタワー内ラントマークホー 音楽・ 1・ 2  2   1・ 4  1・ 4・ 5 1・ 2  3   2   1・ 2,9
ル自主催事運営             業術・

澳劇・

舞踊。

映像・

グデ

横浜ランドマークタワー内タワーギャラリー 美術

自主催事運営

1  2

1・4   4 1・ 2・ 7・

9

2

福岡・天神イムズ内三菱地所アルティアム運 美術

営

，

６

3・ 4 1・ 2.3・

5。 7・ 9

東京。日比谷シテイサンクガーデンイベント 音楽・ 1
(夜能・ビルの谷間コンサート)     演劇

1   2   2   2・ 5'9

横浜ラントマークタワー内ランドマークホー 音楽・ 1
ル施設開放                美術・

演劇・

映像

214135 1・ 2'3

9

新宿・パナソニックグロープ座寄付    演劇 1'2・ 3 3.4  1   2.9
各地域音楽祭協賛/交響楽団支援 1  1 1   2'9
仙台泉パークタウンフアミリーコンサート実 音楽 1   1・ 4 2   5。 9

美術

2
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福岡ミュージアムシティ天神協賛 美術 1   1'2.3 1   1・ 2・ 9 137
帥スターダンサーズバレエ団 1  2

オーケストリオ・チューリッヒ支援    音楽 1   1 2   2・ 5。 9

三菱商事株式会社 商業

資本金口 売上高日 経常利翻口 設立1954年  従業員8794人  予算決

活動名

分野か音楽   分野か美術   分野が演菫
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

財静嘉堂協力会 5   1・ 2・ 3 1'2。 3 5
ロスターダンサーズパレエ団 1  1

働読売日本交響楽団 音楽 3   1 1  7

m新日本フィル八―モニー交響楽団   音楽 3  1 1  7

「第2回アートアンダンテ費展」協賛 1  1 1     3

m日本フィル八―モニー交響楽団 音楽 3   1 1  7

東京芸術大学オペラフロジェクト支援  音楽 1   3 1     3

「世界のお巡りさんコンサート」協賛   音楽 1   2
m,日韓文化協会への寄付        他
「青少年の心を育てる会」10周年記念事業助 濱劇               1   4  1   1・ 4

1      3・ 4・ 10

成

アジアの子供絵日記展 美術 1・ 6   1 4。 10。 11

アートスフィア自主公演の支援 楽

劇

踊

音

演

舞

1。 2'3'

4・ 5

1。 3.4。  1

5

1・ 5。 7・

9

天王洲アートスフィア劇場の運営 音楽・ 2 1・ 2・ 3

4・ 5。 7

1'3・ 4・ 6

5,6演劇・

舞踊

アイラフ静岡写生大会開催       美術        7  1         2・ 3  4・ 9

資本金口l 売上高口1経常利益口l設立1927年  従業員6280人  ※総務部社会貢献活動推進室(5人・1992
年設置)/m三菱信託芸術文化財団 予算決
メセナ活動基本方針

1当社の業績に左右されず、継続的なメセナ活動かできるよう、財団法人の展開を中心に行う。
2支援対象は当面音楽芸術とし、専門家に選考してもらうことにより、本業を離れた純粋な活動とする。

分野が音楽  分野か美術  分野が演劇
活動名                  樹

“

婦 支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

働NHK交響楽団 音楽  3   1 1  2

三菱信託銀行株式会社 銀行

m二期会オペラ振興会 音楽 3  3 1  2

mスターダンサーズバレエ団 1  2

m日本オペレッタ協会 音楽 3   3 1  2

東京シティ・フィル八一モニック管弦楽団 音楽 3  1 1  2

働東京フィル八―モニー交響楽団 音楽 3   1 1  2

団日本オペラ振興会 音楽 3   3 1   2

け日本フィル八―モニー交響楽団 音楽 3   1 1  2

帥東京交響楽団 音楽 3   1 1  2

舞踊

美術

2
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東京ゾリステン 音楽 3   1 1  2

未来工業株式会社 他製造
資本金口 売上高日 経常利益日 設立1965年  従業員729人 ※総務部総務課(6人・1975年設置)
メセナ活動基本方針

1地域への還元。
2「豊かな心」をはぐくむ。

メルシャン株式会社 食品

資本金□ 売上高日 経常利樹日 設立1934年 従業員1082人  予算決
メセナ活動基本方針

1ヨーロッパを中心とした近代美術の紹介。
2地域社会の文化・教育の振興と発展に貢献する。
3ワインの文化の振興と発展に貢献する。

活動名
分野が音楽    分野が美術    分野が演自

芸術分野支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的
メルシャン軽井沢美術館の運営 4      1・3.6 2 5'7・ 9・

10

ワイン資料館の運営 歴

物

文

博
2   9'11

持田製薬株式会社 医薬

資本金日 売上高日 経常利益□ 設立1913年 従業員2299人

活動名

分野か音楽    分野か美術    分野が演劇
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジヤンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

動日本交響楽振興財団への寄付 音楽  6   1 1  2

株式会社ヤギコーボレーション 繊維
資本自日 売上高口l 経常利益口 設立1967年 従業員170人  ※帥ヤギメセナフアンデーション 予算決
メセナ活動基本方針

1社会貢献の永続的活動を考えてしヽる。
2その一環として、当面メセナ活動を重点に行っていきたい。
3永続的な活動を行うために、1991年に総額4.5億円の寄付による財団の設立を行い、そこで活動を行ってい
る。

4メセナ活動を通し、社内での文化向上をはかっていきたい。
分野が音楽   分野が美術   分野が演劇

雇:動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
ヤギスクールシアターの主催 1424・ 5

株式会社ヤクルト本社 食品

資本金口 売上高日 経常利翻口 設立1955年 従業員3191人
メセナ活動基本方針

ヤクルトホールを通して芸術文化の振興をはかる。

分野か音楽   分野が美術   分野か演囀
活動名                    芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

2   7・ 9日本フィルハーモニー交響楽団コンサート 音楽 1   1

演劇
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全日本バレエコンクール 1  1 139
ヤクルトホールの運営 他 2.5  11

株式会社ヤマタネ 倉庫

資本金i口l 設立1937年  従業員380人 ※働山種美術財団
メセナ活動基本方針

当社の所属している山種グループには学校法人と美術財団があり、これらの活動を積極的に支援している。

分野が音楽    分野が美術    分野か湊日
雇iコ,名                        芸術分野1支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援形態支援目的
聖心女子大学文化事業 他 1  11
日本オペラ振興会 音楽 1   3
東京フィル八―モニー 音楽 1   3

ヤマト運輸株式会社 陸運

資本翻口 売上高日 経常利益口 設立1919年  従業員6万5973人 予算決
メセナ活動基本方針

1ヤマト運輸は、事業分野以外でもさまざまな活動を通して企業市民として、豊かな社会の実現に貢献してい
く。

2ヤマト運輸は、地域の一員として信頼される事業活動を行う。
3音楽宅急便についての基本的な方針は、①地元のオーケストラを使って育成していく、Oクラシツクコンサー
トを親子連れで楽しんでもらう、◎地元還元事業、地域社会貢献事業として、無料で招待する。

分野が音楽   分野か美術   分野が演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

音楽宅急便 音楽 1   1 1・ 2 1・ 2・ 4・

5。 6・ 9

ヤマ八株式会社 他電機
資本金□l 売上高:日 経常利益口 設立1897年  従業員8500人  ※mヤマ八音楽振興会 予算決
メセナ活動基本方針

1世界の人々の豊かな人生に貢献する。
2当社の基盤事業である音楽事業を中心に各事業および、事業外活動を含めて、ヤマ人の独自展開策と独自性を
ベースとしてメセナ活動を行う。

分野か音楽   分野が美術   分野か演劇
活動名                        芸術分野 1支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
ジュニア・オリジナルコンサート 音楽 1   1・ 4 2・ 3  1・ 9・ 10

ミュージッククエスト 音楽 1  4 2・ 3  4・ 9・ 10

インターナショナルエレクトーンコンクール 音楽 1   1・ 4 2・ 3    1・ 3.4

ティーンズミュージックフェスティバル  音楽 1   4 2・ 3    4・ 9

浜松国際ピアノコンクール 音楽 2   1 1・ 3・ 4 1・ 2'10

ヤマハジヤズフェステイバル 音楽 1   4 2・ 3・ 4 1.2'7

安田火災海上保険株式会社 損保

資本金口 売上高日 経常利樹口 設立1888年 従業員1万3025人  ※広報部文化事業室(4人・1990年設
置)/m安田火災美術財団、助安田火災記念財団 予算決
メセナ活動基本方針

当社は経営理念のなかで「社会に奉仕する安田火災」をうたい、さまざまな社会貢献活動を行っているが、その一

環としてメセナ活動は主に美術を中心として展開している。

舞踊



14o

第2章 1企業別メセナ活動

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
芸術ラ】野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的

国民の祝日「海の日」制定記念展覧会「海」 美術 l  i 3・ 4・ 5

ゴツホとその時代展Ⅳ「ゴッホと静物画」 美術 1  1 1・ 2・ 3・

4.5

レオポルド・コレクションウィーン世紀末展 美術 1  1 1・ 2・ 3・

4・ 5

安田火災美術財団奨励賞の実施 美術 1・ 6・7 1 1・ 2・ 3・ 1

4・ 5

安田火災東郷青児美術館大賞の実施   美術 1'7   1 1・ 2・ 3・ 2

4・ 5

文化の日美術ドキュメンタリー番組の提供 美術 8  1
人形劇場ひまわリホールの運営 1・ 2'3.5

4

1・ 2・ 3・ 1・ 2・ 3

4・ 5    5・ 8・ 9

早稲田大学エジフト研究会支援 文歴 1   5'10
野外彫刻の祭典 1  1 1   5'7・ 10
ニューヨーク・スクール展 美術 1  1 1      5'7・ 10

安田生命保険相互会社 生保

売上高口l 経常利益口l 設立1880年 従業員2万1669人  ※m安田生命社会事業団、帥安田生命クオリティオ
ブライフ文化財団 予算決
メセナ活動基本方針

1始めるまでは慎菫に考える。
2始めたら継続する。
3従業員が何らかのかたちで関与する(惨画する)。

分野が音楽   分野か美術   分野が演離
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
安田生命クオリティオブライフ文化財団によ 音楽・ 3・4  1 1・ 8・ 9

る活動(助成)

読売日本交響楽団への協賛 1  1 2

日本音楽コンクール受賞者発表演奏会を協 音楽 1   1
贅

NHK短歌学口への協賛         文学                          3
鳥塚しげきフアミリーコンサート 音楽 4

矢作建設工業株式会社 建設

資本金□ 売上高日 経常利樹□ 設立1949年  従業員1218人
メセナ活動基本方針

1芸術文化活動支援は企業が積極的に行うべき性質のものではない。
2経営の状況に応して柔軟に対応していく。
3 PRが主目的ならやらないほうかよい(メセナではない)。

分野が音楽  分野か美術  分野が演■
活動名                  芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル 5日1内容ジャンル劇報須 支援目的

名古屋伝統芸能振興会 民文 1   8。 9
名古屋をどり後援会 民文

日本室内楽アカデミー楽友会 音楽 1   1
8。 9

演劇

1  1
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名古屋城本丸御殿障壁画修復事業協賛  文歴 1  9 141
名古屋フィル八―モニー後援会 音楽 1   1 1  9

名古屋フィル八―モニー特別演奏会協賛  音楽 1   1 1  9

株式会社ユアテック 建設

資本金日 売上高日 経常利益口 設立1944年
メセナ活動基本方針

地域社会との連携・強化をはかるため、積極的に多目的ホールの利用を促進する。

分野か音楽    分野か美術    分野か演■
活動名                        芸術分野支援内容 ジャンル支援内容 ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的
宮城県おかあさん合唱連盟 音楽 1   5 1  3
「ル・コルピュジェ展」協賛

「アートプロスプリングコンサート」協賛  音楽 1   2 3

「宮城フィル八一モニー」協贅 音楽 3   1 9

「山田恵子ソプラノリサイタル」協賛   音楽 1・ 3  3 1  10
「秋田県芸術文化振興会」寄付 出捐 1  9
「ユアテックプラザ」の開放 他

雪印乳業株式会社 食品

資本金□ 売上高日 経常利益口1 設立1925年  従業員7500人  ※広報部 予算決
メセナ活動基本方針

1(金銭的な)営利を目的としないで、企業イメージの向上、企業文化の確立をめざした活動(事業の)が社会に貢
献できる姿をメセナ活動ととらえている。

2とかく芸術・文化活動かメセナ活動の中心ととらえがちであるが、上記の目的であれば広義の文化活動か該当
すると考えている。

分野か音楽1    分野か美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
劇団オールデイシアター 1   3   1   3・ 5
乳関連史料館 博物

株式会社ヨークベニマル スーパー

資本金口 売上国日 経常利益口1 設立1947年  従業員1632人  ※総務室渉外法務部(2人 )/mヨークベニマ
ル文化教育事業財団 予算決
メセナ活動基本方針

1出店地域に関連した貴重な歴史文献の復刻発刊や研究論文集の発刊事業を通した、地域社会に対する貢献活
動。

2それぞれの刊行物は、関係市町村や地域の学校・図書館に寄贈するほか、一般希望者にも無料で提供。
分野が音楽    分野が美術    分野が演劇

活動名                        芸術分コ1支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャン,レ 支援形態支援目的
歴史書発刊事業 民文 2  11

株式会社読売新聞社 新聞

資本金i口 設立1870年 従業員約 7200人  予算決
メセナ活動基本方針

1新聞発行、出版事業とともに、内外の優れた芸術を国民に提示、またその活動を支援・顕彰することによって、日
本の文化向上に貢献する。
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2日本の文化事業の国際的展開に寄与する。
3働読売日本交響楽団の活動を進展させる。
4生涯教育の場である各地の関連文化センターを拠点に、国民の文化水準向上をはかる。

分野か音楽    分野か美術    分野が演自

'舌

]助名                        芸術分野支援内容ジャン,レ 支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
読売文学賞 文学 2・ 3。 6 1。 2.3。

7

読売演劇大賞 演劇 5 1・ 2・ 3・ 2・ 3・ 6 1・ 2'7.

4.5。6     8
読売国際マンガ大賞 美術 8  6 2,3・ 6 1・ 2・ 3・

10

読売書法展 書道 2.3・ 6 1。 2・ 5

日本秀作美術展 美術 1  1 3・ 6  2・ 5。 7

世界児童画展 美術 1・8   1・ 2 3・ 6  4・ 5

障害者自立読売絵画展 美術 1・8   1 3・ 6  5'11

インターネットこども美術館展 美術 1・8   6 3・ 6  4.5'7

読売日本交響楽固定期コンサート 音楽 1   1 2・ 3・6 5
読売日本交響楽団名曲シリーズ 音楽 1   1 2・ 3・6 5
読売日本交響楽団芸術劇場シリーズ   音楽 1   1 2・ 3・6 5
日本声楽コンクール 音楽 4   1 3,6  1

ミュージカル「キャッツ」 演劇 1   4   3'6  5
民謡民舞少年少女大会 音楽 6   5 3・ 6    4・ 8

墨跡と茶道逸品会 書道 3・6  6
全日本学生書道清書コンクール 書道 3'6  4
シルクロード美術展 美術 1   1・ 3・ 6 3・6  5
中学生エッセイコンテスト 文学 3・ 6  10
全国高等学校選抜オーケストラフェスタ 音楽 1   1・ 2 3・6  4

株式会社リクルート サービス
資本金日 売上高日 経常利益口 設立1960年 従業員5147人 ※総務部総務グループ社会貢献担当(2
人・1993年設置)/m江副育英会 予算決
メセナ活動基本方針

1事業に関連する分野(グラフィックデザインなど)での活動が多い。
2「着手(これから世の中にデビューしていく人)の発掘・育成」の観点で取り組んでいる。

分野が音楽    分野か美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容 ジャン,レ 支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
「クリエイションギャラリー08」の運営  美術・        4  6         2・ 3・ 4・ 1'2

グデ                        5
2・ 3・ 4・  1・ 3

5

4623術

劇

像

芸

デ

美

演

映

エ

グ

「ガーディアン・ガーデン」の運営
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文化財団およびプロジェクト等への寄付・協 美術・

贅                   映像・

工芸・

グデ・

現建

1   7 143

株式会社琉球銀行 銀行

資本側四 売上高日 経常利益口 設立1948年  従業員1890人  予算決
メセナ活動基本方針

1メセナ活動を継続する。
2宣伝広告型の協賛事業とは一線を画する。

活動名

分野が音楽    分野か美術    分野か演働
芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンソレ支援内容 ジャンル支援形態支援目的

第5回 りゅうぎん紅型デザイン公募展   美術 7  6 2  4

ルイ・ヴィトン ジャバン株式会社 その他
資本金口1 売上高口l 設立1978年  従業員387入 予算決
メセナ活動基本方針

日仏両国文化活動の支援。

分野が音楽    分野か美術    分野が演」
芸術分野支援内容 ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的

渋沢クローデル費 文学 2  10

株式会社レナウン 繊維

資本金田 売上高日 経常利益日 設立1947年  従業員7180人
メセナ活動基本方針

1企業は収益の一部を社会還元すべきと思う。
2メセナにかぎらず、文化・福祉・環境等、社会貢献活動全般を考えたい。
3活動を行うためにも、ます、業績の回復に努めたい。

分野が音楽    分野か美術    分野が濱劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援内容 ジャンソレ支援形態支援目的
三田文学 文学 1  7

劇団未来劇場 演劇 1     3     1     7

高橋靖史カナダ展 美術 1  3 4  1

ローム株式会社 電機部品
資本金口 売上高日 経常利樹口 設立1958年 従業員2567人  ※メセナ推進室(2人・1991年設置)/mロー
ムミュージックフアンデーション 予算決
メセナ活動基本方針

企業活動を通じて文化の進歩向上に貢献することが当社の基本理念であり、メセナ活動もその考え方をもとに

実施している。

分野か音楽    分野か美術    分野か演劇
活動名                        芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
mロームミュージックフアンデーションヘの 出捐
寄付

1・ 2・ 3・

4・ 5。 7・

9。 10

1・3

活動名
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「京都。国際音楽学生フェスティバル」への協 音楽 1
賛

1・ 3 1・ 3・ 4・

5。 9。 10

「ローム・リリック・セレクション」コンサート音楽 1
の開催

2'3  2・ 5。 9

「スカラ・フィル八―モニー管弦楽団」コンサ 音楽 1
-卜への協賛

1   2・ 5。 9

「京都市交響楽団ヨーロッパ公演」への協賛 音楽 1   1 1   2・ 9。 10

ワコー電器株式会社 電機部品
資本倒口 売上高日 経常利樹口 設立1966年  従業員642人 予算決
メセナ活動基本方針

当社は笠岡市で創業し、地域の発展とともに、業容拡大をはかってきた。したかって、社業だけでなくメセナ活動

を通じて地域の文化向上に貢献したいと考えている。

分野か音楽   分野か美術   分野か演劇
,舌動名                     芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援形態支援目的
日本フィル八―モニー演奏会 音楽 1   1 2  9

マンドリン演奏会 音楽 1   1・ 2・ 4 2  9

株式会社ワコール 繊維

資本金□1 売上高日 経常利固口 設立1949年  従業員5000人  ※服飾研究室(8人・1978年 設置)/m‐京都
服飾文化研究財団 予算決
メセナ活動基本方針

1・世界の女性に美しくなってもらう
″
企業理念に則した活動。

2継続すること。
3日本の服飾文化に広く寄与すること。

活動名

分野が音楽  分野か美術  分野が演月
芸術分野支援内容ジャンル支援内容ジャンル支援内容 ジャンル支援形態支援目的

□京都服飾文化研究財団の運営 出捐 1   5。 11
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メセナ活動における企業の顕彰・コンクール事業

はじめに

前回の自書では「企業の芸術文化施設」を特集してハード面の調査をした

が、「次回はソフト面の調査を」との要望が多かった。そこで、今回の『メ

セナ白書1997』 では、メセナ活動のソフトの一つとして、顕彰・コンクール

事業 (以下顕彰事業と総称する)を特集に組むこととした。顕彰事業はメセ

ナ活動の一つの方法として活発に行われているにもかかわらず、これまでそ

の実態についての調査がほとんどなかったからである。

本特集では、顕彰事業の実像に迫るとともに、芸術各分野の専門家による

評価の調査も実施し、顕彰事業の現状と課題とを検証する。これらを通して、

メセナ活動の実をあげるソフトの一つとして、どのような顕彰事業が求めら

れるべきかを考察したい。

企業の回答から

本年度の「メセナ活動実態調査」では、とくに顕彰事業についての調査項

目を加え、メセナ活動の実施・未実施にかかわらず全企業に質問した。

[企業調査●](対象 :メ セナ活動実態調査全企業)

◇設間 :貴社はなんらかの顕彰事業を主催または協賛したことがあります

か ?

[主催 協賛経験]MA N=325

40[%]

146

7主催しており現在も撻続

協賛しており現在も饉続

これまでに

主催・協質したことがない

過去に主催・協賛したが

現在は行つていない

現在検討中である

26.5

41.5

2.5

無回答 1.8

本調査によると、回答のあった企業325社中、90社27.7%が顕彰事業を

「主催しており現在も継続」、86社26.5%が「協賛しており現在も継続」と回
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答している [企業調査●]。 この設間には複数回答による重複もあるが、主
催もしくは協賛している企業は145社であり、うちメセナ活動実施企業は130

社となる。全回答企業の70.8%(230社 )がメセナ活動を実施していること
と比較してみると、約 6割の企業が顕彰事業になんらかのかたちで参加して
いることになる。メセナに関心を持つ企業のなかでは、その方法として顕彰
事業が重視されていることがわかる。もっとも実施企業の顕彰事業のすべて
がメセナにかかわるものではないが、芸術 。文化等メセナの範囲に含まれる
ものが圧倒的であることには変わりがない [企業調査②]。

[企業調査0](対象 :顕彰事業を主催したことのある企業)
◇設問 :貴社が主催している顕彰事業の分野は ?

[顕彰事業の分野]MA N=90

[%]

芸術・文化

教育

スポーッ

学術研究

環境保全

地域社会活動

国際交流

社会福祉

健康・医療

その他

64.4

25.6

14.4

13.3

12.2

5.

それではなぜそれほどの関心を持ち、いかなる目的で実施するのかを問う
と、「芸術・文化の振興のため」(84.5%)、 「社会貢献活動の一環 として」
(75.9%)、「自社のイメージ向上につながるため」(70.7%)が きわめて高い
[企業調査0]。

147

20.0

18.9

|

7.8

6

7.8

20
|
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[企業調査0](対象 :芸術・文化の顕彰事業を主催したことのある企業)

◇設間 :貴社が顕彰事業を主催する目的は ?

[顕彰事業の目的]MA

20 40

芸術・文化の振興のため 84.5

社会貢献活動の一環として

94.3

自社イメージ向上につながるため 70.

自社の企業文化の確立をめざして

販売促進の一環として

社員の質的向上をはかるため

他社との差別化のため

その他

29.3
29.7

N=58

顕彰事業の目的

メセナ活動実施の理由

16.9
.5

7.0

1.7
2.2

10.4
■■

[参考 :メセナ活動実施の理由]

上位二つの答え、すなわち「メセナは世のため人のためにもなりかつ自分

のためのもなる」というのは、一般にほとんどすべてのメセナ調査に共通す

る。また、メセナ活動の本来の趣旨が「芸術
。文化の振興のため」である以

上、この結果はあまりにもあたりまえすぎるかもしれない。しかし、多少詳

細に分析すると、興味深い結果も読みとれる。

メセナ活動全体の調査では、メセナ活動実施の理由で昨年同様「社会貢献

活動の一環 として」が圧倒的多数(94.3%)で、「芸術 。文化の振興のため」

(58.7%)を引き離している。これに対して顕彰事業を行う理由では、前述

したようにこの順序が入れ替わり、「芸術 。文化の振興のため」が第 1位を

占める。こうしてみると、企業はメセナ活動のなかで、顕彰事業がより直接

的にその本来の目的を実現する有効な方法だと認識していることがわかる。

■■■
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しかも、その結果の評価においても「芸術 。文化の振興に役立った」
(77.6%)が第 1位で、次いで「企業の社会的責任を果たせた」 (65.5%)、
「企業のイメージアップにつながった」(62.1%)と 続き、日標どおりの成果
をあげているとの企業の自己評価がうかがえる [企業調査0]。 したがって、
事業の継続には「とくに問題はない」(34.5%)はずであるが、それでもい
っそうの効果を期待すると、「社会の認知度が低い」(32.8%)こ とや「報道
の取り扱いが少ない」(22.4%)な ど、努力や成果に比べると世間の関心が
低いのではないかとも、感じられるのである。そう考えるとたしかに「費用
がかかりすぎる」(24.1%)こ とも気になってきたりもする [企業調査0]。

[企業調査0](対象 :芸術・文化の顕彰事業を主催したことのある企業)
◇設問 :貴社の顕彰事業から得られた成果は?

[顕彰事業の成果]MA

149

芸術・文化の振興に
役立つた

企業の社会的責任を
果たせた

企業のイメージアップに
つながつた

受賞者の評価が高まつた

市場および顧客が増大した 8.6

77.6

65.5

62.1

36.2

本業分野の発展に
つながつた

企業名および事業内容が
浸透した

社員の志気が向上した

企業収益が増加した

6.9

5.2

とくに成果はなかった

1.7

1.7

40
……L

6()[,oi２０
■
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[企業調査0](対象 :芸術。文化の顕彰事業を主催したことのある企業)

◇設問 :顕彰事業を主催する問題点は?

[顕彰事業の問題点]MA

社会の認知度が低い

費用がかかりすぎる

報道の取扱量が少ない

社内の理解が低い

環境変化への対応が難しい

社内の人材が不足している

自社にもたらすメリットが少ない

芸術への関心度が低い

運営のノウハウがない

受賞に優する受賞対象が少ない

その他

とくに問題はない 34.5

顕彰事業への各氏の報告から

企業による顕彰活動はメセナの方法として直接的で有効であり、結果も出

ているとの企業自身の評価がある。このうえの希望としては、顕彰活動につ

いての世の中のいっそうの認知評価である。

企業の実施する顕彰事業は一般に知られているものをはるかに超えて、多

種多彩である。第 6節の「企業・企業財団の顕彰・ コンクールー覧」からだ

けでも、さまざまなジャンルにさまざまな顕彰が行われていることを知る。

こうしたなかで、顕彰事業の名称のなかに主催者の社名を含むものが多い

のは日本に際だった特徴といえよう。専門家の間で評価の高かった顕彰事業

のなかにも、い毎日新聞社やサントリーいなどが、関連財団の事業も含めて、

社名を冠にした事業を多く行っている。これは同じく評価の高かったい稲盛

財団主催の京都賞、第一生命保険体曰協賛のVOCA展 など、社名や基金寄付

者の個人名を賞に冠しないのと違っている点である。

このことは、欧米との比較において、日本の顕彰事業の大きな特徴であろ

13.8

12.1

24.1

224

6.9

6.9

6.9

1.7

1.7

51

10 30[%]
|
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う。「HUGO BOSS」 の事例を引いて簡潔で巧みな分析をしている塩谷氏の
報告 (第 3節)に よれば、アメリカでは顕彰事業の主体は「企業ではなく、
もっぱら非営利団体」であって、企業名を冠とすることはほとんどないよう
である。最近では「マーケティング的な見地から」メセナ活動を行う傾向が

強まつているとはいえ、一般には名称に企業名を入れることはたいへん危険
だと考えられているという。

いつぽう、ヨーロッパにおいても、そもそもメセナ活動における顕彰事業
の割合が低 く、しかも企業は顕彰事業を主催するのではなく、協賛するのが
一般的だと河島氏は報告している (第 3節 )。 なかには「顕彰のような比較
的地味なものには、企業メセナがつきにくい」という興味深い報告もある。
このように日本とは大きく違い、欧米では顕彰事業に協賛することで「自

社のイメージ向上につながる」とは一般的にあまり考えられていないようで

ある。

企業による自己評価とは別に、公募型の顕彰に限定してのことであるが、
現状と課題を分析していただいたのが、第 2節の川原氏の報告である。
ここではまず企業にとっての顕彰事業の目的を四つに分類している。その

詳細は本文に譲るとして、その成果を踏まえたうえで、メセナとしての顕彰
事業の企業側からの目的を整理しておきたい。本調査の結果 [企業調査0]
においても、また川原氏の分析でも「企業のイメージ向上」は、やはり最大
の関心事である。この期待感があればこそ、企業はかならずしも本業とのか
かわりを持たなくとも、積極的にメセナとしての顕彰事業を行うことができ
るのである [企業調査0]。

[企業調査0](対象 :芸術 。文化の顕彰事業を主催したことのある企業)
◇設間 :貴社が主催する顕彰事業と本業との関連性は ?

[本 業との関連性 ]MA

本業と直結した分野

多少関連性がある分野

151

とくに関連性がない分野

19.0

25.9

[%]

69.0

２０
■
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つぎに興味深いのは、ソフトと人材の開発である。「出版社系が主催する

文学賞や、テレビ局系が主催するシナリオコンクール」などは、まさに本業

のためのソフトや人材の発掘活動の要素を持っている。したがつて本業での

商品開発とも考えることができる。しかし、本業と関連しない場合でも、企

業が自ら文化施設を運営している場合や、企業情報誌などを発行している場

合などは、このソフトと人材の開発が、自社の文化活動 (または文化事業)

に必要な要素ともいえるのである。

販促活動 。市場調査としての役割は、顕彰事業の役割として重要ではある

が、主としてマーケティング戦略の問題であり、メセナを主題とする本稿で

は割愛する。

専門家による分析から

前述してきたように、企業側の自己評価は高いが、はたして社会一般から

期待どおりの評価が得られているのであろうか。今回の特集にあたり、芸術

界各分野の専門家を対象に意識調査を行った。

☆芸術分野の顕彰事業に関する専門家への意識調査の概要

●調査対象…………音楽、美術・デザイン、舞台芸術、映像、文芸、

各分野の専門家

●調査方法…………・『分野別人名録1996』 (読売年鑑'96別冊)、『舞踊

年鑑20』 より無作為に抽出した各分野の専門家50

名に調査票を送付し、郵便による回収方法で実施

●回収率……・………34.0%(配布数2500回収数85)

●回答者プロフィール

音 楽 美術・デザイン  舞台芸術 映 像 文 芸

1115 21 25 13
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◎芸術分野の顕彰事業に関する専門家への意識調査の結果

[専門家調査①]

◇設間 :顕彰事業を行うことは芸術文化の発展に寄与していると思われま

すか ?

◇設間 :作家やアーティストを奨励するために顕彰事業を行うことは意義

があると思われますか ?

◇設間 :顕彰事業が作家やアーティストの発掘や育成につながると思われ

ますか ?

[顕彰事業への評価 ] N=85

40 80 )01%]
|

12.4

15う

６０

１

のへ
与

化

寄

文

の

術

展

芸

発

奨励のために

顕彰する意義

発掘や育成

宣伝・広報活動に優れている

運営母体がしつかりしている

コンセプ トが明確である

商業性が優先される

芸術への理解がない

受貫者へのアフターフォローが充実

その他

37哺田

18t■

29.4囲

40[%]

２

一

１１
」

■増加した  減少した 顧変わらない■無回答

[専門家調査②]

◇設問 :企業が主催する顕彰事業についてどのようにお考えですか ?

[企業主催の顕彰事業の評価 ]MA

10

42.4

38.8

29.4

129

64.7

75.3

54.1

10.6

21.2
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[専門家調査③]

◇設問 :あなたが高く評価する顕彰事業は?
▽ 3票以上あった事業

票数 事業名 主 催 ジャンル

6  京都賞 (財 )稲 盛財団 全 般

5  紀伊國屋演劇賞 (株 )紀 伊国屋薔店 舞台芸術

5  芥川龍之介賞 (財 )日本文学振興会 文 芸

5  朝日賞 (財 )朝 日新聞記念財団 全 般

5  芸術祭賞 文化庁 全 般

5  芸術選奨 文化庁 全 般

5  毎日芸術賞 毎日新聞社 全般

4 サントリー音楽賞 (財 )サ ントリー音楽財団 音 楽

4  日本音楽コンクール 毎日新聞社 NHK 音 楽

4  全国舞踊コンクール 東京新聞 舞台芸術

4  ニッセイ・バックステージ賞   (財 )ニ ッセイ文化財団 舞台芸術

4  サントリー学芸賞 (財 )サ ン トリー文化財団 文 芸

4  直ホ三十五賞 (財 )日本文学振興会 文芸

3  出光音楽賞 出光興産 (株 ) 音 楽

3  VOCA展 第一生命保険 (相 ) 美術・デザイン

3  埼玉県舞踊コンクール 埼玉県舞踊協会 舞台芸術

3  日本映画ベンクラブ賞 日本映画ベンクラブ 映像

3  Bunhmu腱 ドウマゴ文学費 文芸

3  読売文学賞 読売新聞社 文 芸

企 業

▽票のあった事業の主催内訳

企業財団 国 自治体    芸術  興業団体  共催・その他   合計

47 31 25 14 185

36.80/o 2540/o 1680/o 13.50/o 7.60/o 1000/o

結論的にいえば、顕彰事業についての専門家の評価は高い。顕彰事業は、

「芸術文化の発展に寄与していると思う」人は過半数を超えており、「どちら

かといえばそう思う」を加えると、91.7%の人が評価している [専門家調査

①]。

(株 )東急文化村

68
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これは企業の活動に限定しての評価ではないが、「企業が主催する」顕彰

事業の役割評価もきわめて積極的であり [専門家調査②]、 また、評価する

事業の具体名を挙げていただいた結果を見ても、企業の活動が上位にランク

されている [専門家調査③]。 いずれにしても、顕彰が「作家やアーティス

トを奨励するために意義があり」、「新進の作家やアーティストの発掘や育成

につながっている」との評価も高い [専門家調査①]。

ほとんど手放しの絶賛ともいえるが、今回の回答者の85人中70人 (82.4

%)が、かつて顕彰事業の審査員を務めたことがあり、顕彰事業への関心も
高いことを考えると [専門家調査④]、 当然の結果といえるかもしれない。

しかしながら、記述式の意見や提案を詳細に分析すると、まだまだ課題も少

なくないことがわかる。

そこで以下、記述内容の分析を中心に、あわせて具体的な事業の取材を通

じて得た結果をもとにして顕彰事業の意義と課題の検討を行いたい。

[専門家調査④]

◇設間 :顕彰事業に関心をお持ちですか ?

[関 心 ] N=85

あまり関心を

持つていない

1.20Иo

全く関心を持つていない

8.20%o

とても関心を持つている

35.30Иo

ある程度関心を持つている

55.30И o

顕彰事業の意義と課題

顕彰事業の意義と課題を検討する前に、顕彰事業の目標である「芸術文化

155
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の振興」の内容についていささか分析してみる。その手がかりとして専門家

の記述回答のなかの互いに矛盾するかに見える意見の検討から始める。

美術A氏 「新人に対する顕彰が少ない点が残念である」
音楽B氏 「現在のシステムでは若手ばかり光が当たり、中堅の活躍の場

が少ない」

映像 C氏 「功成り名遂げた大家の顕彰も結構だが、若くてこれからの活
躍が期待される芸術家の顕彰を提案したい」

これに対応して、現在ある顕彰事業を具体的に見ていくと、「新人の発掘」

「30歳以下の新進の顕彰」「若手芸術家の発表の場を増やすこと」「次代を担

う人の発掘育成」「若い才能とエネルギーを支援」など、若手の発掘支援を

掲げる事例がきわめて多い。したがって「中堅の活躍の場が少ない」との意

見は現実を反映している。大阪ガスいが協賛して∽アーバネックスが主催し

ている「OMS戯曲賞」が若手だけでなく、「中堅劇作家への励みと刺激」
を含めているのは貴重な例外でさえある。もちろん、実際には中堅芸術家に

対する顕彰も少なくはないのだが、「若手ばかり光が当たる」ように見える

のもあながち理由なしとしない。

にもかかわらず「功成り名遂げた大家の顕彰も結構だが」という感想がど

うして生まれるのであろうか。それは一つには、世界の最もメジャーな賞で

ある「ノーベル賞」に象徴的なように、日本においても著名な賞であればあ

るほど「功成り名遂げた大家の顕彰」としての性格を帯びやすいからである。

しかも、これらの賞に概して共通していることが高額の賞金であって、下世

話にいえば「もうこれ以上お金を必要としない人だけに大金が支払われる」

ということになる。「その賞金を若手に配分したならば、どれほど多くの励

ましになろうか」という感想がもれるのも無理からぬことである。

そこで、これらのさまざまな感想を要約したような「20代・30代の芸術家

を金銭的に励ますプラン」と「40代・ 50代の芸術家を気分的に励 ますプラ

ン」との組み合わせを提案された方もある。顕彰を受け手との関係でより効

果的にするには、芸術家の階層と顕彰内容の対応についてセグメンテイショ

ンが必要なのではなかろうか。

授賞対象となる階層によって、賞への期待も違えば、効果的な施策も違っ

てくると考えられる。もちろんこれは一般的なモデルを想定しているだけで

あって、中堅に発表の機会を提供する必要がないという意味ではない。ジャ

ンルや目的によって、いっそうきめ細かい多彩な内容が必要であろう。いず

れにしても画一的な対応では「芸術文化の振興」は難しいのであって、対象



に合わせたアイデアが必要である。

◇対象芸術家別顕彰制度の考え方

対象 期待値 効果的な施策事例

10メセナ活動における企業の顕彰・コンクール事業

効果的な資金額・方法

157

新人 デ ビユーの機会 受賞自体に意味 少額の場合も可

新進 制作・発表の機会 制作費としての資金
発表の場の提供

ある程度の金額が必要

中堅 より高い評価の機会 権威ある賞の授与 少額の場合も可

大家 業績への名轡の機会 特に権威ある賞の授与 年金制度など

「対象芸術家別顕彰制度の考え方」では、専門的な芸術家を対象に分類した。

これ以外にもかならずしも専門家となるわけではないが、今後ますます需要

が考えられるのが、一般の愛好家による自己表現の機会を求める行為である。

自己表現は他者からの認知評価が不可欠ともいえるもので、顕彰がきわめて

有効に機能する。自己表現活動は、高齢化社会においても重要な役割を担う

であろう。このように専門芸術家への顕彰も、自己表現活動への顕彰も、そ

れぞれに意味を持っているが、両者の果たすべき役割が違つていることだけ

は認識しておく必要がある。

さて、芸術文化を社会的に成り立たせるためには、つくり手としての芸術

家だけではなく、関連したさまざまな人々との共同作業が必要である。
｀
陽

が当たらず後継者が育ちにくい裏方さんに光を当てる
″ことを目的とした

「ニッセイ・バックステージ賞」のようにユニークな顕彰があるいっぼう、
「編集者や評論家への賞を設定せよ」との声も見られた。世の中にはじつに

多くのこうした人々の存在があり、これらは広い意味でのアートマネージメ

ントに携わる裏方の人々の励みとなる顕彰といえるであろう。

いっぽう、芸術家にとって世の中で評価されることがその存在を保障する

不可欠の要素であり、それが職人ならぬ芸術家の宿命であり、したがって顕

彰が有効性をもちうるのである。しかし、裏方にとってはむしろ雇用や仕事

の安定が不可欠であって、自分たちがともに仕事をした芸術家が評価される

ことが、ある意味では裏方への顕彰といえるかもしれない。

また、マイナーなジャンルヘの照明を期待する意見も少なくなかった。現

代詩、作曲、子供向きの映画、現代美術、アジアの写真などさまざまな要望

があった。賞の性格を明白にし、多彩な特色ある賞が期待されている。
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[専門家調査⑤]

◇設間 :顕彰事業の問題点は?

[問題点]MA

受賞を目的とする

作品が増加する

38.8

受費者へのアフター

フォ回―がない

価値塁準を顕彰者に強制する

34.1

.6

上記以外の問題点がある 14.1

芸術界への貢献度が低い 12.9

芸術表現に優劣をつける

ことは適切ではない

とくに問題点はない

118

[専門家調査⑥]

◇設間 :公募形式による顕彰事業をどのようにお考えですか ?

[公募形式への考え]MA

20

誰にも平等に機会が

提供できる

無名のオ能を発掘できる

幅広い作品が集まる 30.6

作品のみで評価される 29.4

受賞者の水準が低い

審査や行程が煩雑なわりには

効果が薄い

N=85

N=85

[%]

67.1

64.7

4.

その他

10        20        30[0′ b]
|          |          |

４０

１
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[専門家調査⑦]

◇設問 :推薦・非公募形式による顕彰事業をどのようにお考えですか ?

[推薦・非公募形式への考え]MA

20 30

159

受賞者の水準を一定
レベルに保つことができる

受費者にかたよりが生じる

無名のオ能の発掘が難しい

選考プロセスが効率的である

機会が不平等である

作品のみの評価に
とらわれない

その他

47.1

45.9

30.6

28.2

11.8

10.6

顕彰事業の問題点については、「受賞を目的とする作品が増加する」とい

う指摘が最も多かった [専門家調査⑤]。 けれども、これは顕彰事業の宿命
であつて、その賞に価値を見いだす人が多ければ多いほど、人が賞にふさわ

しい作品をつくろうとすることを誰も止めることはできない。これを避けら

れるかどうかは、審査をする側が、迎合する応募者を超えて、新たなチャレ

ンジロ標を設定する勇気を発揮できるかどうかにかかっている。
これは顕彰事業の継続にもかかわる問題でもある。顕彰事業を継続するた

めには「質の維持」が重要だと、主催者へのインタビューでも共通して聞く
ことができた (第 4節 )。 ある賞が質が高いとみなされるには、その賞の権
威が必要だが、権威を獲得するためには受賞者の質の高さが不可欠である。

顕彰は、授与者、受賞者が互いの権威を高め合う関係にある。こうして高い

権威で継続をはかると、だんだんと受賞者のレベル不足が主催者側の不満と

なり、仮にこのレベルの維持に成功したとなると、今度は顕彰事業が新たな

チャレンジをしなくなり、斬新な新人発掘などできなくなる。このジレンマ

が顕彰事業にはいつもついてまわる。結局は、その顕彰事業の対象による目

的を明確にするとともに、ときによっては方針の再検討も必要であろう。
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つぎに問題点として挙げられているのは、「受賞者へのアフターフオロ
~

がない」点である。これは「賞金よりも発表の機会の提供を」という声に代

表される。成果への顕彰とともに、制作する費用を出す賞への期待も高い。

最近では、シヤチハタエ業(榊が協賛している「ジャパン・アート
。スカラシ

ップ」のように制争風香
費として賞金を出している場合や、ガーディアン・

ガーデン主催の「3.3m2展」のように 1年間後に個展開催を約束するなど、

アフターフォローに特色のある賞も増えてきている。インタビューした主催

者からもアフターフォローの重要性に関して力説する声が多かった。専門家

のなかには、国際コンクールでの運営面で「ボランティアを含めた参加者へ

のフォロー」など、きめ細かい注文もあった。賞の目的を明確にし実をあげ

るためには、これからもさまざまな工夫が必要であろう。

[専門家調査③]

◇設間 :顕彰事業のポイントは ?

[大切なポイン ト]MA

20

０^書査委員の週定

芸術への理解

饉続性

選考方法

プログラムのコンセプ ト

受費者へのアフターフオロー

宣伝・広報活動

賃金や副賞

著作権

贈呈式

その他

62.4

52.9

47.1

.4

34.

20.0

4.7

11.8
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[専門家調査⑨]

◇設問 :審査会を公開することについてどのようにお考えですか ?

[審査会公開への考え]MA N=85

0

審査の透明性がはかれる 57.6

審査への責任感が強まる 50.6

161

参加者の関心が高まる

主催者と参加者のコミュニ

ケーシヨンの場となる

審査に余計な気遭いが生じる

公開にする成果が

あまり感じられない

その他

27.1

27.1

25.9

17.6

7.1

顕彰事業における最大のポイントは「審査委員の選定」にある [専門家調

査③ ]。 これは専門家回答者の76.5%が挙げている。たしかに「どの賞にも
同じ審査員が入つている」審査員の「重複」や、いつまでも同じ審査員によ

る「固定化」が目立つようだ。その結果「八方美人的、権威主義的な審査

員」が多くなり、「各方面で審査員を務める○○官僚」による「自分の弟子

や教え子だけを選ぶ業界癒着」との意見まで出る。これを避けるには、任期

制の導入や選考委員の選任基準の公表が有効であろう。

さらに、積極的な意見として「審査の透明性をはかり」「審査への責任感

を強めるため」にも「審査会の公開」が期待されている [専門家調査⑨ ]。
「審査に余計な気遣いが生じる」との懸念はあるものの、多くの専門家が審

査会の公開を支持している。情報公開時代には、芸術文化の世界こそ率先し

て情報公開がふさわしい。これによって、芸術文化への社会的な関心、理解

を深めることができ、まさに顕彰事業のめざすべきものが達成されるのでは

なかろうか。

顕彰事業はこのようにさまざまな課題を抱えながらも、着実に成果をあげ

拡大しているものと考えられる。いっそうの成果をあげるためには、運営に

％４０
１
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当たる主催者や関係者が何より「芸術への理解」があることが求められてい

る [専門家調査③]。 なかには「10年 くらいかけて芸術にある程度理解のあ

る担当者を養成してから、顕彰事業を企画するようにしてもらいたい」との

意見もあった。企業のスタッフといえども、ある程度の専門性は当然必要で、

これは企業における他の業務となんら異なるものではない。顕彰事業におい

ても「企業自体の文化観を、明確な言葉で示すよう心がけることが大切」で

ある。そして、顕彰事業がひとつのソフトとして実をあげ、メセナ活動が発

展し、芸術文化の振興に寄与し続けることを期待したい。

(企業メセナ協議会調査部会)
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アート界の公募型顕彰・コンクール事業

企業における公募イベントとのかかわり

い公募ガイド社・取締役本部長

川原 和博

公募の目的は主に四つに分類

(1)企業イメージアップ。

(2)販売促進。

(3)人材発掘。

(4)市場調査・商品企画政策。

公募ブームといわれて久しい昨今、企業は何のために公募イベントを実施

してきたのか
―
その目的について、まずは簡単に分析しておきたい。

(1)の「企業イメージアップ型」の例としては、サントリー輸主催の「サン

トリーミステリー大賞」、鐘紡帥後援の「読売ヒューマン・ ドキュメンタリ

ー大賞」、三井不動産販売0主催の「日本ファンタジーノベル大賞」などの
文学賞や、アート系では、シヤチハタエ業0協賛の「ジャパン・アー ト・ス
カラシップ」、キリンビール(閑主催の「キリンコンテンポラリーアワード」、

いパルコ主催の「アーバナート」などのコンテストが挙げられる。

文学賞では、出版社、テレビ局などとタイアップし、入選作品の出版化や

放映化を前提に運営、メディアミックスの手法をうまく利用した成功例とい

える。

また、アート系のコンテストは展示会、個展の開催など作品発表のバック

アップ体制を整え、いずれも新進の作家、アーティストの発掘 。支援を視野

に入れた活動を行つている。これらの公募に共通することはまさに
｀
継続は

力なり
″で、息の長いイベントをめざし、それぞれ独自の企業文化を確立さ

せることで、企業イメージアップの向上をはかつている。

(2)の「販売促進型」は、主に公募によりその企業の製品・サービスを直接

消費者にPRす るものと、テレビCM、 店頭キャンペーンほかセールスプロ
モーションと連動した型で相乗効果をあげるために実施するものがある。
コニカ(抑の「ママ撮って写真コンテスト」やは)伊藤園の「お―いお茶新俳

句大賞」などが代表例で、その他商品キャラクターのネーミング募集や、商

品を購入して応募 (参加)する、いわゆるクローズド懸賞もこの分野に属す
る。

い伊藤園の場合、俳句の入選作品を商品 (缶飲料)の ラベルに印刷すると
いうユニークな企画が、消費者 (応募者)にインパクトと親近感を与え成功
したといえよう。

163
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つぎに(3)の「人材発掘型」だが、これは作家、アーティストの発掘を目的

とするものと、リクルート (求人)を 目的にしたものとに分類できる。前者

の場合、出版社系が主催する文学賞や、テレビ局系が主催するシナリオコン

クールなどが典型的なもので、後者は、一般企業が学生を対象に実施する論

文やデザインのコンテストなどが挙げられる。これらは、好景気で求人難な

時代に実施する企業が増える傾向にあるのが特徴的だ。

いずれにしても公募によって、広く優秀な人材を発掘、採用することが第

一の目的なのだ。

(4)の「市場調査 。商品企画政策型」は、公募によって消費者の声、市場ニ

ーズをとらえるため、さらには商品開発のヒントにつながるアイデアや知恵

を求めるために実施するものである。個人のライフスタイルが多様化し、消

費動向がますますつかみにくくなる昨今、この種の公募が増える傾向にある

と思われる。

目的とは別に、すべての公募に共通するメリットとして、つぎの二つのポ

イントが挙げられる。

①パブリシティ効果とローコスト・ハイリターン

②消費者とのツーウェイコミュニケーション

話題性、社会性のある公募イベントは、テレビ、新聞、雑誌などマスメデ

ィアで数多くとりあげられ、大きなパブリシティ効果を生む。宣伝費をかけ

ずに比較的ローコストで、全国に向けて広く企業の PR活動が公布できる。
また、公募を通して消費者に企業カラー、企業イメージを浸透させ、より

密接な信頼関係を築くことができる。ひいては、消費者とのコミュニケーシ

ョンをとることで、今後の企業 cs(顧客満足)活動の指針をつかむことも

可能だ。

このように、企業が実施する公募は、さまざまな目的を得るために有効な

手段といえそうだ。

それではここで、メセナ的公募イベントの成功例を二つほど具体的に紹介

しよう。

まずは、いジャパンエナジーが主催する「JOMO童話賞」を分析してみ
る。1970年 に始まり今年で28回 目を迎える同賞は、現在、企業 (マスコミ系

は除く)が継続している公募イベントのなかではいちばん歴史がある。
こんにちまで継続している成功の秘訣は、主に二つある。一つは、入選作

品集「童話の花束」を制作し、社会福祉施設や母子家庭、幼稚園などに寄贈

するなど、あくまでも社会貢献活動の一環としてとらえていること。



20アート界の公募型顕彰・コンクール事業

二つ目は、応募者 (消費者)と のコミュニケーションを深め、企業イメー
ジアップの浸透に努めていること。「童話」というジャンルの親しみやすさ

から誰もが応募しやすいことと、応募者全員に入選、落選の通知を怠らず、

作品集の配布も行つている。じつは、応募者全員に通知を出しているケース

は非常に少ないのだ。また 1万編を超す全応募作品に最終選考委員がすべて
目を通しているのもこの賞の特徴といえる。
一般的には荒選、予備選といって一次選考者が作品をふるい落とす場合が

多い。

同賞は、こうした目に見えない地道な努力、活動の成果が長年の間に企業
と応募者 (消費者)に一体感をはぐくみ、さらには企業文化の確立につなが
っているのである。

つぎに、0東急ハンズが主催する「ハンズ大賞」を紹介したい。今年で15
回目を数える同賞には、毎年2500点前後の作品が寄せられる。文字どおり手
づくり作品なら、ジャンル、素材 (危険物はダメ)は何でもOKと いうこ
とで例年、主婦、学生、会社員と幅広い年齢層の人が応募している。当初は

商品化も考えてのスタートだったらしいが、いまでは公募展としてすっかり

定着した。この賞の特徴として、グランプリ作品100万円をはじめ入賞作品

は30点に上り、全賞に賞金がある。入賞のなかには各審査員の賞も設定され

ていて受賞者には励みにもなる。

また、展示会は東京と大阪の 2か所で一般公開され、誰もが作品とふれあ
うことができる。アイデアや表現力があれば十分アマチュアの人でも入賞で

きるとあって、毎年出品を楽しみにしている常連者が多い。

公募イベントの継続はどうやら、誰もが参加 (応募)しやすい内容と、応
募者へのフォローの工夫がポイントのようだ。

社会問題をテーマとした公募とトレンドに連動した公募

社会問題の提起、啓発運動を目的とした公募も数多くある。この10年を振

り返ってみると環境問題、エイズ予防啓発、ボランティア関連、道徳・マナ
ーの啓発など、さまざまなテーマを題材にした公募が実施されている。

最近では、地下鉄利用のマナーや、ガムのマナーを喚起したポスターコン

クールの実施のほか、環境問題をテーマにした作文コンテストなどが具体的

に行われている。この種の公募は、官公庁や業界団体が主催、または企業と
マスコミが共催で実施するケースが多い。企業が単独で実施するよりも業界

として、あるいはマスコミと連携して行うほうが周知徹底やイメージアップ
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をはかるにはどうも効果的なようだ。

もう一つ、その時代の流行、 トレンドに連動した公募もあるのでいくつか
の例を挙げておこう。10年ほど前、俵万智『サラダ記念日』のベストセラー

がキッカケで「OMMG短 歌コンテスト」をはじめ多くの短歌コンテストが
実施された。数年前には、 Jリ ーグ誕生によリサッカーチームの名称やマス

コット、応援歌の公募がさかんであった。最近では、黛まどかの人気にあや

かる俳句や、リストラばやりの不景気な世相を反映した川柳などが公募界を

にぎわしている。さらには、福井県丸岡町主催の「一筆啓上賞 。日本一短い

母への手紙」が話題となり、手紙や短文ものコンテストが一気にブームとな

った。その背景には、世はまさにインターネットだ、電子メールだなどと、

メディア革命を謳歌している風潮のなかで、あらためてアナログの良さ、手

紙という温かみのあるコミュニケーションの良さが見直されているのではな

いか。

1996年 はまた規制緩和元年でもあった。酒税法改正で地ビールブームとな

り、地ビールのネーミングやラベルデザインの公募がさかんに行われた。景

品規制の改正でオープン懸賞の賞金額も100万円から1000万 円に跳ね上がっ

た。

今後
｀
地ビールのネーミングで賞金1000万 円

″
などという公募が出現する

のかもしれない。

公募は、社会情勢や流行をすばやくテーマにとりいれて機動的に運営でき

るのだ。

消費者 (応募者)の意識改革の時代
キーワードはつぎの三つ。

(1)物質的欲求から精神的欲求へ。

(2)自 己表現欲求と社会参加意識。

(3)知的生活・知的趣味志向。

経済成熟社会を迎え、個人のライフスタイル、価値感が多様化するなかで、

知的生活や文化活動への参加など精神的欲求を充実させたいという消費者の

意識改革が始まっている。

自分を表現する場が欲しい、社会に向けて自分の感じたことを語ってみた

いという個人の欲求が高まり、自費出版本や素人作品本の発行ブームも生ま

れている。

ボランティア活動やカルチャーセンター、知的サークル活動に熱心な人が
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増えていることからも、それらの傾向をうかがえる。

また、インターネットの出現により、従来のメディアにはなかった情報の

利用という行為が生まれ、自己表現、自己の存在、自己 PRの場が、時間、
空間の垣根を超えて実現した。すなわちメディアの構造変化、発達が、消費

者の社会参加意識にいっそう弾みをつけたといえそうだ。

そこで公募と消費者 (応募者)の接点をとらえると、公募 。投稿にかかわ
ることで、①何かを創作できる、②自己表現できる、③社会参加できる、④

自分を認めてもらえる、という四つの精神的褒賞を得ることができる。

とくに最近、公募界に女性の進出が目立つのは女性の場合、職場や家庭に
｀`
自分を認めてくれる場が少ない

″
ということが大きな要因だと考えられる。

公募はこうした精神的欲求を比較的容易に満たすことができるのだ。

また昨今は、終身雇用、年功序列制度の崩壊や、高齢化社会を間近に控え、

企業人・仕事人からの脱皮が問われている。

個人の人生観、生活観をあらためて見つめ直すには、公募 。投稿に浸るこ

とがひとつのチャンス。現に 二`足のわらじ
″
で活躍する作家、アーティス

トや既婚女性 (主婦)の作家、投稿ファンも最近ではなんら珍しくはない。
また10代の公募・投稿ファンも確実に増えている。余談ではあるが、いまの

教育制度と、一流大学から一流企業へという社会システムのあり方が問われ

るなか
｀
夢を持って自分のやりたいことにチャレンジする

″
若い人がますま

す増えることに期待したい。

いずれにしても、バブル経済の終焉とともに「もの」へのこだわりから

「こころ」の充足を求めているのはたしかであり、大げさではなくやがて、
1億総創作家時代の到来を迎える日も近いのではないか。

バブル期と現在の推移および今後のゆくえ

まず図 1の公募総件数を見てもらいたい。1990年 の2072件から1996年 の
2495件へと件数にして423件、20%ほ ど増えている。
これは図 2が示すように、企業が実施 (主催および単独協賛、後援)した
件数は、615件から583件へと若干減少したが、地方自治体が主に地域活性化、

地場産業の振興などを目的に実施したケースが増えているからだ。
つぎに図 3を見ると、企業が実施した公募ジャンルの件数、比率に微妙な

変化が生まれていることがわかる。

90年は「文芸」「アート」に続いて「ミスコン」の件数が多かった。これ

が96年になると「ミスコン」が半減し、代わって「アイデア」の件数が急増
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[公募プログラム数]図 1
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その他
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[ジャンル内訳/企業]図 3-1
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している。

レコード会社やプロダクションとタイアップした企業イメージガールコン

テストがバブル期には盛況であったが、96年になるとすっかり影を潜めてし
まった。それよりも、市場調査や商品企画政策を目的とした公募を実施し、
少しでも実益に結びつけたいというねらいが企業側にある。「アイデア」が

増えたのは、こうした企業側の変化のあらわれといえよう。
なお、データでは一般企業とマスコミ (新聞社、出版社、放送局など)を
便宜上、分けている。これは、一般企業とマスコミとでは、公募開催の目的、
ねらいが異なるケースが多いためである。

元来、企業が主催する公募イベントは文化芸術の支援・振興、企業イメー
ジアップを目的とするものが主流であった。図 4か らもたしかに「企業イメ
ージアップ型」は、現在も主流ではあるが、その件数は減少傾向にある。本
格的な景気回復が進まず、不安定で混沌とした社会情勢 。経済状況下で、企
業側の文化イベント (公募イベントを含む)に対する消極性が、これらのデ
ータからもかいま見られる。

[企業主体の開催目的]図 4

その他
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では、これからの公募スタイルはどのように変わっていくのだろうか。前

述でもふれたように、消費者のニーズが見えにくい時代を迎え、市場動向を

つかむのに躍起になっているのが、こんにちの企業の本音である。純粋な意

味でのメセナ型公募イベントはしばらく鳴りを潜め、販売促進や市場調査な

どを目的とした実利のある公募が増えていくと考えるのが自然。

たとえば、作文コンテストを実施したとしても、テーマが消費者の声を吸

い上げるようなものであったり、商品をダイレクトにPRす るようなものが

増えるであろう。商品アイデアや商品ネーミングの公募から、消費者の好み

や動向を探ることもできよう。ジャンル、テーマ、内容が細分化され、応募

者 (消費者)のターゲットを絞った公募が増えるかもしれない。
もう一つ、インターネットの普及により、公募イベントの PR手段、応募
方法、さらには集計方法や選考方法までが変化していくことだろう。

ゲームソフトメーカーのいエニックスが主催した「ゲームソフトウェアコ

ンテスト」は、賞金も20万 ドルと破格で、実際にアイデアが商品化されるら

しい。ちなみに第 1回の受賞者は外国人であった。また、東レ0でもメセナ
活動の一環として「デジタルアートコンテスト」をスタートさせた。このよ

うに、インターネット上で応募から作品発表まですべてを行う公募イベント

もすでに出現し、公募界の国際化はますます進んでいくに違いない。優秀な

人材や作品を世界各国から集めることも身近になる。

また、作品・アイデアや応募者の管理、集計もパソコンで簡素化され、イ

ンターネットによる市場調査型公募イベントやモニター募集なども増えてい

くと思われる。パソコンの高機能化と、双方向性を備えたインターネットが

公募界を変ぼうさせる時代がやがて来る。

それにともない公募のスタイル、ジャンル、開催目的はさらに多様化して

いくことと予想する。

公募の問題点と課題

最後に、公募の問題点と課題について、以下のような項目を挙げてみた。

①選考方法

・最終選考前の 1次、 2次選考で優秀な作品が選にもれてしまう可能性

がある。

・選考の透明性、オープン化をはかるためには公開審査へ向けた努力は

できないものか。

②著作権、知的所有権
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。主催者と応募者、受賞者との間に発生する著作権および特許、意匠権、

商標権など工業所有権の権利関係の明確化、とくに最近は全応募作品

の著作権を主催者に譲渡する公募が増えている。

③受賞者、応募者へのフォロー

・入選作品の決定後、出版化、映像化、個展の開催などの発表の場がな

い。受賞者に対してのフォローが行き届いていないものが多い。

④当選商法や応募リストを使った強引な勧誘商法

・入選、当選者数を故意に増やし、特典をぶらさげて主催 (ま たは協

賛)企業の商品やサービスをDMや電話勧誘で強引に売りつけるな
どの詐欺的行為。応募者の心理をついた巧妙な手口による当選商法な

どが目につ く。

健全な公募の活性化に向けて、自戒も含めて公募イベントを運営する関係

者に、これら四つの課題を提起してみた。④の項目については論外だが、①

から③については少しでも改善の方向に進むことを望んでいる。
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I.アート界の顕彰・コンクール事業のヨーロッパにおける動向
ウォー リック大学文化政策研究センター リサーチ・ フェロー

河島 伸子

毎年秋 。冬の芸術シーズン、イギリスのテレビ。新聞を飾るニュースの一

つに美術におけるターナー賞、文学におけるブッカー賞がある。この二つの

賞は、イギリスの文化 。芸術部門における最高峰とされており、これらを、

誰が、そしてどのような作品が受賞するのか、それがどれほど価値があるの

かといったことに関する論議が、受賞決定前後のメディアをにぎわすもので

ある。

さて、このような顕彰・コンクールといった事業が文化芸術にとって持つ

最大の意味は、これらが個人芸術家を対象とする、ということである。ヨー

ロッパは一般に政府による文化支援が発達しており、国や地方自治体レベル

での文化政策はたしかに、個人芸術家への支援策も含まれる。たとえば北欧

においては、個人芸術家に対する支援が厚く、ある程度の成果をあげた芸術

家に対して生涯にわたる年間所得を国家が保障したりもする。

とはいうものの、どの国においても、公的な支援の大部分は、やはり文化

団体・プロジェクトを対象としたものである。したがって個人芸術家が生活

費・活動にかかる制作費用を得る手段としては、政府の援助を受けた団体の

仕事で給料、フィーをもらったり、あるいは作品を販売することから収入を

得ていくのが普通である。

いうまでもないことだが、芸術のジャンル・種類によっては、このような

収入を得ることが難しい。たとえば前衛的な現代美術作品が、公共空間や企

業の建物に配置するにふさわしいものとはかぎらない。文学のなかでも、詩

は小説に比べ、出版のマーケットにのりにくい。また若手の作家にとっては、

作品の発表 。販売の機会を得ることも容易ではない。

このような状況において、顕彰・コンクール事業は、あくまで固定収入で

はないものの、個人の業績 。名声の確立に役立ち、またその後の仕事の拡

大 。発展に貢献する、重要な意義を持つものといえよう。

顕彰・コンクール事業は、ノーベル賞を筆頭にヨーロッパにも数多く、さ

まざまなものが混在している。これらを概観できるようなデータは残念なが

らとくに見当たらない。そのなかで企業メセナが果たす役割ともなると、現

状はつかみにくい。が、つい最近イギリスでは、個人芸術家 (視覚芸術、美術、
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文学のみ)を対象とした顕彰・ コンクールのディレクトリーが初めて出版さ

れた (Prizes and Awards,Dewi Lewis Publishing,1997)。  またABSA
(イ ギリスの企業メセナ協議会にあたる)が行ったイギリス企業のスポンサ
ーシップに関する調査 (1994/5年版)、 および毎年出版されている芸術関

係の支援金に関するディレクトリー (The Arts Funding Guide,1997/98

ed� on,Directory of Social Change)に おいても顕彰事業にふれている。

そこで以下は、この三つの資料を参考に、主にイギリスにおける企業と顕

彰・コンクール事業の関係について見ていきたい。

大きな特徴として、おそらく日本と異なるのは、企業自体が主催する顕

彰・ コンクール事業は皆無に近い、という点である。イギリスあるいはヨー

ロッパから見ると、日本はメセナ大国である。芸術 。文化に関する事業 (ホ

ール経営など)に、各企業が独自に取り組んでいるというのはほとんど信じ

られない現象にうつる。このような違いには日本における文化政策の未発達

や民間の非営利団体に関する法制の不備などが背景にあるかもしれない。い

ずれにせよ、イギリスのコンクール・ディレクトリーに記されている事業の

主体は、まず第一にいわゆる助成財団 。公益信託にあたるものである。これ

らの多くが小規模であること、ある特定個人の業績をたたえるために個人の

財産寄付によって設立されていることなど、日本の助成財団 。公益信託のデ

ィレクトリーを概観した場合と、受ける印象はほとんど同じである。第二の

主体は文化関係のサービス団体、業界団体などである。たとえば翻訳家協会

や作家連盟のような組織がその基金から次世代の育成を目的とした賞を授与

する、という例が頻繁に見られる。第二の主体は、文化関係の公的な支援団

体である。イギリスにおける舞台芸術および現代視覚芸術 (ただし美術館 。

博物館・ギャラリー等の運営を除 く)への公的支援は芸術評議会 (Arts

cOuncils)お よび地域芸術評議会 (Re」 onal Arts Boards)な どが中心と

なっている。これらの団体にとっては先に述べたように文化団体、プロジェ

クトヘの財政的支援が予算のほとんどを占める。資金的規模では小さいもの

の、個人芸術家に対して比較的に多くの賞金やグラントを、キャリア・ディ

ベロップメントに応じてきめ細かく出すシステムを持っている。たとえばす

でに発表をしたことのある作家がつぎの作品を書 くために集中できるよう

(あるいはそのための調査費用として使ってもかまわない)、 あるいは写真家

が出版発表するための資金援助などを「賞」や「助成金」 (この区別はとく

に重要ではない)と して応募できるようになっている。第四の主体は芸術文

化団体そのものである。これは量的には最も少ないが、たとえば美術館が美



30欧米における企業の顕彰・コンクール事業

術作品コンクールを行い賞を出す、というようなパターンである。BBCな
どの放送局、あるいは出版社も新作のコンクールを主催する。もっとも、こ

れらの団体はそもそも作品の委嘱をしなければ活動が不可能なわけであり、
これをコンクール方式にすることまである種の支援といえるかどうかには疑

間が残る。が、主催団体にとっては新しい才能の発掘手段としてはたいへん

便利なものであり、いっぼう若手作家にとってはキャリア・アップにつなが

る重要な機会である。賞金が大きいものやプレステージの高いものには当然

注目が集まる。

いっぼう、企業はこれらの事業を主催ではなく協賛するうえでは重要な存

在である。もっとも、企業のスポンサーシップ活動全体において、顕彰事業

の占める割合は小さい (ABSA統計によれば全体の4%ほ どである)。 スポ
ンサーシップの大部分はコンサート、芝居など、マーケティングなどに利用

できる事業に向けられる傾向が強く、顕彰のような比較的地味なものには、

企業メセナが支援することは少ない。たとえば冒頭に紹介した、いわば日本

の芥川賞にあたるブッカー賞は、ブッカーという企業のスポンサーシップで

成り立つているものの、事業主体は公益信託である。

ほかに、企業が支援していることでよく知られる顕彰・ コンクール事業に

は、ロイヤル・ コート劇場がバークレイズ銀行の支援で行う若手劇団のコン

クール、チャネル4と いう放送局がロイズ銀行の支援で行う若手脚本家を対

象としたコンクールがある。これらの事業においては賞金もさることながら、

むしろ作品の上演の機会、プロの芸術家からの批評や彼らとの共同作業を持

つ機会が与えられることに大きな意味がある。また企業の支援のなかには、

企業の PR費がかけられるため、作品や作家の名前の露出効果も期待できる
場合が多い。あるいは、賞の一部としてさらなる作品の委嘱につながってい

るものもある。

このように企業が顕彰・ コンクール事業において果たす役割は、事業の主

体というよりは主に他団体が行うものへの資金的参加が中心である。いずれ

にしても文化団体や公的文化支援団体が事業の主体になっているものは、も

ともと芸術家のニーズに応えるプロジェクトとしてつくられている。また、
プレステージや社会的話題性が高いものが多い。したがって、これらをメセ

ナする企業にとつて、このような資金的援助によるメセナは自らにとって有

利であるのみならず、主催団体・芸術家などの関係者誰にとっても利益をも

たらすものだと企業は考えることができる。

175



176

H3= l€r

ここまでイギリスを中心に述べたが、じつはヨーロッパ規模で応募できる

ものも数多くあり、国境を超えたヨーロッパの文化政策の一つの特徴を示し

ている。もちろん国籍や在住地が応募要件となる賞は多い。が、たとえば文

学においてはイギリスで書かれたもの、というよりは英語で書かれたもの、

が対象になることがあり、この場合には、英連邦国、パキスタン、バングラ

デシュ、アイルランドの国民も応募できる。才能の発掘のためには英語圏を

広く対象としてとらえている点は、芸術の国際性を考えるうえで興味深い事

例と思われる。
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II.アート界の顕彰・コンクール事業のアメリカにおける動向
芸術文化事業研究者/アーキペラゴ社主宰

塩谷 陽子

アメリカにおける企業メセナの顕彰・コンクール事業といえば、まずは
「HUGO BOSSプライズ」が思い浮かぶ。 ドイツに本社を置く、日本でもよ
く知られたメンズ 。フアッション企業が、世界の現代美術作家のなかから最
もインパクトのある活動と画期的な創作を行った者に毎年 5万 ドルを授与す
るというものだ。

このプライズが真っ先に思い浮かんだ理由は、これが単に昨年秋にスター
トしたばかりの最も記憶に新しい顕彰事業だからという理由だけではなく、
少なからずニューヨークの芸術団体の間に物議をかもしたからである。
同プライズの選考対象としてノミネートされた 6人の作家たちの展覧会が
行われたのは、マンハッタンのグッゲンハイム美術館ソーホー分館だった。
最終受賞者の発表の行われたのも同美術館。美術館側が配布したプレス・ リ
リースによれば、同プライズは「グッゲンハイム美術館によって管理」され、
「卓越した美術館キュレーター、評論家、美術コンクターから成る選考委員
会によって審査される」とある。「卓越した」審査員 6名 のうち4名 は館長
を含むグッゲンハイムのキュレーター陣で占められているのだから、いっそ
「グッゲンハイム・プライズ」とでも名乗っていればよほどわかりやすいの
だが……。

アメリカでは、顕彰・コンクール事業の担い手は企業ではなく、もっぱら
非営利団体である。電話帳なみに分厚いゲール出版の「Awards, HOnors,
Prizes」 という顕彰・賞与・表彰事業年鑑を繰ってみれば、その様相は歴然
としている。なにせ2000件に上る芸術系顕彰事業 (注 1)の列挙のなかから、
企業の名前がついて、一目瞭然それとわかるものは、 (私の見落としが少な
からずあったにせよ)せいぜい、ダンスシューズ・メーカーとして名高いカ
ペッツィオ社の「カペッツィオ・ダンス賞」(注 2)と 、ダンスマガジン社の
「ダンスマガジン年次賞」(注 3)と (なぜかダンス関係ばかりだ)、 カナダデ
ィアン放送の「CBCコ ンペティション・フォー・ヤング・パフォーマーズ」
程度である。

いつぽう、ファウンデーション・センター発行の『COrpOrate Giving
DirectOry』 を眺めてみる。これは、アメリカの トップ企業約1000社 とその
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企業財団が、メセナに限らず行っている「ギヴィング (社会貢献援助活動)」

全般の内容を網羅した分厚い年鑑で、顕彰事業からコミュニティ貢献、従業

員のボランティア奨励活動、現物支給、マッチング・グラント、スカラーシ

ップ、不動産の貸与など、18の貢献活動に分類されている。

このなかで芸術に冠する「Award(顕彰)」 の記載のあるものを拾ってみ

ると、95社。だがいずれの企業のものも、非営利団体が行っている顕彰事業

に対してそれを可能ならしめるための金銭援助を行っている、との意味あい

であった。これがどういうことか、「ヤング
。コンサート・アーティスト」

という非営利団体の行っているコンクール制度を例にとって説明しよう。

この団体は1961年の創立以来、若手のクラシック音楽奏者を国際的にコン

クールにかけ、優秀な者にニューヨークとワシントンでのデビュー・ コンサ

ート、そして向こう最低 3年間のブッキングやレコーディングのためのマネ

ージメント業を無料で行うという褒賞を与えている。この団体の活動を可能

にしているのが、いうまでもなく公私種々からの助成金や寄付金。そしてこ

れらの寄付者リストの中には一一つ6/97年度版を参照すれば一
チェイス・

マンハッタン銀行の名があり、シティバンクの名があり、IBMや フィリッ

プモリスの名があるというわけだ。

このように、一企業の名が突出して出ず、多企業いっしょくたにリストの

なかに埋もれてしまうのが、アメリカでの顕彰事業やコンクール事業の常な

のである。

と、ここまで書 くと、冒頭の「HUGo Bossプ ライズ」がなぜ物議をか

もしたのか、その理由が説明しやすくなる。まず、顕彰事業の事業主体が、

グッゲンハイム美術館という非営利団体ではなく、あくまで HUGO BOSS
社という一営利企業だという点が普通ではないこと。そしてそのことが、非

営利団体の軒先に、一営利企業の看板をおおっぴらにぶらさげたことになっ

てしまったという点だ。

よく知られているように、米国の芸術系非営利団体は、スポンサー企業の

名前やロゴを「冠」的に大きく表記することをたいへん危険視する。一社に

すりよると他社からの援助の可能性が減りかねないという実質的な弊害のほ

かに、非営利団体は「誰の持ちものでもない」という法規上の規定、さらに

カネはもらっても魂は売らないという風な芸術に帰属する潔癖さとが合体し

たゆえの、不文律である。

「HUGO BOSSプ ライズ」の場合、HUGO BOSS社 としては、グツゲンハ

イムほどの美術館と「組む」ことによって、自らの企業名を冠した現代美術
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の顕彰事業に初年度からいきなり権威づけをすることができた。しかもプラ

イズ発足を記念して、同美術館 2階の展示室を「HUGO BOSSギ ャラリー」
と名づける余禄 も手に入れた。これらのメリットと引き替えに、HUG0
BOSS社がグッゲンハイムに約束した「向こう5年間に500万 ドル」の寄付
金は、同社にとっては

｀
広告塔代

″
だ。そして、軒先を貸して広告塔に身を

落としたかどで、グッゲンハイムには非難の声があがったというゎけである。

それでは、なぜアメリカの企業は自ら単独で顕彰事業を施行しないのだろ

つ。

一つには、アメリカ流篤志家の風習のせい、という理由が挙げられよう。
たとえば、ロックフェラーもスタンダード石油の名を財団につけず、カーネ

ギーもUSスティールの名を用いなかったことを思い起こせばいい。あるい
は、「創設者+企業名」の命名になっている「ライラ・ワレス/リ ーダーズ
ダイジェスト財団」には、内部からも外部からも「篤志活動を企業の宣伝材

料にするのは感心できない」との声がつねにあることも思い出してもらいた
い。

賞与金額の多い事業として挙げられる「ウェクスナー賞」や「プリツカー

賞」を例にとれば、前者は、洋服店一大チェーンのリミテッド社の創設者、
レスリー・ウェクスナーが設立したもので、「不断のチャレンジを行うアー

ティスト」に5万 ドルを授与する事業、後者はハイアット・ コーポレーショ
ン会長、ジェイ・プリツカーが設立したもので、卓越した建築家に10万 ドル

を授与する事業だ。つまり、たとえ企業の創設者やトップが単独で興した顕

彰事業であっても、その顕彰には企業名ではなく個人名を冠することが多く、
そうと知らなければ企業との関連はわかりようもない。実際問題、企業の財

布とはまったく無縁の顕彰事業であることが普通だ。
いっぽう、1994年 10月 27日 のニューヨーク・タイムズは、っぎのように書
いている。

「芸術の殿堂に (企業や個人の)名前を永遠に刻みたかったら、(芸術系非
営利団体の)ごちゃまぜの寄付者リストの一員に名を連ねるよりも、自ら顕
彰事業を行うほうがずっと簡単なやり方だ。ただし、その顕彰事業の広報活

動をみごとにやりおおせた場合に限り、だが。〈中略〉一般的にいって、国

際的な大きな賞をあげるという事業には、(広報その他のための)管理運営
費用として、賞金金額の 4倍のカネがかかるものだ。これがはたして芸術に
費やすカネとしてベストな方法だろうか ?」
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この記述には、「社会貢献活動として顕彰事業に参加しようとするのであ

れば、自ら顕彰事業を立ちあげるよりも、非営利団体の行う事業のごちゃま

ぜ寄付者リストの一員になることを選択すべきではなかろうか」、というこ

とが含蓄されている。これこそは、かつてアメリカが「偉大な国」だった頃

の、社会貢献度に100%価値基準が置かれていた時代の企業メセナ観であろ

つ。

だが、近年のアメリカは、せちがらくなったというべきか進化していると

いうべきか、よリマーケティング的な見地からメセナの対象が判断されるこ

とが日増しに多くなってきている。とすれば、企業が主導権を握って非営利

団体の軒先とプレステージ性を借りるような「HUGO BOSSプ ライズ」型
の顕彰事業が、今後アメリカではしだいに増えていくのではなかろうか。い

っぽう日本は、冠型から貢献型へというのが近年の傾向だ。日本とアメリカ

は、おそらくはその中間にあるであろう企業メセナの理想郷という点に向か

って、両端から逆のベクトルで近づきつつあるのだろう。

注 1

注 2

注 3

MTV社の「MTVア ウォード」、ビルボード社の「ビルポード・ ミュージック・アウォード」など、表
彰の対象が商業作品のものを除く。

現代ダンスの創作に長年の功績を残した人物 1名 に1万 ドルを授与する。

ダンス、振り付け、舞台美術、舞台音楽、ダンス助成の各分野で優れた業績を残した人物や団体に銀杯

を授与する。
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41 顕彰・コンクール事業を支える主催者

■顕彰・ コンクール事業を支える主催者として、企業メセナ協議会調査部会
にて選出した 6社の顕彰事業活動を紹介する。
■選出にあたり、下記の 3点を選出基準とした。
1.本特集の調査にあたり実施した「芸術専門家への意識調査」で専門家
より高い評価を受けた。

2.複数の芸術ジャンルの顕彰・ コンクール事業を主催している。
3.業種が同じ、特徴が類似の企業を避ける。
(検討の末、新聞社・放送局・マスコミ以外の企業・外資系企業 。文
化施設運営企業・地方の企業から各 1社ずつ選出した。)

■なお、データ部掲載の際、受賞者および選考委員の敬称は略した。
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新聞

東京都

1872年

41億5000万円

3975名

182

今 回の専門家調査で最 も高 い評価 を受 けた主催者

毎日新聞社の中興の祖である第 5代社長の本山彦一氏 (1853～1932)は、

新聞の独立のためには経営の独立が必要だとして、新聞は商品なりと、「新

聞商品論」を唱えたことで知られる。本山社長が1926年の株主総会で述
べた

言葉「新聞の事業は巨額の費用が必要だが、新開発行で得た利益を社会に還

元するのは公器としての新間の使命だ」「民主的かつ道義的、平和的な社会

の確立に寄与する紙面づくりの根本方針を行動で裏づけながら、積極的に事

業を推進、展開する必要がある」が、毎日新聞の基本姿勢となり現在に受け

継がれている。

芸術・文化支援事業を行うにあたっての基本方針は、 1.各芸術 。文化ジ

ャンルの人材を発掘、顕彰して世に送り出し、なおかつフォローアツプする、

2.新聞社も企業である以上、収益のあがる美術展や演奏会、あるいはそれ

に関連する事業を行っていく、の二つ。非収益事業と収益事業の 2本の柱を

たてて事業を展開、その数は、北海道から九州まで支局を含めて、約5000件

に上る。

顕彰事業に携わってきた歴史も長 く、「日本音楽コンクール」「毎日芸術

賞」「毎日出版文化賞」はじめ、日本の芸術
。文化の発展・向上に寄与した

顕彰事業を多数擁している。その社会的使命を終えたとして1997年 3月 にピ

リオドが打たれた「安井賞」を除く25件の顕彰事業が継続中である。媒体を

持たない企業と活字媒体を持つ新聞社が密接なかたちで連携することで、芸

術・文化支援活動をさらに効果的なものに、という試案も社内にはある。

株式会社毎日新聞社

1業種

1本社所在地

1設立年

1資本金

1従業員数

ぎ

ヽ

“
―
■
Ｆ

ｒ
ｌ

日
日
‥
Ｌ
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●

―

顕彰事業といえば毎日新聞社、というほどイメージが定着しているの

ですが、顕彰事業によって会社のイメージアップをはかるといった意図があった
のでしようか ?

そういうことではありません。毎日新聞社の事業の歴史は、1885年 に日本

を襲った大水害にまでさかのぼるんです。全国的に大きな被害が出て、毎日

新聞が紙面で救援活動・募金活動を呼びかけた。これが日本の新聞社事業の

原点なんですね。そこからスター トした。その延長線上に顕彰事業があるわ

けです。戦前・戦中を通じて、新聞社の社会的機能 というのは、文化・情報

の発信基地であり、文化の強力な推進者であることでした。国家は富国強兵

に走っていて何もやってくれない、当時、日本一の大新聞社 として自分たち

が文化の推進役としてがんばらなくては、という自負があったと思います。

そのあたりの意識が今日まで脈々と続いてきたということだと私は思います。

●―――――なるほど、それで早くから顕彰事業を始められた理由がわかりました。
歴史のある賞というのは―人歩きを始めて、継続が難しいといわれますが、御社
の場合はほとんど続いていますね。継続していくためのポイントを教えてくださ
い。

1949年 に創設した「毎日工業技術賞」というのがあって、異形鉄筋とかナ

イロンとか、当時の日本の先端技術を顕彰してきた。ところが 6年前、対象

件数が急激に減少しましてね。このまま継続して賞の質の低下に結びついた

ら、かつての受賞者に申し訳ないということで、社会的使命が終わったと判

断し、その時点でやめています。事業というのはスクラップ・アンド・ ビル

ドですから、廃止しなければならないものもあるし、全社挙げて継続しなけ

ればいけないものもありますよね。

「毎日芸術賞」の場合などは、こ

の賞をとらないと文化功労賞の対

象にならないといった具合に、た

しかに賞が一人歩きしていまして

ね。これを継続させるためには、

推薦委員なり、諮問委員なり、選

考にあたっていただく先生方の質

を下げないという作業が、いちば
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ん大事でした。「日本音楽コンクール」ではかならず 1位を出すということ

にはなっていない。 1位なしの 2位、 1位、 2位なしの 3位なんてこともあ

るんです。レベルを下げないことが最大の眼目です。

●一一一一御社は、財団をつくつていらっしゃいませんね。

だいぶ前に文化庁から、財団をつくるようにという指示はあったんですが

先立つもの、ファンドがないとね……。本当は30億なら30億を基本財産にし

て、きちんと財団をつくってやるのが好ましいんです。ところがいまのよう

な低金利になると果実が少ないわけですから、それもどうかなという感じが

します。理想としては財団をしっかりしたかたちで持って、不足分を本社や

協賛会社などが補って、音楽なら音楽、美術なら美術をやっていくのがいち

ばんなんです。私どもにはそれができなかったというだけの話です。

●

―

顕彰事業を行うにあたって、メセナということをどの程度意識してい

ますか ?

それはもう、全面的に。顕彰事業は持ち出しばかりで、まったく儲かりま

せんよね。毎日新聞社では東京本社を中心に顕彰事業を実施していて、年間

だいたい4億円近くかかっています。顕彰事業をするっていうことは、優れ

た人材を発掘すること。問題なのは金銭ではなく、発掘するだけで終わって
｀
はいないかということです。ただ 1等賞、 2等賞と決めて優劣を競うだけな

ら意味がない。優秀な人を今後いかにして世に送り出していくか、どれだけ

フォローアップできるかが重要なんです。

「日本音楽コンクール」の場合、受賞者発表演奏会というのを、東京を中心

に全国15か所ぐらいでやって、優秀な新人アーティストを多くの人に知って

もらう。それがまず一つですね。しばらくしてその新人が中堅クラスの音楽

家に育った時点で、春 。秋の 2回、東京の銀座

で行う「毎日ソリステン」に登場させる、とい

う2段構えで位置づけしていこうと考えていま

す。どうやったら大輪の花を咲かせるお手伝い

ができるかですね、大切なのは。そこらへんを、

いま、多角的に検討しています。

●

―

この部分をいちばん熱く眠っていただ

けて、うれしく思います。



4● 顕彰・コンクール事業を支える主催者

毎日芸術賞 主催 。推薦 185

ジャンル 全般
開始年  1959年
ねらい  毎日音楽賞。毎日演劇賞。毎日美術賞。毎日写真賞を発展的に統合して創設
照会先 毎日新聞社文化事業部

〒100-51 東京都千代田区―ツ橋1-1-1
′
rel. 03-3212-0321

日本音楽コンクール 主催 (日 本放送協会と共催)。 推薦

ジャンル 音楽
開始年  1912年
ねらい  卓越した実力を有する音楽家の発掘と楽壇レベルの向上
照会先  毎日芸術賞と同じ

毎日出版文化賞 主催 。公募

ジャンル 文芸 (出版物 )
開始年  1947年
ねらい 年間に刊行された出版物のなかからとくに優れたものを選び、著者、編者、訳

者、出版社を表彰することを通じて、出版文化の向上に寄与

照会先  毎日芸術賞と同じ

毎日映画コンクール 主催 (ス ポーツニッポン新聞社と共催)。 推薦

ジャンフレ 映画
開始年  1946年
ねらい 敗戦後の荒廃した日本に新しい文化を創造するため、日本映画の再建 。発展と

大衆娯楽としての映画の育成

照会先 毎日新聞社文化事業部毎日映画コンクール事務局
〒100-51 東京都千代田区―ツ橋1-1-1
′
rel. 03-3212-0187

現代日本美術展 主催 。公募

ジャンル 美術
開始年  1954年
ねらい  日本美術の現在位置と今後の可能性を探る
照会先 毎日新聞社企画事業部現代日本美術展事務局

〒100-51 東京都千代田区―ツ橋1-1-1
′
rel. 03-3212-0189

◇現在継続中の顕彰事業の一部を掲載しました。
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業種

本社所在地

設立年

資本金

従業員数

放送

大阪府

1951年

10億円

738名

朝日放送株式会社186

放送局によるメセナ型顕彰事業の先駆的役割
「芸術家の創造活動のために場を提供することと、作家への支援」をメセナ

活動の基本方針として掲げる朝日放送は、ザ・シンフォニーホールとABC
ギャラリーを中心に、放送メディアを活用して芸術・文化支援の事業を展開

している。

ザ・ シンフォニーホールは、全国に先駆けて1982年 に、大阪に誕生したク

ラシック専用ホールで、座席数1704席の大ホール。1990年 にエー・ ビー・シ

ー音楽振興財団が設立され、以後、朝日放送が直営しているホールの事業と

は別に、財団によって音楽に関する二つの顕彰事業「ABC新人コンサート」
と「ABC国際音楽賞」が運営されている。
ABCギ ャラリーは近畿日本鉄道いから上本町駅前の再開発を機にスペー
スの無料提供を受けて1985年 に開設された。朝日放送では、主に現代美術分

野の新進作家に発表の場を提供する目的で、無料でギャラリーの利用を受け

入れている。総面積167坪、展示面積108坪、天丼高3.4mと いう広い発表ス

ペースは、作品創造の可能性をさらにひろげるものとして評価 される。

ABCギャラリーを拠点に行われる顕彰事業として「ABC美術コンクール」
がある。

顕彰事業としてはもう一つ「テレビ時代劇に新しい風を」と、出版とテレ

ビドラマ化を賞に組み込んだ「時代小説大賞」を設け、新しい才能の発掘に

努めているc

・
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40顕彰・コンクール事業を支える主催者

●

―

   「時代小説大賞」開始の経緯からうかがいたいと思います。

朝日放送創立40周年記念事業として1990

年に創設されました。大正から昭和にかけ

て、吉川英治や大佛次郎などの優れた作家

が、当時の世相を反映した時代小説をつぎ

つぎと発表しています。戦後においても、

五味康祐・柴田練二郎などの作家が、新し

『 霧 の

い感覚の時代小説を生み出しています。いっぽう、テレビドラマといえば、

優れた原作によってルーチンワーク化した時代劇の行列。昭和から平成に移

ったいま、あっというような新しい時代小説が欲しい、新しい才能を持った

作家を発掘して、世に送ってやろうじゃないか、ということになりました。

じつは大賞受賞者の受賞後の作品もテレビドラマ化できると、新しいテレ

ビ時代劇を志向する私たちとしては大成功だと思っていますが、なかなか実

現までいきません。放送枠その他の制約もあって、大賞受賞作のドラマ化に

追われているのが現状なんですね。

●一一―一「ABC美術コンクール」は現代美術を対象にしていますが、何か理由
がありますか ?

コンクールの開催担当が朝日放送ですからね。放送というのは新しいもの

を追求する体質があるところで、伝統的なものよりは、現代美術がいいだろ

うということに……。

●

―

コンクール展を終えてからのアフターフォローはどのように ?

受賞作は札幌 。東京・福岡で巡回展を開き、より多くの美術愛好家に展覧

します。巡回展までやるコンクールはあまりないと思います。また、受賞者

が個展を開く際にはABCギ ャラリーを提供したり、作家同士の情報交換の

場としてサロン風に利用していただくといったことが、アフターフォローと

いえるでしょう。

●

一

大阪で行われるコンクールですが、応募者の地域分布という点はどう

ですか ?

巡回展をやっているせいで名が知られていますから、全国的分布です。し

かし、応募数ではやはり、地元の関西を中心とした都市がいちばん多いです

ね。最近は東京も増えてきました。半面で、札幌・福岡を除いて、地方から

187
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第3車 1特集

の応募が減っているのが気になります。

●

―

   「ABC新人コンサート」と「ABC国際音楽賞」の特色を教えてくだ
さい。

選ばれた若手音楽家に、世界から注目されているザ・シンフォニーホール

の「舞台」をプレゼントしようということが発端となって「ABC新人コン
サート」が生まれました。この事業のポイントは、若い優秀な演奏家を将来

に向けて育成するために、数々の発表の場を提供することにあるんですね。

まずオーディションがあって、「新人コンサート」に出演する演奏者を選出

します。そしてその出場者のなかからさらに選ばれた人が、「ABCフ レッシ
ュコンサート」でプロのオーケストラと共演することになります。また、す

べての合格者には、東京で開かれる「ABCフ レッシュ・ガラ」出演の機会
も与えられます。

このユニークな対応が評判になって、年ごとに応募者も増え、最近では海

外に学ぶ留学生が、わざわざォーディションを受けに帰ってくるのです。

●―――――なるほど。「ABC国際音楽賞」のほうは ?

もとは「ザ・シンフォニーホール国際音楽賞」といって、ザ・ シンフォニ

ーホールで演奏したもののなかから選考していたんです。エー・ ビー・シー

音楽振興財団が発足して運営が財団に移ってから、1995年事業の公益性を重

視して「ABC国際音楽賞」と改称し、顕彰の対象も関西一円のすべてのホ
ールで行われたコンサートとなりました。

●――――一運営上、ご苦労なさつておられること、問題点などがありましたらお

聞かせ ください。

資金の問題ですね、 とくに財団の場合は。基金でスター トしましたが、金

利が極限にまで下がったいま、

企業や個人など多 くの賛助会員

から支援していただいています

けれども、金利低下による目減

りをカバーするにはいたってい

ません。なかなか解決が難しい

問題ですね。
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40顕彰・コンクール事業を支える主催者

ABC新人コンサート 189
後援 (主催 働|エー・ ビー・シー音楽振興財団)。 公募

ジャンル 音楽

開始年 1990年

ねらい 内外の若い音楽家を対象に、演奏の機会を与え、未来を担う音楽家を
発掘・育成する

受賞者への
アフターフォロー

オーケストラとの共演 (ABCフ レッシュコンサー ト)
発表コンサート (ABCフ レッシュ・ ガラ)

照会先 働エー・ ビー・ シー音楽振興財団
〒531-01 大阪府大阪市北区大淀南2-2-48 朝日放送帥内
′
rel. 06-453-5340

ABC国際音楽賞
後援 (主催 :動エー・ ビー・ シー音楽振興財団)・ 推薦

ジャンル 音楽

開始年 1996年

受賞者への
アフターフォロー

受賞記念演奏会
テレビ。ラジオでの放送

照会先 ABC新人コンサートと同じ

ABC美術コンクール 主催 (は)近鉄百貨店と共催)。 公募

9r>tv 美術

開始年 1985年 (1995年「絵画・イラストコンクール ABC&PI展 」より改
称)

ねらい 現代美術作家に活躍と発表の場を提供する

受賞者への    賞金300万円と記念品
アフターフォロー 札幌 。東京 。福岡にて巡回展
照会先      朝日放送事業部 ABCギ ャラリー事務局

〒531-01 大阪府大阪市北区大淀南2-2 朝日放送事業局内
′
rel. 06-457-5728

時代小説大賞 主催 ((掬講談社と共催)。 公募

)r>tv 文芸 (時代小説)

開始年 1990年

ねらい 社会のめまぐるしい変化のなかで風化していく時間を心のなかにつな
ぎとめるべく、おもしろくて、しかも時代を生き生きと伝える時代小
説の登竜門として

受賞者への
アフターフォロー

賞金1000万円と記念品
受賞作は講談社より刊行、朝日放送によリテレビドラマ化

照会先 講談社文芸図書第二出版部「時代小説」係
〒112-01 東京都文京区音羽2-12-21
Tel. 03-5395-3505

ねらい      優れた音楽活動を顕彰し、それを支援することによって、音楽文化の
振興発展に寄与する
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業種

本社所在地

創業

資本金

従業員数

食品

大阪府

1899年

300億円

4714名

190

企 業・ 芸術 文化施 設・ 財 団 と多角的 に顕彰事業 を展 開

利益三分主義 (事業の利益の三分の一は社会へ還元すべし)と 、生活文化

企業 (企業活動自体が深く文化と結びついている独自の企業文化に根ざす)

を基本理念に掲げるサントリー株式会社は、早くから社会 。文化活動に携わ

ってきた。②サントリー音楽財団・助サントリー文化財団を擁し、その活動

は多岐・多数にわたっている。顕彰事業としては「サントリー美術館大賞」

「サントリー音楽賞」「芥川作曲賞」「サントリー学芸賞」「サントリー地域文

化賞」「サントリーミステリー大賞」「開高健賞」の七つ。

サントリー美術館、サントリーホールなど、発表の場を有することもあっ

て表彰だけの顕彰事業に終わらせず、美術展・演奏会をはじめ出版・テレビ

化までを視野に入れたアフターフォローが行われているのが特長である。

審査にも複数の方法がとられる。「芥川作曲賞」では、最終選考に残った

数曲をホールで演奏し、選考委員が聴衆の前で論議のうえ選考する公開選考

会、「サントリーミステリー大賞」では、選考委員の投票による本賞と読者

投票による読者賞の 2本だて方式を導入と、賞の内容に応じた方法が考案さ

れている。

長い歴史のある賞、とくに「サントリー音楽賞」では、賞の質を落とした

くないという主催側の意思から、毎回専門の選考委員による議論白熱した選

考会が開催されている。賞自体が重みを持ち、登竜門なリステータスになる

と、選考側にも重責が生じるという局面は、サントリーにかぎらず、歴史の

ある賞を主催する企業が共通に経験しているものといえよう。

サントリー株式会社

・
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40顕彰・コンクール事業を支える主催者

●

―

七つの顕彰事業のうち、いちばん早いのが「サントリー音楽賞」です

ね。

そうです。サントリー

株式会社創業70周年記念

事業として鳥井音楽財団

(1978年サン トリー音楽

財団に改称)を創立し、

音楽賞を設けました。そ

のときのいちばんメイン

の事業ですね。せっかく

賞を出すのなら、それだ

けではつまらない、演奏家なら演奏してほしいし、作曲家なら新しい作品を

演奏にまでもっていきたい。そのほうが活動がよりひろがり、世間にもアピ

ールできる、というように考えています。

それから「芥川作曲賞」について申しますと、作曲家であるとともに音楽

の普及・振興に尽くされた芥川也寸志さんの功績をたたえて、1990年 に創設

したものです。受賞者は作曲を委嘱され、 2年後に行われる「芥川作曲賞」

の公開選考会の前に新作を演奏してもらえる。つまり、作曲委嘱料をお支払

いしたうえ、ホールも用意します、オーケストラも用意します、指揮者も用

意します、場合によってはソリストも用意しますというわけですから、これ

はもう、うれしいですよ、受賞者は。

それに、作曲を委嘱されるということは名誉でもありますじね。

●

―

たいへん充実したアフターフォローですね。発表の場を提供するケー

スはほかにもありますが、ここまでのフォローはなかなか……。「サントリー美術

館大賞」は、それまでのサントリー美術館が扱ってきたものからだいぶ離れた賞

のようですが。

そのとおりです。1961年 に開館以来、
｀`
生活のなかの美

″
をテーマに、伝

統芸術を主ジャンルに取り組んできたのですが、開館25周年を機に、その間

アートやデザインが生活に入り込んでいる現状を検討し、美術館の活動を古

今東西に視野をひろげ、彫刻にも工芸にも限定されない立体造形の可能性を

探るという主旨のもとに、1988年 に創設しました。
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#3. S*

●―――――対象はプロとかアマチュアとか限定されていますか ?

まったくありません。応募制にしたり、推薦制をとったりと、見直しをし

ながら進めていますので定かではないのですが、応募の場合だと海外からの

ものが半数ぐらいに上 ります。日本でのとっかかりを得るチャンスという評

価はされているようです。この賞も美術館あっての賞ですね、サントリーホ

ールあっての音楽賞と同じで。

●

―

   「サントリーミステリー大賞」は、ほかの賞に比べて内容的にも運営

形態の点でも異色ですね。

もともとは大阪の朝日放送さんから、ミステリー賞をつくって、受賞作を

単行本にして、テレビドラマ化までしてしまおう、しかも公開審査で、とア

イデアの提供がありまして、これはおもしろいということになったわけです。

公開審査を提案したのは、この企画に深 くかかわっていた開高健さんでした。

受賞すれば活字化されて文藝春秋社さんから刊行、テレビドラマ化されて朝

日放送さんから放映、そして賞金1000万 円。運営はサントリー、朝日放送、

文藝春秋の 3社でやっています。

●

―

サントリーさんは二つの財団を持つておられますが、財団が顕彰事業

を主催する場合にメリット、デメリットがありますか ? `低金利の際には経済的

にきびしtヽ とか。

資金的に困ったときには母体のサントリー株式会社が支えるのは、当然の

ことだと思っています。公益を目的とする財団が各種の顕彰事業を継続的に

行い、それが

将来にわたっ

て芸術 。文化

の発展につな

がっていけば、

これ以上の喜

びはありませ

ん。
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40顕彰・コンクール事業を支える主催者

サントリー美術館大賞 主催 (サントリー美術館 ) 193
ジャンル 美術 (現代造形)
開始年  1988年
ねらい 現代に息づく新しい造形芸術の発展を願う
照会先  サントリ―美術館大賞展事務局

〒107 東京都港区元赤坂1-2-3
′
rel. 03-3470-1073

サントリー 協賛 (主催 :mサ ントリー音楽財団)。 推薦
ジャンル 音楽
開始年  1969年
ねらい  日本の洋楽の発展と文化の向上に寄与することを目的として、洋楽の分野で優

れた業績をあげた日本人を顕彰
照会先  0サントリ

〒107 東京都港区赤坂3-21-4 サントリービル分室
1:｀el. 03-3589-3694

芥川作曲賞 協賛 (主催 :働サントリー音楽財団)。
ジャンル 音楽
開始年  1990年
ねらい  作曲家の故・芥ナl 1也寸志氏の功績を記念し、若い作曲家を顕彰
照会先  サントリー音楽賞と同じ

サントリー地域文化賞 協賛 (主催 :mサ ントリー文化財団)・ 推薦
ジャンル 地域文化活動
開始年  1979年
ね らい 日本各地の地域文化活動の発展興隆に寄与する

照会先 財サントリー文化財団
〒530 大阪府大阪市北区堂島2-1-5 サントリーアネツクス9F
′
rel. 06-342-6221

開高健賞 協賛 (主催 :開高健賞運営委員 。(抑 TBSプ リタニカ
後援 :聞サントリー文化財団)。 公募

ジャンル 文学
開始年  1990年
ねらい  開高健氏の文学の遺志を顕彰し、次代に伸展することを願う
照会先  開高健賞事務局

〒153 東京都目黒区目黒1-24-12(榊 TBSブ リタニカ内′
rel. 03-5436-5716

◇現在継続中の顕彰事業の一部を掲載しました。
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1業種

1本社所在地

1設立年

1資本金

1従業員数

石油

東京都

1961年

110億円

1114名

194

歴 史 あ る二つの顕 彰事業 を主催 す る外資系企 業

100%ア メリカ資本のモービル石油は、1893年の日本創業以来、「企業は社

会の一員であり、利潤追求だけでなく、地域のために利益の一部を還元しな

ければならない」「良き企業市民たれ」の理念のもとに、日本文化の発展の

ために尽力し、日本の社会 。文化活動の草分け的存在といわれている。

1.地味ではあるが地道に活動を続けている重要な分野を支援、 2.単発

ではなく、継続性をもってやる、 3。 直接的販促活動はしない、 4.従業員

による手づくり的プログラム、を活動の柱に、息の長い社会・文化活動を展

開してきた。

顕彰事業は、日本の児童文化の発展・向上を願って1966年 に創設した「モ

ービル児童文化賞」と、日本の音楽文化の発展・向上を目的に1971年 に創設

した「モービル音楽賞 (洋楽・邦楽の 2部門)」 の二つ。両賞ともに歴史が

長く、受賞者・受賞団体はいまやそうそうたる顔ぶれとなっている。とくに

邦楽を対象にした賞が少ないなか、「モービル音楽賞・邦楽部門」は受賞者

27名のうちから13名の人間国宝を出すなど、斯界随一の賞となった。

日本固有の文化を大切にしたいと考えるモービル石油では、顕彰事業以外

の社会・文化活動として、優れた伝統芸能の継承 。発展を目的とした「国立

劇場 。歌舞伎鑑賞教室」への援助や、日本の音楽を子供たちにと願う
｀
邦楽

教育を推進する会
″
ほか 2団体主催の「子ども邦楽まつり」の後援も行って

いる。

モービル石油株式会社

百コ



4●顕彰・コンクール事業を支える主催者

●

-1996年
で30周年を迎えた「モービル児童文化賞」の創設の経緯をうか

がいたいのですが。

日本創業70周年記念事業として、何か特別な文化活動をしましょうという

ことになりましてね。1963年のことです。まだ、日本も貧しい時代で児童文

化が普及していない状況でした。そこで、未来の日本を支える大事な児童の

情操をはぐくむ童話の分野に光を当てようということになり、「赤馬物語」

のタイトルで童話を募集することになったのです。

なぜ「赤馬」かといいますと、モービル石

油のシンボルマークだったからです。天翔る

赤馬は1925年 ソコニー日本支店 (モービル石

油の前身)で誕生し、以来世界中で愛され、
長く親しまれてきた信頼のマークだったから

です。全国紙を通じて募集しましたら、なん

と3575の 応募がありました。そのときの審査委員の顔ぶれがすごいのです。

川端康成さん、壺井栄さん、坪田譲治さん、筒井啓介さん、藤田圭男さんた

ちです。この童話募集の反響が予想以上だったことで、児童文化の普及を支

援するために、1966年 に「モービル文化賞」が創設されたのです。

●

―

まだ児童文化に目が向けられていない時代に児童文化賞を設けたのは、
なぜですか ?

地味ながら地道に活動している大事な分野への支援、つまり、日の当たら

ないところに日を当てましょう、というのが基本方針の一つにありまして、

そういう点では、当時は児童文化にしてもクラシック音楽にしても邦楽にし

ても、本当にマイナーな存在でした。

●

―

児童文化賞の受賞者を見ると、たいへん広い範囲にわたっていますね。
ダークダックスあり、『中学生日記』あり、『まんが日本昔ばなし』あり。これは

主催側の意思が反映されたものですか ?

いいえ、選考の先生方にすべてお任せしています。同席はしますが、いっ

さい口は出しません。ただ、先生方のほうで、今年はこのジャンルだったから

来年はこうと、児童文化全体をカバーできるように考えておられるようです。

●

―

   「モービル音楽賞」も歴史のある賞ですが、1909年から洋楽部門に奨
励賞を新設していますが、どういう理由から ?

195
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選考の先生方の間で、最近若い有望な人たちが出てきたね、といった話が

交わされた結果、とんとんと奨励賞新設の運びになったものです。では邦楽

部門にはなぜ奨励賞がないのか、ということになりますが、邦楽 というのは、

70歳、80歳の人が現役でバリバリ活躍する世界なんです。邦楽の世界で奨励

賞の対象になる年齢といえば、50歳 ぐらいになってしまう。これでは奨励賞

の意味をなさないというわけですね。主催側としては邦楽部門にも奨励賞を

設けたいと思っているのですが……。

●

―

芸術 。文化の振興という面から考えると、邦楽への支援は少ないのが

現状なので、洋楽部門の奨励賞にあたるような支援も、ぜひお願いしたいです。

顕彰事業とは別ですが、元小学校教師の茅  第26回モービル音楽賞田
原芳男氏ほか有志の人たちによって創設され  ¬島
た「邦楽教育を推進する会」ほか 2団体主催  点■
の「子ども邦楽まつり」に、毎年わずかずつ 口'
ながら寄付をさせていただいております。日 7.
本人が日本の小学校に入って、音楽教育とし

て受けるのは洋楽、それもほぼ強制的に。これはどう考えてもおかしいと思

います。一方的に洋楽を教えるのではなく、せめて洋楽・邦楽の選択肢を与

えてほしいですね。

●

―

これだけ長く顕彰事業を継続してこられる間には、運営面でピンチに

直面するようなことは ?

一度もありませんでした。1973年の石油危機の際にも、私の聞き及ぶかぎ

りでは、教育費や広報関係費がカットされることはいっさいありませんでし

た。その頃は余裕があったんですね。ピンチというなら、石油業界はいまが

いちばんピンチといえるでしょう、経済的にも、人的にも。社会 。文化活動

の担当者は2名、これはいままでとあまり変わりませんが、以前は部内に人

数がおりましたから手伝ってもらうことが可能でした。たとえば音楽賞の贈

呈式後のレセプションは洋楽・邦楽あわせて300～ 400人規模。社員による

｀
手づくり

″
をモットーにしてきましたが、広報部の人員が半減した昨年は

受付だけ外部の人を頼むことに。誰もがぎりぎりのフル回転ながら、「みん

なが うれしいと うれしい」を合言葉に、活動の継続に努力しています。

●

ヽf
■
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40顕彰・コンクール事業を支える主催者

モービル音楽賞 主催・推薦 197
ジ ンル 音楽

1971年

ねらい  深い感動を与え、心を豊かにしてくれる、日本の音楽文化をもっと向上させる
選考委員 邦楽部門 :塚田博、徳丸吉彦、榎本由喜夫

洋楽部門 :三善清達、小石忠男、富永壮彦
選考方法 音楽界をはじめとする各界の権威 。有識者のアンケート推薦による
選考基準 日本の音楽文化の発展 。向上に貢献した人または団体 (奨励賞は日本を代表す

る優れた若い音楽家)

賞の種類 モービル音楽賞 (邦楽・洋楽部門)、 奨励賞 (洋楽部門)
受賞者  第26回 (1996年度)一邦楽部門。竹本駒之助 (女流義太夫)

洋楽部門。秋山和慶と東京交響楽団
奨励賞 。高橋薫子 (ソ プラノ)

第25回 (1995年度)一邦楽部門・藤井久仁江 (地歌 竿曲)
洋楽部門。今井信子 (ビオラ)
奨励賞・千住真理子 (ヴァイオリン)

第24回 (1994年度)一邦楽部門。都一いき (―中節)
洋楽部門。松村禎三 (作曲)
奨励賞・錦織健 (テ ノール)

照会先  モービル石油(株)広報渉外部「モービル音楽賞」事務局
〒100 東京都千代田区大手町1-7-2
′
rel. 03-3244-4495

モービル児童文化賞                     主催・推薦
ジャンル 児童文化
開始年  1966年
ねらい 子供たちの豊かな感性をはぐくみ、自由な想像力を伸ばす、児童文化をもっと

普及させる

選考委員 植木浩、羽仁進、三木卓
選考方法 児童文化界をはじめとする各界の権威者。有識者へのアンケートによる候補者

の推薦

選考基準 日本の児童文化の発展・向上に対する貢献度が長期にわたり高い個人または団
体

受賞者 1996年度・神沢利子 (児童文学作家)
1995年度 。「まんが日本音ばなし」 (毎日放送アニメ番組 )
1994年度・香川県大川郡大内町 (人形劇場「とらまる座」、とらまる公園等の

児童文化育成 )

照会先 モービル石油(榊広報渉外部「モービル児童文化賞」事務局
〒100 東京都千代田区大手町1-7-2
1:｀el. 03-3244-4495
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複合文化施設

東京都

1989年

4億5000万円

300名

複合文化施設が発信 する三つの顕彰事業

物の豊かな時代から心の豊かな時代へ向けて、企業は何をつくり、何を提

供できるかを考える東急グループによって、1988年い東急文化村が設立され

た。1989年 9月、0東急文化村は東急グループが拠点とする渋谷に、複合文

化施設 Bunkamuraを オープン。 1.ジ ャンルを超えて良質の文化を創造

し提供するホール・劇場 。映画館・美術館としての「発表の場」、 2。 あら

ゆる可能性を応援し育てる、新しい文化の育成のための「創造の場」、 3.

人・芸術・物の交流を促進する双方向文化の追求を目的とした「出会いの

場」を実現し、さまざまな文化を通して未来をつくることを、設立目的とす

る。

この設立目的に深 くかかわるものとして、Bunkamuraで は三つの顕彰事

業を行っている。世界の若い音楽家を発見 。支援 。育成するための音楽賞

「Bunkamuraオ ーチャードホールアワード」、シアターコクーンでの上演を

前提 とした戯曲賞「シアターコクーン戯曲賞」、独創的な文学賞「Bun―

kamuraド ゥ マゴ文学賞」の 3賞。東急百貨店本店 と連結す る Bun―

kamuraの諸施設によって直接的・間接的にバックアップされる。

選考基準 。選考方法の固定化が難しいジャンルに関しては、前年よりもベ

ターに、つぎの年はさらにベターにの ベ`ター・アンド・ベター
″
姿勢で取

り組み、見直しと提案が現実に移されている。

株式会社東急文化村

言▼
′
蓬



4● 顕彰・コンクール事業を支える主催者

●―――――複数の顕彰事業をやつておられますが、文化施設として、最初からあ

った構想ですか ?

はい、そうです。Bunkamura設 立の目的の一つ

に、新しい可能性への支援・育成というのがありま

して、顕彰事業をやっていこうという方針が、はじ

めからありました。そうでなくても、オープン前か

ら芸術監督として携わっていた串田和美さんは、日

本の演劇界に作家が不足している状況のなか、戯曲

賞を設けて新しい可能性を発掘したいという意思を

持っていました。東急電鉄が、というより五島記念

文化財団が、美術とオペラの二つに的を絞っていて、

毎年奨学金を出しているんですね。そこで、Bunkamuraで はまず演劇と音
楽をやりましょう、ということで始まりました。音楽・演劇・映像・美術と、

それぞれ施設があるのですが、文学についてはブックショップも館内にあり

ますし、そしてパリのカフェ「ドゥ マゴ」の文学賞を見習って、文学賞も

ぜひやってみましょうということになったのです。

●

―

創設年としては「ドゥ マゴ文学賞」が最も早いですが、「シアターコ

クーン戯曲賞」は構想としてはオープン前からというわけですね。

オープンが89年の 9月 3日 ですけれども、87年にはすでに構想がありまし

たね、串田さんのなかには。

●―――――そのときすでに、劇場での上演を前提にしたものだつたのですか ?

そうです。賞を授け賞金をさしあげるというだけではなくて、シアターコ

クーンという劇場で上演することを前提に作品を選び、商業演劇としては優

れている台本でも、シアターコクーンに向かないものは落とす。で、受賞作

はプロの演出家の手で上演しましょうというのは、非常にユニークな発想だ

と思いましたね。これも串田さんが決めたことですが、選考にあたった演出

家のうち、最後に「これがいいなあ、これにしよう」といってしまった人が

演出をするのです。第 1回受賞作「NEVER SAY DREAM」 は栗山民也さ
んが演出でした。ところが第 2回受賞作「零れる果実」では蛤川幸雄さんと

佐藤信さんの 2人が「いいね」。結局 2人がそれぞれの発想で演出 。上演し、

経費的には苦しかったものの大きな話題となりました。
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第3章 1特集

●

―

そういう局面に対応できるということがすごいですね。「ドゥ マゴ文

学賞」設立の経緯についてうかがいたいのですが。

パリの老舗カフェ「ドゥ マゴ」と世界でも初めての業務提携をした、

「Bunkamuraド ゥ マゴ パリ」という店が Bunkamuraに あるのがきっか

けです。パリの「ドゥ マゴ」の常連客だった作家。画家。ジャーナリスト

13人がお金を出し合って、独創的な若い作家に賞を贈ろうと「ドゥ マゴ文

学賞」をつくったのは1933年。以来60年以上も続いていますが、カフェから

発信する文学賞というのは日本にはないので、その精神を見習おうというこ

とに。

●――一一選考委員が 1人 というのは、ほかにはないですね。

これは清水専務が発想しました。おひとりに 1年間お任せするというのは

独創的だと思います。任期は 1年。文学的な匂いのする独創的なカフェをつ

くりたい、そこから発信する文学賞を独自性のある賞にしたいという思いの

あらわれだと思います。

●一――――「Bunkamuraオ ーチャードホールアワード」の選考方式が1997年から

変わるのはどういう理由から?

ヨーロッパ 4大音楽コンクールの上位入賞者から選ぶという方式を、96年

までずっととってきましたが、もっと広い、コンクールを超えた範囲から優

れた人を発掘できないか、と協議しまして……正直に申しますとあまりにも

お金がかかりすぎ、もう少し経費的に圧縮した状況で賞を続ける方法はない

かと模索する側面もありました。97年はニューヨークのジュリアード音楽学

校およびパリ国立高等音楽院と提携し、それぞれの主任教授の推薦を受けた

人の審査をすることになりました。砂の中からダイヤモンドを探すような作

業になるかもしれませんが、可能性があるのではないかということで。すで

に受賞者は発表しております。

「オーチャードホールアワード」

は膨大に費用のかかる事業ですが、

受賞後注目され、活躍の場をひろ

げる人たちを見ると、やっていて

よかったと社内の誰もが思ってい

ますね。
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40顕彰・コンクール事業を支える主催者

Bunkamuraオ ーチャー ドホールアワー ド 主催 。推薦 201

ジャンル 音楽

開始年 1992年

ねらい 日本において若い才能ある音楽家たちの交流を促進させ、日本の音楽
愛好家に新鮮で良質な演奏会を提供する

選考基準 ヨーロッパの伝統ある4つの国際音楽コンクールおよび事務局と提携
し、優秀な音楽家を認定。1997年からはジュリアード音楽学校、パリ
国立高等音楽院と提携

受賞者への
アフターフォロー

オーケストラとの共演 1回、リサイタル 1回の最低 2度の演奏会の提
供。 2万 ドル相当を上限にした奨学金あるいは援助

照会先 東急文化村
〒150 東京都渋谷区道玄坂2-24-1
′
rel. 03-3477-3244

シアターコクーン戯曲賞               主催 。公募

l+>)v 演劇 (戯曲)

開始年 1992年

ねらい      劇作家と劇場=上演のための現場との新しいかたちの出会いとなり、
より優れた舞台を生むきっかけになること

選考基準     演出家である5～ 6名の選考委員が責任を持ってシアターコクーンで
上演したいと思える作品

選考委員 栗山民也 (第 1回受賞作演出)、 始川幸雄、佐藤信 (第 2回受賞作演
出)。 現在は皓川幸雄、野田秀樹ほか

受賞者 第 1回・台場辰也、第2回・鈴江俊郎と狩場直史の共作

受賞者への
アフターフォロー

選考委員の演出によるシアターコクーンでの上演
賞金300万円 (上演料含む)

照会先 東急文化村「シアターコクーン戯曲賞」事務局
〒150 東京都渋谷区道玄坂2-23-14 道玄坂225ビル7F
′
rel. 03-3477-3244

Bunkamuraド ゥ マゴ文学賞
文芸 (小説・評論・戯曲・詩)

主催

ジャンル

開始年 1990年

ねらい 「ドゥ マゴ文学賞」の持つ先進性と独創性を受け継ぎ、権威主義に陥
らず、既成の概念にとらわれることなく、つねに新しい才能を発掘す
る

選考基準 受賞作は毎年「1人の選考委員」によって選ばれる (選考委員の任期
は1年間)

選考委員 97年 。筒井康隆、96年 。中村真一郎、95年・城山二郎

受賞者 97年・町田康、96年・飯島耕一、95年・佐江衆一

照会先 Bunkamuraド ゥ マゴ文学賞事務局
〒150 東京都渋谷区道玄坂2-24-1
´
rel. 03-3477-9014
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情報発信ビル

福岡県

1989年

1億円

39名

複数の顕彰事業 を積極的に展開する九州の企業

イムズ (IMS/1nter Media Station)は 1989年 に福岡市の一等地、天神

町にできた情報文化ビルである。市所有の土地を市民のために有効活用する

べく福岡市が開いたコンペに、三菱地所と明治生命の
｀
連合
″で参加、当選

したプランが実現したもので、ファッションからカルチャーまで、たえず新

しい情報を発信して、クリエイティブなうねりを九州全域に送り届ける
｀
時

代波震源地
″
をめざしている。

イムズは、 1.地元アーティストたちの発表の場 。創造の場づくり、 2.

新進アーティストたちのサポート、を基本方針として精力的に芸術 。文化支

援事業を展開、新しい可能性の掘り起こしに主眼を置く。

毎年秋に開催する
｀
イムズ芸術祭

″で行われる顕彰事業「九州コンテンポ

ラリーアートの冒険」「イムズ芝居」「イムズ音楽祭」がイムズ顕彰事業の三

本柱で、ほかに顕彰事業としては「福岡コンピュータ・グラフィックス展」

の特別協力をしている。

全館にAV機能を張りめぐらせ、可動式床によって空間を自由に演出で

きるイムズホールや複数のイベントスペース、館内どこからでも全国にテレ

ビ中継が可能な BCルームを備えたイムズビルを、イムズは新聞・雑誌 。テ
レビ。ラジオに続 く第 5の媒体、 ス`ペースメディア

″
と呼ぶ。イムズビル

を拠点に創立以来 8年、徹底して新進作家に対象を絞り込んだ顕彰事業は九

州以外にも広がりをみせ、インターネットで応募できるコンピュータ。グラ

フィックでは、海外からも作品が寄せられている。

株式会社イムズ

蟄
'・
F



40顕彰・コンクール事業を支える主催者

●

―

   「九州コンテンポラリーアートの冒険」の特色とポイントをうかがい

たいのですが……応募作家と審査員の討論会があるようですね。

それは討論会ということではなくて、

応募者が前もって主催側に自分はこれ

これのものをつくりたいとプランを示

す、まあ、プレゼンテーションですね。

そのプランを審査したあと、審査員は

その作品についてどう思っているか、現在の作品の傾向はどうなのか、など

の話をする場を設けているんですよ。毎年やっています。

●―――――それはアーティストの可能性を刺激するという意図で ?

そうです、そうです。

●―――――一般の方の感想をアーティストに届ける仕組みがあるとも。̈…。

100を超える応募があったとき、その全部を展示できませんから、優秀作

の12～13点 をイムズの空間につくってもらう。そこに感想ノー トを置いてお

くゎけです。こういうかたちで生活者 とのコミュニケーションをとっていま

す。コンテンポラリーアー トはなんといっても
｀
共感
″
の世界ですから。

●

一

応募責格に年齢制限を設けていらっしゃいますが ?

ええ、40歳まで。私どもは新進アーティストの支援を目的にしております

から。福岡には若い人たちの発表の場が少ないんですよ。ましてコンテンポ

ラリーアー トなんていったら、もっとない。40歳が妥当かどうか問題は残る

ところですが、そうしないと中堅以上の作家や大学教授なんかが応募してき

て、私 どもの趣旨と合わなくなる。

●一一一―「イムズ芝居」の特色はどんなところにあるのでしょうか ?

ジャンルはやはり現代演劇です。目的は
｀
起こし
″
です。芝居心を起こし

ていく、文化を起こしていく……。福岡は文教地区なんですよ、だから学校

がたくさんありましてね。人口構成からいっても、京都に次いで 2番目に若

い人が集まっている所です。音楽にしても芝居にしても、文化の根源を潜在

的に持っています。そこを起こしていこうということなんですね。可能性の

掘 り起こしです。

●―――――御社では、どの顕彰事業の場合もかならず発表の場を与えておられま

すね。

203
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それがコンセプトの一つですから。福岡のみならず九州・山口をターゲッ

トにしていますが、このあたりは演劇の歴史はあっても発表の場がない状況

だったんです。そんななかで「イムズ芝居」をやり始めた。そのせいかどう

か、芝居をやるグループが増えてきました。

●

―

   「イムズ芝居」の運営は、どういうかたちで ?

実行委員会形式です。スタッフは審査員と私ども営業企画部の人間あわせ

て 6～ 7人ですね。 8年間やってきて、「イムズ芝居」は
｀
芝居の甲子園

″

といわれるようになってきました。10周年を集大成の年にできるよう、がん

ばっています。そのあとは、できることならどこかにバ トンタッチしてもら

って、ほかのジャンルの起こしをやりたい。つねに新しいジャンルを起こし

ていきたいんですね。一企業で何もかもというのは無理ですから、バ トンタ

ッチをしてもらって、つぎの起こしをやる、そうでないと起こしきれない。

●

―

   「イムズ音楽祭」は最初ジヤズフェスタでスタートされましたね。

はい。途中でやりかたを変更しました。いま、ジャズ系が見直されていま

すが、それでもジャズでは切り回が狭すぎる。応募者も限定されます。切り

回の狭いところに登竜門をつくっても意味がないんですね。対象を音楽全体

にひろげてしまって、
｀
楽しむ
″
をキーワードに、演奏者も楽しむ、聴 く側

も楽しむ。

それともう一つ、「イムズ音楽祭」ではバイオリンでもピアノでもキーボ

ードでもギターでも何でもいいんですが、一線級のアーティストを招いてク

リニックを行っています。クリニックでアーティストの目にかなった人がい

れば、翌日、一緒にライプをやる。アーティストとのジョイントです。この

ジョイントができれ

ばいいなあと思って

いましたが、96年は

第 1回 ということも

あって、そこまでの

レベルの人は出ませ

んでした。今後に期

待を持ちたいです。

(:0へ量ヽ
饉》、豪、ま`L馘

懸
・０
声

●



40顕彰・コンクール事業を支える主催者

九州コンテンポラリーアートの冒険   主催 (西日本新聞社と共催)。 公募 205
ジャンル 美術 。映像 (コ ンテンポラリーアート)
開始年  1989年
ねらい 九州・山口県で活動する新進アーティストの発表の場の提供とコンテンポラリ

ーアートの普及

応募資格 九州・山口県在住および同出身 (外国人は居住 3か月以上)の40歳未満のアー
ティスト

照会先 「九州コンテンポラリーアートの冒険」実行委員会
〒810 福岡県福岡市中央区天神1-7-11 帽)イ ムズ内
´
rel. 092-733-2016

イムズ芝居 主催 。

ジャンル 演劇 (現代演劇)
開始年  1989年
ねらい  九州・山口県で活動する若い劇団の発掘と発表の場の提供
選考基準 オリジナリティがあって、時代性にあった作品

とくに若い世代が見ておもしろいと思えること

照会先 イムズ芝居事務局
〒810 福岡県福岡市中央区渡辺通り5-14-9(彿プランニング秀巧社内
′
rel. 092-751-1470

イムズ音楽祭 主催 (FM福 岡と共催)。 公募
ジャンル 音楽
開始年  1996年
ねらい  若いミュージシャンの発掘と発表の場の提供
選考委員 1996年 (総合プロデューサー)一 斎藤ノブ
照会先 「イムズ音楽祭」事務局

〒810 福岡県福岡市中央区渡辺通り2-1-82 電気ビル別館6F FM福 岡内
′
rel. 092-781-6181

福岡コンピュータ。グラフィックス展
特別協力 (主催 :福岡CGデザイン協会)。 公募

ジャンフレ デザイン・映像 (コ ンピュータ 。グラフィックス)
開始年  1991年
ねらい 高度に発達した情報通信網を駆使し、国内外から作品を募集し九州から発信す

る

協力内容 運営のサポー ト (作品の受付 。発表の場の提供等)
映像部門の受賞者にイムズ賞を贈呈

照会先 福岡 CGデザイン協会事務局
〒810 福岡県福岡市中央区白金1-12-22-103
′
rel. 092-526-5003
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顕彰・コンクールプログラム紹介

206 ■企業メセナ協議会調査部会にて選出した企業が主催あるいは協賛する顕

彰・ コンクールプログラムを紹介する。

■選出にあたり、下記の 5点を選出基準とした。

1.本特集の調査にあたり実施した「芸術専門家への意識調査」で専門家
の高い評価を受けたプログラム。

2.継続年数の長いプログラム (日外アソシエーツ0発行の『音楽 。芸術
賞事典90/95』 『美術 。デザイン賞事典』『最新文学賞事典89/93』 よ

り)。

3.応募作品数の多いプログラム (い公募ガイド社提供のデータより)。
4.芸術文化施設主催のプログラム (『メセナ自書1996』 の特集より)。
5。 当協議会主催の「メセナ大賞」受賞プログラム。

(前述の「顕彰・コンクール事業を支える主催者」で紹介したプログ

ラムは選出から除外した。)

■なお、掲載の際、受賞者および選考委員等の敬称は略した。



第3章 1特集 50顕彰・コンクールプログラム紹介

parCO art prOieCts アーバナート    1公募

あらゆるジャンルのビジュアル表現を対象とした公募展

を通じ、新鋭作家の発掘と育 をめざす

207

ジヤンル ビジュアル全般

開始年 [西暦] 1992年

主催 鞠パルコ

本プログラム

開始の経緯

1980年 にスタートし、80年代を通して若手アーティストの登竜門として機能し
てきた平面作品の公募展「日本グラフィック展」と、立体作品の公募として

1985年にスタートした「ォブジェTOKYO展」を発展・統合させ、あるゆるジ
ヤンルのビジュアル表現を対象としたコンペティションとして、1992年 に開始
した。

本プログラムの

ねらい

視覚造形全般をテーマとしたコンペティションで、朗成の技術、方法、目的など

にこだわることなく、自由な思うままの表現を募集。あらゆる意味で、現在的な

感性と意識を持った新鋭作家の発掘と育成を目的としており、若者たちのクリエ

イティブシーンの活性化をはかつている。

本プログラムの 美術、デザイン、写真、映像、イラストレーション、デジタル画像などビジュア
特色      ル全般を対象とし、プロ、アマ、問わずに応募を呼びかけるフリーな公募企画。

ノンカテゴリーで新しい才能を発掘する。シンガポールを含む全国のパルコで告

知し、10店舗で作品を受け付け、各地方ことに集めて審査するというシステム
で全国的に展開している。受賞作家の企画展なども実施。

賞の種類

[各賞の名称]

大賞 パルコ賞 優秀賞 ほか

受賞者への   ●企画展開催
アフターフォロー

本プログラムに (掬パルコ 広報部
関する照会先  〒150 東京都渋谷区宇田川町15-1

Tel.03-3477-5710
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208 AXIAアーティスト・オーディション   1公募

作品の音楽性だけを評価の対象にしたミュージシャンの

ためのオーディション。

ジャンル    音楽 (新人発掘)

開始年 [西暦] 1982年

主催

協賛

AXIAアーティスト・

オーディション事務局

AX:A、 蜘リットーミュージック

本プログラム

開始の経緯

「ギター・マガジン」「キーボード・マガジン」等の音楽雑誌を刊行するリットー

ミュージックが、読者サービスとして1982年に「オリジナル・テープ・コンテ

スト」を開始。その後1988年に富士写真フイルム・グループの協賛を得て、
「AXIAミュージック・オーデイション」として再スタート。現在の名称は1994

年から使用。

本プログラムの 既成の音楽ジャンルにとらわれない新しい音楽の創造をめざすミュージシャンに
ねらい     作品発表やチャレンジの場を提供し、同時に新しい音楽のあり方を探求する。

本プログラムの

特色

「良い音楽は良い」をモットーに、応募者の年齢や国籍、音楽ジャンル、形態等
にかかわりなく、純粋に作品の音楽性そのものだけを評価の対象にしている。そ
のため、審査は終始送られてきたテープだけを対象にし、ライブ審査等はいつさ
い行わない。またボーカル入り楽曲部門のほかにインストウルメンタル部門を用
意することで、楽曲のみを制作している人にもチャンスを与えている。専用のホ
ームページもある (http://www.r� or― music.co.ip/indies/axia/)。

賞の種類

[各賞の名称]

グランプリ AX:Att A部 門優秀賞
B部門優秀賞 1万人審査賞 リットーミュージツク賞

受賞者への   ●記念CDの作成
ァフタ_フ ォロー●レコード・メーカー、音楽事務所等へのプレゼンテーション

本プログラムに

関する照会先

AX!Aアーティスト・オーディション事務局

〒102 東京都千代田区二番町20
Tel.03-5213-6298

翻回磯| |

…島



50顕彰・コンクールプログラム紹介

朝日賞 1推薦

第1回以来の朝日賞受賞者は367人 と24団体。在野の人や

団体にも光を当ててきた。

朝 日 賞 贈 塁 式

209

ジヤンル 全般

開始年 [西暦] 1929年

主催 倶力朝日新聞文化財団

本プログラム

開始の経緯

朝日新聞社の創刊50周年記念事業の一つとして1929年に創設。広く文化の各方
面にわたって功績者を調査して顕彰する制度は、当時、欧米ではすでに珍しいも

のではなかったが、日本では学士院による学士院賞以外には目立つたものがなか

つた。この点に留意し、日本文化の向上をめざして設定された。

本プログラムの 1929年 元日の社告には、「その年度年度におけるわが国文化の貢献者一たとえ
ねらい     ば科学、芸術、スポーツ、航空その他各方面に偉大なる功績ある人々を求めて、

これを贈呈する (要旨)」 とある。その後、社会福祉部門、スポーツ部門が、朝
日社会福祉賞、朝日スポーツ賞として独立したが、それらを含め、賞の目的は変
わつていない。

本プログラムの 朝日賞の候補者推薦は、広く全国の大学、学会、研究機関の責任者をはじめとす
特色      る3000人を超える各界の有識者に依頼。集まった候補者の業績を朝日新聞社の

取材網をフルに動員して調査し、社内での数次に及ぶ選考会で絞り込みをかけた

うえ、朝日新聞文化財団朝日賞選考委員会が受賞者を決定する。

賞の種類

[各賞の名称]

朝日賞

関係賞として 朝日賞スポーツ特別賞 朝日スポーツ賞 朝日社会福祉賞

受賞者への

アフターフォロー

本プログラムに 朝日新聞社 文化企画局文化メセナ部
関する照会先  〒104-11 東京都中央区築地5-3-2

Te:.03-5540-7453

n
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210
出光音楽賞 1推薦

テレビとリンクした音楽賞を積極的に推進する。

第7回 'it*n*-
ジャンル 音楽

開始年 [西暦] 1990年

出光興産い

テレビ朝日

主催

後 援

本プログラム

開始の経緯

「出光音楽賞」は出光興産提供のテレビ番組「題名のない音楽会」の放送25周年

を記念して1990年に制定された音楽賞。

本プログラムの 主にクラシックの音楽活動を対象に、育成という観点から意欲、素質、将来性な
ねらい     どに重きを置き、原則として30歳以下の新進の音楽家を顕彰している。さらに、

1995年には「出光音楽賞」が5周年を迎えたのを機に、新たに「出光音楽大賞」

を創設した。こちらは年齢制限を設けず、きわめて顕著にして斬新な業績をあげ

た音楽家に贈られる。

本プログラムの 「出光音楽賞」、「出光音楽大賞」とも、いすれの賞についても選考は、各分野を
特色      代表する選考委員で行われる。また、受賞者は例年どおり「題名のない音楽会」

(テ レビ朝日系列毎週日曜日午前9時～9時 30分に放送)で紹介される。なお、
賞金として「出光音楽賞」には300万円、「出光音楽大賞」には500万円を贈っ

ている。

賞の種類

[各賞の名称]

出光音楽賞 出光音楽大賞

受賞者への   ●テレビにて受賞者を紹介 (テ レビ朝日「題名のない音楽会」にて)
ァフターフォロー●受賞者を集めコンサートを実施する場合もある (5周年を記念して1995年に

実施)

本プログラムに

関する照会先

出光興産榊 総務部 広報課 Te!.03-3213-3115
テレビ朝日制作局 Tel.03-3405-3611

一
　

一

け―
ド
ー

●
。い
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伊藤園お～いお茶新俳句大賞 1公募

若い世代中心に、時代に合った「俳句文芸」の普及に貢

献する。

211

ジヤンル    文芸 (俳句)

開始年 [西暦] 1989年

主催 腕伊藤園

本プログラム

開始の経緯

伊藤園は、1985年 に日本の伝統的な飲み物である緑茶の缶飲料化に初めて成功
し、発売を始めた。その発売5周年記念の話題づくりとして、缶のパッケージを
市民のコミュニケーションメディアとして開放することを考え、大衆文芸の象徴
である「俳句」をテーマにしてコンクールを開始した。

本プログラムの 缶のパッケージに俳句を載せて販売するユニークさが若者うけすることを前提に、
ねらい     伝統文化離れが叫ばれる若い世代にも、その素晴らしさを再認識してもらいたい

との考えから始めた。そして、この「誰もが参加できる俳句コンクール」を長期
的に実施し、多くの人々の文芸活動を側面から支援することで、社会に貢献した
いと考えている。

賞の種類

[各賞の名称]

文部大臣賞 (1名、副賞50万円ほか)、 大賞 (部門別合計8名、副賞20万円ほ
か)、 優秀賞 (部門別合計55名、副賞5万円ほか)。 そのほかに審査員奨励賞、後
援団体奨励賞、ユニーク賞、秀逸があり、合計300名が入賞。

受賞者への   ●過去の入選入賞者とのDMなどによる定期的なコミュニケーション (年2回 )
アフターフォロー●その他、上位入賞者の発表パーティー招待、書籍の出版など

本プログラムに

関する照会先

榊伊藤園 マーケティング部
〒102 東京都渋谷区本町3-47-10
Tel.03-5371-7177

本プログラムの 季語や定型にこだわらず5,7・ 5の リズム感で自由に俳句をつくろうと呼びかけ、
特色      ネ賞つが「o～いお茶」のパッケージで発表されることもあり応募が年々増加。

今年度の第8回では国内はじめ世界40か国から53万句以上の応募があり、創作
作品の公募としては日本最大規模。応募者も熟練者初心者問わす幼児からお年寄
りまでと多彩。教育の現場などでも活用され、俳句大衆化とともに生涯学習の意
味でも貢献している。
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岩手日報文学賞 1公

募

啄木、賢治の優れた文学研究の顕彰。

ジャンル 文学

開始年 [西暦] 1985年

主催 岩手日報社

本プログラム

開始の経緯

岩手日報創刊110周年を記念した文学賞。啄木賞、賢治賞、随筆賞の3賞から成

る。

本プログラムの 岩手県が生んだ歌人・石川啄木と、詩人・宮沢賢治を顕彰し、2人の文学研究を

ねらぃ     いっそう深めてもらうために設定。随筆は、岩手県内で随筆を書く機運を盛り上
げ、作品向上をはかること。なお、啄木賞、賢治賞は自

。他薦を問わない。随筆

は県内在住者が対象。

本プログラムの

特色

文学賞の啄木賞、賢治賞、随筆賞の受賞者に正賞として、盛岡市出身の彫刻家舟

越保武制作のブロンズ像、「エリカ」を贈っている。

賞の種類

[各賞の名称]

石川啄木賞 宮沢賢治賞 随筆賞

受賞者への   ●啄木賞、賢治賞受賞者には研究の進展や話題があった場合に寄稿を依頼してい
ァフタ_フォロー る。

●随筆賞は、「みちのく随想」のレギュラーメンバーとして年に1回の寄稿を依頼

してしヽる。

本プログラムに 岩手日報社 学芸部
関する照会先  〒020 岩手県盛岡市内丸3-7

Tei.019-653-4111
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扇町ミュージアムスクエア戯曲賞
(OMS戯曲賞)

公募
21う

関西の若手・ 中堅劇作家への励み と刺激 となるプログラ

ム。

ジャンル    戯曲

開始年 [西暦] 1994年

主催

協賛

鞠アーバネックス

扇町ミュージアムスクエア

大阪ガス蜘

本プログラム

開始の経緯

1993年 3月より、扇町ミュージアムスクエア10周年事業をスタート。単にお祭
りに終わらせることなく、あとに残るものにしたいという思いから、1年半にわ
たり数々の企画を実施した。その中核となったのが「扇町ミュージアムスクエア
戯曲賞」の創設であった。

本プログラムの 従来より実施されている演劇にかかわる賞は、東京中心の選考であり、加えて
ねらしヽ    「テアト回・イン。キャビン戯曲賞」が1992年 に終了したため、関西の劇作家

の顕彰の機会は乏しくなる一方であつた。そのような状況下、次代を担う新たな

劇作家の発掘と同時に、すでに評価のある中堅劇作家への刺激を意図し、この賞
を創設した。

本プログラムの 関西に在住または関西を主たる活躍の場とする劇作家からの応募作品を対象にし
特色      ており、①前年に書き下ろしのうえ上演された作品のみが対象、②選評、選考経

過と受賞作品を掲載した本を扇町ミュージアムスクェアから出版、③大賞受賞作
品は扇町ミュージアムスクエアのプロデュースにより翌年度に再演、という特色
を備えている。賞の意義を広くアピールするという姿勢において、顕彰したら終
わりというタイプの賞とは一線を画している。

賞の種類

[各賞の名称]

大賞 佳作 (各 1作品)

受賞者への   ●大賞受賞作品を扇町ミュージアムスクエアのプロデュースにより翌年度に再演
アフターフォロー●毎回受賞作品を選評選考経過とともに掲載した本を出版

本プログラムに 扇町ミュージアムスクエア
関する照会先  〒530 大阪府大阪市北区神山町1-11

Te:.06-361-0088
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紀伊國屋演劇賞 1推薦

数多くの演劇人を生んだ伝統ある賞。

演劇 (現代演劇)ジャンル

開始年 [西暦] 1966年

主催 腕紀伊國屋書店

本プログラム

開始の経緯

1964年 に紀伊國屋ホールを開設し、現代日本における文化・芸術の交流の場と

して役立つことを念願としてきたが、さらに新しい芸術創造の進展に寄与するた

めに1966年に同賞を設定した。

本プログラムの

ねらい

現代演劇の各ジャンルに対して賞を贈り、演劇界発展に寄与するとともに、各ジ

ャンルの新人の発掘をつねに心がけている。

本プログラムの 1993年 より、紀伊國屋演劇賞を永続させる目的で社内に演劇振興基金を設けた。

特色

賞の種類

[各賞の名称]

団体賞 個人賞

受賞者への

アフターフォロー

本プログラムに

関する照会先

欄紀伊國屋書店 事業部事業課
〒160 東京都新宿区新宿3-17-7
Tel.03-3354-0141

イ
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京都賞
215

推薦

｀
人をたたえる

″
京都賞。

ジャンル 全般

開始年 [西暦] 1985年

主催 働稲盛財団

本プログラム

開始の経緯

京セラ鞠の創立25周年を機に創立者稲盛和夫氏のかねてよりの「人の為、世の

為に役立つことをなすことが、人間として最高の行為である」という人生観を具

現化すべく、私財約200億円を醸出して稲盛財団を設立し、人類の進歩、発展に
いささかでも貢献したいと考え、京都賞を創設した。

本プログラムの 科学技術と人類精神の調和的発展を願い、現代の「知」と「芸術」の創造的活動
ねらぃ     に積極的に貢献したく、先端技術や基礎科学ならびに精神科学・表現芸術の部門

で著しい貢献をした人々をたたえ、国際的に権威ある賞として育成していく方針

である。

本プログラムの 京都賞3部門で毎年授賞対象分野を設定して、各部門に1賞合計3賞が贈られる国
特色      際賞である。受賞者には金メダル、賞状および1賞当たり賞金5000万円合計1億

5000万円が贈られる。偉大な業績はもとより、人柄にも目を向けて受賞者を審
査選考している。また一般市民の啓発に役立つように、京都に来て授賞式のみな

らず記念請演会やワークショップで請演することが授賞条件となつている。

賞の種類

[各賞の名称]

京都賞―先端技術部門 基礎科学部門 精神科学・表現芸術部門

受賞者への   ●記録年本・ニューズレターの送付
ァフターフォロー●毎年の受賞者の決定通知

●毎年の京都賞授賞式への招待状送付

本プログラムに (財稲盛財団 広報課
関する照会先  〒600 京都府京都市下京区四条通り室町東入ル 函谷鉾町88

Te!.075-255-2688
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キリン コンテンポラリー・アワード  1公募

原石は出会いで光る。

ジヤンル    全般

開始年 [西暦] 1990年

主催 キリンビール脚

本プログラム

開始の経緯

1987年 に複合文化ビル「キリンプラザ大阪」を創設し、現代芸術を中心とする
ユニークなイベントを開催してきた。現代芸術のよりいつそうの活性化をめざす

ため、若い才能あるアーティストの発掘・支援・育成を目的として、1990年 に
「キリンプラザ大阪コンテンポラリーアワード」として出発。1993年に名称を
変更し現在にいたる。

本プログラムの 若い才能を応援し、若いアーティストが台頭することで、アート界全体も活性化
ねらぃ     し、アートを通して社会にたえず新しい価値感を提供していく。

本プログラムの ジヤンルを問わず、また既成の概念ではとらえきれないようなアート作品の応募
特色      を期待。応募はすべてビデオテープに収録。これは、プレゼンテーションの力も

あわせて見るためである。受賞者にはキリンプラザ大阪やキリンアートスペース

原宿での作品発表の場を提供するなど、受賞後の活動を支援していくのが大きな

特色。

賞の種類

[各賞の名称]

最優秀作品賞 優秀賞 奨励賞

受費者への   ●最優秀作品賞 次年度かならず個展開催
ァフターフォロー●その他の賞 適宜グループ展や個展の開催 公演等の開催 受賞後の活動全般

への支援

本プログラムに キリンビール榊 広報部 社会貢献室
関する照会先  〒104 東京都中央区新川2-10-1

Tel.03-5540-3451

轟
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ジャバン・アート・スカラシップ 1公
募

若手アーティス トの発掘・育成を目的 とした空間アー ト

のコンテス ト.

217

ジャンル インスタレーション

開始年 [西暦] 1990年

主催 ジャパン・アート・

スカラシップ実行委員会

シヤチ八夕工業鞠協 賛

本プログラム

開始の経緯

シヤチ八夕工業は、文化的道具としての文具を扱つていることから、「生活文化

価値創造企業」をめざしている。そのため、時代の求める新しい価値を創造し、

生活文化の向上に貢献していきたいと考えている。その方針のもと、可能な範囲

で文化活動への支援を行い、新しい文化を育てていく一つの方法としてスタート

させた。

本プログラムの 素晴らしい感性と構想を持ちながらも、経済的な理由などで作品化する機会に恵
ねらぃ     まれない若手アーテイストを、継続的に支援していく方法として生み出された新

しいアートのコンテストである。

本プログラムの

特色

東京・青山スパイラルガーデンのアトリウムという特定の空間 (直径 13m、 高

さ15m)を意識した制作・展示のプランを募集し、グランプリ受賞者には制作
展示費として1000万 円が援助されるというもので、完成した作品はスパイラル

ガーデンに展示される。

賞の種類

[各賞の名称]

グランプリ

受賞者への   ●受賞作品の制作展示費の支援
ァフターフォロー●完成作品の展示会の開催

本プログラムに ジヤバン・アート・スカラシツプ実行委員会 事務局
関する照会先  〒107 東京都港区南青山5-6-23 スパイラル内

Tel.03-3499-3922
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218 JOMO童話賞 1公
募

あなたのこころの世界を、童話にしてみませんか。

ジヤンル    倉」作重話募集

開始年 [西暦] 1970年

主催 株)ジャパンエナジー

本プログラム

開始の経緯

共同石油時代の1970年 9月に、企業テーマ「こころのかようおつきあい」「ここ
ろのふれあい」の趣旨にあった企業イメージアップの一環として、この企画が始
まつた。なお、企業合併により石油関連ブランド名「JOMO」 をタイトルとし
た。

本プログラムの 入賞作品集「童話の花東」は福祉施設や母子家庭・幼稚園等に寄贈するなど、同
ねらい     社の営業面とは完全に切り離した、企業文化活動の一環として位置づけている。

本プログラムの 400字詰原稿用紙5枚以内という短編であり、誰もが応募しやすい、童話作品制
特色      作の登竜門的な存在となつている。応募者全員に入賞作品集「重話の花束」を贈

呈する。

賞の種類

[各賞の名称]

一般の部/最優秀賞 優秀賞 佳作 努力賞
児童の部/児童賞 努力賞

受賞者への   ●授賞式・パーティーに招待
アフターフォロー●選考委員である俳優の岸田今日子による入賞作品の朗読テープの贈呈

本プログラムに (榊ジャパンエナジー 総務部広報担当
関する照会先  〒105 東京都港区虎ノ門2-10-1

Tel.03-5573-6105
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新日鉄音楽賞 1推
薦

219

若手クラシック演奏家にチャンスを。

7回 新日鉄音楽賞 授賞バーティ・

ジャンル クラシツク音楽

開始年 [西暦] 1990年

主催 新日本製鐵欄、回新日鐵文化財団

本プログラム

開始の経緯

新日鉄音楽賞は、1990年 4月、新日本製鐵創立20周年と同社提供のラジオ番組

「新日鉄コンサート」 (ニツポン放送制作・全国11局ネット)放送35周年を記念

して、将来を嘱望される若手クラシック演奏家ならびに音楽文化の発展に携わる

方々にささやかなりとも役立ちたいと念願し創立した音楽賞。

本プログラムの 新日本製鐵はかねてより学術・芸術・スポーツ等の振興を通じて社会との交流を

ねらい     深めてきた。とくに音楽分野では「新日鉄コンサート」さらに1995年4月にオ
ープンした「紀尾井ホール」そして「新日鉄音楽賞」によりまさに三位一体のも

のとして活動を展開し、今後とも音楽文化振興を通じた文化芸術活動への支援を

いつそう進めていく。

本プログラムの

特色

新日鉄音楽賞は、将来を期待される優れたアーティストを対象とし技術だけでな

く音楽性・将来性を重視し広い範囲から選出、その年の最優秀者1人に贈るフレ

ッシュアーティスト賞と、クラシック音楽の演奏家に限定することなく、幅広い

ジャンルのなかから、わが国の音楽文化の発展に大きな貢献を果たしてきた方に

贈られる特別賞から成り、フレッシュアーテイスト賞受賞者には新日本フィルと

の受賞記念コンサートの機会が与えられる。

賞の種類

[各賞の名称]

フレッシュアーテイスト賞 特別賞

受賞者への   ●フレッシュアーテイスト賞受賞者には新日本フィル八―モニー交響楽団との共

ァフターフォロー 演による受賞記念コンサートを開催

本プログラムに

関する照会先

新日本製鐵欄 秘書部広報センター
〒100-71 東京都千代田区大手町2-6-3
Tel.03-3275-5015

I‐
■
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全国舞踊コンクール 1公募

すべての舞踊部門を網羅した歴史ある舞踊コンクール。

舞踊 (邦舞、クラシックバレエ、

現代舞踊、創作舞踊、児童舞踊)

ジャンル

開始年 [西暦] 1939年

主催

協賛

東京新聞

日本舞踊協会、日本バレエ協会、

現代舞踊協会、全日本児童舞踊協会

本プログラム

開始の経緯

東京新間の前身、都新聞 (新聞統制令により1942年 国民新聞と合併、東京新聞
となる)は舞踊界と密接な関係にあった。当時すでに音楽コンクールが行われて
おり、同社としては舞踊を通じての芸術文化の発展をとの考えから舞踊界に働き
かけ実現した。

本プログラムの

ねらい

日本の舞踊芸術発展向上のため、次代を担う舞踊家の発掘育成を目的とする。と
くに底辺の拡大には意をそそいでおり、優秀な舞踊家の育成を通じ指導層の強化
もねらつている。

本プログラムの 多くのコンクールが行われているなかで最も歴史が古く、これまでに国内、国外
特色      で活躍している多くの舞踊家を生み出した。またすべての舞踊部門を網羅したコ

ンクールは世界に例がなく、参加には何の制限も設けられていない。

賞の種類

[各賞の名称]

コンクール賞、文部大臣奨励賞、東京都知事賞、各舞踊協会賞、石井漠賞、高田
せい子記念賞、指導者大賞、平岡斗南夫賞、平多正於賞、河藤たつろ記念団体奨
励賞、童心賞、みやこ賞、ルフト八ンザドイツ航空賞、パレエ奨励賞

受賞者への   ●秋に「上位入賞者によるアンコール公演」を開催、3位までの入賞者、入賞団
アフターフォロー 体を広く紹介している。

本プログラムに 東京新聞事業局舞踊コンクール係
関する照会先  〒100 東京都千代田区内幸町2-1-4

Tel.03-3595-4834

■
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日伊声楽コンコルソ 1公
募

参加者のなかから欧米一流オペラ劇場に出演できる歌手

が多く生まれている。

221

ジャンル    声楽コンクール

開始年 [西暦] 1965年

主催 読売新聞社 日伊音楽協会

協賛

本プログラム

開始の経緯

日伊音楽協会は、日伊両国間の音楽交流により理解と協力をはかることを目的と

して1964年 に設立された。イタリアが歌とオペラの国であるため会員のほとん

どが声楽家であり、必然的に声楽に関連した事業がいろいろと検討された結果、

当時少なかつたコンクールの実施が選ばれた。そして、文化の国際交流に意欲を

持つ読売新聞社の全面的協力を得て出発することとなつた。

本プログラムの 倉」設当初はまだ日本人歌手のレベルは欧米の歌手に比してかなりの差があつた。
ねらい     歌やオペラの本場といわれるイタリアに留学して良い勉強をしてもらい、その成

果を日本に持ち帰ってわが国オペラ界の発展に寄与してほしいというのが初期の

ねらいであり、かなリレベルの上がった今日でも、その必要性は決して弱まって

いない。

本プログラムの 日伊両国間の音楽的交流が根本にあるため、文字どおり声楽家のコンクールであ
特色      り、内容的には日本人がイタリアの歌、オペラ・アリアを歌い競うことに特色が

ある。すなわち参加者は日本人に限り、演奏する曲はイタリアの歌、イタリア・

オペラのアリアのみに制約されている。そして1位入賞者にはイタリアに留学す

るチャンスが与えられている。1997年までに33回実施。

賞の種類

[各賞の名称]

外務大臣賞 文部大臣奨励賞 読売新聞社賞 日伊音楽協会賞 イタリア文化会
館賞 日伊協会賞 アリタリア航空賞 藤原義江賞 奥田良三賞

受賞者への   ●入賞者コンサートヘの出演
アフターフォロー

本プログラムに 日伊音楽協会 事務局
関する照会先  〒106 東京都港区西麻布4-16-13西 麻布28森ビル8F

財日本オペラ振興会内

Tel.03-5466-3185

0
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1推
薦ニツセイ・バツクステージ賞

この賞を「裏方さん」の励みや目標に育てていきたい。

ジャンル    舞台芸術

開始年 [西暦] 1995年

主催 闘ニッセイ文化振興財団

本プログラム

開始の経緯

ニツセイ文化振興財団は永年にわたる日生劇場の運営を通じて、「舞台芸術は総

合芸術であり、多くの分野の人材の結東と能力発揮により成立する」と考えてい

る。しかし表舞台に立つ演技者・演奏家は評価される機会が多い反面、舞台の基

礎を支える技術者=広い意味の「裏方さん」はなかなか注目されにくいのが現状
であり、本プログラムを開始した。

本プログラムの

ねらい

本賞創設の原点は、「みごとな舞台は、この道―筋に黙々と精進努力をされてい

る裏方さんたちなくしては実現できない」という認識のもと、とかく陽が当たら

ず後継者が育ちにくい裏方さんに光を当て、永年のこ労苦に報いたいという舞台

芸術界関係者の熱い思いを、ニッセイ文化振興財団がその一部でも具現したいと

考えた点にある。

本プログラムの 本賞は、舞台芸術の「裏方さん」に新しい息吹を送り、優れた舞台づくりと才能
特色      豊かな人材の育成のための一助になればと願い、ふだんは黒衣に徹し、決して舞

台上に姿を見せない裏方さんを「主役」としている。受賞者には賞金だけでなく、
70歳以降毎年50万円の年金を終身支払うのが特色。母体企業の事業も活用した、
ユニークな賞である。

賞の種類

[各賞の名称]

ニツセイ・パックステージ賞

受賞者への   ●受賞者へ、70歳支払い開始年金年額50万円を終身支給
アフターフォロー

本プログラムに

関する照会先

財ニッセイ文化振興財団 事務局
〒100 東京都千代田区有楽町1-1-1
Te:.03-3503-3111
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50顕彰・コンクールプログラム紹介

日本テレビシナリオ登竜門 1公
募

223

もっとも応募数の多いシナリオコンクール。

ジャンル シナリオ

開始年 [西暦] 1995年

主催 日本テレビ放送網佛

本プログラム

開始の経緯

読売文学賞「戯曲賞」が対象作品を映像作品のシナリオにまでひろげて「戯曲・

シナリオ賞」になつたことにともない、テレビドラマのシナリオ新人作家公募部

門として、1995年 より新設した。

本プログラムの テレビドラマの制作において非常に重要なパーツである脚本家の発掘をねらいと
ねらい     する。受賞者と日本テレビのスタツフが共同作業を行い、日本テレビのドラマを

書けるパートナーとして育成していく。

本プログラムの 日本テレビのプロデューサー、ディレクターが直接全応募作品の選考にあたるな
特色      ど、日本テレビの社員による手づくりの賞である。選考においては、若手社員の

意見が十分にくみいれられ、未完成でも、魅力あるもの、フレッシュな感性があ

ふれるものが求められる。なお、大賞作には賞金500万円、優秀賞作には賞金

100万円が贈られる。

賞の種類

[各賞の名称]

大賞 優秀賞

受費者への   ●プロデューサーとの共同作業により、受賞作品のドラマ化を実現する。
ァフターフォロー●深夜の時間帯のドラマのシナリオを書く機会を与える。

本プログラムに 日本テレビシナリオ登竜門 事務局
関する照会先  〒102-40 東京都千代田区二番町14

Tel.03-5275-1111

●
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日本フアンタジーノベル大賞 1公募

日本における「ファンタジーノベル」という分野を確

立 !

ジャンル 文学

開始年 [西暦] 1988年

主催

後援

三井不動産販売榊 読売新聞社

欄新潮社
ヤ 11・ v′ 争 ザ

本プログラム

開始の経緯

日本フアンタジーノベル大賞は、三井不動産販売「創立20周年記念事業」の一

環として創設された。同社の主要な顧客である「都市生活フアミリー」層に、近
代化にともなつて失われつつある夢、冒険、ロマンを思い出してもらいたい、と

の願いを込めた。

本プログラムの

ねらい

子供のためのメルヘンではなく、大人も子供も楽しめるフアンタジーノベルとい

う新たな世界 (ジャンル)の開拓に挑戦する。その結果、「夢の世界」を描ける、
才能ある新人作家にチヤンスの場を提供する。成人式を迎えた若い同社とともに、
21世紀に向かって成長していく賞にしたいと考えている。

本プログラムの

特色

第1回受賞作「後宮小説」の酒見賢一、第2回受賞作「楽園」の鈴木光司、第3回
受賞作「パルタザールの遍歴」の佐藤亜紀など、数々の作家を輩出している。第
6回受賞作「鉄塔 武蔵野線」は映画化され、1997年夏に東京・大阪などで回
―ドショー公開された。1997年で第9回を迎え、質の高い文学賞として定着し
てきた。受賞作は新潮社が単行本として発行。選考委員は、荒俣宏、安野光雅、
井上ひさし、矢川澄子、椎名誠。

賞の種類

[各賞の名称]

大賞 (賞金500万円と記念品)優 秀賞 (賞金250万円と記念品)

受賞者への   ●授賞式への招待
ァフターフォロー●受賞作品を単行本として発行

本プログラムに

関する照会先

三井不動産販売鞠 広報室
〒163-04 東京都新宿区西新宿2-1-1 新宿三井ビル
Tel.03-5381-4062



50顕彰・コンクールプログラム紹介

びあフィルムフェスティバル (PFF)  1公募

若い才能とエネルギーを応援。

225

ジャンル 映画

開始年 [西暦] 1977年

主催 ぴあ鞠

協賛 WOWOW日 本衛星放送
欄ジャストシステム

NTTDoCoⅣlo

本プログラム

開始の経緯

ぴあフィルムフェスティバルは東映大泉撮影所にて1977年に行われたイベント
「第1回ぴあ展」 (映像部門)の一企画としてスタート。情報誌「ぴあ」を通じて
公募した作品をぴあスタッフが審査し、オールナイトで上映、これがぴあフィル

ムフェスティバルの幕開けとなり、1997年で20周年を迎える。

本プログラムの びあフィルムフェスティパルは、映画の新しい才能の発見と育成をめざしスター
ねらい     卜した、情報誌「ぴあ」の主催する映画の未来に向けてのムーブメントである。

インディベンデント映画のつくり手を広く世界に紹介するとともに、内外の知ら

れざる秀作を上映している。つくること、見せることの可能性をつねに追いかけ

ている。

本プログラムの

特色

ぴあフィルムフェスティバルの大きな位置を占めるのがコンペティション部門｀`
PFFア ワード

″
である。過去19回で集まつた作品は8mm、 16mm、 ビデオな

ど合わせて8299本。入選作品は320本 にもなる。森田芳光監督、塚本晋也監督、
橋口亮輔監督、失口史靖監督など日本映画を支える多くの監督がPFFの 入選を経
て活躍している。また入選作品は毎年12月 に日比谷シャンテにて上映され、そ
の後各地で上映される。

賞の種類

[各賞の名称]

「PFFア ワード」グランプリ 準グランプリ 審査員特別賞 WOWOW賞  ジ
ャストシステム賞 シヤンテ賞

受賞者への   ●受賞者のなかから将来最も期待されるフィルムメーカーに、オリジナル長編映
ァフターフォロー 画の製作を依頼する ｀`PFFスカラシップ″を実施

本プログラムに ぴあ榊 広報部
関する照会先  〒102 東京都千代田区三番町5-19

Tel.03-3265-1836

~~]
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226 「3.3m2展」 公募

ただ作品だけをつくり続ける人たちにしか価値のない、

賞金も賞品も出ないコンペティション

ジャンル グラフィックアート 写真

開始年 [西暦] 1992年

主催 ガーディアン・ガーデン

本プログラム

開始の経緯

ガーディアン・ガーデンは若手表現者に対し表現の場を提供すルと
こっ嗜で、彼ら

の

ステップアップを応援しようと設立され、その一環として、「3.3m2展 」|まスタ

ートした。多くの人にチャンスを与えようと、最初は33m2という限られたスペ
ースで作品を発表してもらい、さらに優れた人には個展会場を提供している。

本プログラムの

ねらい

作品―点―点の優劣を競う公募展ではなく、作家個人の資質、制作活動に対する

姿勢を評価しようという考え方をベースにしている。そのため、応募にあたつて

は出品作品のみならず、過去の制作活動をまとめたポートフォリオを提出しても

らい、それを全審査員がチェックし、応募者全員にアドバイスをフィードバック

している。

本プログラムの

特色

「3.3m2展」は、ガーディアン・ガーデンでの個展開催を最終目標とした公募展

である。ポートフォリオによる1次審査に通過した十数名がそれぞれ3.3m2のス

ペースの中で作品を構成し、発表。会期中には出品者と審査員が直接対話をする

2次審査会を公開で開催し、グランプリには1年間後に個展開催が約束される。

賞の種類

[各賞の名称]

グラフィックアート/入選 (十数名)、 グランプリ (1名 )
写真/入選 (十数名)、 グランプリ (1名 )

受賞者への   ●グランプリ受賞者にガーディアン・ガーデンの1フロアを個展会場として提供
ァフタ_フォロ_●入選者を中心に、作品を掲載した「ガーディアン・ガーデン作家フアイル」を

作成し、リクルート社内外に配付、作家に仕事の紹介を無償で実施

●入選者のなかから、国 大学院進学者を対象に、奨学金を給付

本プログラムに ガーディアン・ガーデン
関する照会先  (榊リクルート リクルートクリエイティブセンター運営)

〒104 東京都中央区銀座8-8-18 ギンザ・ガーディアン・ガーデンピルBl
Tel.03-5568-8818

麒鮨
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VOCA展「現代美術の展望

― 新
しい平面の作家たち」

227
推薦

The Vision of Contcmnoraru Ar

若手美術作家の育成、支援。

ジャンル    美術

開始年 [西暦] 1994年

主催 「VOCA展」実行委員会
側1日本美術協会 上野の森美術館

第一生命保険(桐協賛

本プログラム

開始の経緯

第一生命の社会貢献活動の専任部署である社会文化事業室が発足したことを機に

音楽、演劇に加え、新規メセナ事業として、未着手であった美術に取り組むこと

になった。外部の美術専門家との検討のなかで、日本企業の美術に対する取り組

みが遅れていることや、若手美術作家への支援が手薄であることから、現在の

VOCA展の基本となる構想ができた。

本プログラムの 国際的にも通用する将来性のある着手美術作家を全国から広く求め、紹介するこ
ねらい     とがこの展覧会のねらいである。若手美術作家を支援することが、若手美術作家

の励みとなり、ひいては日本の現代美術の発展につながるものと期待している。

若手美術作家の発表の場を増やすことと、現代美術の鑑賞者を増やすこともねら

いとしている。

本プログラムの

特色

40歳以下の作家を対象とし、作品は美術の原点ともいうべき平面に限定してい
る。日頃より親身で公平な立場で作家たちと接触している全国の学芸員や研究者 .

ジャーナリストに推薦された作家に展覧会への参加を依頼し、出品された全作品
を展示する。VOCA賞、VOCA奨励賞受賞作品は第一生命が所蔵し、同社ギヤラ
リーで一般に公開する。ただし本展の主眼は、賞の選定よりも幅広く現代美術を
追求していくことにある。

賞の種類

[各賞の名称]

VOCAtt VOCA奨 励賞

受賞者への   ●第一生命南ギヤラリーでの個展開催 (ギヤラリーの無償提供等)
アフターフォロー

本プログラムに 第一生命保険(劉 広報部 社会文化事業室
関する照会先  〒100 東京都千代田区有楽町1-13-1

Tel.03-5221-3242
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228
安田火災美術財団奨励賞展 1公募

公募団体をベースにしたわが国唯一の新進作家のコンペ

ァ ィシ ョン。

ジヤンル 絵画と彫刻

開始年 [西暦] 1977年

助安田火災美術財団主催

本プログラム

開始の経緯

安田火災美術財団 (美術館)の設立・開館は1976年のことであるが、翌年度の
事業計画で新進作家に対する育成援助として「安田火災美術財団奨励賞」を創設

した。自主運営による公募展は行わず、公募展を開催している美術団体に賞の選

考を委任し、賞状・賞金を授与する方法をとつている。

本プログラムの 新進作家の創作意欲を刺激し、日本美術界に清新の気を注入して、世界に伍する
ねらい     美術水準を期待する意図を持つものである。各公募団体で本賞を受賞した作家の

新作を安田火災東郷青児美術館に集め展示し、各団体の代表作家に競わせるとい

う「安田火災美術財団奨励賞展」も毎年開催し、1996年 で第15回を迎えた。

本プログラムの 二つの段階に分けることができる。第一段階は各公募展での代表作品 (絵画・彫
嬌色      刻)の選出であり、第二段階は、その作家の新作による他流試合ともいうべき
'‐
~     

「奨励賞展」における競い合いである。そこでは優秀賞、秀作賞が選出される。
これらの賞に選ばれることはたいへん名誉なことであり、画歴に刻まれる。現在
実績を有し社会的に貢献度の高いと考えられる30の公募団体が対象である (彫
刻の展示は隔年)。

賞の種類

[各賞の名称]

安田火災美術財団奨励賞 (展 ) 優秀賞 秀作賞

受賞者への   ●個展、グループ展等の開催
ァフターフォロー●各公募団体における推挙

本プログラムに (財安田火災美術財団

関する照会先  〒160 東京都新宿区西新宿1-26
Tel.03-3349-4747

ご」■■
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企業・企業財団の顕彰・コンクールー覧

■アート界における企業および企業財団が主催あるいは協賛するプログラム

名をジャンルごとの一覧にて掲載する。

■アートのジャンルは本特集の対象である「音楽」「美術・デザイン」「舞台

芸術」「映像」「文芸」とし、複数のジャンルにまたがるプログラムは「全

般」とした。

■ここで掲載するプログラムは、第 1章の「メセナ活動実態調査」、第 4章

の「企業財団のメセナ活動調査」にて回答のあったプログラムである。ま

た、前述の「顕彰・ コンクール事業を支える主催者」「顕彰・ コンクール

プログラム紹介」で紹介したプログラムも掲載した。
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慟)アサヒビール芸術文化財ロ

出光興産犠

1株|イ ムス

樹エー・ビー・シー菫楽振興財団

1li'エ ー・ビー ソー言葉振興財□
エッソ石油鶴        |
側|■ ネルキア・′化・スボーツ|オロ

輸音楽鑑賞教育振興会    ||
円1音

'数
百振興町□

鐘紡轄        |   |
illカ ンセイ

キリンピール岬 |  ‐‐‐  ‐■
IJIオキリン7昌社11オ回

財五島記念文化財団  |
1財サントリー占楽所日

繭サントリー番楽剛団||  |||

三洋電機樹

_■■'112

清水建設鞠

アサヒビール音楽賞

イムズ音楽祭

日本音楽コンクール

日本声楽コンクール

コ■‐■一■

主催

1装腰 ||

主催

lЁ権 ||

主催

1輸糠||:||

主催

1華催 ||

主催

1鐵難 111111

協賛

主催

主催|

主催

主催|

協賛

協賛 ||

協賛

協賛 |

主催

圭燿 |

主催

1主雌 |

王催

1主催 |

協賛

1協賞

王催

1主催

工催

1主催

主僻

1主催

i務賛

1主催 |

王催

主催|

■催

主催 ‐

主催

主催

協賛

|I ABC固 際薔楽寅

音楽鑑鐵教育振興論文作文募集

音楽教育振興賞

全日本学生晋楽コンクニル

■
|‐  全日本ビ′́ノ指導者協会ヤングピアニストコンペテインヨン
ABC新人コンサー トオーディション

エネルギア音楽賞

|‐     ピアノデ[]オ作品による国際作曲コンクール

,青 ,■ 1塁設摯蛉  
‐
||    
‐|‐     |‐

人P11'児 童■楽コンクール

国際音楽祭ヤングプラ八

こと十,の国キリン賞吹養
'コ
ンァスト

五農記念文化寅
本川′●白賞

|サントリー音楽賞    |
しすかホールウイオラコンクール

日仏声楽コンタール

サイトウ・■ネンフェスティ八ル・イン・1,本
―ザルツプルグ・イースター・フエスティバル

ー

京都ピアノコンクール

新日枚音楽寅            |‐ ‐
ウィーン占楽コンクールインソャバン

3unkamuralオ ーチャードホール・アワード

イクストー ミレニアム作曲富

東京音楽祭            |
出楽のたネ+賞 (副賞 トヨタ占楽富,
ビティナピアノコンクール   |   |   ‐|

ノィーバリt″ スカランツプ ストラアィ八 |´ ウノ
リソナーし高原書楽祭    ‐   |

古楽教育振興賞

‖,OJEUGlA
●:・|■川‐111‐

中部日本放送(榊

い東急文化村 ||

働東京オペ

聡東京放送  |   |   |
・
~■

'菫
・1・ ■‐

策日本旅客鉄適林)   |
11 ■,´ ― ,、 し

1榊 マイカル
ー‐

■
'1コ
イ・||,I

榊毎日新聞社

'■=ヨ
|.liル :

い毎日新聞社

|・ 1カ

働n三菱信託芸術文化財回
:一 L_「 Ⅲ l

ヤマ八輸

ヤマ八1榊

:‐ や、
~・
考■
‐●

「

■

(榊読売新聞社
/:´| .―  ――■ タ

鶴日フアミリーソング大賞

三菱信託童楽賞 |‐

モービル音楽賞

インターナショナルエレクトーンコンタール

テイーンス_=ユ ーンツクプエステイブヽル

ミュージツク・クエスト  ||‐  ‐||
ミ¬―ジック・クIス ト

日伊声楽コンコルソ   |
AXIAア ーティスト、オーテレンコノ

美術 。デザイン

旭硝子榊

財アサヒビール芸術文化財団

ガラスアート展 ●

催

‘

催

‥

主

‥

主

‐来てみれば」APAN

音楽

朝:lit意
“
                  ABC■ 1,コ ンタ ール

イズミヤは
'    ||  

‐   ‐‐‐      みんなの実行館



60企業・企業財団の顕彰・コンクールー覧

伊藤忠商事絆1                 環境フォヽコンテストヽ                    協賛

|な)イ ムズ         |||‐   ‐‐‐    ‐||九州コンテンポラリーアニトの冒険 |‐    |    ‐    主催
則|エ ネルギア文化・スポーツ財団        エネルギア美′li貢                      王催

|■b島懲豊則榮   ||         1     鹿島彫刻コンク■ル   |||  ||||||  |||||   ||1   主催
関山電力け:                  美 [・美術展                         王催

欄講談社 講談社漫画賞 主催

‐財五島記念文ィし財団         |‐    
‐‐|五島記意文化賞 主催

サントリー榊 サントリー美術館大賞
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主催

JTB JTB旅行写真賞 主催

シャチ八夕工業鞠 ジャバン・アート・スカラシツ 協賛

住友生命保険綺 全日本こども絵画コンクール 主催

第一生命保険鱈 VOCA展
大和1論券1')|

動たましん地域文化財団 たましん財団賞

|,ITYK                      TYK,直 ■員                           協賛

東京ガス犠               ‐  陶芸コンク‐ル
ー
  |‐

|‐                   主催

Ⅲ l′十_                   デジタ,′ ′′|」 二′ _・ =ン
TT― ス幸_・ ´―夕′=´ '一 |ヽ コンースト t催

凸版「|:弓 111                  111雷 感想画中央コンクール                  郵賛

騰トミ‐   |||   |||   ‐|||    ‐‐‐  母の日作品展                         | 十擁

|ヽ ヨタ自動車蛛|                プ リンツPIクランフリ展                 
‐

 覇ξ
日動火災海上保険擦           ‐

||‐  昭和含震 「自動火災賞」
‐
|‐
‐   ‐‐‐    ‐‐         協警

口 ,、アイ ‐■ ・エム誅|            IBMひ わこ■i′ t,iし.晨                    主催‐

協賛

主催

日本航空欄

倶1日本美術協会                二il展                            楡替

動野間奪公会      ||‐   ‐‐|||  ‐|1相模原市児菫・生徒図画展|    1            主催

味|パルコ                   アー′′、ナート                        主催

感美海文化協会           |1    世 界児率画展  |||   |||||| ||||||||  ||||   ||1   墓櫂
東日本ド各鉄通常:               毎日写真コンテス  `                    協賛

ブーブドクリコフォトコンテスト

フィリップモリスアートアワード

協賛

フイリツプ モリス鞠 主催

財ベルサール・ :‐ 1フ I贅′|]館          `]フ T美■■1工 1筐絵画巌                  主催

北海道ガス輸             1    現代版画rl■ンナ‐し展  ||||        |||    1   協賛
伝マイカル                  母の[]似顔絵コンテス  ヽ                  1易 賛

婦毎日新聞社||   ||||    |    1    現代日本彫刻展      |   ||||   |||||  |||1 主催|
‖毎日新ピ11                 現代 [」 本美術展                       王催

腕毎日新聞社 |   |||   ||||   |||‐ 1  女ih陶芸公募展           ||        ||1 主催 |‐‐

1棟毎日新聞社                 ェ門挙ヨ                          主催

嫌毎日新聞社     ‐    ‐    ‐1  日1本国際美1筆展‐‐ ‐||‐   ‐‐‐‐   |        ‐  主健 |
_|1毎 ヨ新間社                 [日 本随姜lr:                         主催

縮毎日新聞社 |||    ||    1       毎日・ DAS学生デザイン賞コンペ   |||||   |||   |1 主催 |
‖.毎日新聞

'土
                 毎日デザイン賞                       イ`岸

住ましヽの絵画コンテスト                 ー
|‐  1協賛

三菱商事榊 アイラフ静岡写生大会 主催

′ビ■・′u閥

1毎日

女流国家協会展・資生堂賞 1鴛資

オリジナル地図コンク‐ル 主催

主 催

::一 ヽ

NECマルチメディアアート大賞

主‐催
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第3章 1特集

|1僕,安田大災美術財団              賀圏火災東郷青児美術館大賞    1             主催

ロオ安円火災美術財回              安「r火 災美.1伸 1□奨Ft■                    主催

財ユニオン造形文化財団           |||ユ ニオン通形デザイン賞                   主催

蜘読売新聞対                 :売 =匡岬マンカ大賞                     王IF
‐‐佛リクルニト (ガニデイアン

ー
｀ガーデン〕  133m2展                      |    |‐ 主催

株琉l=館イ
=                  

りけ,う ざん11型デザイン公雰雇                ■1で :

''′
'一 ′ヽユ _′

''ス

|「口町ミ」―シアムスク Tア)|■‖」ミ 」―_′ アL‐■
'Iア

.■・■員               ■イ

`|‐総イムズ                 
ー
 イムズ芝居  ‐‐   ‐‐|‐                  主催

人|"カ スけ,                   ¬‐,ごjミ i~ノ ア上、ス
`・

.17.■
詢 1員                |■ 1働

榊紀伊國屋書店     ‐        ‐|‐  伊藤驚期賞                         協資

||`|:れ :ザ回
●
ずLl[                11ヤ ■回L■ 1輩 |1賞                        |`=

婦資生堂   |    1           ローザンヌ国際パレエコンクー ,レ             1 協賛

“
喪
=it●
|:                 二′アタ ¬クー :/艤 議賞                   ~I催

トヨタ自動車鵠                 シアターコクーン戯曲賞   |■ |    1          協賛

1'十二ッセ r文 化 11、 111財国            二■7 ‐  ヽ ‐ステー ー宙                i:催
日本アイ・ ビー・エム構    ‐‐    ||‐   アージア・パシフィック・国際パレエコンター ,じ        協資

1日 本アイ・に―・
~ム
ホ1            全 ]′ :ヽハレエ・コンクー

'1′

                  `賛
日本火災海上保険llネ

' |■
‐   |‐ 1       日本パレエ端会コンクール               

ー
  協貰 |

■ポー「 ,′
「
■■4.11,呉町|~1           1_統 IV it,ボ ーフ■                      主僣

騰ヤクル ト本社                全日本バレエコンタール   |    1           協賛

|■ 1読売
'1闇
社                 言弄市●:■ ,、

=                        
主鮮

総 リクルート (カ ーディアン・ガーデン)|   ||ガ ーデイアン・刀―デン演壕11フ ェスティ八ル          主催

‐日本テレビ放遠網軟.              1日 本テレビシナリオ登電門‐1                 主催

ぴあ欄 主催

サ ン ス ンスティテュート ューン・ラ

びあフィルムフェスティパル

榊毎日新聞社 毎日映画コンクール 主催

彩の国・あさ

嫌朝日新聞社                 大佛次郎寓

朝|1放送精                 .■ 1■ .li‐ 1'i:

財石‖[文化事業勤団       ‐‐   ‐|1  路傍の石文学賞・幼少年文字賞               主・if

,林り 藤園                  イ●藤詢 `_― い●1' 'i俳 (¬ 人電               子

“

:

櫻劇ヌ藤忠記念財団   ‐‐||   ‐1       子ども文庫功労賞               ‐‐1      主催

“

イトー []― 力掌              高校生距月1=文                       1:|=
いイトーヨーカ堂               小さな壼話大賞   ‐    ‐| ‐    |    1      協賛

||'I岩手Ll'lil'1                 を手「‖「 ,字宙                       l催
鐘紡箱                     カネポリミセス藉話大賞                   1湯 資

鐘紡|卜|                    =] ●_′ |‐ヽ :メ ンタ |_1 大賞■1イ ボウスヘ _′ ャル     t筆
九州電力株,     |            お茶の間論文募集                      主催

.t… 三
‐`'                作,t,`「                        」

=三
九ナ1電力(榊                  論文募集              1            主僚

舞台芸術

映像
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‖‐
~ヽ

リン希|'11日,F               II.ン フ
~・

■」―■                     ■■

榊講:☆社                     :諷 談社=ッ
セイ賞                        主催

,i==.■ l                 il,'|.|ltノ ン,1ク ラ■=_′ 三                王イ|

枷話憲炎社 |‐                  講談社雲版文4・ 賞    |    |             1主 催

■●置‐411                   出lt小説入■                        三t
雛講談社         |    ‐     野間アフリカ出版賞                     主催

Hi占 F.:|『                    三4′ |「1芸
=■
1賞                       王'ビ

裸 :浄三新聞社                1形 の国 ||あさむ銀行埼玉文学賞               主鰹

,ン |、 |プ ー枡,                 ‐
_′・」」一三ズ子ゴ_■ =                  王催

サントリー釈1                 開高健賞        |    ||   1        協賛

・'~ | ン~●~‐■
=             

」‐/1リ ー学」:賞                       =t
二和酒換傑 |   |||    l        tヽ いちこ文字賞                   ||1  主催

JTB                     JT8 11'′ 子文字■賞                     =堪
JTB                     JT8旅 行文化賞                      主催

|■1資生■                    
‐
、‐I｀
=の
運 t,′ =議 ,ii                  l鳥 資

騰資生学                   現代詩花格軍        |    ‐            主催

`■ ン
‐~‐ 1_:Iナ _'              JOMO童 議員                      1-イ 言

横水化学工業榊   |1            報日作,コ ンクー′し              |   |1 主催

中
=:霞
力●|                  十栞し〕

"作
又コン々―り|フ                   1`=

総1東急又化村    ‐|    ‐|‐ ‐  ‐|‐    BOhkamurallド ウ マゴ文学賞                主催 |

■邦ガス|||                   :二
~咀

「

|.:1こ
|」|1                        1催

日産自動車1擦                 国際アンデルセーン賞 ||‐    
‐||   ‐‐|          |こ う賛

|,,t==,重・●                 |」 モ事■.´ :“
=本 `,1,.■

ン,｀ |´'                 =`「
11本航空機  ‐|    1           世界こどもハイクコンテスト      |    |||   ||‐  主催
iコ I.電 '言 F..111',                N¬

‐
ふれあいトータ人賞                   1●

日本電信電話機 |    |    |||   |1  小川未明文字賞                       協賛

||||||,問奉公:t                 ,ヽ で_■ま|1去賞・■
｀
■                   ■1'

1岬間奉公会                 野間文芸賞・新人賞  ‐    ‐              主催

=|」
.1・ F喜 1't蒔
'               

・
“・ |11菫 ||||十 Fイ 1■                      ,,:`1

東日本旅客鉄通Ⅲ               :売 売小中学生作文コンクー,レ   ||    |    ‐|‐     協賛
二 1‐ ■■                  .■ |′ ネス _1■′盟露本11                    ・■11

蠅・41]新聞ネt  l‐     ||         「小さな菫話」大賞                      主管

,■1!|1新 聞'1                 1'■ _=雪―:.I                        I 11
蜘■Fl日疑聞社                ‐ 毎「礎 話新人賞 ‐‐                      主催

三 |l f ttt産 肋_■ |■||               |||フ アン
'｀

_'一 ′ 、 ・~=                 主催

婦読売新聞社                 :発 売文学富           1             主催

■チ '=_:|‐≧:|:                  ロイヽフアンタ_――ノヘ
||‐
賞                 王●

ルイ・ヴィートン・ジヤパン爛
‐    ‐    す沢クローデル露                  ‐‐‐   =催

町朝日 ]1聞 文1`財 団              朝日賞                           I催

は,赫 :|||  
‐|||   ‐・ |   ||‐    丼率目文化覇尋            ‐|  ||||   |||1  菫:鷲音||

!|オ稲盛:|」劃                  京都賞                           王催

キリンピー
',1榊

‐  ‐‐||‐‐ ‐ ‐||‐ ‐   ||||||  キリン コンテンポラリー・ア|ワード 
ー
    ‐‐   ‐‐  主準 ‐

11佐賀銀イl                  新人富                           協賛

帥三銀ふるさと文化財団    ‐    |‐   三銀ふる●と二霊文化賞  ‐‐||‐
‐   ||1           主催

¬
'十 ン |、

|,一 文化11回             サントリー地域文化賞                    主催

闘憩銀文化財回|||       |‐        道銀芸術文化奨励寅     |||   |||   ||||  ||1 主催 |
111′を島新問社会支■_爾業E           徳島新聞村賞 (文 化賞)                   |“ 黄

朝日本美術協会|   ||||  ||||  ‐||1  高松宮殿下記念世界文化寅               1 主催 |

フィリツプ モリスト1             高t富段T言]念世界文化賞                  1協 賛
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毎日芸術寅

モ ー 主催

松尾芸能賞 協賛

主催
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国・地方自治体の芸術文化支援

21世紀へ向けての展望

い三和総合研究所。主任研究員

太下 義之

].はじめに

総理府が1996年 11月 に実施した『文化に関する世論調査』の結果によると、

日常生活のなかで優れた芸術文化を鑑賞したり、自ら文化活動を行ったりす

ることに関して、「大切だ」と考えている人は9割強 (92.0%)に も上って
いる (図 1)。

また、文化を振興していくことは、文化に対する投資や支出によって、経

済や社会など他の分野の活動にも影響を与え、それらの活性化や発展にもつ

ながるという意見に関しては、「そう思う」と回答した人が約 8割 (79,2%)
となっている。 (図 2)。

さらに、文化は国や社会の基盤の一つであり、したがって文化を振興する

ことが、国や地方公共団体の基本的な課題の一つであるという意見について

も、「そう思う」と答えた人の割合が約 8割 (79.4%)と なっている(図 3)。
このような調査結果を見るかぎりでは、芸術文化の支援に関しては、国民

の間にすでに幅広い合意が形成されているように思われる。

そこで本稿においては、この「芸術文化支援」というテーマに関して、国

および地方自治体による取り組みの現状を概観するとともに、その課題・間

題点を抽出し、21世紀へ向けての方向性を展望してみたい。

[文化活動 は大切か]図 l                                       N=3668
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[文化振興は他の分野に影響を与えるか〕図2

わからない

12.40Иo

そうは思わない

1● 国。地方自治体の芸術文化支援

N=3668 237

そう思う

79.20И o
8.40%o

[文化振興は国や地方自治体の基本的課題の一つか]図 3 N=3668

わからない
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そう思う

そうは思わない
79.40Иo

8.50%o

2。 国による芸術文化支援とその課題

創設30周年を迎える文化庁

日本の文化政策を中心となって推進している文化庁が創設されたのは、明

治100年 にあたる1968年 であり、来年 (1998年)で設立30周年 という大 きな
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節目を迎えることになる。

この文化庁の予算の推移を見てみると、80年代には微減傾向にあるものの、

70年代および90年代には大幅に増加していることがわかる (図 4)。 なお、

文化庁による芸術文化支援は、この一般会計予算だけではなく、1990年 に創

設された「芸術文化振興基金」の運用益によっても、芸術文化活動に対する

幅広い助成が行われている。

そして、文化庁の今後の施策の方向性に関しては、文化庁内に設置されて

いる「文化政策推進会議」 (注 )に より、『新しい文化立国をめざして一文化
振興のための当面の重点施策について一』 (95年 7月 )と して、以下の 6項

目を重点とする施策の提言がなされている。
注 1989年に文化庁長官の私的諮問機関として設置された。文化庁からの諮問等を受け、文化政策の全般的事
項に関し審議・検討を行い、各種の提言・報告を提示している。

①創造的な芸術活動の活性化。

②伝統文化の継承。発展。

③地域文化・生活文化の振興。

④文化を支える人材の養成・確保。

⑤文化による国際貢献と文化発信。

⑥文化発信のための基盤整備。

[文化庁予算の推移]図 4
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1997年度の文化庁予算

この文化庁の1997年度予算は総額約828億円であり、国の一般会計予算

(約77兆3900億円)に占める割合は0.1%と なっている。この文化庁予算を分
野別に見たものが下のグラフ (図 5)であり、「芸術文化の振興」に関する
ものが28.5%で あるのに対して、「文化財保護の充実」は約 7割 を占めてお

り、文化財中心の予算配分となっている。

[平成9年度文化庁予算/分野別]図 5

その他

1,912百万円[2.3%〕 芸術創作活動等の推進

地域の文化振興

国立博物館整備運営等

13,369百 万円[16.10/ol

2,302百万円[2.80И ol

新国立劇場の整備推進

8:336百万円110.10/ol
伝続芸能等の伝承

国立美術館整備運営等

7,584百万円1910/ol
7 96ann[s.so/o]

文化財保護の充実
82,839百万円

[100()%] 芸術文化の振興
57 l3enn1os.zorol 23 614百万円
国宝・重要文化財等の

保存事業の促進等

12 5.1
史跡等の整備 ・活用

trER[29.10/o]

新国立劇場の開場

1997年度の文化庁の事業のなかで最も注目されるのが、「新国立劇場」の

開場 (10月 10日 に開場予定)であろう。
わが国で初めての国立オペラ劇場でもあるこの新国立劇場の大きな特徴と

しては、現代舞台芸術 (オペラ、バレエ、演劇等)の 自主公演を中心とした
劇場である、という点が挙げられる。従来の公立ホールの現状は、自主公演

とは言いつつも実際には「持ち込み企画」の買い取りが多いという実態から

考えると、一歩も二歩も進んだ事業運営であると考えられる。

しかし、この自主公演の実施に関しては、以下のようにさまざまな課題も

挙げられている。

まず第一に、新国立劇場の運営に関しては、制作・上演などの年間の事業

費約36億円のうち、約 6億円について民間企業から資金援助を求めるという

239



240

第4章 1国・地方自治体・財団等のメセナ活動

計画となっている。しかし、芸術文化支援というものは、さまざまな価値観

を有する主体が多様な形態で行っていくのが健全であるという意見があるな

かで、民間の資金を新国立劇場に一極集中させてしまうことにより、日本全

体の芸術文化支援のあり方にあまり好ましくない影響を与える懸念もある。

また、新国立劇場での公演については、国民が気軽に鑑賞できるような料

金設定を望む声もあるが、この場合、公演料金の相場そのものを下げてしま

う懸念もあることから、民間セクターが企画・実施する公演との差額につい

てなんらかの調整措置が必要であろう。

さらに、新国立劇場の貸館料金についても、民間の劇場と比較して安価に

設定されているため、民業圧迫を懸念する声が上がっている。たとえば「民

間の劇場やホールを対象施設として、公演の利用者 (芸術団体等)に劇場使
用料の一定額を補助する」といった助成の仕組み等も検討が必要であろう。

その他、舞台芸術とはオペラだけを指すわけではないので、予算面におい

てオペラ偏重にならないような運営も求められている。

以上のような課題 。問題点をなるべく早期に解決し、新国立劇場は、一部

でささやかれている「税金の無駄遣い」という批判論をかわしていく必要に

迫られているといえよう。

そのうえで
｀
新
″｀
国立
″
というネーミングにふさわしく、現代日本のパフォ

ーミング・アーツの最良の成果を発信すると同時に、オペラなどのように、

西欧諸国の長い歴史と伝統のなかで確立された芸術分野だけではなく、日本

独自の新しい総合舞台芸術を創造し、日本国内での評価が世界水準での評

価=「グローバル・スタンダード」となるような運営をめざすべきであろう。
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文化庁以外の省庁による芸術文化支援

なお、芸術文化の支援に関しては、文化庁だけではなく、国土庁、通産省、

建設省、自治省等さまざまな省庁所管の行政分野においても実施されている。

国土庁においては、芸術文化を核とした地域のアイデンティティを形成 。

育成し、それを地域の活性化につなげていくため、95年度に『芸術のかおる

里づくりの推進に関する調査』を実施している。そして96年度より農村地域
へのアドバイザーの派遣やワークショップの開催などの事業を展開している。

また、通商産業省は、芸術文化 (パフォーミング・アーツ)が「産業」と
しても重要な位置づけが期待されているとの認識のもと、「感性産業に関す

る調査研究」 (94年 5月 )において、エンターティメント。ビジネスの振興
のための提言を行っている。また、劇場等の文化施設に対する低利融資 (ア
ーバン。コンプレックス・ ビルディング整備事業)も 実施している。
建設省は、96年 6月 に「文化を守り育む地域づくり。まちづくりの基本方

針 (通称 :文化大綱)」 を発表している。これは、まちや地域への愛着と誇

りを持っていつまでも住み続けたいと思うような、また、誰もがふたたび訪

れたいと思うような文化の香り高い地域づくり。まちづくりを進めていくこ

とが建設行政の責務である、という考えにもとづいたものである。

そして、自治省においては、地方公共団体が自主的・主体的に実施する地

域づくり事業を対象とした「ふるさとづくり事業」が実施されている。この

事業では、市町村または都道府県が実施するハード事業 (美術館、コンサー

トホールを含む)について、地方債および地方交付税による財源措置が講じ
られているほか、市町村が実施するソフト事業 (音楽、演劇、美術等の文化

イベントを含む)について、地方交付税措置が講じられている。
このように各省庁において多様な取り組みがみられるのは、「芸術文化は

(国が)支援すべきものである」という基本的な考え方が、文化庁にとどま
らず各省庁に拡がった結果であるとみることができる。そして今後とも「生

涯学習とアート」「医療。福祉とアート」「産業振興とアート」「観光振興と
アート」「まちづくりとアート」「国際交流とアート」など、アートを通じて
さまざまな社会的ニーズを満足させていくため、文化以外の政策分野との連
携、すなわち各省庁との連携をよりいっそう強化していくことが期待される。
なお、1997年 7月 に「行政改革会議」(会長 :橋本首相)において、省庁
再編の軸となる17分野の政策課題を挙げたうえ、中央官庁再編の指針が公表
されたが、そのなかに「芸術」または「アート」というキーワードはまった

く登場していない。この事実は、楽観的に考えれば、すべての政策課題にお
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いて、芸術や文化に関する視点が内部化されている、と見ることもできるが、

芸術文化の振興そのものは国家的課題ではない、という見解が表明された事

実を関係者は厳粛に受け止める必要があろう。

3.地方自治体による芸術文化支援とその課題

地方自治体による芸術文化関連予算の推移

次いで、地域の住民により身近な行政サービスを提供する立場にある地方

自治体の芸術文化支援に目を転じたい。

地方自治体による芸術文化支援に関する経費の推移を見ると全般に増加傾

向にあり、とくに市町村の芸術文化関係費の増加が顕著であることがわかる。

また、一般会計以外に、地方自治体が設立した文化振興基金や文化振興財団

の存在があり、各自治体から多額の補助金が出ているので、これらの基金や

財団も実質的には地方自治体の芸術文化予算の一部 とみなしてよいだろう。

このように芸術文化関連予算が増加した背景としては、道路、上下水道、

学校建築等の基盤整備にかかる需要が一巡し、財政面で芸術文化を支援する

ゆとりが生じたことが主な要因として挙げられている。

ただし、21世紀に向けて財政事情がよりいっそう厳しさを増すと予測され

るなかで、このような予算面での数量的なバロメーターだけ用いて芸術文化

施策の拡大を分析したり、単に予算面での拡充に努力を傾注するだけでは、

あまり意味のあるアプローチとはいえない。

[地方自治体の文化予算(文化財保護経費を除く)の推移]図 6
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4.展望
―
明日の芸術文化支援

今年 (1997年 )の 5月 に「地方自治法」は施行からちょうど50年を迎えた。
そしていま、地方分権化が推進されるなかで、国と自治体の関係も「主従・

上下から対等・協力へ」と変化し、かつて
｀3割自治″と椰楡された地方自

治のあり方そのものが変化していくことが期待されている。そして、当然の
ことながら、このことは地方自治体や国の芸術文化行政のあり方にも大きな

影響を及ぼすことになることが予想されるため、いま、まさに芸術文化施策
の総点検が必要となっているといえよう。

そこで、本稿の総括として、とくに地方自治体による芸術文化支援のあり

方に着目して、その課題と21世紀の展望について整理してみたい。なお、課

題の整理にあたっては、『メセナ自書1996』 において伊藤裕夫氏が提起した、
明日の芸術文化支援へ向けての二つの課題、すなわち「何のための芸術文化
支援か」「誰に対しての芸術文化支援か」「どのようなかたちでの芸術文化支
援か」にならうこととする。

①何のための芸術文化支援か=目標設定の必要性

現状の地方自治体の芸術文化支援においては、「何のための芸術文化支援
か」という施策の目標 (ゴール)が残念ながら明確化されていないケースが
多い。たとえば、地域アイデンティティを形成するという目標と地域在住の
アーティストを育成するという目標はまったく異なる性質のものであるが、
その差異を明確に意識せずに、またはそもそも施策目標が設定されずに、さ

まざまな芸術文化の支援施策が実施されているのが現状である。
しかし、目標を設定することにより、施策の目標 (将来の夢)と現実との
差が明確化し、日標達成に対する地域住民の合意形成を容易にするだけでは

なく、施策実施にあたっての地域住民の主体的かつ積極的な参画も期待でき
るものと考えられる。

また、日標設定により、これが政策判断の基準となることから、事業実施
にあたっての意志決定のスピードが速まり、さらに事業が数か年にわたる場

合においても施策展開における自己修正機能が期待できる。
このような理由から、今後の地方自治体において、芸術文化支援を進めて
いくためには、まず第一に芸術文化の支援によって達成したいと考える目標
を明確に設定する必要があるといえる。

そして、日標設定にあたっては、地域社会におけるニーズを把握したうえ
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で、そのニーズを実現するための費用対効果の視点から、適切な手法かどう

か、適正なコストかどうか等、十分な議論が必要である。

さらに、さまざまな支援施策や支援事業の実施後には、それらの施策が本

当に役に立ったのか、日標に照らして施策の成功/失敗を検証するべきであ

る。このような施策の結果に対する事後評価のためには、芸術文化の社会的

な効用についての透明性の高い評価システムづくりが喫緊の課題であろう。

なお、この際には、地域住民が判断できるように結果を公表することが必

要である。一般に、日本においては、源泉徴収の制度が確立されているがゆ

えに納税者意識が低いといわれているが、今後は、税金が有効に使われてい

るかどうかを住民自身が税金の使途を監視していくという姿勢が必要であろ

つ。

②誰に対しての芸術文化支援か=住民主体の支援の必要性

さて、かつて、文化ホールが全国各地においてブームのごとく建設された

時期に ハ`コモノ行政批判
″
や
｀
多目的ホール批判

″
がわき起こったが、こ

の問題を切 り回として、「誰に対しての芸術文化支援か」という問題を検討

してみたい。

この ハ`コモノ行政批判
″
において、ハー ドよりも芸術文化のソフトに対

して優先的に予算を配分することが必要という主張がなされたが、この意見

にはたしかに至極もっともな響きがあった。しかし、この指摘のとおりに、

ただ単にソフト重視の施策を展開した場合、今度は全国各地でさまざまな文

化イベントが行われてはいるものの、観客動員数が極端に少ないという事態

が生じ、一転して
｀`
イベント行政批判

″がわき起こったのではないだろうか。

このことは、芸術文化の支援のあり方について、以下の二つの点を示唆し

ている。

一つは、そもそも観客や聴衆がいなければ文化事業は成立しないのである

から、芸術文化の支援においては、一見遠回りなようであるが、地域住民を

対象とした観客養成 (マーケットの醸成)こ そがじつは最も重要な課題だと

いうことである。

そして、もう一つはより重要な点であるが、単なる行政批判からは何も生

まれてこないし、そのような施策を黙認していた地域住民自身の責任も最終

的には間われることにもなる、ということである。

つまり、これからの芸術文化の支援は、全面的な行政頼みではなく、単な

る
｀
行政批判

″
を超え、地域住民による自発的で多様性のある支援のあり方
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が求められているといえよう。そして、地域住民は単なる行政サービスの享

受者としてではなく、むしろ地域社会を豊かなものにしていく活動の主体と

なるべきであろう。もちろん、ここでいう
｀
地域住民

″
とは、一部の芸術愛

好家のようなインナーサークルを意味するのではなく、幅広い層の住民のこ

とを意味している。

この場合、地方自治体は「地域住民がクライアントであり、かつスポンサ
ーでもある」という前提を再確認する必要がある。そのうえで、芸術文化支

援をリードする地域の指導者の育成や団体等の運営ノウハウの提供等、地域

住民とのコラボレーション (協同)に徹するべきであろう。
このような施策を通じて、どのような芸術文化を支援していくのかを自分

たちの権利と責任において判断することのできる、成熟した市民社会をつく

ることこそ、じつは芸術文化支援の王道なのではないだろうか。さらにいえ

ば、行政依存の現在の日本の社会的土壌を変革し、行政に頼りすぎない地域

住民を増やしていくことが、地方自治の究極の目的の一つなのかもしれない。
このように考えてくると、今後の芸術文化行政のあり方は、現在の住民と

行政との関係をコペルニクス的に転換し、地方自治のあり方そのものを変え

ていく一つの試金石ともなりうると期待される。

①どのようなかたちでの芸術文化支援か=競争原理の必要性

現在の社会経済環境においては、芸術文化団体やアーティストの活動がさ

かんになればなるほど、活動の資金が不足するという皮肉な現象が生じてし

まう。そこで、このような背景のもと、芸術文化団体やアーティストの経済

的自立を支援するような施策の必要性から、現在、文化庁により「アーツプ

ラン21」 という、特定の団体に対する複数年にわたる重点的支援の施策が実

施されている。

しかし、日本の社会 。経済を取り巻くシステムに制度疲労が生じ、大きな

構造改革を迎えようとしている現時点において、芸術文化の世界だけが、か

つての日本の産業政策のような「護送船団方式」のもと、財源配分や利益調

整を続けていくわけにはいかないのではないか。

また、芸術文化に限った話ではないが、いたずらに補助金を与えることは、

補助がない分野の衰退を招く懸念があり、さらに、補助を受けている特定少

数の芸術文化団体の既得権益となってしまう懸念すらある。

そこで、「赤字を補填するのが文化行政」という乱暴な議論ではなく、芸

術団体やアーティストも、補助金に安易に依存する体質を改善していくよう、
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「機会の平等/結果の不平等」を原則とした、競争原理を導入した支援施策
が必要であろう。よくいわれることであるが、健全な競争原理がないところ

にはクリエイティビティもない、というわけである。

具体的には、芸術はすべからくありがたいものという「芸術至上主義」を

前提として助成をするのではなく、今後の芸術文化支援は、芸術文化全体や

アーティストが自らの社会的価値をひろげていくための支援に内容を転換し

ていく必要がある。

この場合、アーティストは芸術文化の社会的な認知度や芸術の社会的意義

を明確にしていく必要があるが、このことは決してアート (アーティスト)

が社会に迎合することを意味していない。

そして、このような競争原理を機能させるためには、行政が単一的
。直接

的に支援に取り組むのではなく、支援のためのファンドについては可能なか

ぎり複数化し、また支援の方法も多様化しているほうが良いと考えられる。

そして、公的セクターは、民間セクターの芸術文化活動を幅広く支援するこ

とによって、間接的に芸術文化を支援すべきであろう。

5。 おわりに

21世紀の国際社会における芸術文化の役割

いま、日前に迫る2001年は21世紀の幕開けの年であり、千年単位での大き

な歴史的転換点でもある。そこで、この21世紀の芸術文化支援について検討

するためには、21世紀の世界像を視野に入れておかねばならない。

日本の社会経済環境は、前述したとおり、内部においては大きな構造改革

が進展しているが、外部に目を転じてみると、人やモノ、情報等の移動にお

いて国境の垣根が低 くなり、よりいっそうのグローバル化が進展しているこ

とがわかる。そして、たとえばアジア諸国については、21世紀には、EU
(欧州連合)の ような相互補完の関係にある連合体になるという想定もある

が、その場合、単に経済面での交流だけではなく、芸術文化面等の多様な交

流がよりいっそう重要になってくるであろう。とくに、相手の価値観を認め

たうえで、自分の主張を行うというコミュニケーションの手法として、アー

トはきわめて優れた特性を発揮すると期待される。

そもそも、わが国は古来より海外からの文化をとりいれて、独自の日本文

化をつくりあげてきた歴史があるが、現在の芸術文化の国際交流に関しては、

欧米を中心とした海外からの
｀
輸入
″
は増加しているものの、

｀
輸出
″に関

しては、チャネルが少ないこともあり、紹介される分野が伝統芸能等にかた
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よつているという傾向がある。

そこで、今後の日本の芸術文化の情報発信については、伝統芸能だけでは

なく、今日の芸術文化についても海外へ向けて積極的に情報発信していく必

要があるといえる。こうした
｀
外向け
″
の施策こそ、国が担うべき分野であ

ると考えられるため、これからは日本の芸術文化をより積極的に海外に紹

介・発信していく「アート・セールス」と、そのためのビジョンを示してい

く必要があろう。

そして、日本が国際社会の一員として尊敬される存在となるためにも、今

後、21世紀においては、世界中の人々を惹きつけ、感動を与えるようなソフ

トとしての芸術文化を創造・発信し、アジアの、ひいては世界全体の文化的

価値の増大に貢献する、という段階に到達しているのではないだろうか。
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企業財団の芸術文化支援

財団法人助成財団センター情報処理委員

財団法人トヨタ財団プログラム・オフィサー

久須美 雅昭

これまで毎年のメセナ自書ではアンケート調査にもとづき、企業財団 。公

益信託の芸術文化支援の動向が紹介されてきた。今回は (財)助成財団セン

ターの協力のもとに、助成財団全体の最新動向とも比べながら企業財団の芸

術文化事業もしくはその支援の状況を見ていくことにしたい。なお、公益信

託については今回調査への回答がなかったため、ここでは企業財団に対象を

限定する。また、芸術文化事業もしくはその支援を行う企業財団という呼び

方はいささか長いので、以下の文中では便宜的にメセナ系財団と呼ぶことに

する。

アンケート調査の概要

企業メセナ協議会では本年 5月 に、日本の企業財団のなかで芸術文化に関

連のある団体、計135団体を対象に調査票を郵送し、このうち88財団より回

答を得た。「企業財団」の定義はかならずしも一通りではないが、メセナ白

書では企業オーナー個人が拠出している財団も企業財団とみなしており、最

も広義の企業財団の定義を採用している。ちなみに、助成財団センターでは

単独企業が基金を拠出した場合と、さらに系列複数企業もしくは業界複数企

業が拠出した場合までを企業財団と定義している。個人が単独で基金拠出し

た場合、もしくは家族、同族など個人複数が拠出した場合は個人財団と定義

し、個人と企業が分担して拠出しているケースについては中間形態としてど

ちらにも分類していない。

また、自書では「芸術文化」という場合の文化概念を、文化研究や博物館

事業などにまでひろげてとらえているため、回答を得た財団のなかには「ア

ートサポート」というメセナの中核概念からは多少ずれたものも含まれてい

る。とくに多目的財団の場合、芸術文化関係の助成も結果として含まれるこ

とがあるという程度で、これらを芸術文化支援を主目的とするメセナ系財団

と同列に括るにはいささか無理があることもあらかじめ指摘しておきたい。

1993年度以来、 5回の自書のなかで回答数は、29、 40、 72、 81、 88と徐々

に増えてきている。ただし、残念ながらこれはメセナ系財団自体が増えてき

たということではない。また、過去 5回の調査で少なくとも一度はメセナ自

書に掲載された財団の数は107件あり、そのうち19件が今回調査から脱落し
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ていることになる。しかもその多くは明らかにメセナ系財団である。この点

で今回の調査結果は、定量分析や経年比較などを行うにはまだ十分なデータ

密度とはいえないようである。前述した概念規定の問題ともあわせて今後調

査精度の改善が期待される。

助成型と事業型とハイブリッド型

さて、88財団の回答結果にもとづきメセナ系財団の概況を見ていこう。

メセナ系財団のグループとしての特徴は、そのなかに助成財団、事業財団、

両者のハイブリッド (混合)型の財団がほぼ均等に含まれていることである。
「助成財団」、「事業財団」という概念は一般にはなんとなく通用しているが、

とくに法律的な根拠があるわけでもなく、個々の財団を分類する明確な基準

は存在しない。助成財団センターによる定義などで、ほぼ認知を得ている枠

組みは表 1の ようなものである。

[助成財団と事業財団の区別]表 1

定 義 1特徴

|

249

助成財団 助成・奨学 表彰を主な事業目的とする財団 ◎収入は基金からの利子に依存する割合が大きい。

◎事務局人員は2・ 3名と少ない。

◎財団総数約1万 3000件のうち、

約800件 (6%)程度と数は少ない。

事業財団 美術館や博物館あるいは研究所の運営など、

みずから事業を行う財団(このほかに、行政が

外郭団体として設立し、行政の下請けなどで
「調査・研究・普及・啓発」等を行うものも

かなりの数にのぼると思われる)

◎収入は塁金からの利子のほかに、

事業収入が占める割合が大きい。

◎施設運営を行うタイプでは職員数が多い。

◎財団総数の9割以上を占める。

今回のメセナ系財団の調査票では、プログラムごとに、それが助成、奨学、

顕彰、自主事業のどれに該当するかが分類記載されている。自主事業のみの

場合は事業財団とみなし、助成、奨学、顕彰のいずれかの場合は助成財団と

みなすことができるのだが、実際には自主事業と助成等を両方行っているケ

ースが多く、それぞれの金額配分を見てもどちらが主とはいいきれない。そ

こでこれらのケースを新たにハイブリッド財団と定義することにした。また、

顕彰事業についてはこれ自体が奨励助成的なものと自主イベント的なものに

三分される。したがって、自主事業と顕彰事業をあわせて行う財団のいくつ
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かは、ハイブリッドとせずにあえて事業財団とみなすことにした。

88財団を前述の二つのタイプに分類した結果が表 2である。ハイブリッド

型が31%と 、決して少数派ではないことがわかる。従来、助成財団センター

では分析枠組みとして助成財団と事業財団という三分法をとってきたが、ハ

イブリッド型を含めた三分法を考えたほうが財団の活動をより実態に即して

とらえることができるのかもしれない。

表 2では主務官庁別による区分も示した。主務官庁が国の中央省庁である

場合は、全国法人と呼ばれ活動区域も全国にまたがるものが多い。いっぽう、

都道府県庁や教育委員会が所管する場合は、地方法人と呼ばれ活動区域も県

内に限定されるものが多い。この両者の別について見ると、助成財団、ハイ

ブリッド財団では全国法人が多く、事業財団では地方法人の数が勝っている。

全国法人53件中43件が文部省ないし文化庁の所管であった。

[助成財団・事業財団・ハイプリット財団の分類]表 2

タイプ

「

~~F~~
1主務官庁別による区分

1全国法人 地方法人

助成財団 36 410/o      26 10

ハイプリット財団 27 310/o 17 10

事業財団 25 280/o 10 15

合計 88 1000/o 53 35

事業財団とハイブリッド財団を合わせた52件について自主事業の内容を分

析したところ、独自の施設を持つところと持たないところに大別されること

がわかった。施設を持つのは52件中23件で、その内訳は美術館13、 博物館 5、

劇場 。ホール等 4、 図書館 1である。これらの場合、自主事業の内容はこう

した施設運営そのものであったり、あるいは企画展示など施設運営に付随す

るものであることが多い。施設を持たない財団ではコンサート等のイベント

主催型のものが52件中25件で、その他出版 。制作などが 4件であった。表 3

に財団のタイプと自主事業の内容とをマトリックスで示す。今回の調査票で

は独自施設の有無について直接質問しているわけではないので、この表はあ

くまで参考であるが、メセナ系財団の類型を考える手がかりにはなるだろう。
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[財団のタイプと自主事業の内容別財団数]表 3 251

タィプ 匿
==罰
涵西

1施設運営型 イベント 制作など非施設型

合計

ハイプリット財団 6 21 27

事業財団 17

合計 23 29

資産総額・総事業費・設立動向

今回調査で資産総額の記載があった83財団のうち、最大は出光美術館の

809億7000万円であった。美術品も資産計上されているものと思われるが、

突出した数字である。 2位以下ではトヨタ財団、住友財団、日本生命財団が

いずれも100億円台で続 くが、これらはいわゆる多目的財団である。資産総

額100億円を超えるものではほかにセゾン文化財団、大和文化財保存会があ

る。

総事業費については記載のあった84財団で、最大はニッセイ文化振興財団

の12億7000万円であった。主に日生劇場の運営費と思われる。 2位が明治村
の 8億7000万円、 3位がソニー音楽芸術振興会の 8億3000万円であった。総

事業費では10位までが全国法人で、地方法人では11位のひろしま美術館が 3

億5000万円で最大であった。

今回の調査ではプログラムごとの年間支出を合計した芸術文化事業費合計

も調査項目にはあったが、記載もれなども多いため統計としては使わないこ

とにした。

資産総額と総事業費を各 5階層に区分し、それぞれの階層に属する財団数

を示したのが表 4-1～表 4-4である。助成財団センターが1997年 1月 に
公表した571件の助成財団のデータと並べてみた。

資産総額で見れば、メセナ系財団も助成財団も過半数が10億円以下の規模

で、100億円を超えるものが一桁の比率であることなど、分布の構造はほぼ

同じである。ところが、総事業費ないし助成事業費 (厳密には両者はちがう

が)で見ると、メセナ系財団ではわずかではあるが規模の大きいほうに全体
の分布がシフトしていることがわかる。
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[資産規模別財団数/メ セナ系財団]

表4-l

[資産規模別財団数/助成財団 ]

表4-2

「

戻藤
~「
面

「
「

~四
MF画

面

「

面
~~「 ~~

～5億1円    28     34      11 8
一
　

一
　

一
　

一

一　

一　

一　

一

９

一
３

一
４

一
４

一
１

一　

一　

一　

一

170 30

5～ 10億円   15   18 7 5 143 25

10～ 30億円   22 27 9 169 30

30～ 100億円  13 16 6 3 69 12

100億円～    5 3 20 4

合計    83     100      36

区分は以上、未満。記載なしの5財団を除く

[総事業費規模別財回数/メセナ系財団]

表4-3

26 21 571 100

[助成等●業規模別財団数/助成財団]

表4-4

268 47

13i 23

121 21

40

医 顧
~~~圃

轟T「
~~同
雨面
~「
マラ面而 F面面

~隔
面
~~~圧 ~~~~

|(助成等事業)規模 |     |     |     |     |       |       |

～0.25億 円  21    25    10
一

５

一
５

一
２

一
８

一
２

一
２２

0.25～ 050億 円   18    21 9

0.50～ 1.50億円   17 20 8

4

7

1.50～ 5.00億円    20 24 7 5 7

5.00億円～   8 10 2 4 11 2

合言+   84     100     36

区分は以上、未満。記載なしの4財団を除く

26 571 100

6
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つぎにメセナ系財団の1970年以降の設立状況を、助成財団 (母数788件 )

との比較で見たのが図 1である。

[1970年以降の財団設立状況]図 1

253

一
膠戯け
蘇財
Ｎ団‐̈
酬
『時
５

助成財団の設立は1990年 をピークに毎年急速に数が減少している。メセナ

系財団では89、 90、 91年の 3年間と92年以降では明らかな落差が見える。さ
らに助成財団センターのデータで、1989年から95年にかけての連続調査デー

タがある179財団について助成事業費の推移を見た結果では、92年の253億円

をピークとして95年の206億円まで連続下降を続けていることがわかってい

る。『メセナ白書1996』 でも「歴史的低金利」という記述があるが、メセナ

系財団にとって90年代はあいかわらず冬の時代ということができよう。

低金利時代の財団

こうしたなかで、各財団がどのように影響を受け、またどう対処している

かを今回のアンケートで聞いてみた。

まず、「近年の低金利状況に直面して、貴財団では財政面での影響を受け

ましたか」という問いでは、表 5の ような結果となった。じつに97%は影響
を認めている。影響を受けなかった 3財団のうち、 1財団はこれから影響が
出るとし、残り2財団は今後も影響なしとしているが、これらは基金の利子

20

10      1
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254 への依存度が小さい財団と考えられる。

[低金利の状況に直面して]表5 N=88

1  大きく影響を受けた 660/o

2 若干の影響を受けた 27財団 3 1 0И o

3 影響を受けなかつた 3財団 30/o

2番目の「1996年度において、貴財団では親企業からどのような支援を受

けていますか」という問いでは、表6の ような結果を得た。

[親企業からの支援内容]表6 MA N=88

1  塁金の積み増し 23財団 260/o

2 事業費、運営費の拠出 58財団 660/o

3 人材の派遣・出向 57財 団 650/o

4 事務所の賞与 38財団 430/o

5 機器材の提供 24財団 270/o

6 その他の支援 16財団 180/o

7 何も支援を受けていない 4財団 50Иo

何も支援を受けていないというのは4財団 (問 1では影響を受けたという

財団)で、その他はなんらかの支援を受けている。支援の内容はやはリフロ

ーが中心であるが、基金の積み増しが26%も あったのは心強い。反面、この

低金利では基金の積み増しも焼け石に水のようなところがあり、今後さらに

持続的な支援は必要とされるであろう。

58財 団
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事業方針と活動内容

●…………………¨̈ ここに掲載した財団の活動は、日本の企業財団のなかで芸術文化との関連のある団体、計

135団体を対象に調査票を郵送し、回収したものである。回答をいただいた企業財団を五

十音順に掲載した。

●… …̈………… …̈団体名の下の回は設立年月、口は主たる出捐者、日は主務官庁、日は資産総額、日は財

団全体の総事業費、日は代表者名を示している。

● …̈…………………掲載した事業は1996年度のものである。プログラム名は、助成金を提供した個別の事業名

や自主事業として行っている個々の小さな事業名を 1件 l件記述するのではなく、たとえ

ば「OOセミナーシリーズの開催」や「音楽活動への助成」のように、大枠のプログラム

名を記入してもらった。

●…………¨̈ ………芸術分野の欄では、
1`音
楽
″1｀
美術
″ 1`舞
台 (演劇/舞踊)″ ｀`映像″｀文学″｀民俗 (民俗芸

能)′
′11文
化財
″
、以上のジャンルに該当している場合は、その項目を表記した。国際芸術

交流に関連するプログラムとして
｀
国際
″
を設け、以上に該当しないプログラムは

｀
その

他
″
と表記した。

●……………… …̈…分類の欄では、そのプログラム名の性質を、
1｀

助威
″ 1`奨
学
′′`1顕
彰
″11自
主 (自主事業)″

に分類した。

●…… …̈……¨̈ …件数の欄では、
1`助
成
″1｀
奨学
″
"顕彰
″
のいすれかに該当する場合、その件数 (または人

数)を掲載した。

● …̈・………………̈掲載したプログラムは各財団の判断によるメセナ活動であるか、芸術文化と関連の薄いス

ポーツや科学技術などのプログラムは一覧から削除した。
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財団法人愛銀教育文化財団256
〒460 愛知県名古屋市中区栄3‐ 14-12 愛知銀行本店内 容052‐ 262‐ 9601
■1990年4月 口株式会社愛知銀行 l口l愛知県教育委員会 □μ億8792万円 日1422万円 【シ」ヽ出員市
芸術文化事業方針

愛知県内の各地域における教育・文化活動に対して援助を行い、教育・文化の振興に寄与することを目的とす

る。
1 地域における教育・文化活動にかかわる個人および団体への助成。
2 高校生の文化および体南活動への援助。
3 その他、機関誌 ｀あゆち″の刊行。
プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)

音楽活動への助成 音楽 助成   5 190

郷土史研究への助成 民俗 助成   3 120

美術工芸活動への助成 美術 助成   1 30

演劇活動への助成 舞台 助威   3 110

社会教育活動への助成 その他 助成    4 130

高校生の文化活動等への助成 音楽・舞台 助成   2 150

文芸活動への助成 文学 助成   1 30

総計 760

財団法人赤澤記念財団
〒769‐26 香川県大川郡大内町三本松567 80879-25‐ 2221
田1986年 8月 □庸国製薬株式会社 口香川県教育委員会 口3億6500万円 【]2327万円 口赤澤庄三

芸術文化事業方針

香川県 (郷土)の文化 (芸術)発展に寄与することを目的とする。
プログラム名                   芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

図書出版 (歴史) その他 助成   1 30

図書出版 (講演会集) その他 助成    1 1800

顕彰事業 その他 顕彰   1 30

総計 1860

財団法人朝日新聞文化財団
〒100 東京都千代田区有楽町2-5-1 有楽町センタービル13階  803-3213‐ 5885
■1992年 5月 21株式会社朝日新聞社 □皮部省 (文化庁) 口10億円 □B488万円 【勁公下宗之

芸術文化事業方針

当財団は、芸術の諸活動に対する助成ならびに若手芸術象の創作発表の場を広げるために助成を行うととも

に、文化・学術等に貢献した者に対する顕彰等を行い、もってわか国の文化の向上発展に寄与することを目的と

している。

プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

助成活動 音楽・美術 助成   28 4820

朝日賞 文学。その他 頭彰   6 1200

アサヒ・フェローシップ 美術・その他 奨学   2 910

企業の社会貢献度調査 900

総計

その他 自主

7830
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財団法人アサヒビール芸術文化財団 257
〒130 東京都墨田区吾妻橋 1‐23‐ 1 803‐ 5608‐ 5202
田 1989年3月 ロアサヒビール株式会社 日皮部省 (文化庁)
郎

口16億 1800万円 □4860万円 口腿!口廣太

芸術文化事業方針

設立目的

美術・音楽を中心とした芸術文化活動を助成し、かつその国際交流を支援するとともに美術館を運営して、わ
が国の文化の向上発展に寄与することを目的とする。
事業
1 国公私立の美術館・博物館が開催する美術展覧会への助成。
2 ォペラ、オークストラ等音楽を中心とした舞台芸術の公演への助成。
3 美術・音楽にかかわる日本人学生の海外研修への助成。
4 美術・音楽を専政する外国人留学生への助成。
5 美術館の運営。
6 その他目的を達成するために必要な事業。
プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
美術展 助威   4 350
音楽会 音楽 助成  12 1230
日本人の海外研修帰国発表会 音楽・美術 奨学   2 60

外国人留学生スカラーシップ 音楽・美術 奨学  15 2160
外国人留学生美術展 美術 奨学   1 850
その他 美術 自主 210
総計 4860

財団法人あさひ・ひむか文化財団
〒882 宮崎県延岡市旭町6-4100 80982-22‐ 2054
田1985年 11月 口旭化成工業株式会社 口1宮崎県 口5億円 口1600万円 日米川滋
芸術文化事業方針
1 音楽・芸術・演劇等の芸術文化に関する行事の開催。
2 地域社会の幅広い文化活動の振興および後援に関する事業。
3 郷土文化への親しみ・理解の促進に寄与する事業。
プログラム名                   芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
芸術文化に関する事業 音楽 自主

地域文化活動に関する事業 音楽 自主

財団法人あしぎん国際交流財団
〒320 栃木県宇都宮市桜4-1-25 8028-626‐ 0400
田 1985年 日株式会社足利銀行 日外務省 □p億 1489万円 口635万円 口向江久夫
芸術文化事業方針
1 国際相互理解促進のための人的交流に関する事業およびその助成。
2 海外の文化・社会および経済等の情報収集ならびにその紹介、普及。
3 外国人受け入れ体制整備のための事業およびその助成。
4 前各号の事業に関する啓蒙および広報活動。
5 この財団の目的を達成するために必要な事業。
プログラム名                   芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
留学生への助成 助成   8 400
各種研修生への助成 助威   2 149
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258 国際交流協会等への助成 国際 助成    1 20

国際文化交流事業への助成 国際 助成   1 10

総計 579

財団法人アフィエス文化財団
〒105 東京都港区愛宕1-1-11 虎ノ門八束ビル6階 ●03-3431-4211
■1988年 3月 口日本たばこ産業株式会社 口文部省 (文化庁)|四 53億9000万円 |口 1億 6849万円 |ロ
長岡買

芸術文化事業方針

「クラシツク音楽の普及活動」「音楽家の研銀に対する援助」「芸術文化の調査研究」を三本社とした事業を行

い、とりわけわが国のプロ・オーケストラの発展向上に資する活動を行う。

プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

プロ・オーケストラが主催する演奏会等への助成  音楽 助成   24 8700

楽団員の海外研修に対する助成 音楽 助成    4 1543

「第7回アフィニスセミナー」の開催 音楽 自主 4470

芸術文化の調査研究に対する助成 音楽 助成   3 570

「アフィニス・サウンド・レポート」の発行 音楽 自主 374

「アフィニス・アンサンブル・セレクション」の開催  音楽 自主 586

総計 16243

財団法人井植記念会
〒655 兵庫県神戸市垂水区青山台1-21-1 8078-751-5216
田 1 969年 11月 口井植歳男 口兵庫県教育委員会 □p億8255万円 □12699万円 □丼植貞雄

芸術文化事業方針

教育・学術および文化に関する各種事業を行い、もって学術勤労および社会善行の奨励ならびに文化の振興、

および社会福祉の増進に寄与する。

プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

井植文化質の表彰 顕彰   1 400

垂水生活文化協会への助成 (コンサート) 音楽 助成   2 52

総計 452

財団法人石川文化事業財団
〒101 東京都千代田区神田駿河台 1‐6 ●03-3294-2266
田 1941年9月 口匿川武美 口皮部省 □52億6463万円 口2億2830万円 口石川晴彦

路傍の石文学費 文学 顕彰    1

芸術文化事業方針

山本有三記念、路傍の石文学賞、幼少年文学費、郷土文化賞の顕彰。

1 路傍の石文学費は、「路傍の石」「真実―路」などの作品で知られる作家の山本有三氏が、生涯深い関心を持
ち、力を注いできた「青少年の育成」という遺志を顕す賞であり、「青少年の読書に適する優秀な文学作品

の作者」に贈られる。

2 路傍の石幼少年文学費は、幼児から小学3年生くらいまでの読者を対象に「幼少年の読書に適する優秀な文
学作品の作者」に贈られる。

3 郷土文化賞は、生涯郷土を愛し続けた作家山本有三氏の賞であり、郷土の文化育成や環境改善など「優れた
文化事業を行っている団体・個人」に贈られる。

ブログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
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郷土文化賞 民俗・文化財 頭彰   2 259
路傍の石幼少年文学費 文学 顕彰   1
総計 1230

財団法人逸翁美術館
〒563 大阪府池田市建石町7-17 ●0727-51-3865
田 1957年7月 口l阪急電鉄株式会社 口!文部省 【シ」ヽ林公平
芸術文化事業方針

当館は、小林一三 (阪急東宝グループの創始者、雅号「逸翁」)のコレクションを収蔵し、その旧邸「雅俗山
荘」を展示の場として、美術館事業を行っている。
美術工芸品および庭口を含む施設の公開によって、茶道美術を中心とする日本文化を味わっていただく場とす
るとともに、一都市―美術館という逸翁の遺志を生かすことを旨としている。
プログラム名 芸術分野 分類 件数  事業費(万円)
展覧会の開催 美術・文化財 自主

講演会の実施 美術 自主

館蔵美術品の貸出 美術・文化財 自主

財団法人出光美術館
〒100 東京都千代田区丸の内3‐ 1-1 803‐ 3213-9402
田 1972年9月 口l出光興産株式会社 l回文部省 (文化庁)
介

口809億 7167万円 國 億1000万円 口出光昭

芸術文化事業方針

優れた美術品を後世に伝える一助をなす。展覧会を通じての社会教育の助成
プログラム名                   芸術分野

と海外に対する日本文化の紹介。
分類  件数  事業費(万円)

美術館運営 (展覧会開催) 美術 自主

財団法人伊藤忠記念財団
〒173 東京都板橋区大谷口2‐3-6 803…3974-2531
■1974年9月 日伊藤忠商事株式会社 □聡務庁青少年対策本部 ZИ 7億9000万円 日 1億 5800万円 ロ
戸崎誠喜

芸術文化事業方針

青少年の健全育成を目的とし、四つの助成事業と表彰、施設提供事業を行っている。内容は、青少年問題を取
り上げ有識者の方に研究していただく調査研究事業、子ども文庫助成事業、海外・日本留学助成事業、子ども文
庫功労賞、そして東京小中学生センターという社会教育施設を運営、プログラムサービスや野外教育活動を推進
し、ポランティアリーダーの養成を行つている。
プログラム名 芸術分野 分類 件数  事業費(万円)
子ども文庫助成事業 舞台・映像・文学  助成  30 3000
子ども文庫功労賞 文学 顕彰   2 200
総計 3200

財団法人岩谷直治記念財団
〒100 東京都千代田区永田町2-10-2 TBRビ ル712 ●03-3580-2251
■ 1973年 11月 層動雪谷直治 (岩谷産業株式会社代表取締役会長)
9771万円 口岩谷徹郎
芸術文化事業方針

口科学技術庁 □7億 8741万 円 ロ
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当財団の芸術文化事業助成も11年 目になるが、今後の考え方はつぎのとおり。

1 助成の継続を第一に考える。
2 科学技術分野で行っている海外研修・留学助成を音楽の分野まで拡大したい。
プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

日本音楽コンクール 音楽 助成   1 1000

北東アジア文化遺産写真展 美術 助成   1 20

総計 1020

財団法人植野アジア芸術文化振興財団
〒659 兵庫県芦屋市奥池町12-1 80797-38‐ 0021
E11983年 10月 口植野藤次郎 口兵庫県教育委員会 【B30億 3851万円 [12500万円 固植野藤次郎

芸術文化事業方針

1 エンバ中国近代美術館の維持運営。
2 当財団か建設して1994年に寄付した氷上町立植野記念美術館の受託運営。
3 近来の低金利で利子収入が大幅に減少しており、17年間続けた「エンバ美術コンクール」、4年同行った「景
徳鎮陶磁美術コンクール」などは中止し、もっと低コストで国際的芸術交流の可能な方法を模索中。

4 地震によって損傷した収蔵品の修復。
プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

美術展覧会の開催 美術 自主 800

小学生のための夏期陶芸教室 美術 助成    1 50

総計
850

財団法人エー・ビー :シー音楽振興財団
〒531-01 大阪府大阪市北区大淀南2-2-48 朝日放送内 806-453-5340
口1990年 9月 口朝日放送株式会社 □反部省 (文化庁)□ И億5200万円 口5928万円 口藤井桑正

芸術文化事業方針

音楽文化の振興・育成を趣旨に「より良い音楽をより良い環境で多くの人々に」をモットーに設立された。と

くに若手音楽家の発掘・育成支援に力を入れている。

プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費 (万円)

第6回ABC新人コンサートォーディション 音楽 自主 3091

ABC国 際音楽賞 音楽 顕彰   1 1751

ザ

成

シンフォニーホールユースオーケストラヘの助  音楽 助成   1 100

日本のオペラシリーズヘの助成 音楽 助成   1 200

総計 5142

財団法人エネルギア文化・スポーツ財団
〒730 広島県広島市中区小町4-33 中国電力内 8082-542‐ 3639
口1994年 10月 口中国電力株式会社ほか関係17社 口文部省 □18億 9300万 円 【

“

384万円 口1多田
公熙

芸術文化事業方針

中国地域在住の団体または個人による美術・音楽・伝統文化・スポーツの活動に対して、助成および顕彰を行

うことにより、地域の文化・スポーツの振興と発展に寄与する。

ブログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

中国地域在住者による美術の展示発表活動 美術 助成  15 635
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中国地域在住者による音楽の公演活動 助成  25 1090 261
中国地域在住者による伝統文化の活動 民俗・文化財 助威  12 675
エネルギア美術賞 顕彰   1 50
エネルギア音楽賞 顕彰    1 50

エネルギア伝統文化賞 民俗 。文化財 顕彰   1 50

財団ニュース「えねるぎあ」の第2号発刊 自主 236
総計 2786

財団法人大分放送文化振興財団
〒870 大分県大分市今津留3-1-1 大分放送内 容0975¨ 58-1111
田 1989年 9月 口1株式会社大分放送 l団大分県教育委員会 四5371万円 □1250万円 口七蔵司真―
芸術文化事業方針

大分県内における教育・文化・芸術および学術の振興をはかり、もって大分県の文化の発展および育成に寄与
することを目的とする。
ブログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
大分交響楽団の活動について 音楽 助成   1 50

大分県民演劇の活動について 舞台 助威   1 50

県民オペラ30周年・メモリアルオペラコンサートの  音楽
活動について

助成   1 50

国民文化祭に向けて大分マントリン・オーケストラ  音楽
の活動について

助成   1 30

総計 180

財団法人大桑教育文化振興財団
〒641 和歌山県和歌山市中島184-3 80734-25-3394
l■11993年9月 12大桑勇 (株式会社チェーンストア オークヮ代表取締役会長)
2億 795万円 【】3136万円 口床桑勇

口1和歌山県教育委員会 □

芸術文化事業方針

和歌山県指定無形文化財保持団体、およびその他芸術文化団体を支援する。この分野の事業費は300万円であ
る。なお、当財団の事業は大学生に対する奨学金の綸付と、教育・文化振興のための援助と寄贈の二つの柱から
成り立つている。
プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
文化団体助成 音楽・美術・民俗・

文化財

助成   6 300

300総計

財団法人大阪日本民芸館
〒565 大阪府吹田市千里万博公園10-5 806-877-1971
口1971年 3月 口l日本生命保険相互会社をはじめとする関西系企業全23社 口大阪府教育委員会 □7億
6850万円 【

“

・828万円 固森本省三
芸術文化事業方針

民芸の保存、普及ならびに発達をはかり、もって大阪府下の教育文化の発展に寄与することを目的とし、つぎ
の事業を行う。
1 民芸に関する施設の管理運営および民芸品の公開展示。
2 民芸品および民芸に関する資料の収集整理ならびに調査研究。
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262 3 民芸に関する普及書蒙活動の推進。
4 民芸に関する印刷物の刊行。
5 民芸に関する関係団体との連絡協力。
6 その他目的を達成するために必要な事業。
プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

展示「パーナード・リーチとその仲間達」 自主

展示没後二十周年「絞り作家―片野元彦の歩んだ道」 美術 自主

展示「金城次郎と沖縄の工人達」 美術 自主

総計
3184

財団法人音楽鑑賞教育振興会
〒153 東京都目黒区日黒 1‐4-1 803-3495¨ 6885
■1972年 4月 E引公本望 口文部省 □p4億円 口9670万円 口松本誠也

芸術文化事業方針

主として、小、中、高等学校における音楽教育の向上をはかるために、とくに鑑賞教育について、指導法、教

材 (音楽)研究、開発制作、演奏会の後援、コンサートチケツトの斡旋、音楽教師のための講習会、研修会の開

催、後援 (講師、機材、教材提供)などを行っている。また月刊誌「音楽鑑貴教育」を通じて、音楽、音楽鑑賞

についての資質の向上に役立つようにしているか、これらの活動は一般向けとして、生涯学習としても行ってい

る。
プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

音楽鑑賞教育振興論文作文募集 音楽 顕彰   4 1900

出版 (「音楽鑑賞教育」等を発行) 音楽 自主 2800

鑑賞教室開催 音楽 自主 100

賛助活動 (コンサート、音楽教育研究会等を賛助) 音楽 自主 880

夏期講習会 (音楽教育指導法合宿研修会開催)   音楽 自主 330

普及活動 (音楽教育指導法講習会等を後援) 音楽 自主 1600

総計
7610

財団法人音楽教育振興財団
〒164 東京都中野区中野2-7-6 803-5385‐ 7738
□11991年 2月 口三浦規 □度部省 □β億円 1日 1190万円 口三浦規
芸術文化事業方針

高等学校、中学校、小学校、幼稚□等における音楽教育に功績のあつた指導者、研究者またはそれらの団体に

対する顕彰および音楽教育の発展に役立つ諸活動に対する助威等を通して、音楽文化の発展に寄与することを目

的とする。助成については地域における音楽教育の振興、音楽教育の国際化等、音楽教育に役立つ諸活動も含

む。
プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

音楽教育振興賞 (顕彰部門) 音楽 顕彰   4 700

音楽教育振興賞 (助成部門) 音楽 助成   2 300

総計
1000

財団法人花王芸術・科学財団
〒103 東京都中央区日本橋茅場町1-14-10 t,03-3660-7055,7056
田 1 990年 10月 2舵王株式会社 日文部省 (文化庁)口 125億円 嘔

“

720万円 固障盤文克

芸術文化事業方針
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財団全体としては、「人間性あふれる文化の創造」のために、下記を基本的な枠組みとし、21世紀を拓く新し
い取り組みに着手します。
1 人間性を豊かにする芸術文化の創造。
2 人間社会に真に役立つ科学技術の創造。
3 文・理を融合した総合的な課題解決。
うち、芸術文化 (支援)事業については、従来同様「美術・音楽を中心に芸術文化活動を助成し、かつ、これ
らの分野にかかわる国際芸術文化交流を支援することにより、わが国の文化の向上発展に寄与する」こととして
います。

プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
芸術文化活動への助成事業 音楽・美術・国際  助成  56 4310
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総計 4310

財団法人北野生涯教育振興会
〒153 東京都目黒区五本木 1‐ 12‐ 16 803-3711-1111
口 1975年 6月 口北野隆春 口文部省 □旧億592万円 ロレ871万円 ロロヒ野隆興
芸術文化事業方針
一般人を対象に民俗、美術を中心とした文化への惨加、きつかけづくり。
フログラム名                   芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
彫刻奨学金 奨学  10 312
美術め ぐり 自主 133

城め ぐり 文化財 自主 280
伝承学習 民俗 自主 79

総計 804

財団法人京都服飾文化研究財団
〒601 京都府京都市南区吉祥院中島町29 8075-321-8011
田1978年4月 2麻式会社ワコール ロ文部省 (文化庁) □19億 17万円 □p億 1084万円 口塚本幸―
芸術文化事業方針

世界の各時代の衣服・装身具等の収集・保存・公開を行い、これらの資料にもとづく衣服と文化の関連につい
て調査研究を行うとともに、生活と芸術のなかで服飾文化の占める存在意義についての深しヽ理解を助長し、あわ
せて大衆の美意識の高揚をはかり、もつてわが国の芸術文化の普及向上に寄与する。
プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
「JAPONISME ET MODE」 展 (パ リ) 美術・国際 自主 10348
「モートのジャポニズム」東京展 美術・その他 自主 21237
総計 31585

財団法人紀陽文化財団
〒640 和歌山県和歌山市本町1-35 紀陽銀行内 80734-26‐ 7133
■1995年 8月  l囲株式会社紀陽銀行 l回和歌山県教育委員会 □ 1億5000万円 口 1000万円 口西達司
芸術文化事業方針

音楽・美術等、芸術を通して文化の向上をはかり、心豊かな地域づくりに寄与することを目的とする。この目
的を達成するために、つきの事業を行う。
1 芸術文化に関する事業の実施。
2 芸術文化活動に対する支援。
3 芸術文化の鑑賞機会の提供。
4 その他、上記の目的を達成するために必要な事業。
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プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

紀陽クラシックコンサート 音楽 自主

美術鑑賞の支援 美術

総計 1000

財団法人キリン福祉財団
〒104 東京都中央区新川2-10-1 キリンピール本社ビル内 803-5540‐ 3522
■ 1981年 7月 ロキリンピール株式会社 口厚生省 □53億 554万円 1日 1億 5124万円 口麻山英世

芸術文化事業方針

障害者および老人の福祉向上、ならびに青少年の健全育成に関する諸活動に対し援助を行い、社会福祉の発展

および青少年の育成・充実に寄与することを目的としています。

プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
こどもの国における行事への援助 音楽 助成   1 555

こどもの城における行事への援助 舞台・文化財 助成   2 900

児童福祉文化普及事業への援助 舞台・文化財 助成    2 1250

「キリンフアミリー賞」作品募集・表彰事業 文学 顕彰   1 450

人形劇制作事業への援助 舞台 助成   1 50

ビデオ制作事業への援助 助成    1 200

総計 3405

財団法人熊本放送文化振興財団
〒860 熊本県熊本市山崎町30 佛熊本放送内 8096-328‐ 5500
田1983年 4月 口l株式会社熊本放送 口l熊本県教育委員会 □ 1億 1000万円 【1231万円 【p」 堀ヽ富夫

芸術文化事業方針

熊本県内における教育・文化および学術に関する研究および振興の事業を行うものに対して、経済的援助を行

うことにより、文化の振興に寄与することを目的とする。

プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)

音楽活動への助成 音楽 助成    2 75

文化活動への助成 音楽・美術・舞台・  助威   5
文化財

125

総計 200

財団法人五島記念文化財団
〒150 東京都渋谷区道玄坂1-21‐2 新南平台東急ビル5階 ●03‐3477-6671
口 1990年3月 口1東急グループ (東急電鉄、東急百貨店、東急不動産、東急建設、東急バス)
化庁)■ 11億 2363万円 口6234万 円 口横田二郎

口文部省 (文

芸術文化事業方針

優れた人材の発掘と育成を通じて、真に壼かな社会実現のお役に立ちたいという故五島会長 (前東急電鉄会長)

の遺志に添い、芸術文化の分野での有能な新人、および地域において創造的で優れた芸術文化活動を行っている

方々の頭彰、助成を目的とする。

プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
オペラ公演への助成 音楽 助成    9 1200

オペラ新人賞 音楽 顕彰   3 150

美術新人賞 美術 顕彰   2 100
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助成    6 1800 265
美術新人賞受賞者海外研修 美術 助成   4 1200

オペラ新人賞受賞者研修成果発表 音楽 助成   1 346

美術新人賞受賞者研修成果発表 美術 助威   1 371

総計 5167

財団法人佐賀銀行文化財団
〒840 佐賀県佐賀市唐人2-7-20 80952-25-1620
口1990年 12月 口l株式会社佐賀銀行 lD佐賀県教育委員会 □3億円 口 1832万円 口脂山弘養
芸術文化事業方針

美術・音楽・演劇等を通して文化の向上をはかり、より豊かな地域社会づくりに寄与することを目的とする。

プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
コンサートの開催 音楽 自主 594

ミュージカルの開催 舞台 自主 724

地域芸術活動への助成 音楽 助成   1 300

若手芸術家への支援 音楽・文学 助成   2 214

総計 1832

財団法人佐藤国際文化育英財団
〒160 東京都新宿区西新宿3-2-2 803‐ 3342-0492
田 1990年3月 口佐藤行雄 口文部省 □18億 9339万円 口5765万円 口佐藤行雄
芸術文化事業方針

美術に関する創造および調査研究活動に対する助成、美術を専攻する学生への奨学金援助・美術館の運営など

を目的とする。

フログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
奨学金支綸事業 美術 。国際 奨学  34 1632

総計 1632

財団法人三銀ふるさと文化財団
〒515 三重県松阪市京町510 第三銀行内 80598‐ 25‐0363
田 1990年 1月 2株式会社第三銀行 l口:二重県教育委員会 □ 1億 102万円 E“38万円 口比田榮作
芸術文化事業方針

三重県の文化振興、地域文化の育成、県民文化の高揚とうるおいのあるふるさとづくりに資するため、芸術文

化支援活動を行う。

フログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
定期コンサート 自主 284

三銀ふるさと三重文化賞 顕彰   2 80

総計 364

財団法人サントリー音楽財団
〒107 東京都港区赤坂3-21¨ 4 サントリービル分室 803-3589‐ 3694
■1969年 12月 ロサントリー株式会社 口文部省 (文化庁)|四2億 560万円 |口 1億 5000万円 口佐治敬

芸術文化事業方針
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洋楽の普及振興のための事業、洋楽の分野における優秀な音楽家への顕彰を行い、もって洋楽界の水準の向上

に資し、わか国の音楽文化の発展に寄与することを目標とする。この目標を達成するため、
1 洋楽の普及振興のためのコンサートの開催。
2 音楽に関する出版物の刊行。
3 邦人作曲活動の奨励、援助。
4 音楽団体の洋楽普及振興活動への助成。
5 サントリー音楽賞、芥川作曲賞の授与。
などの事業を行っている。

プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
各種コンサートの開催 音楽 自主

音楽賞の贈呈 音楽 顕彰   2

音楽に関する出版物の刊行 音楽 自主

邦人作品を含むコンサートの助成 音楽 助成  20
作曲委嘱 (邦人作曲家を対象とする) 音楽 助成   1
総計 15000

財団法人サントリー文化財団
〒530 大阪府大阪市北区堂島2‐ 1-5 サントリーアネックス9階 ●06-342-6221
田1979年 2月 ロサントリー株式会社 口文部省 □16億 2120万円 |口 1億 6500万円 口鳥井信一郎
芸術文化事業方針

社会と文化に関する国際的、学際的な研究の発展をめざし、これらの分野における独創的な研究の助成および

有能な人材の育成を行い、日本と世界の学術文化の発展に寄与する。

プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
研究助成 その他 助威  21
出版助成 その他 助成  11
サントリー学芸賞 その他 顕彰   7
サントリー地域文化賞 その他 顕彰   6
総計 16500

財団法人四国民家博物館
〒761‐01 香川県高松市屋島中町91 80878‐ 43-3111
田1975年 11月 ロカトーレック株式会社 □暦川県教育委員会 □2億5660万円 口B億617万円 □伽藤
達雄

芸術文化事業方針

文化財の有効利用ということで、文化財をふさわしいものに無料で使っていただく (歌舞伎舞台、ギャラリ

ー、民象等)。
プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
日本の伝続行事 (どんど焼き、七夕、重陽の節旬) 民俗 自主 10

森の演奏会 音楽 自主 10

子供歌舞伎 舞台 自主 13

ギャラリー展示 助成  16 15

総計

〒850 長崎県長崎市銅座町1-11 十八銀行経済文化部内 80958-24-1818

48

財団法人十八銀行社会開発振興基金
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口 1969年 10月 l四株式会社十八銀行 日長崎県教育委員会 口7億219万円 口 1465万円 口野崎元治
芸術文化事業方針

長綺県内地域における教育・科学・文化等の振興をはかるため、必要な助成を行い、もって地域社会の開発に

資することを目的とする。

プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
学校・地方公共団体等の楽器・視聴党機器の購入  音楽・映像 助成   9 350
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学校・各種研究団体の図書購入・研究誌発行費   文学・民俗・文化財  助成   4 170

文化財・民俗・歴史等の研究団体の活動費 文学・民俗・文化財  助成
。その他

5 125

音楽・演劇・演奏家団体への公演活動費 音楽・舞台・映像   助威   3 210

国際交流団体・地域留学生交流団体の活動 文学・国際。その他  助成   2 35

国際芸術交流の活動 舞台 助威   1 50

総計 1200

財団法人松竹大谷図書館
〒104 東京都中央区築地1-13‐5 松竹会館2階 803-5550-1694
田 1956年 12月 2松竹株式会社 日東京都教育委員会 口3億2090万円 【】3746万円 □伏谷信義
芸術文化事業方針

社会文化の向上発展に寄与することを目的として、松竹大谷図書館を維持経営し、演劇・映画等に関する調査

研究を行う。

プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費 (万円)
松竹大谷図書館の管理・運営 舞台・映像 自主

財団法人新日鐵文化財団
〒102 東京都千代田区紀尾井町6-5 紀尾井ホール ●03-5276-4500
日 1994年 11月 口断日本製鐵株式会社 口皮部省 (文化庁)|四 14億 6500万円 |口5億200万円 口南1藤
裕

芸術文化事業方針
1 音楽家の育成。
2 演養会等の開催。
3 優れた音楽活動に対する支援。
4 音楽ホールの管理・運営。
5 その他目的を達成するために必要な事業。
ブログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
音楽家の育成 音楽 奨学  40 9400

演奏会等の開催 音楽 自主 22200

優れた音楽活動に対する支援 音楽 助成  70 4000

音楽ホールの管理・運営 音楽 自主 14600

総計 50200

財団法人親和銀行ふるさと振興基金
〒857 長崎県佐世保市島瀬10-12 ●0956-23-3606
口 1989年9月 口l株式会社親和銀行 日長崎県商工労働政策課 口5億952万円 E2559万円 口1田添秀夫
芸術文化事業方針

親和銀行の企業理念である「地域社会への貢献」を、よりいっそう推進し、地域の産業・文化を振興するため
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に、長崎県内の優れた町おこし活動、県産品の開発、学校教育活動、学術研究活動などに助成を行っていくこと

と、書籍刊行による地域文化の向上に資することを方針としている。
プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
町おこし活動 音楽・民俗・文化財  助成   8 320

学校教育活動 音楽・映像・その他  助成   9 350

学術研究活動 民俗 。その他 助威   3 130

総計 800

財団法人末永文化振興財団
〒812 福岡県福岡市博多区博多駅東2-10-16 寿軒ビル 8092-411-2612
1■11985年 4月 口末永文子、末永直行 日福岡県教育委員会 口5億5172万円 口,2000万円 口陵川寛
芸術文化事業方針

A 音楽練習場の提供
1 九州交薔楽団の本拠として、事務室などを固定的に提供し、練習場を優先的に提供するとともに、市民との
交流を支援する。
2 各種団体のオーケストラ、合唱、オペラ、その他の音楽や演劇の練習場として開放し、助成する。
3 福岡音楽学院の協力を得て、音楽教育の振興をはかる。
B 絵画展示場の提供
郷土芸術家に絵画、彫刻などの展示場を提供する。

C 国際交流の推進
1 福岡YMCA学口にホール・教室・図書館を優先的に提供し、語学教育を通して国際交流を支援する。
2 九州日仏学館にホール・教室を優先的に提供し、その事業 (フランス文化推進・普及)を支援する。
3 各種国際交流団体に会場を提供し、隣接する福岡YMCAとともに、多様な国際理解や交流の場をつくる。
ブログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
音楽活動への支援 (九州交薔楽団の練習場としてホ  音楽
―ル提供)

自主

音楽活動への助成 音楽 助成  30
国際交流の促進と支援 助成    5

絵画展示場の提供と美術館の運営 美術 自主

総計 500

財団法人杉本美術館
〒450 愛知県名古屋市中村区名駅1-2‐ 4 8052-581-2904
田1986年 11月 口腐古屋鉄道株式会社 □曖知県教育委員会 口37億 6513万円 口12億 5201万 円 口鵬
井健―

芸術文化事業方針

杉本健吉の新平家物語・聖徳太子博の一連の作品はもとより、中心テーマである大和風物・牡丹・海外スケッ

チ等画業のほとんどすべての作品の寄贈を受けるとともに、ほかにもゆかりのある美術資料を収集して、美術館

を設置し、広く一般に公開することにより、当地方はもとより、ひいてはわが国文化の高揚と、社会教育の振興

に寄与せんとするものである。

プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
常設展 (代表作品展) 自主 123

企画展 89

総計

美術 自主

212
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〒105 東京都港区芝大門1-12-16 住友芝大門ビル2号館 803-5473-0161
田 1991年 9月 口住友グループ20社 口総理府 四120億 4658万円 口B億4037万円 口永井道雄
芸術文化事業方針

国際間の相互理解の基盤として、自国および他国の文化に対する認識を深めるには、文化財に接することか最
適の方法の一つです。また「心の豊かさ」を考えるとき、文化財は心豊かな生活の源となるとともに新たな文化
の創造の基礎となるものです。これらの点から、文化財を保存してつぎの世代に継承していくことは、いまの世
代の責務と考えます。

日本においても諸外国においても、文化財の維持・修復にはかならずしも十分に手が尽くされているという状
況にはありません。住友財団は、文化財を保護し後世に伝える一助として、文化財(美術工芸品、海外は遺跡を
含む)の維持・修復事業と、その事前調査 (海外のみ)を対象とする事業を行っています。
プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
文化財維持・修復事業に対する助成 文化財 助成   20 4769

269財団法人住友財団

海外の文化財維持・修復事業に対する助成 文化財・国際 助成   7 2190
総計 6959

財団法人駿府博物館
〒420 静岡県静岡市紺屋町15-4 8054‐252-0111
■1970年 12月 □漱式会社静岡新聞社、SBS静岡放送 口静岡県教育委員会 ■2億 193万円 日 1578万
円 0光木徹
芸術文化事業方針

当財団は、博物館法第1章第3条に規定された、登録博物館で、主たる事業は、展覧会の開催、博物館資料の
収集保管、調査研究、普及活動で、「助成」「奨学」「顕彰」については行わなしヽし、当法人定款 (寄付行為)に
も規定されておりません。
プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業員(万円)
美術展覧会 美術 自主 992
総計 992

財団法人セゾン文化財団
〒104 東京都中央区京橋 1-6‐ 13 アサコ京橋ビル5階 803‐ 3535-5566
田1987年 7月 口堤清二 日文部省 (文化庁)|四 107億 2319万円 口3億 1442万円 |】堤清二
芸術文化事業方針
1 現代的かつ革新的な舞台芸術 (演劇・舞踊)に対する支援を中心とする。
2 若手から中堅にいたる芸術家・団体を継続的に助成する。
3 創造環境の改善、国際交流の促進に寄与するプログラムヘの助成にも重点を置く。
4 金銭的支援にとどまらす、スペースおよび情報の提供等総合的支援を指向。
ブログラム名                   芸術分野      分類 件数  事業費(万円)
現代演劇・舞踊助成 (創造環境整備活動) 舞台 助成   18 1800

現代演劇・舞踊助成 (アートマネージメント留学
研修)

舞台・国際 奨学   2 750

現代演劇・舞踊助成 (芸術創造活動 i) 舞台 助威   3 1200

現代演劇・舞踊助成 (芸術創造活動 il) 舞台 助成   6 5200

現代演劇・舞踊助成 (国際交流公演活動 ) 舞台・国際 助成    7 950
現代演劇・舞踊助成 (国際共同創造活動) 舞台・国際 助成    7 1150

特別助成 音楽・文学・国際  助威   6 1739

自主制作事業 音楽・舞台・国際   自主 12163



第4華 1国・地方自治体・財団等のメセナ活動

総計 24952
270

〒102 東京都千代田区五番町5‐ l JS市ケ谷ビル7階 803‐3261-9831
口1984年 11月 ロソニー株式会社、株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメント l口文部省(文化庁)
口13億 8215万円 口p億3455万 円 口床1賀典雄
芸術文化事業方針

音楽、オペラ、舞踊等の芸術の普及向上をはかるため、国際交流の促進、創造開発の活発化、新進芸術家の青

成等に努め、わが目の文化の発展に寄与すること。

プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
国際的フェスティバル・コンクール等の開催および  音楽
協力

自主

財団法人ソニー音楽芸術振興会

音楽、オペラ、舞踊等の創造開発および協力 音楽・舞台 自主

芸術家の研鑽に対する助成 音楽 助成   3
その他、目的を達成するために必要な事業 音楽 自主

総計 83455

財団法人大同生命国際文化基金
〒550 大阪府大阪市西区江戸堀1-2‐ 1 806‐ 447-6357
田 1985年 3月 2大同生命保険相互会社 l口l外務省 Z]17億 491万円 日 1億 5453万円 l口1近藤祐三
芸術文化事業方針

わか国と諸外国との文化交流の実施あるいは助成を行うことを通して、国際相互理解の促進をはかり、わが国

とくに関西地域の国際化に貢献する。

プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
大同生命地域研究賞 文学 。その他 顕彰   4 1122

アジアの現代文芸翻訳出版 文学 自主 550

オックスフォード大学出版局との提携による翻訳出  文学・国際
版

助成   3 191

国際相互理解促進のための事業協力・助成 美術・ その他 助成   10 694

総計 2557

財団法人第百生命フレンドシップ財団
〒182 東京都調布市国領町4‐ 34‐ 1 80424-89-8191
田 1989年 12月 口膵百生命保険相互会社 l口!文部省 □3億円 【

“

253万円 Eシ」ヽ林啓次郎

芸術文化事業方針

地域の草の根団体に対する「生涯学習活動助成」により、生涯学習の振興をはかる。1団体20万円を毎年150

団体に助成。

多様な活動分野を助成対象にしているので、音楽、美術、演劇、映像、文学、民俗、文化財、国際など多岐に

わたっている。

ブログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
地域の草の根団体が日頃の活動を地域社会へ発表す

る開催事業または刊行・制作事業

音楽・美術・舞台・

映像・文学・民俗・

文化財 。国際

1360

総計

助成   68

1360



30企業財団のメセナ活動一覧

財団法人たましん地域文化財団 271
〒186 東京都国立市中1-9‐ 52 多摩中央信用金庫国立支店ビル 80425-74-1360
口1991年 4月 口多摩中央信用金庫 口1東京都教育委員会 口8億8591万円 口5453万円 □眸l嶋榮治
芸術文化事業方針

東京都多摩地域の文化資料 (歴史・民俗・美術など)の収集・調査・研究・出版も含めた情報の提供、収集し
た資料も含めての展示公開などの各種事業を通し、地域文化の形成に貢献する
プログラム名                   芸術分野

ことを願っている。

分類  件数  事業費(万円)
たましん歴史・美術館における企画展示 自主 1676
御岳美術館 (分館)における常設展示 自主 560
多摩地域の歴史・民俗などの調査研究と歴史資料室
機関誌「多摩のあゆみ」発行

民俗・文化財・その  自主
他

1849

多摩地域の歴史・美術などに関する講演・見学会
教室

美術・その他 自主 27

多摩地域の歴史・民俗などの研究団体、保存団体へ  民俗 。その他
の助成

助成   3 60

たましん財団賞 美術 顕彰   1 20

多摩歴史叢書5「新編武蔵風土記稿索引 (多摩の部)」  その他 自主 488
刊行

総計 4680

財団法人中信美術奨励基金
〒600 京都府京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町9 1 京都中央信用金庫内 8075-223‐ 8385
■1987年 4月  l口京都中央信用金庫 l口1京都府教育委員会 

“

億5500万円 日 1850万円 口道端進
芸術文化事業方針

京都府下における美術の創作活動を奨励し、伝統的文化の継承発展、ならびに京都市民の精神文化向上に寄与
すること。
プログラム名 芸術分野 分類 件数  事業費(万円)
京都美術文化賞贈呈 美術 顕彰   3 600
京都美術文化賞受賞記念展 美術 助成 515
「美術京都」出版 美術 助成 302
総計 1417

財団法人彫刻の森美術館
〒250-04 神奈川県足柄下郡箱根町ニノ平 80460-2-1161
口 1969年 □|フジサンケイ・グループ ロ文化庁 口 1億 7350万円 固植田新也
芸術文化事業方針

彫刻の森美術館は、1969年に環境芸術としての現代彫刻の振興をはかり、日本の芸術文化に新たな活力を注
入したいとしヽう願いから創設されました。箱根の雄大な自然のなかの7万m2の敷地に、彫刻のための野外展示場
と四つの室内展示場を持ち、気軽に芸術作品に親しめる美術館となることを目的とし
プログラム名                   芸術分野      分類

ています。
件数  事業費(万円)

陶彫展

オーストラリア現代美術展 自主

第14回上野の森美術館大賞展・秀作展 自主

第22回日本新工芸展 自主

第17回現代女流美術展 自主

美術

美術         自主
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東京ゾリステン 音楽 自主272
夜のアートフアンタジー 映像 自主

ウィークエンド・イベント 音楽 自主

総計 17350

財団法人東京オペラシティ文化財団
〒163-14 東京都新宿区西新宿3-20-2 東京オペラシテイタヮー3階 803-5353-0770
口1995年 12月 21日本生命保険相互会社、NTT都市開発株式会社、株式会社小田急百貨店、第一生命保険相

互会社、山大鉄商株式会社、相互物産株式会社 口1文部省 (文化庁)口 9億 1000万円 口7000万円 【シ」ヽ
林玉夫

芸術文化事業方針

当財団は、東京オペラシティと呼ばれる大規模な、賑わいのある文化ゾーンの施設のうち、コンサートホー

ル、アートミュージアムを拠点に、音楽、美術を中心とした幅広い文化事業を実施します。

幸た、新国立劇場など他の施設と連携をとり、お互いに補完・影響し合い、全体として調和のとれた、質の高

い芸術・文化を提供し、また、長期的な視点から、若手芸術家の発掘・育成などにも取り組みます。

プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

第2回シンポジウム開催「偶然を指揮する者」 音楽・映像 自主

作曲賞コンクールヘの応募作品の第1次審査 音楽 顕彰   1
難波田展示室開設「第1回自選戦後作品展」「第2回初  美術
期作品集」

自主

総計 7000

財団法人道銀文化財団
〒060 北海道札幌市中央区大通西4丁目 北海道銀行本店 8011-233‐ 1029
口 1991年3月 口1株式会社北海道銀行 日」ヒ海道教育庁 □3億円 口800万円 口l堀寛
芸術文化事業方針

行政、各種文化団体等とともに民間企業もまた、北海道の地域文化をさらに発展、向上させて、優れた芸術文

化の創造を奨励するとともに、広く道民の芸術鑑賞の機会を与えることを目的に活動している。

プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
「北海道演劇名鑑」の編纂 舞台 自主 140

さっぽろ市民コンサート 音楽 自主 30

第10回ライラックコンサート 音楽 自主 290

美術鑑賞会 美術 自主 60

第6回道銀芸術文化奨励賞 音楽・舞台 顕彰   2 160

音楽、美術、演劇、文学、4団体への連携支援事業 音楽・美術・舞台

文学

助成   4 120

総計 800

財団法人東芝国際交流財団
〒105‐01 東京都港区芝浦1-1-1 東芝ビル3C-4 803-3457-2733・ 8468
口 1989年4月 口騰1式会社東芝 日踵産省 口30億2000万円 口18660万円 口佐藤文夫
芸術文化事業方針

国際交流を進め対日理解の促進をはかること、国際社会への貢献をはかることを前提にして、科学・技術面と

ともに芸術面に重点を置く。

フログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
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事助成
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助威   6舞台・映像・文学

民俗 。国際
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美術館・博物館の行事、展示物の案内、図録の作成  美術 。文化財
助威

助威   8

財団法人東邦銀行文化財団
〒960 福島県福島市大町3-25 80245‐ 23-5882
田 1993年4月 12株式会社東邦銀行 日1福島県教育委員会 四3億754万円 1日 1億899万円 □内池佐太郎
芸術文化事業方針

福島県民の文化活動を支援し、より豊かな地域文化の創造と文化の振興を願い、21世紀を担う人材の育成に
寄与したい。
プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
地域文化活動団体への助成 音楽・美術・文学

民俗

助成   27 330

(前年度助成の県民創作オペラ)ビデオ 映像 助成    1 50

こけし館 (原郷のこけし群西田記念館)管理運営  その他 自主 8848
機関誌「カルチュラル」の発刊 (年2回 ) その他 自主 240
総計 9468

財団法人東洋信託文化財団
〒100 東京都千代田区丸の内1-4-3 803-3218-0611
田1989年 11月 口!東洋信託銀行株式会社 l口i文部省 (文化庁)
雄

口9億 8840万円 【]3100万円 固妹背光

芸術文化事業方針

地域における継続的な文化活動に助成
1 アマチュアの音楽団体が開催する公演。
2 アマチュアの演劇団体が開催する公演。
3 伝統芸能の伝承と保存のための公演。
4 美術館等が企画開催する美術展。
プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
音楽活動に対する助成 音楽 助成  16 750
演劇活動に対する助成 助威   7 350
伝統芸能に対する助成 民俗 助成  17 800
美術展に対する助成 美術 助威    7 600
総計 2500

財団法人徳島新聞社会文化事業団
〒770-72 徳島県徳島市中徳島町2-5‐ 2 80886-55-7365
田1973年 3月 2徳島新聞社 口徳島県 □13億 9458万円 口5442万円 口坂田雄幸
芸術文化事業方針
地方文化の向上をはかることを目的とした事業と各団体への助成を行う。
プログラム名                   芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
徳島新聞社賞 (文化賞) 顕彰   1 300
徳島新聞助成金 音楽・美術・民俗   助威   7 741

国内グループの海外公演の助威           音楽・舞台      助威   4

舞台
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障害者芸術祭、エナジー96 美術 自主 510
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チャリティ絵画展示即売展 美術 自主 516

総計
2067

財団法人トヨタ財団
〒163-04 東京都新宿区西新宿2-1‐ 1 新宿三井ビル37階 ●03-3344-1701
■1974年 10月 ロトヨタ自動車株式会社 日総理府 口154億円 1口6億8900万円 口豊田英二

芸術文化事業方針

1 当財団は、助威財団であり、芸術文化事業への助成も、助威活動の対象の範囲には含まれる。
2 当財団は、研究助成を中心としており、芸術文化の領域でも研究的性格のものは対象となりうる(研究助成
プログラム)。

3 当財団は、東南アジアで現地の人々の手によつて行われる文化的な事業や研究への助成を行っている(国際
助威)。
4 当財団は、日本と東南アジアの文学などの翻訳を通した相互理解への助成を行っている (「隣人をよく知ろ
う」プログラム)。

プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

国際助威 助成  59 7260

「隣人をよく知ろう」プログラム 文学 助成   11 1690

総計
8950

財団法人長島文化財団

〒890 鹿児島県鹿児島市与次郎1-7-15 8099-250-5400
■1985年 3月 口長島公佑 (長島商事株式会社代表取締役)日鹿児島県教育委員会 □56億 5862万円 ロ
7343万円 口長島公佑
芸術文化事業方針

鹿児島県における教育振興、地域文化および学術の振興に寄与すること。

1 地域文化の向上のため、歴史、美術工芸および自然に関する資料の収集、保存、研究および展示に必要な事

業。
2 地域の歴史、文化および熱帯植物その他地域の自然に関する学術研究に対する助成金の綸付、ならびに地域
の教育文化の振興にかかわる活動に対する奨励金の綸付。

プログラム名                   芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

長島美術館の管理・運営 美術 自主

助成事業 その他 助成   3 50

奨学金事業 その他 奨学  22 558

総計
608

財団法人ニッセイ文化振興財団

〒100 東京都千代田区有楽町1‐ 1-1 803-3503-3111
田 1973年 11月 口日本生命保険相互会社 日文部省 |口 13億 5698万円 |口 12億 7400万円 【シ」ヽ林玉夫

芸術文化事業方針

本財団は、広く国民の情操を養い教養を高めるため、優れた舞台芸術を提供するとともにその向上をはかり、

もってわか国の芸術文化の振興に寄与することを目的とする。

上記目的を達成するためにつきの事業を行う。

1 児童向けおよび一般向け舞台芸術等の開催。
2 児童向けおよび一般向け舞台芸術の公演に対する援助。
3 児菫向けおよび一般向け舞台芸術作品の創作の奨励。
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4 舞台芸術に関する研究会、講演会等の開催。
5 海外舞台芸術の招聘および援助。
6 舞台芸術分野における功労者等の表彰。
7 その他上記目的を達成するために必要な事業。
ブログラム名
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芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
こどものためのミュージカル・プレイ「ニッセイ名  舞台 自主

作劇場」(第34回 )の主催および感想文集の発行

青少年のための「日生劇場オペラ教室」の主催   舞台。国際 自主

第5回「日生劇場国際児童フェスティヴアル」の主催  音楽・舞台。国際 自主

「ニツセイ・オペラ・シリーズ
′
97」 の主催 自主

「ニツセイ・ミュージック・コンサート」の主催   音楽 自主

海外の優れた舞台芸術の招聘 音楽・舞台・国際   自主
「ニツセイ・パツクステージ賞」の贈賞 舞台

「日生劇場舞台フォーラム'97」 の開催 舞台 自主

財団法人日本生命財団
〒541 大阪府大阪市中央区今橋3-1-7 日本生命令橋ビル 806‐ 204-4011
口 1979年 7月 口日本生命保険相互会社 B総理府 口120億 580万円 口5億5683万円 【シ」ヽ林幹司
芸術文化事業方針
芸術文化面においては、つぎの3点を目標に1979年より助成活動を続けております。
1 地方・地域重視の視点から、博物館が展示する歴史 。自然・民俗などの郷土遺産を学術的・体系的に解説し
た案内書の出版に助成し、地域文化の振興、青少年の文化教育に資する。
2 日本の文化史・生活史あるいは人間の生活環境 。自然環境などの分野において市販性に乏しいが、学術的・
専門的見地から公開が強く要請されている学術的専門書の出版に資する。
3 児童・少年自らが、郷土芸能伝承活動や音楽活動・図書文庫活動などの地域活動を実践することにより、創
造力に富んだ情操豊かな子供たちに成長することに資する。
プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
博物館総合案内出版助成 民俗・文化財・その  助成

他

3 2208

学術書出版助成 民俗・文化財。その  助成
他

11 2779

7000成助・
財

台

化

舞

文

術

俗

美

民

楽

学

音

文

児童・少年の健全育成助成

その他

総計 11987

財団法人日本テレビ放送網文化事業国
〒160 東京都新宿区新宿6-27‐ 8 新宿スカイメナービル4階 803‐ 3205‐ 6201
口11976年 11月 口日本テレビ放送網株式会社 口1文部省 口15億円 EИ500万円 ロレ」ヽ林興三次
芸術文化事業方針

日本テレビの社会貢献事業として広範な文化芸術活動のなかから放送事業に関連のある分野での文化活動を実
施。
1 日本語学習ビデオ教材の製作。
2 世界児童画展の主催。
3 語学研究機関への助成。
4 音楽・芸術 (演劇)への助威。
プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
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第27回世界児童画展/東京中央展および42都道府  美術・国際
県展

自主 3000
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劇団OIE公演 助成   1 100

アムステルダム・コンセルトヘボー管弦楽団東京公  音楽
演

助成   1 700

読売日本交響楽団特別公演 音楽 助成   1 100

総計
3900

財団法人日本美術協会
〒105 東京都港区西新橋1-11-3 虎ノ門アサヒビル6階 ●03-5251‐ 2245
田 1887年 口l企業よりの寄付金 口1文部省 (文化庁) □14億 3279万円 日5億5246万円 口瀬島龍三

芸術文化事業方針

芸術・文化の振興こそが人類の平和と繁栄に最も資することを確信し、美術館事業においては、若手美術家の

育成と芸術活動の奨励に力をそそぐ。また、財団創立100年を記念して創設した「世界文化賞」は、芸術文化の

発展、普及、向上に顕著な貢献をした世界の芸術家を顕彰。同費は人類共通の「芸術・文化の広場」で、国際協

調と相互理解、人的交流をめざす。

プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

第7回「高松宮殿下記念世界文化賞」 音楽・美術・舞台

映像 。その他

顕彰   5 30734

第13回 「上野の森美術館大賞展」 助成   14 4353

「VOCA展-96」 美術 助成    5 2330

二科展 美術 顕彰   1 10

第8回「日本の自然を描く展」 美術 自主 6042

日本の美術50年展 美術 自主 1545

第2回ニューヨーク近代美術館展 美術・国際 自主 1216

有栖川・高松宮ゆかりの名品展 美術 自主 3328

長谷川潔・岡鹿之助展 美術 自主 2246

研究会 。講演会・セミナー・アートスクール。その

他

美術 自主 3436

総計
55246

財団法人野間奉公会
〒112 東京都文京区音羽2-12-21 講談社ビル 803‐5395-3721
田1939年 10月 12株式会社講談社 口文部省 Z】34億円 1日 1億 7400万円 口野間佐和子

芸術文化事業方針

文芸に対する奨励および表彰。

ブログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

野間文芸賞・同新人賞 文学 顕彰   3 700

野間児童文芸賞。同新人賞 文学 顕彰   3 400

相模原市児童・生徒図画展 200

〒103 東京都中央区日本橋 1‐9-1 803‐3271-2330

顕彰   1
1300

総計

財団法人野村国際文化財団

舞台
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田 1990年 5月 口野村證券株式会社 口度部省 (文化庁)□

“

0億6000万円 ロレ億2355万円 口1田淵義
久

芸術文化事業方針

国際社会における真の相互理解の実現のために、音楽・美術分野における人材育成活動および国際交流活動に
対しての助成を行います。
1 音楽などの分野における若手芸術家の育成活動に対する助成。
2 芸術文化の国際交流を目的とする講演会、展覧会、シンポジウムの開催などに対する助成。
3 社会科学および人文科学の分野を専攻する外国人留学生に対する奨学金の交付。
4 その他、目的を達成するために必要な事業。
上記4項目について、いすれも原則として明確な教育・育成プログラムを基本にした活動であることを前提と
します。

プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
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バシフイック・ミュージック・フェスティノVレ (PMF) 音楽・国際
に対する助成

助成    1

着手芸術家に対する展示場の無料提供およびバンフ 美術
レット等の制作援助

助成   15

外国人留学生に対する奨学金交付 国際・その他 奨学  20
現代音楽普及のためのCD製作への援助 音楽 助成    2
敦捏研究院の研究者受け入れ事業への助成 美術・文化財・国際  助成   4
ローザンヌ国際パレエコンクール交流団体への助成  国際 。その他 助成   1
各種音楽会、展覧会への助成、海外演奏活動のサポ
ート

音楽・美術・国際・

その他

助成  10

東京芸術大学資料館への寄付 美術 。その他 助威   1
総計 22355

財団法人八十二文化財団
〒380 長野県長野市岡田178-13 ノヽ十二別館内 容026-224-0511
田 1985月 3月 2株式会社八十二銀行 日長野県教育委員会 口2億円 口12億3047万円 【シ」ヽ林春男
芸術文化事業方針
基本的スタンス
1 伝統文化を後世に伝える。
2 自然環境を守る。
3 人材を育成する。
フログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
文化講演会の開催 その他 自主

教養講座の開催 美術・映像・文学・

その他

自主

コンサートの開催 音楽 自主

ギヤラリー企画展の開催 美術 自主

その他 自主

芸術文化事業方針

23047総計

財団法人美育文化協会
〒103 東京都中央区日本橋小網町11-5 803-3662-5321
田 1970年8月  l囲ぺんてる株式会社 口l文部省 口 1億円 EЮ 358万円 口岩間英太郎

出版事業
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1 世界児童画展の年度開催。世界各国(本年度84か国・地域)よ り児童生徒の絵画作品を募集。優秀作品を選

定し、日本 (昨年40か所)および海外 (昨年17か所)で展覧会を開催。
2 美術教育誌「美育文化」月刊発行。対象 :美術教育関係者。部数6000部。月額850円 。
ブログラム名                   芸術分野       分類  件数 事業費(万円)
第27回「世界児童画展」開催 美術 自主 910

月刊誌「美育文化」発行 美術 自主 1900

総計
2810

財団法人東日本鉄道文化財団
〒100 東京都千代田区丸の内 1‐ 6-5 JRビル 803‐3213-3017
田 1992年 3月 □陳日本旅害鉄道株式会社 日運輸省 口60億円 口6億3500万円 口住田正三

芸術文化事業方針

1 鉄道を通じた地域文化の振興。
2 鉄道経営・鉄道技術に関する調査・研究の促進。
3 鉄道にかかわる国際文化交流活動の推進。
を事業の三つの柱と

プログラム名

し、人間性豊かな鉄道文化・交通文化の醸成に寄与することを目的として活動している。

芸術分野       分類  件数  事業費(万円)

東京ステーションギャラリーの運営と展覧会の開催  美術 自主

地方文化事業支援 助成   6

とうきょうエキコンの開催 音楽 自主

みちのくエキコンの開催 音楽 自主

英文雑誌の発行 自主

交通研究者への調査・研究助威 その他 助成   23

海外鉄道研修生受け入れ 自主

財団法人美術工藝振興佐藤基金
〒248 神奈川県鎌倉市浄明寺5-9-39 803‐3881-1590 (連絡先)
口 1979年 5月 口|千住金属工業株式会社、佐藤金属株式会社、佐藤千壽 i口!文部省 (文化庁) □ 7億 1000万
円 日1892万円 口佐藤千壽
芸術文化事業方針

美術工芸の日査研究および創作活動を奨励・助成するとともに、美術工芸品および資料を収集公開してこれら

の研究に資し、もってわか国文化の発展に寄与する。

ブログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

創作活動および調査研究に対する助成 美術 助成   2 155

外国人受容に対する助成 美術 助成   2 408

講演会等 美術 自主 92

若手金工家の育成 美術 顕彰   3 100

展示会 美術 自主 509

総計
1264

財団法人ひろしま美術館

〒730 広島県広島市中区基町3‐ 2 8082-223‐ 2530
田 1974年 4月 口株式会社広島銀行、広島市 日広島県教育委員会 □23億 8386万 円 口3億 4834万 円
口橋回収

芸術文化事業方針

民俗

国際



30企業財団のメセナ活動一覧

当財団は、1978年広島銀行の創業100周年記念事業として、「地域への密着と奉仕を強力に推進する」同行
の経営の基本理念にもとづき設立されたものであり、国内屈指のコレクションを有する常設展示や、年4～ 5回
の特別展の開催等により、今後とも地域社会の芸術・文化の向上に資する方針である。
プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業員(万円)
生誕100年ラルテイーグ写真展 美術 自主 1300
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印象派の先駆者ブーダン展 美術 自主 1900
未来都市の考古学 美術 自主 2800
ヴィクトル・ユゴーの世界展 美術 自主 1900
総 計 7900

財団法人福岡文化財団
〒812 福岡県福岡市博多区博多駅前3‐ 1-1 8092-472‐ 1676
口 1985年 6月 口株式会社福岡シティ銀行 lD福岡県教育委員会 四6億 5000万円 口2412万円 口四島
司

芸術文化事業方針

地域社会に対して美術・音楽・演劇等芸術の各分野で美的、知的な精神的価値を通して、より豊かな社会づく
りに寄与することを目標としています。
プログラム名 芸術分野 分類 件数  事業費(万円)
プロムナードコンサート 自主 350
シルクロード写真展および写真集発行 美術 。その他 自主 220
ミュージカル「赤毛のアン」支援 舞台 助成   1 1050
アジア国際美術展などの助成 助成   3 350
チベツト展 (主催西日本新聞社)支援 助成   1 150

イタリア音楽祭支援 音楽 助成   1 92

文化請演会など その他 助成   3 200
総計 2412

財団法人福武学術文化振興財団
〒206 東京都多摩市落合1-34 80423‐ 56‐0810
口 1985年 6月 口株式会社ベネッセコーボレーション ロ文部省 □β億700万円 |口1990万円 口旧武線―
郎

芸術文化事業方針

当財団の寄付行為には、目的として学術研究に対する助成を行い、あわせて学術・文化に関する知識の普及啓
発に努め、もってわが国の学術の振興および文化の発展に寄与するとあり、その事業の一つとして学術文化に関
する国際的な講演会・展覧会等の開催およびその援助をかかけている。
プログラム名 芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
研究助成 民俗・文化財・国際  助成  19 1400
学会・研究専会の開催に対する助威 民俗・文化財。国際  助成   6 175

国際交流に対する助成 文化財 。国際 助成   1 150

〒522 滋賀県彦根市小泉町31 80749-23-4575

文学 自主

1785

講演会 60

総計

財団法人平和堂財団



第4華 1国・地方自治体・財団等のメセナ活動

280 田 1989年 3月 2巨原平次郎 (株式会社平和堂代表取締役会長)
3472万円 口匠原平次郎

l口1滋賀県教育委員会 【口2億 6925万円 ロ

芸術文化事業方針

1 滋賀県の文化・芸術の振興に寄与する文化事業活動に対する助成。
2 滋賀県内、滋賀県出身の新進芸術家の活動に対する助成および育英。
以上を通じて、滋賀県の文化・芸術の振興に寄与する。

プログラム名                   芸術分野 分類  件数  事業費(万円)

海外留学生助成 (芸術部門) 音楽 奨学   1 120

郷土図書寄贈 (製作助成および寄贈) 文学 助成    1 94

文化・芸術公演助威 音楽・美術・民俗  助成   4 200

新進芸術蒙活動助成 音楽・美術 助成    5 100

新進芸術家美術展・演奏会の開催 音楽・美術 自主 329

総計 843

財団法人ベルナール・ビュフェ美術館
〒411 静岡県駿東部長泉町駿河平 80559-86-1300
■1973年 11月 1四株式会社スルガ銀行 1□静岡県教育委員会 口岡野光喜
芸術文化事業方針

フランス現代画の巨匠ベルナール・ピュフェ(1928～ )の作品を公開展示することによって、文化の向上に

寄与する。

プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
ベルナール・ピュフェ美術館の運営 美術 自主

絵画展 美術 顕彰

財団法人ポーラ伝統文化振興財団
〒104 東京都中央区銀座1-7-7 ポーラビル3階 803-3561-7408
田 1979年 12月 口l株式会社ポーラ化粧品本舗、ポーラ化成工業株式会社、有限会社忍総業、有限会社ポーラ
興産 口文部省 (文化庁)□16000万円 口陵藤憲
芸術文化事業方針

わが国の優れた伝続工芸・技術、伝続芸能、民俗芸能および民俗行事等の伝統的文化を映像として記録し、そ

の公開、頒布を行い、あわせて関係資料の収集、保存および伝続文化に関する普及を行うとともに、伝続文化の

後継者に対する奨励および助成等を行って、その保存振興をはかり、もってわが国の文化の向上、発展に寄与す

ることを目的とする。

ブログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)

伝続文化ポーラ賞の贈呈 舞台・民俗・その他  顕彰   7 360

出版 舞台 助成   1 100

文化講演会 その他 助成   4 230

伝統文化記録映画の上映 舞台・映像・民俗 。  自主
文化財

230

伝統文化記録映画の制作 映像・文化財 自主 1600

総計 2520

財団法人三井海上文化財団
〒101-11 東京都千代田区神田駿河台3‐9 803-3259‐ 4131

田1988年 10月 口三井海上火災保険株式会社 □瞑部省 (文化庁)□ Ю億8504万円 口5800万円 口松
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方康

芸術文化事業方針

地域の文化おこしを支援するために、音楽・郷土芸能の分野において、地域の文化活動を助成することによっ

て、文化の振興および文化の国際交流を活性化し、わが国文化の向上、発展に寄与することを目的とする。
プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
地域住民のためのコンサートの開催 音楽 助成  30 3700

281

国際交流活動に対する助成 音楽・民俗 。国際  助成  25 2000

全国高等学校総合文化祭「東京公演」に対する助成  音楽・民俗 助成   1 100

総計 5800

財団法人三菱信託芸術文化財団
〒103 東京都中央区日本橋2‐ 2‐4 日本橋永楽ビル内 容03-3281-0604
口1987年 12月 口三菱信託銀行株式会社 日反部省 (文化庁)四 四億5781万円 1日 1億3816万円 口林
宏

芸術文化事業方針

わか国のプロのオベラ、オーケストラ、その他の音楽団体が主催する公澳等のうち、一定の芸術的水準を有
し、経済的支援を要すると認めたものへの助成を行う。
プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
三菱信託音楽賞 音楽 顕彰   1 500

音楽 助成   40 5800

総計 6300

財団法人みどり銀行文化振興財団
〒651 兵庫県神戸市中央区生田町1-4-3 ●078-231-5160
田 1991年 10月 日兵庫県教育委員会 口3億2296万円 |口 1580万円 1曇米田准三
芸術文化事業方針
1 阪神・淡路大震災の被災地における「心の復興」につながる事業を実施する。
2 兵庫県下各地域の振興に寄与する。
プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
イベント開催事業 (文化部門) 音楽・舞台 自主 335

助成事業 (文化部門) 音楽・美術・舞台  助成  14 460

普及および啓蒙事業 その他 自主 11

総計 806

財団法人明治村
〒484 愛知県大山市内山1 80568‐67-0314
口1962年 7月 口名古屋鉄道株式会社 日皮部省 □56億8113万円 口B億7000万円 口梶井健―
芸術文化事業方針

日本の隆盛期であつた明治時代の各種資料を収集管理して、広く一般に公開するとともに、明治の新しい精神
に立脚した社会教育の振興により、国民大衆に歴史の指針を与え、その一般教養の充実をはかることにより、社
会文化の向上に寄与することを目的とする。

ブログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
第22回明治村賞 顕彰    1 100

第30回明治村茶会 自主 2500

特別展 自主 1000

音楽芸術公演活動への助威
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ミュージアムコンサート 音楽 自主 80
282

総計 3680

財団法人ヤギメセナファンデーション
〒920 石川県金沢市間屋町2¨80 ヤギコーボレーション内 容0762-37-1122
口 1991年3月 2株式会社ヤギコーボレーション 1日石川県教育委員会 □F億7461万円 E鶉 79万円 口体
陣靖司

芸術文化事業方針
1 芸術文化に関する行事の開催等に対する助成。
2 国際文化交流に対する助成。
3 大学、高校および専門学校における産業デザイン教育に対する助成。
4 その他この法人の目的を達成するために必要な事業。
プログラム名                   芸術分野 分類  件数  事業費(万円)
ヤギスクールシアター 舞台 自主 879

総計 879

財団法人安田火災美術財団
〒160 東京都新宿区西新宿1-26-1 803-3349-3080
■1976年 6月 口晨田火災海上保険株式会社 □皮部省(文化庁)□ 12億 7113万円 □p億8166万円 |ロ
後藤康男

芸術文化事業方針
1 展覧会の内容および展示品の多様化を進め、多くの人々に親しまれる美術館として観客層の幅をひろげて入
館者の増加をはかる。
2 優れた美術家の表彰ならびに助成によって美術界の発展に寄与するよう支援事業を推進する。
プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
安田火災美術財団奨励賞 助成  30
安田火災東郷青児美術館大賞 顕彰    1

安田火災東郷青児美術館の運営・管理 美術 自主

総計 28166

財団法人安田生命クオリテイ オブ ライフ文化財団
〒160 東京都新宿区西新宿1-9-8 803-3349‐ 6194
田 1991年 6月 ロロ田生命保険相互会社 日瞑1部省 □15億 4000万円 Eβ 431万円 口床島雄次
芸術文化事業方針

当財団は、音楽における人材育成ならびに地域の伝続文化の継承、とくに後継者育成に対する助威等を行い、

もって国民生活の質的向上ならびにわか国文化の発展に寄与することを目的としています。

プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
日本音楽コンクール開催助成 音楽 助成   1 550

海外音楽コンクール参加費用助成 音楽 助成   4 180

海外音楽研修生費用助成 音楽 助成  16 3510

音楽学生奨学金 音楽 奨学  23 920

地域の伝統文化継承のための助成 2800

総計

民俗 助成   47
7960
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財団法人山種美術財団 283

〒103 東京都中央区日本橋兜町7-12 ●03-3664-6749
田 1965年 1月 □山崎種二 日文部省 口89億 7600万円 □Ю億6385万円 口山崎富治
芸術文化事業方針

山種美術館は、昨年、開館30周年を無事成功させ、本年度よりは、新たな展開に努力します。本年度は、隔
年で行われます第14回山種美術館賞展を皮切りに、秋の特別展「美人画誕生」を主力とし、8回の展覧会を開催

します。

とくに、前期より地下鉄SFカードの図柄に当館所蔵の作品が採用され、あわせて当館作成の大ポスターか地

下鉄全線駅に貼り出され、大きな宣伝効果を発揮しましたが、この「美人画の誕生」展でも同様の企画が立案さ

れております。

また、移動展も、千葉そこう美術館はじめ3か所において開催を予定しています。

プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
30周年記念特別展「三人の巨匠たち――御舟・古径・  美術
土牛」ほか

自主 18849

総計 18849

財団法人大和文華館
〒631 奈良県奈良市学口南 1‐ 11‐ 6 80742-45-0544
口 1960年 10月 口l近畿日本鉄道株式会社 l口l大阪府教育委員会 □金森茂―郎
芸術文化事業方針

大和文華館は日本美術および関係諸文化に関する資料を収集し、その研究および鑑賞を奨励し、国民の教養と

新文化の創成に資するとともに世界の文運に寄与し、人類の平和と親睦とに貢献するをもつて目的とする。

プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
陳列品解説 美術 自主

日曜美術講座 美術 自主

美術論文集発行 美術 自主 500

文化財展覧会 自主 1420

総計 1920

財団法人大和文化財保存会
〒630 奈良県奈良市登大路町8 奈良県教育委員会事務局文化財保存課内 80742-24-3902
口 1960年 9月 口Mi畿日本鉄道株式会社 :口1奈良県教育委員会 口 144億 1995万円 E′ 309万円 口:金森
茂―郎

芸術文化事業方針

奈良県下における国宝、その他の語文化財の保存に関する事業を促進助成し、もって国民文化の向上に寄与す

ることを目的とする。
1 国宝、重要文化財、その他の有形文化財および配念物の修理、復旧ならびにこれらの維持管理に必要な事項
につき、所有者、管理責任者または管理団体に対する援助。
2 その他目的を達成するために必要と認められる事業。
ブログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
文化財保険加入推進助成 文化財 助成  59 65

指定文化財修理援助 文化財 助成  10 1784

未指定 (指定候補)文化財修理援助 文化財 助成   1 200

総計

文化財 自主

2299
文化財調査事業 250
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財団法人ヤマハ音楽振興会284
〒153 1東京都目黒区下目黒3‐ 24‐22 803‐ 3713-1351
口 1966年8月 日ヤマ八株式会社 日文部省 □p億円 口江口秀人
芸術文化事業方針
1 音楽教育活動。
2 総合的な音楽力・指導力を持つ指導者の養成。
3 音楽普及活動・各種音楽コンテスト・コンサートの実施。
4 出版・制作活動。
以上四つを活動の柱として21世紀の豊かな音楽文化を創造していくための事業をすすめています。
プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
ユニセフチャリティオリジナルコンサート 音楽 自主

ティーンズミュージックフェスティバル 音楽 自主

ミュージック・クエスト 音楽 自主

インターナショナルエレクトーンコンクール 音楽・国際 自主

音楽を学ぶ学生のための奨学金 音楽 奨学  34

財団法人ユニオン造形文化財団
〒550 大阪府大阪市西区南堀江2-13-22 806-532-8764
田 1994年 5月 口株式会社ユニオン ロ文部省(文化庁)口 4億円 口p929万円 日立野純三
芸術文化事業方針

空間造形デザイン文化の振興と向上をはかるため、調査研究および国際交流に対する助成を行うとともに、空

間造形デザインにかかわる人材養成および顕彰を行い、もってわが国芸術文化の発展に寄与することを目的とす

る。

プログラム名                   芸術分野       分類  件数  事業費(万円)
空間造形デザインに関する調査研究 美術 助成   8 1450

空間造形デザインに関する国際交流 美術・ 国際 助成   3 300

空間造形デザイン分野で活躍する若手芸術家の在外  美術
研修に対する助成

奨学   2 480

空間造形デザイン分野で優れた創作活動の顕彰    美術 顕彰   2 200

その他事業 美術 助成   1 150

総計 2580

財団法人ヨークベニマル文化教育事業財団
〒963 福島県郡山市朝日2-18-2 株式会社ヨークベニマル総務室内 容0249-24-3111
田1985年 口株式会社ヨークベニマル ロ旧島県 四2億6600万円 |“ 500万 円 0大高善二郎
芸術文化事業方針

目的

文化ならびに教育活動の推進を通し、福島県内に住む青年の国際性を養成すること。

概要
1 毎年、福島県下の公私立高校生を海外研修に派遣 (ホームステイ)。
2 数年おきに、カナダ、マニトパ州の青年を福島県に招待 (ホームステイ)。
3 その他。
プログラム名                   芸術分野       分類  件数 事業費 (万円 )

第12回アメリカ・カナダ海外研修派遣事業 2200

総計

自主

2200



30企業財団のメセナ活動一覧

〒760 香川県高松市丸の内2-5 80878… 23中 5511
口 1991年 10月 口四国電力株式会社 口文部省 (文化庁)□ 10億 2300万円 1日3830万円 固山本博
芸術文化事業方針

四国地域を対象として、音楽・美術を中心とした芸術活動を主催および助成することにより、優れた芸術文化
の鑑賞機会を提供するほか、顕彰・奨学援助なども行い、地域文化の振興に寄与する。
ブログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
主催事業 音楽・美術 自主 1060

285財団法人よんでん文化振興財団

音楽活動への助威 音楽 助成   20 1060
美術活動への助成 美術 助成   6 190

奨学援助 音楽・美術 奨学  18 1140

音楽・美術 顕彰   3 340
総計 3790

財団法人ローム ミュージック フアンデーション
〒615 京都府京都市右京区西院西中水町1 8075-311-7710
■1991年2月 口佐藤研―郎、日―ム株式会社ほか 日皮部省 (文化庁)□ 25億4684万 円
円 口佐藤研―郎

口 1億447万

芸術文化事業方針

音楽活動に対する助成をはかるとともに、音楽を専攻する学生に対する奨学援助等を行い、もってわが国の文
化の向上、発展に寄与する。
プログラム名                   芸術分野      分類  件数  事業費(万円)
音楽活動助成 音楽 助成   30 2460
音楽セミナーの開催 音楽 自主 1763
国際交流助成 音楽 。国際 助成  14 1150
京都・国際音楽学生フェスティバル

′
96の開催    音楽 自主 1438

音楽研究助成 音楽 助成   5 270

音楽在外研究援助 助成    6 1600
奨学援助 音楽 奨学  22 1560
総計 10447

顕彰

音楽
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授賞趣旨と受賞企業の紹介

創造性、独創性、質の高さを求める

「メセナ大賞」は、優れたメセナ活動を表彰することによって、企業メセナ

のいっそうの充実と、世論の関心を深めることを目的として1991年 に企業メ

セナ協議会が創設したものである。

「メセナ大賞'96」 は、1995年度内 (1995年 4月 1日～1996年 3月 31日 )に

日本に所在する企業および企業財団によって行われた、貢献度の高いメセナ

活動を顕彰した。

総合的に優れた活動には「メセナ大賞」を授与するのをはじめ、大賞に匹

敵するほど優れた活動には「審査委員特別賞」、芸術家の育成に貢献した活

動には「メセナ育成賞」、企画面で優れた活動には「メセナ企画賞」、国際文

化交流に寄与した活動には「メセナ国際賞」、中小企業による優れた活動に

は「メセナ奨励賞」、地域文化の振興に寄与した活動には「メセナ地域賞」、

芸術文化の普及に貢献した活動には「メセナ普及賞」をそれぞれ授与する。

下記の選考基準および審査委員によって、「メセナ大賞'96」 の受賞企業が

決定された。

[選考基準]

・創造性、独創性、質の高さ

。芸術文化を通じて社会に与えるインパクトや貢献度

・継続性や社員参加の度合い など

288

[審査委員]

・植木  浩
・小池 一子
・高橋 アキ
・筑紫 哲也
・辻  邦生
。蛤川 幸雄
・松岡 紀雄
・諸井  誠
・福原 義春

前東京国立近代美術館館長

佐賀町ェキジビット・スペース主宰

ピアニスト

ジャーナリスト/ニ ュースキャスター

小説家

演出家

神奈川大学教授

作曲家/彩の国さいたま芸術劇場館長

①企業メセナ協議会理事長

[五 l・音順 ]

|

1     1
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選考経過
社団法人企業メセナ協議会専務理事

根本 長兵衛

今回の応募は例年よりも多彩な内容だった。メセナ事業の範囲と方法が多

様化しているとともに、応募資格にうたっている企業・企業財団の枠をはみ

だす団体からの応募も増えた。メセナ運動の全国的なひろがりと浸透ぶりを

示すものといえよう。第 6回の今回は全国から182案件が142の団体から寄せ
られ、その 4割が初めての応募者からである。
「多事争論」の論議が続き、各賞を決めるのはなかなか難航した。しかし、
結果を見ると、それぞれの賞にふさわしい事業が選ばれたと確信しうるもの

だった。

大賞のアサヒビールいはメセナ活動に対する基本理念と組織を明確にした、
社をあげての取り組みが評価された。キヤノンいのアートラボは新しいアー

ト誕生への期待が込められて審査委員特別賞に決まった。0毎日新聞社の日
本音楽コンクールは戦時中も休まず継続し、音楽の普及向上と新人育成に大

きな貢献をしてきた事業である。いヨークベニマルと②八十二文化財団は地

域に根ざした発想豊かな素晴らしい活動を展開していることが評価された。
凸版印刷いと大日本印刷いの活動は双方とも自社の本業と直結しているよう
に見えながら、採算を度外視したメセナの好例である。被災者に生きる勇気
や希望を与えるのは芸術活動だと考え、「アート・エイド・神戸」を率先し
て始めたい海文堂書店の活動は深い共感を呼び受賞が決まった。

全応募案件の内容は多岐にわたっていたが、いくつかの特徴をつぎに列挙
する。①何十年という長期継続のメセナ活動、②集団的メセナともいうべき

協力体制を組んで事業を推進する活動、③規模の大きな国際的メセナ活動、

④豊かな発想・企画による事業、⑤施設や制度をつくり、有名 。無名の芸術
家に提供している事業、⑥青少年の芸術育成 。支援活動、⑦企業活動の延長
ながら、採算は度外視して行っている事業、③文化の裾野を広げる事業、⑨
地域の文化を支援・育成する事業、⑩企業や従業員自体の文化を育てるメセ
ナ活動。さらに市民ボランティア型のメセナにも顕著な増加傾向が見られた。
今後も、より多様多彩な事業が全国から集まることが期待される。

289
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'96

●

業種

本社所在地

創立年

資本金

従業員数

食料品

東京都

1949年

1307億円

4404名

９

´

ロビーコンサートを中心とする社会に開かれた

未来文化創造型メセナ活動

1954年から外国のアーティストを招いて毎月2回コンサートを開始するな

ど、同社のメセナ活動には長い伝統があるが、創業100周年、東京墨田区に

本部ビルを建設したのを機に、全社横断の企業文化委員会と専任部署企業文

化部を創設し、新たに明確な方針を打ち立てた。以後、①社有施設から地域

への斬新な文化の発信・提供、②若手アーティストの発掘と支援、③世界の

優れた芸術の紹介を三本柱とした多彩で独創的なメセナ活動を、幅広い社員

参加による文化活動のかたちをとって、積極的に展開している。このように、

同社の傑出したメセナ活動への総合的な取り組み、とくに未来に向けての芸

術文化創造支援、地域文化発信をめざす取り組みが高く評価され、受賞とな

った。

メセナ活動は企業の大切な構成要素

1989年、創業100周年記念に隅田川のほとりに建設された本部ビルと隣接

の屋上に金色の巨大な炎のオブジェをいただくフラムドールが、自社の営業

基地としてだけではなく、東京の新しい川の手文化の発信基地となればとの

考えから、また、「メセナ活動は企業を構成する一要素だ」という社の方針

にもとづいて、地域に密着した個性的な文化活動を展開している。

本部ビルのロビーでは気鋭の音楽家を中心とした斬新なロビーコンサー ト

アサヒビール株式会社 Asahi Breweries, Lrd

慟じ
,″多

メ警、'

“

鬱



10授賞趣旨と受賞企業の紹介

を、会議室では時代の精神を切り拓く文化講座を定期的に開催し、社員参加

により行っている。同様のものを各地の支社や工場でも開催している。これ

らの活動は社有施設を使ってつねに新しい文化価値情報を発信したい、地域

文化の発展に寄与したいという願いのもとにすすめており、社員の声を反映

しつつ、企業文化部が全社の旗振り役を務めている。芸術文化の専門家のア

ドバイスは得つつも、あくまで社員が主体的に企画運営を行うというかたち

で展開されている。メセナ活動を推進することにより、自らの企業文化度の

向上もめざしているのである。

ほかには、音楽、美術、ダンス等のさまざまなジャンルの挑戦的な新進ア

ーティストの発掘支援や、ミラノスカラ座やオルセー美術館の支援などとと

もに、フラムドール内のアートスペース・スクエアAの運営、また、財団活
動として海外からの芸術留学生へのスカラシップや音楽会、美術展への助成

などを継続的に行っている。

このように、例年経常利益の 2～ 3%のメセナ予算を継続して確保し、年
間主催行事を約50件、協賛約70件、財団助成約30件を継続実施している。
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鬱
本社所在地

創立年

資本金

従業員数

カメラ・精密機器・

OA機器
東京都

1987年

1427億円

20261名

キヤノン株式会社（ソ

「アートラボ」の企画・運営

「アートラボ」とは、デジタル技術を用いたいままでにないアート作品を創

造するため、同社のコンピュータ・エンジニアとアーティストとの共同作業

(コ ラボレーション)に より、構想から展覧会のプレゼンテーションまでを

行う世界に類を見ないスタイルのプロジェクトである。

この自社の技術と人材を生かした、新しいアートを制作するメセナ活動は、

アート界に新風を吹き込み、これからのアート界のアーティストヘの育成に

もつながったといえる。企画の先鋭性やアイデアの斬新性が高く評価され、

今後の活動への期待も大きいことから、今回の審査委員特別賞の受賞となっ

た。

新たなアートを創造するマルチメディア実験工房

「映像・情報分野で培ったキヤノン独自のデジタル技術をアートに展開させ

たい」。芸術と科学の融合による可能性を、より深く洞察し、実践するため

に構想されたアートラボ。1991年 4月 より同社の文化支援活動の柱として始

まったプロジェクトは、社会 。文化支援センター文化支援推進課が事務局と

なり、今日まで活動全体の企画・運営を行っている。

アートラボ企画展として、毎年コラボレーションによる展覧会を行い、開

催後には日英併記のカタログを発行している。アートラボの作品は内外の評

価も高く、ニューヨーク近代美術館やデンマーク・ルイジアナ美術館など、

1
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10授賞趣旨と受賞企業の紹介

海外の著名な美術館から招待され出品している。

また、1995年からアートラボ・プロスペクト展がスタートした。これはア

ートラボのオリジナル制作にとらわれず、多様化するマルチメディアの可能

性を拓いていく斬新なアート作品、才能を幅広く一般に紹介していくプログ

ラムである。

上記の展覧会以外にも、機器のサポートやレクチャーを随時開催するなど、

積極的な活動を続けている。

今後はインターネット上にアート・プロジェクトやアーカイプを展開し、

通常の展覧会とともに活動の幅をひろげていくという。デジタルネットワー

クが急速な発展を遂げるなか、企業の技術と芸術との融合によって新たなア

ート領域の創造をめざすマルチメディア実験工房のこれからの活動が楽しみ

である。
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業種

本社所在地

創立年

資本金

従業員数

新聞

東京都

1872年

42億円

3975名

294

第64回 日本音楽コンクール表彰式

「第64回日本音楽コンクール」 (主催 毎日新聞社 0日本放送
協会)の開催と長年にわたる同コンクールの運営

楽壇への登竜門として日本最高の権威と水準で知られる「日本音楽コンク

ール」は1932年 に始まり、以来毎年 1回開催され1996年で65年になる。この

間、数多くの有為な新人音楽家を発見し、日本のみならず世界の楽壇へ送り

出してきた。毎日新聞社は創設以来、戦時中も休むことなくコンクールを開

催し続け、1949年の第18回からは日本放送協会との共同主催のかたちをとり

ながら、音楽文化の発展、普及、向上に多大な役割を果たしてきた。同社の

コンクールを通しての、長期間にわたる音楽界への、とくに若手音楽家育成

への貢献が高く評価され、受賞となった。

コンクールでの成功が、国際的な活動と評価につながる

現在国内外で活躍する邦人演奏家の大部分が日本音楽コンクールの出身者

といっても過言でないほど、日本で最も長い歴史と実績を誇り、また応募部

門の多さと高い水準、そして公正な審査などで世界楽壇の注目を浴びている。

1932年 に旧時事新報社の主催で「卓越せる実力を有する音楽家の推薦」「楽

壇レベルの向上」を目的として開始され、第 6回からは毎日新聞社 (時事新

報社が同社に合併されたため)が主催となった。第18回から日本放送協会と

の共催となり、規模が拡張し機構が充実され、日本音楽コンクール委員会と

いうかたちで運営されている。入賞者は新聞、放送ならびに発表演奏会によ

って広く世に紹介され、さらに世界楽壇への登場へと前途が開かれている。

株式会社毎日新聞社 The Mainichi Newspapers
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スーバーマーケット

チェーン

福島県郡山市

1948年

99億円

1700名

株式会社ヨークベニマル York-llenimaru C-o.. I-rrl 295

絶版になった地域歴史書の復刻・発刊事業

スーパーマーケットの地域貢献といえば一般的に地域への寄付等が多いな

か、株式会社ヨークベニマルは、新たな地域に出店するたび、その地域に関

連した貴重な歴史的文献の復刻という発想豊かな事業を行ってきた。

発行した刊行物は、関係する県、市町村、学校、図書館等に寄贈するほか、

一般希望者にも無料で提供している。

地方文化発展の確実な基礎となる文化的役割、質の高い独創性ある企画と

いう点が高く評価され、今回のメセナ企画賞の受賞となった。

地域史研究に対する文化貢献活動
新店舗出店地域の人々の郷土理解に対する一助となることを願い、文化貢

献活動として何が適しているかを模索するなか、「もっと形に残るものを」

と社員が提案したのがきっかけでこの事業が始まった。

1992年 11月以来、本社のある福島県をはじめ、宮城県、栃木県、山形県各

地ですでに絶版になった質の高い歴史的文献を掘り起こしては、それを現代

仮名づかいに直して復刻させてきた。現代の研究者が書き下ろした論文集も

一部ある。1996年 3月 末には13冊に上り、それぞれ発行部数は2000部前後で、

いずれも郷土史家をはじめ研究者などからの評価は高い。一般の方からも希

望は多く、同社は今後もこの事業を継続していく方針である。
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1業種

1本社所在地

1創立年

1資本金

1従業員数

印刷業

東京都

1900年

1049億円

13766名

凸版印刷株式会社296

「欧米のポスター100」 復刻事業

戦後日本のポスターは欧米のポスターに大きな影響を受けて開花したとの

認識に立ち、その感謝の思いを込めて、創立95周年を機に、1945年から1990

年に制作されたアメリカとヨーロッパの代表的なポスター100点 を選定し復

刻した。復刻された世界各国のポスターは、日本で紹介したあと、歴史的 。

文化的資料として保存、国内・海外200の美術館、教育機関等に寄贈し、広

く世界に鑑賞の機会を確立しており、国際的な文化交流の一助となっている

ことが高く評価され、今回の受賞となった。

ポスター文化への貢献
日本の戦後ポスターは欧米からの影響を受けて開花した。それはグラフィ

ックデザインにとどまらず、芸術性や思想性、社会性を含めた「ポスター文

化」全般にわたるものであった。多くのポスターの印刷を手がけてきた同社

は、1991年 に「日本のポスター100」 収集と復刻事業を実施し、さらに今回

欧米グラフィックデザイン界に対する感謝の念を含んだ事業として、本事業

に取り組んだ。ポスターの選定は、アメリカのミルトン・グレイザー氏、ニ

ューヨークタイムズのスティープン・ヘラー氏、そしてフランスのアラン・

ヴェイユ氏が、全体の監修は亀倉雄策氏が行った。世界の代表的なポスター

を復刻し、世界各国の美術館等へ寄贈し広く鑑賞の機会を設けたことは、日

本の国際文化交流にとってたいへん意義深いことである。

Toppan Printing Co., Lrd.
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書籍販売・

画廊経営

神戸市

1914年

80D万円

35名

株式会社海文堂書店 297

「アート・エイド・神戸 (阪神大震災文化復興)」 の実施

阪神大震災の被災地にあった従業員35名の書店が緊急事態のなかで始めた

「芸術文化で震災復興をめざす活動」は、規模こそは大きくないが、時宜を

得た企画であり、神戸の芸術文化復興に果たした役割は大きく、すべての審

査委員から高い評価を受けた。

自社が被害を受けたにもかかわらず、「被災者に生きる勇気や希望を与え

る芸術活動を早く立ち上げる」ために、先頭になっての積極的な活動は賞賛

に値し、今回のメセナ奨励賞の受賞となった。

阪神大震災で被害を受けた芸術家の救済と神戸の文化を再生
神戸の文化を自らの手で守るという決意と芸術家自身も神戸の復興のため

に力を結集するという二重の意味で命名された「アート・エイド・神戸」。

これは阪神大震災で大きな被害を受けた芸術関係者に緊急支援を行うととも

に、閉塞状況から再開した芸術活動に対して助成支援をする活動である。

震災直後、震災前から文学・美術・音楽の普及・育成にかかわってきた同

社が緊急出動として始め、1995年 2月 アート・エイド・神戸実行委員会発足。

同社が事務局となり、社長の島田氏が事務局長を務め、スタッフや事務機等

を提供するなど、中心となって活動してきた。芸術家個人や活動への支援、

美術展・コンサート・詩朗読会を主催するなど、被災者に芸術の力による励

ましと勇気と心の癒しを与え続けている。

rヽ

錯哺
: ヽ 11

:     ｀/‐ 1

回

Kaibundo Books * Gallery Co., Ltd.
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●
所在地

創立年

資産総額

親会社

長野市

1985年

2億円
伸八十二銀行

298

心の豊かさを求めて一八十二文化財団10年のあゆみ一

「伝統文化の継承」「自然環境の保護」「人材の育成」を三本柱に、地元長野

県の「地域の文化情報センター」をめざしてきた10年間の同文化財団の活動

は、地道ではあるが、地域社会・文化に密着した堅実な内容で、まさに「地

域とともにあゆんできた10年」だといえる。とりわけ、発行・出版物は充実

しており、読みやすい機関誌やわかりやすい調査報告書は多くの人々に親し

まれてきた。

芸術・文化の普及活動を通じて地域の振興に寄与してきた功績が高く評価

され、メセナ地域賞の受賞となった。

八十二銀行が設立した地域の文化情報センター
1985年の設立から、長野県内の芸術 。文化に関する調査ならびに資料、情

報の収集を行い、その成果を広く県民に公開してきた。1993年 にはマルチメ

ディアに対する「新文化情報システム」を構築。同財団のコミュニケーショ

ンスペース「スペース82」 「ライブラリー82」 に設置された一般開放用のパ

ソコンは誰もが気軽に利用している。

芸術・文化の普及啓蒙活動を通じて地域の振興と豊かでうるおいのある生

活づくりに寄与することを基本理念に、郷土にまつわる調査研究、雑誌や報

告書等の発行や資料集の出版、ロビーコンサートや教養講座等の催し物の開

催、「ギャラリー82」 をはじめとするコミュニケーションスペースの提供と、

「地域」を大切にした広範囲な活動を手がけている。

財団法人八十二文化財団 Hrchiiuni Culture F<>undation

1,,
|||
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●

1業種

1本社所在地

1創立年

1資本金

1従業員数

印刷業

東京都

1876年

1052億円

14514名

299

「ギンザ・グラフィック・ギャラリー」10周年企画の実施

ギンザ・グラフィック・ギャラリーは開設10周年の記念企画として、戦後

50年の節目を踏まえて「日本のグラフィックデザインの流れ」をテーマにレ

クチャーを含めた特別企画展の開催と記念出版物の刊行を行った。この企画

は同ギャラリーがこの10年に開催した118回の企画展などの集大成として日

本のブックデザインやモダンタイポグラフィーなどの歴史的な評価・研究の

未開拓分野をとりあげ、「日本のグラフィックデザイン戦後史」の総括を行

った点で、企業の枠を超えて芸術文化の普及に尽くした実績が高く評価され、

今回の受賞となった。

グラフィックデザインの情報センターをめざして

同ギャラリーは大日本印刷が印刷企業としてかかわりの深いグラフィック

デザインの社会的機能や役割を優れた作品を通して広く紹介し、その向上に

寄与することを目的に1986年 3月 にグラフィックデザイン専門ギャラリーの

パイオニアとして設立した。企画展は月 1回、年間12回開催しているが、す

べての企画は印刷とかかわりのある手づくりの自主企画で、着実と継続を基

本として同社の費用で運営している。出展作家によるレクチャーも参加者が

多く、質疑応答も活発に行われている。これまでの来場者は34万人を超え、

10周年の企画展だけでも2万 1000人が来場している。また活動の成果として、

「gggブックス」の刊行やインターネットでの情報提供などを行っている。

大日本印刷株式会社 Dai Nippon Printing Co., Ltd

田
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応募企業および企業財団とその活動

31都道府県より142団体の応募

[五十音順]

300 榊アートネイチャー (東京都)

帥愛銀教育文化財団 (愛知彙)

旭硝子榊 (東京都)

朝日生命保険輌 (東京都)

アサヒビール佛 (東京都)

朝日放送締 (大阪府)

mアフィニス文化財団 (東京都)

m尼信地域振興財固 (兵庫県)

出光興産儲|(東京都)

働稲‐盛財団 (京都府)

榊伊予銀行 (愛媛県)

佛インターナカツ (高知県)

榊宇佐美組 (岐阜県)

永和信用金庫 (大願府)

榊エフエム東京 (東京都)

大川創業榊 (大阪府)

圃大阪日本民芸館 (日本生命保険口ほか関西系企業全

16社 )(大阪府)

大田まちづくり芸術支援協会 (東京都)

オペラサロン・トナカイ (東京都)

オリエンタルバイオ榊 (東京都)

財音楽教育振興財団/榊トーオン (東京都)

榊海文堂書店 (兵摩県)

鹿島建設佛 (東京都)

い換手堂 (群馬県)

榊北川鉄工所 (広島県)

榊紀伊国産書店 (東京都)

岐阜信用金庫 (岐阜県)

キヤノン榊 (東京都)

協和発酵工業榊 (東京都)

「加藤檄椰記念館」の運営

教育・文化活動に対する助成ならびに援助活動

公募展「東京ガラスアート展'95」 の実施

「全国児童生徒絵画・かきそめコンクール」の実施、
「新都心プロムナードギヤラリー」の運営など

ロビーコンサートを中心とする社会に開かれた未来文
化創造型メセナ活動、「アサヒビール大山崎山荘美術
館」開館

「ザ・シンフォニーホール」の運営と事業活動

「第7回アフイニス夏の音楽祭」(セミナー)の開催

オペラ公演に対する支援および地域文化支援

「第6回出光音楽賞」の実施

「京都費 (精神科学・表現芸術部門)」 の頭彰

伊予銀行地域文化活動助成制度の実施

映画「優勝―■enaissance―」の製作
「地球交口楽ガイアシンフォニー第二番」上映会の開
催

文化 (歴史)展示および出版活動

「丁OKYO FM少 年合唱団」の12年間の育成・運営
活動

関西フィル八―モニー管弦楽団に対する資金・物的

場所的援助

開館25周年「収蔵品展」および特別展「棟方志功展」
の開催

「P10(大田区産業会館)コ ンサート」の開催、洗足
池太鼓橋竣エヨ意演奏の集い「春青の響」の開催

若手アーティスト育成とオペラ文化の普及活動

「オリエンタルフィル八―モニー」に対する全面的助
成

音楽教育振興貴の顕彰と音楽教育活動への助成

「アート・エイド・神戸 (阪神大震災文化復興)」 の実
施、公益僣託亀井純子文化基金の運営

「第4回 KAJIMA彫刻コンクール」の実施
「換平堂シネマ165の会」の開催

府中市文化センターにおける「キタガワアザレアコン
サート」の開催

石川洋購演「歩いたあとに一輪の花を咲かせたい」ピ
デオ製作および頒布

演奏会「ウイーン東京アンサンブル」と「夢の人一モ
ニー'95」 の開催

「アートラポ」の企画・運営、「UNEP世界環境フォ
トコンテスト」の実施、「写真新世編」の活動

第8回朝日ヤングセッション安藤忠雄講演会「自由に
生きる」開催および講演録出版 (贈呈)
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キリンビール佛 (東京都)

榊久保工務店 (東京都)

佛京葉銀行 (千葉県)

健康食品榊 (大阪府)

五稜郭タワー佛 (北海道)

帥佐賀銀行文化財団 (佐賀県)

相模鉄道榊 (神奈川県)

榊さくら銀行 (東京都)

札幌信用金摩 (北海道)

サントリー蜘 (大阪府)

三洋関東設備機器(株)/榊オギハラ (群馬県)

三洋電機榊 (大阪府)

J〒B(東京都)

榊四国新聞社/西日本放送佛 (香川県)

榊資生堂 (東京都)

下関信用金庫 (山口県)

「JAZZメ セナ野辺地」(青森県)
棘しゅんこう (兵庫県)

真生印刷欄 (大阪府)

m新日鐵文化財団 (東京都)

巣鴨信用金庫 (東京都)

榊住友銀行 (大阪府)

住友生命保険(相)(大阪府)

鞠西友 (東京都)

欄西友/榊フアミリーマート (東京都)

積水化学工業榊 (大阪府)

榊セシール (香川県)

「キリンコンテンポラリーアワード95」 の実施、「キ
リンプラザ大阪」の運営など

「旅の文化研究所」に
研修、教育事業

よる公募研究助成、出版事業、

タウン誌「KANDAルネッサンス」の出版、神田に
彫刻を置く運動、「神田学会」の開催

‐|「若い芽のαコンサート」への協賛

ケンショク「食」資料室の運営

‐‐r市民制作函館野外劇」の全社をあげての支援など

新人賞 (美術・音楽)の贈呈および受費者の「5人
展」の開催

「相鉄ギャラリー」の運営と「相鉄奨励晨」の開催 |

「貨幣資料室」「さくら銀行京都文化財展示室」の運営、
「プロムナートコンサート」の開催

「さっしんほのぼのエッセイ賞」の実施

「第12回サントリー 1万人の第九コンサート」の協賛

群馬県マンドリン協会および群馬県マントリンフェス
ティパルヘの支援

「大阪シンフォニカー」の演奏活動支援

「社の懸い」の開催、「JTB紀行文学大策」などの実
施

「丸亀平井美術館」の運営

「費生堂ギャラリー」75年の運営と「資生饉ギャラリ
ー七十五年史」の発行

「美と安らぎのある街づくり」第 1期事業 (彫刻作品
群4点と文学碑3点の設置)

「HOTジャス lN野辺地」の開催
「和紙ちぎり絵」の芸術文化活動に対する資金、人的、
物的援助

「第6回花と緑で世界を結ぶ児童・生徒絵画コンクー
ル」の実施

「紀尾井ホール」の運営および音楽支援活動

「第5回わんぼく絵画コンタール」の実施

「第5回住友銀行スプリングコンサートークラシック
ってむすかしくないんだ!l 三校成彰の F音楽の時
間』」の実施

「住友生命全日本こども絵画コンクール」と「全国縦
断チャリティコンサート (通算500回 )」 の実施

「サンダンス・フィルム・フェスティパル・イン・ト
ーキョー'95」 の開催

「中国新輝芸術麒」の公演への協賛、台湾オベラ “明
華饉歌網場

'「
千年狐の純愛物語」の公演への協賛

ミュージカル劇団 (ミクル劇団)の育成・支援活動

選藤周作原作「深い河」の映画化のプロデュース

301

近畿日本ツーリスト榊 (東京都)
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302 ロセゾン文化財団 (東京都)

艤増進会出版社 (静岡県)

財ソニー音楽芸術振興会 (東京都)

第一生命保険(襴 (東京都)

ダイキンエ業締/ダイキンエ業現代美術支援財団 (大
阪府)

い大光銀行 (新漏県)

鞠太鼓センター (京都府)

大日本印刷榊 (東京都)

在日ダイムラー・ベンツグループ (東京都)

陶タイヨー・ムジーク・ジャバン (神奈川県)

田窪恭治‐―サン・ヴィゴール・ド・ミュー礼拝堂プロ

ジェクト支援委員会 (東京都)

日崎真球船 (異庫県)

働たましん地域文化財団 (東京都)

淡海自動車工業榊 (滋賀県)

榊千葉銀行 (千葉県)

月量化成機 (福岡県)

榊坪井利三郎商店 (愛知県)

津和野信用金庫 (島根県)

TOA榊 (兵庫県)
T‐BRA:N eLUB(機 東芝マーケテイングコンサ
ルタント)(東京都)

田苑栗源酒遺鞠 (鹿児島県)

榊暉通 (東京都)

東急広報委員会 (東京都)

東京オビニオンズ (14社で構成)(東京都)

東京ガス都市開発榊 (東京都)

東京電力轍 (東京都)

芸術財団に対する複数年の運営助成

「ふるさとで語る折々のうた」の開催、写真集「朝比
奈隆」の出版とコンサートの協賛など

「全日本大学オーケストラ大会・第10回記念神戸大会」
の開催、「0才まえのコンサート」(第53回～第59回 )
の開催

ザルツプルク・モーツァルト住家復元事業への支援、
「V00A晨 '"」 の実施、「第一生命ギャラリー」の
運営など

美術館支援活動

長岡交響楽国の活動への支援

脅少年をはじめとする国民への和太鼓普及活動および

阪神大震災被災者支援活動

「ギンす。グラフイック・ギヤラリー」10周年企画の
実施        |
ダイムラー・ベンツグループ アート・スコープ'95/

ガスコーニュ・ジャパニーズ・アート・スカラーシッ
プの実施

トツカ・ビアノ。メソットの普及推進活動

「田窪恭治―サン・ヴィゴール・ド・ミュー礼拝堂プ
ロジェクト」の実施

「第2回神戸クラシック・エイド」の実施

郷土誌「多摩のあゆみ」の刊行、「たましんギャラリ
ー」「たましん歴史・美術館」の運営などの地域文化
事業

「プラームスホール」の10年間の運営と活動、「プラー

ムスホール贅」の種設

「ちばぎんアートギャラリー」におけるギャラリー活
動

「第9回つきはし創作館」(■話。写真・絵画)の公
募・晨示の実施

「鬼かわらコンクール」の実施

「第4回つわのしんきん音楽サロンー弦楽四重奏のタ
ベ」の開催

「ジーベックホール」を中心とした音文化啓蒙活動

「第3回インターカレッジテクノアートワークス」の
開催

「田苑酒蔵サロンコンサート」の開催

「電通ギャラリー」の年間活動

「Tokyu“丁hanks from the Heart"Oon―
ce威・95」 の実施

「東京オピニオンズフェスティパル」の開催

「パークタワー・アートプログラム」の実施

科学情報誌「:LLUME(イ リューム)」 の発行



2●応募企業および企業財団とその活動

蜘東芝 (東京都)

T●丁0(東海機器佛)(福岡県)

m東洋信託文化財団 (東京都)

同和火災海上保険構|(大阪府)

鳥取瓦斯佛 (鳥取県)

凸版印刷鞠 (東京都)

従業員有志による「東芝フィル八―モニー管弦楽団」
の米国公演

「ギヤラリー・閣」の活動t■f奈良/TOTO世 界建
築トリエンナーレ (公募部F5)11995」 の需催など

地域における音楽・演劇・伝統芸能・美術展の文化活
動の助成

「ザ・フェニックスホール」の建設と運営

「鳥取ランパル会」(「モスクワ放送交響楽団」演奏会
の開催)への支援

「欧米のポスター100」 復刻事業、「プリンツ21グラン
プリ展」の協賛、「読書感想画中央コンクール」の協
賛など

トヨタ自動車佛 (愛知県)             「トヨタ・コミュニティ・コンサート」の開催、「トヨ
タアフター5コンチェルトービジネスマン・OLの
演奏会」の開催など

トヨタ西東京カローラ締 (東京都)|  |||||||||‐ 1社内コミュニテイホール「グランプラス」における定
|||  ||||||1期 コンサートの饉催

国日鋼記念病院 (い日本製鋼所)(北海道)     芸能文化イベントの公演および絵画展等の開催
働日航財団 (東京都)               「アジア・アートフォーラム95」 の開催
日産自動車榊 (東京都)             「第12回ニッサン菫話と絵本のグランプリ」の運営、

「ニッサンゆかいな絵本と童話展」の開催

日清食畠佛 (東京都)               「現代陶芸めん鉢大賞」の公導および展菫会の主催
日本アイ・ビー・エム榊 (東京都)         「日本 !BMパレエ特別奨学金」制度の設置、「lBM

びわこ現代絵画展'96(第 15回 )」 の実施など

日本オリベッテイ艤 (東京都)           25年 にわたる総合文化誌「SPAコ 0」 の出版
日本航空榊 (東京都)               「JALステージスペシャル東寺音舞台」の実施

10年にわたる音楽演奏活動の支援

生命誌研究館におけるサイエンスオペラやコンサート
の開催

r第26回世界児童画暴」の企画・運営

303

日本室内1楽アカデミー楽友会 (中部主要企業―日本ガ
イシ佛ほか137社)(愛知暴)

日本たばこ産業榊 (東京都)

動日本テレビ枚送網文化事業団/m美育文化協会 (東
京都)

日本電気機|(東京都)

日本電僣電話機 (東京都)

根室信用金庫/働根室しんきんふるさと振興基金 (北
海道)

ハウステンポス榊 (長崎県)   |  ||
馬車道商店街協同組合 (神奈川県)

m八十二文化財団 (長野県)        |‐
八光信用金庫 (大阪府)

阪急電鉄締 (大阪府)      .    |

世界的に著名なオーケストラを継続的に支援

「第11回 NTT全国タウン障フェスティバル」の実施
「ふるさとのうた」歌詞募集 。CD製作と同振興基金
による地域文化支援活動

文化施設 (13の美術館・博物館)の運営

「馬車道を描く日曜画家展」の開催

心の豊かさを求めて一人十二文化財団10年のあゆみ―

公立ホール事業支援ならびに地域文化創造参加活動

宝塚フアミリーランド・デンマークチポリガーデン提

榛記念「第14回童語コンクール」の実施

佐渡薪能への支援帥東日本鉄道文化財団 (東京都)
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304 日立プラント建設榊 (東京都)

姫略経営者協会 (兵庫県)

働ひろしん文化財団 (広島県)

蝉福岡シティ銀行 (福岡県)

m福岡文化財団 (福岡県)

富士火災海上保険鞠|(大阪府)

枷フジカワ画廊 (大阪府)

幡富士銀行 (東京都)

プ回クター・アンド・ギャンブル・フアー・イース

ト・インク (兵庫県)

榊ベネッセコーボレーション (岡山県)

北海道放送榊 (北海道)

蜘毎日新聞社 (東京都)

佛丸井今井 (北海道)

―浦藤沢信用金庫 (神募JII県 )

榊三越 (東京都)

三菱地所佛 (東京都)

働三菱信託芸術文化財団 (東京都)

ミュージックランチ (やまなみ土曜コンサート)支援
63錬 E取りまとめ伸伊東製作所](宙山県)

未来工業榊 (岐阜県)

メルシャン機 (東京都)

モービル石油榊 (東京都)

嚇ヤギメセナファンデーション (石川県)

安田火災海上保険棘 (東京都)

m山形しあわせ銀行教育振興基金 (山形県)

働山種美術財団 (東京都)

ヤマト運輸い (東京都)

佛ヨークベニマル (福島県)

地域に密着した芸術文化活動支援 (手づくリコンサー

トの開催、大塚阿波踊り大会支援)

親子のふれあいのための事業と中学生のプラスバン

育成のための事業

ド

「ひろしま平和能楽祭」と「青少年のための能楽鑑賞

教室」の開催

「博多に強くなろう」「北九州に強くなろう」シリーズ

の発行・配布

「プロムナード・コンサート」の開催

「富士火災アートスペース」の運営

公的展覧会への作品貸し出しおよび出品協力

「・96成人の日コンサート」への特別協鸞

「タウンギャラリー」と「P&Gギ ャラリー」の新設

「ベネッセハウス直島コンテンポラリーアートミュー

ジアム」の運営

「HBCジュニアオーケストラ」と「HBC少年少女
合唱団」の30年を超える育成活動

「第64回日本音楽コンク…ル」(主催毎日新聞社 '日本
放選協会)の開催と長年にわたる同コンクールの運営

「第 3回きっぽろ国際現代版画ビエンナーレ展」の実

施

「第 91回市民コーラスと歌手のつどい」の開催

パリ「三越エトワール」の文化交流活動

「横浜IJAZIZ PROMENADE'95」 への支援

音楽芸術活動への継続的助成 (公演への助成、三菱信

託音楽賞の実施)

富山県立新川文化ホールロピーでの「やまなみ土曜コ

ンサート」の開催

「鬼太鼓座」公演の実施

「メルシャン軽井沢美術館」の運営

「第30回モービル児童文化貴」の実施および30年記念
ビデオの作成

ヤギスクールシアターミュージカル「Let'sウエデ
ィング」の開催

m安田火災美術財団の活動 (美術館の運営、顕彰事業
など)、「安田火災人形劇場ひまわリホール」の運営

「第13回くらしの文集」の刊行

山種美術館30年にわたる美術館の運営および1995年度
における特別展を中心とする展覧会活動

「音楽宅急便 “おしゃべり好きなコンサート"」 の自催

絶版になった地域歴史書の復刻。発刊事業



2●応募企業および企業財団とその活動

吉忠榊 (京都府)

佛リクルート (東京都)

京都市交響楽団員87名に演奏会用コスチューム贈呈、
「京響ポップス・シネマテイツク・ロマン」コンサー
トの開催

「クリ ョンギャラリー G8」 の10年間の運営と
活動、「ガーディアン・ガーデン」の5年間の運営と
活動

305

理想科学工業佛/m理想教育財団 (東京都) 新孔版画コンクールの実施、「手づくりの絵はかき」
コンクール実施
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活字になったメセナ [1996年度]

新聞、雑誌、書籍に登場したメセナ

○ここには、1996年 4月から1997年 3月 にかけて新聞、雑誌、書籍などで扱

われたメセナ関連記事等を収録した。ただし、厳密な意味でのメセナだけ

ではなく、フィランソロピー、企業文化などメセナとも関連が深いと判断

されたもの、政府・ 自治体の芸術文化政策、芸術文化施設に関するものな

ども収録している。

○収録は各月別に分けてあり、さらにそのなかで、「論文・評論」、「解説」、

「対談・座談会」、「インタビュー」、「コラム」、「報道」、「特集」、「単行

本」、の順に収録、「連載」、「専門誌」は月別とせず、最後に収録した。

○雑誌の場合は混乱を避けるため、実際には前月に発行されても、 1月 号は

1月 の項に記載した。また、年報は12月 に収録した。

○各項目内の配列は、発行日付順とした。なお、月刊誌は配列の最後にした。

○単行本の項には、会議記録、講演要旨、小冊子資料なども含まれている。

308



fr6F-l /E+.t-y 10活字になったメセナ [1996年度]

1996年 4月 309
論文・評論 市民本位のNPO法制定を急げ(日本経済新聞「社説」964.9)

芸術振興:演者と同時に観客の育成を(熊本日日新聞「社説」96.4.15)

若手監督、ひときわ精彩:製作費支援の輪広がる(日本経済新聞96.4.5)
美術館の
｀
社会開放
″
促す:インターネットでアート(日本経済新聞「文化」96.4.13)

NPO、 東阪での論文出版(日本経済新聞「ウエープ」96.4.14)
震災のガレキ アートに再生(日本経済新聞「話題探検」96.4.14)
「メセナ」市民主体で(北海道新聞96.4.19)
パブリックアート熱の陰できまざまな問題点が浮上(毎日新聞96.4.19)
内戦後のルワンダ:邦人が

｀
音楽N00″ (読売新聞96.4.20)

変容する文化の社(読売新聞「うえの再生紀」96.4.23)
芸術家支援の組織相次ぐ:イ ンターネット(日本経済新聞96.4.23)
佐賀県メセナも他県と連絡へ:全国レベルの連絡会が発足(西日本新聞「東京インフォメー
ション」96.4.26)

インタビュー 音楽で社会人の輸、社内の協力不可欠:ト ヨタ自動車広報部社会文化室 菅野隆忘氏(日経産
業新聞「この人と5分間」96.4.5)

コラム オークションでの処分反輸出す、評価は上々:米美術館、所蔵品増えすぎ(読売新聞「海外の
文化」96.4.3)
「佐治敬三の美感遊創」(毎日新聞96.4.4)
自作の油絵:テーマは山、1年1作―サントリー会長佐治敬三氏(日本経済新聞「ヒトしな」
96.4.5)
子ども組のルネサンス(日本経済新聞「百科専科」96.4.7)
黒人パレエ団の存在を無視(産業経済新聞「海外アート通信」96.4.9)
構造の美しさに魅せられて:NEC社長金子尚志氏(日本経済新聞「あの人消患この人」96.
4.9)

絵画・写真・旬集の個展を開いているサントリー会長佐治敬三氏(産業経済新聞「人」96.4.
10)

大山崎山荘美術館を開設:アサヒビール(産業経済新聞96.4.14)
フィランソロピーの情報整理(日本経済新聞「百科専科」96.4.14)
韓国。芸術通り事業、「支援不足」と不満(朝日新聞「海外文化」96.4.16)
バイエルンロ立歌劇場が補助金を使いすぎ(毎日新聞「海外ロータリー」96.4.18)
侮れないぞ1坪ショップ:芸術家に会う(毎日新聞「人気を見に行く」96.4.18)
サード・セクター事奥の時代(日本経済新聞「百科専科」96.4.21)
オペラ八ウスの改修進む:Aノ イ(日本経済新聞「トビックス」96.4.23)
キリンアートスペース原宿:滝のエネルギー壁面に(読売新聞「みゅうしあむ訪問」96.4.
24)
世界の建築美術館めぐり(日本経済新聞「百科書科」96.4.28)

報道 「ポレロ」の「ラベルの家」老朽化:崩壊の危機、修復資金集まらす(産業経済新聞96.4.2)
メセナで山村活性化:住建美術館あす着工(中国新聞96.4.2)
デジタルデザイン:イ ンターネツトで個展(日本経済新聞96.4.3)
東京文化都市ビジョン:施設整備や人材育成(日本経済新聞96.4.3)
工業と芸術の都市PR:川崎市の映画学校(日本経済新聞96.4.4)
福岡に専用の常設劇場が完成:劇団四季(日本経済新聞96.4.4)
ビオラ演奏家集めコンクール開催へ:兵庫県津名町(日本経済新聞96.4.9)
軽やかに「エキコン」復活:JR東京駅(読売新聞96.4.10)
「出光音楽賞」決まる(音楽舞踊新聞96.4.11)

建設に動き出した「ナショナル・ギヤラリー」(新美術新聞96.4_11)

市政基本計画を策定、音楽コンクール、緑道活用:小平市(日本経済新聞96.4.12)
若手演奏象を支援:フォーバル(流通サービス新聞96.4.16)
CSに美術館併設:小阪商店、多角化・集害狙う(日本経済新聞96.4.17)
聴衆にアピールできるビアニスト育てよう:浜松で国際アカデミー(朝日新聞96.4.18)
三菱電機:映画製作の人材支援基金を設立(毎日新聞96.4.18)



*6Al )LP)-.7-9

310 財テク失敗し巨額損失:日本近代文学館(毎日新聞96.4.19)

日産が社会活動紹介のバンフ(産業経済新聞96.4.20)
四季が福岡新劇場 :「アジア」視野に入れ拠点(朝日新聞96.4.20)
AIR事業、埼玉で活発に(日本経済新聞96.4.20)
現代ダンス、けいこ場を提供(日本経済新聞96.4.25)
美術館を創設:キタック(新潟日報96.4.27)
地方のアーティスト発掘:ソニー・ミュージック(日本経済新聞96.4.29)
95年首都日の文化イベント:ぴあ(日本工業新聞96.4.30)
金曜は夜間開館ライトアップも:埼玉県立近代美術館(毎日新聞96.4.30)
第27回 (1995年度)サントリー音楽賞決定(音楽芸術96.4)

単行本 文化イベントデータフアイル年間1995(榊びあ総研96.4.1)

1996年 5月

論文・評論 市民活動を真に支える法を〈朝日新聞96.5.1)

文化財登録制度の導入:戦後建築の保存活用に道(朝日新聞96.5.1)

公立劇場発展のために:私は「人事異動」賛成派(読売新聞96.5.8)

NPO法案は今国会で:気になる自民の後ろ向き姿勢(日本経済新聞「風見鶏」96.5.20)
NPO法案で露呈した政治の無責任(日本経済新聞「社説」96.5.27)
NPo法制定の動向と市民活動団体(社会教育96.5)

解説 着実な歩み際立つ個性:東京の
｀
老舗
″
私立美術館(日本経済新聞「文化」96.5.4)

元気な地方発文化情報誌:劇場PR誌、本格雑誌に(日本経済新聞96.5.7)
文化界巻き込むNPO法案①:芸術団体「なりたい」(日本経済新聞「文化」96.5.10)
文化界巻き込むNPO法案⑤ :「非営利」「公益性」に戸惑いく日本経済新聞「文化」96.5.11)
特殊法人も公開の対象に:美術界の爆弾(朝日新聞「情報を市民に 第3部欧州編〈1)」 96.5.

14)

美術館運営、支えは会員:友の会(朝日新聞「ルボ英国の自治3」96.5.15)

特定15団体へ助威金10億 :文化庁の「アーツプラン21」 (読売新聞96.5.17)
遊び心で海辺再生:天保山ハーバービレッジ(日本経済新聞「NIKKEI X」 96.5.18)

〈学校)がく美術館〉になる:住民巻き込み多彩なイベント(毎日新聞「アートの景色'96美術」

96.5.20)
新しい社会へのカギ握る:NPO法案に熱い視線(電通報96.5.27)
衝作り、都市問題績め「総合的な設計」重要に:アートのありか巡る問題 (読売新聞「とれんど

in美術」96.5.29)
NPoと連携で社会貢献活動(イグザミナ96.5)
ザ・フェニックスホール(音楽の友「ホール探訪」96.5)

駅か美術館になる!?恒例となつたM in Mプロジェクト(美術手帖「tiptoe B丁 」96.5)

対談・座談会 改めて間う、企業の社会貢献(月刊keidanren96.5)
静かなる改革―市民社会への道すじ「企業の社会貢献」担当者、大いに語る(月 刊

keidanren96.5)

コラム 企業の文化スポットを一覧(日本経済新聞「百科専科」96.5.5)

大山崎山荘美術館の館長に就任した樋口廣太郎氏(産業経済新聞96.5.9)

企業の社会貢献(東京新聞「放射線」96.5.11)

企業カレンダーから写真集(日本経済新聞「百科専科」96.5.11)

工業団地で無料コンサートーー柴田浩―氏(日本経済新聞「ひと悠々」96.5.12)

メセナの新潮流を一覧に(日本経済新聞「百科専科」96.5.19)

呉越同舟で運営に参加:福岡市立劇場(読売新聞「フロッピー」96.5.27)

報道 「東京駅コン」二百回(朝日新聞96.5.1)

舞台支える裏方の優れた技術者表彰:ニッセイ文化振興財団(日本経済新聞96.5.8)

美術・音楽56件に4310万円助成:花王芸術文化財団(産業経済新聞96.5.11)

映画人育成基金作り、NYに学生派遣へ:三菱電機グループ(産業経済新聞96.5.14)
アーツプラン21、助成団体を決定:文化庁(日本経済新聞96.5.17)

巨大木造船を劇場に:横浜で来夏開設めざす(日本経済新聞96.5.18)
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「幻の音色」が復活:ビール会社アマ、プロ問わす公募(朝日新聞96.5.23)
音楽・演劇・スポーツイベント、過去最高の件数記録:びあ(流通サービス新聞96.5.28)
ロシア向け船積み、学校にビアノ155台寄贈:みちのく銀行(日刊工業新聞96.5.31)
五島記念文化財団の「五島記念文化賞」と「オペラ公演助成金」(音楽芸術96.5)
東芝グループによるオーケストラの米国公演(音楽芸術96.5)
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特集 芸術文化団体におけるNPO法の意義(社会民主96.5)
生きている美術館(美術手帖96.5)

単行本 銀座物語・福原義春と資生堂文化(島森路子96.5.10)
「旦那」と遊びと日本文化(岩渕潤子96.5.30)
自由―交換(ブルデュー&八―ケ96.5.30)

1996年 6月

論文・評論 相続で美術品物納も案:国立美術館の収商品充実策(産業経済新聞96.6.14)
企業のメセナ活動と音楽(宮城学院女子大学研究論文集96.6)

解説 東京の中劇場競争の時代へ(読売新聞96.6.1)
劇場系列化、値下げ阻む:映画館入場料、世界で突出(日本経済新聞「値段のナゾつ」96.6.3)
新風吹き込む「キャナルシティ博多」:アジア市場視野の映画・演劇都市に(毎日新聞「芸能時

評」96.6.11)

公立美術館は画面のお得意様:名画、高額で次々購入(朝日新聞96.6.17)
コンサートホール、

｀
タクト
″
振るう着手プロデューサー(日本経済新聞「NIKKEI X」 96.

6.22)
老舗の街にアートか

｀
活
″
:麻布十番(日本経済新聞「N!KKEI X」 96.6.29)

地下鉄の試写会、アート展が大盛況(日経イベント96.6)

コラム 新国立劇場、明確な運営方針を(産業経済新聞96.6.1)
文化支援は何のため(産業経済新聞96.6.2)
日仏文化交流を促進:塚本幸―氏(日本経済新聞「あの人消息この人」96.6.2)
マグリットー枚では……・(毎日新聞「ダブルクリック」96.6.4)
英国最大の観光代表団を率いて来日した英国民文化相―バージエア・ボトムリー氏(毎日新
聞「ひと」96.6.6)
思いこみ、勘違い(産業経済新聞「芸術直言」96.6.14)
高齢化社会と地域戦略①:文化の資源化(電通報96.6.17)
オペラ興行の収支は〈産業経済新聞「芸術直言」96.6.21)
グロープ座、「冠」残し新体制に(日本経済新聞「文化往来」96.6.22)
音楽家の任務は重大(毎日新聞「ひと人模様」96.6.24)
芸術家を守るパトロンのような……(産業経済新聞「私の夢の実術館」96.6.30)
アサヒビール大山簡山荘美術館かオープン(イグザミナ96.6)
創刊125年に向け力強いメセナヘの取組を示す毎日新聞のCC(宣伝会議96.6)
「文化貢献」果たし涙:米で佐波氏(毎日新聞96.6.2)
マルチメディア:著作権を一元管理(読売新聞96.6.3)
NPO法案迷走続く:今国会提出見送り(朝日新聞96.6.16)
文化活動を評価:メセナ群馬(上毛新聞96.6.22)
「芸術家村」構想:文化庁か素案(読売新聞96.6.25)
アマ合唱団設立:サッポロ、団員を公募(日本経済新聞96.6.26)
ガソリンスタンドとの複合化によるトリック・リーミュージアムがオープン佛エス・デー

(レジャー産業資料「レジャー産業企業NOW」 96.6)

特集 日仏文化サミット・96第一日:情報革命で広がる世界、新たな文化創造の時代(朝日新聞96
6.11)

日仏文化サミツト'96第二日:情報化に可能性と課題、現実体験の大切き提言(朝日新聞96
6.12)

単行本 社会貢献白書1996-―企業と社会のパートナーシップ(m経済団体連合会96.6.28)
東京都における文化環境及び文化活動に関する調査 (東京都生活文化局コミュニティ文化
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REG10NAL DEVELOPMEN丁 (三和総合研究所96.6)

1996年 7月

論文・評論 論議呼ぶ「パブリックアート」(毎日新聞96.7.1)
｀
使わせす
″
利用率低い公共施設(産業経済新聞「正論」96.7.16)

ダウンサイジングの波:米国NPO(日 本経済新聞96.7.20)
解説 コンサートの舞台裏:もうからなくてもいい?(日本経済新聞「N:KKEI X」 96.7.20)

演劇、地方から変革の風:崩れる東京―極集中(日本経済新聞「文化」96.7.27)
｀
人の役割
″
の大切さを痛感:7年目を迎えた企業メセナ協議会(電通報96.7.29)

影落とす予算不足:アビニョン演劇祭50年目(日本経済新聞96.7.30)
現代美術国際フェア事情:今年のバーゼルの「アート」から(毎日新聞96.7.30)
改めて「企業メセナ」を考える(エネルギーフォーラム96.7)
サントリーホール(音楽の友「ホール探訪」96.7)

対談・座談会   社会貢献活動、企業が手本に(日刊工業新聞96.7.18)
インタビュー   社会貢献は企業の責務―朝日生命保険若原泰之氏(毎日新聞「会長さん」96.7.9)
コラム 演劇の「自由」とは(産業経済新聞「芸術直言」96.7.5)

浸透する企業の社会貢献(日本工業新聞「フェアおびにおん」96.7.8)

社会貢献の現況(読売新聞「編集手帳」96.7.13)
セ・リーグ上回る観客(児童演劇○)(日本経済新聞「百科専科」96.7.14)

汗と涙の舞台裏(児童演劇○)(日本経済新聞「百科専科」96.7.21)
賞と独断(朝日新聞「窓 論説委員室から」96.7.23)
音大生の不安(産業経済新聞「窓'96」96.7.28)
台所赤字、高まる期待(児童演劇○)(日本経済新聞「百科専科」96.7.28)
ダンス・カンパニー財政危機:ニューヨーク(日本経済新聞「トビックス」96.7.30)

報道 「文化経済学会福岡大会」開く:NPO活動をテーマに(電通報96.7.1)
ポランティア支援商品導入:岡山、広島の銀行や信販会社(山陽新聞96.7.6)
SLや映画も重文に:文化庁協力者会議が報告書(読売新聞96.7.9)
英、オランダの2氏が受賞:INAXヨーロツパデザイン賞(読売新聞96.7.9)
文化財、「生活」「技術」も対象:保護、近代まで拡大(日本経済新聞96.7.9)
オーケストラ団員の室内楽演奏:アフィニス文化財団が支援へ(毎日新聞96.7.18)

臨海副都心、パブリック・アート事情(美術手帖96.7)

特集 高松宮殿下記念世界文化賞第8回受費者:人々に感動を与える偉大な芸術の創造者(産業経
済新聞96.7.5)
芸術文化団体における非営利組織の社会的役割(テフトロ96.7)

単行本 メセナに関するアンケート調査結果(埼玉県コミュニティ協議会メセナ委員会96.7)

1996年 8月

論文・評論    パブリック・アートの模索:「制作と社会」に根源的問いかけ(読売新聞「文化」96.8.1)
解説 経営理念に基づいて社会貢献活動(富士ゼロックス、松下電器、キリンピール)(PRニユー

ス96.8.1)
趣昧生かし美術館支える:関西電力(毎日新聞「知ってますか」96.8.10)
パブリックアートの民主主義(毎日新聞「アートの景色'96」 96.8.15)
企業の新しい文化支援:「贈与」脱し、社会との接点に(朝日新聞「単眼複眼」96.8.26)
95年音楽イベント実績、チケット高騰のオーケストラか減少(日経イベント96.8)

インタビュー 高めたい
｀
企業市民
″
意識:経団連1%クラブ会長 若原泰之氏に聞く(日刊工業新聞96.8.7)

あくまで自前のミュージカルを:バンダイ(読売新聞「土曜芸能」96.8.31)

コラム サントリー音楽賞の賞金佐治さんの一声で二百万増(音楽舞踊新聞96.8.1)
企業所蔵の美術品を鑑貴(日本工業新聞「知っ得コーナー」96.8.1)
芸術根付かせる企業メセナ(日本経済新聞「文化往来」96.8.2)
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メセナ、いまや「ご都合主義」(日本経済新聞「EYE」 96.8.5)
社会貢献白書1996:「企業市民」意識高まり根付く社会貢献活動(日経産業新聞「ビジネスマ
ンフォーラム:本」96.8.9)
隣か隣を知る国際研究:財団ネットワーク(日本経済新聞「百科専科」96.8.11)
堅実メセナの

｀
実のある音楽

″
(毎日新聞96.3.12)

トヨタ、低予算で効果的メセナ(日本経済新聞「文化往来」96.8.14)
紀伊國屋サザンシアターに期待(日本経済新聞「文化往来」96.8.28)
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報道 「アート広重」オープン:東海銀行(産業経済新聞96.8.4)
街こと美術館:地域住民らか企画(読売新聞96.8.10)
結論先送りばかりの与党:NPo法案もまとまらす(読売新聞「異見小見」96.8.11)
文化は成長産業:新規事業促進を提言(毎日新聞96.8.12)
日本の援助で礼拝堂復活(産業経済新聞96.8.13)
文化庁と建設省芸術家村づくりなど協力(日本経済新聞96.8.14)
小中高生対象に舞台芸術の教室:文化庁か概算要求(日本経済新聞96.8.24)
1996年度(第 26回 )モービル音楽賞受賞者決定(音楽芸術96.8)

特集 北海道に根づく教育音楽祭(THE21 96.8)

1996年 9月

論文・評論 芸術が企業社会に「搾取」される姿を告発:村上陽―郎評「自由―交換」(毎日新聞96.9.2)
企業の社会貢献活動についての一考察―地域活性化の視点から(季刊自治体学研究96.9)

解説 市民の美術館のはすなのに¨̈ :̈｀お役所経営
″
方針見えす(日本経済新聞96.9.1)

大山崎山荘に文豪の足跡(日本経済新聞「文化」96.9.6)
楽しめる博物館へ:体験型を重視・民間と連携・学会を設立(朝日新聞96.9.8)
心を映す
｀
体感博物館

″
(読売新聞96.9.10)

グッチはパトロン:美術展、音楽会、絵画修復に大金(日本経済新聞96.9.11)

博物館ボランティア、兵庫県か養成(日本経済新聞96.9.29)

対談・座談会   「主張する」企業メセナを(日本経済新聞96.9.29)
インタビュー 社会貢献活動を推進:ジャスコ社長室長、羽間和彦氏(日本工業新聞96.9.17)

地域密着のメセナを:水谷千加古INAX社長(四国新聞96.9.20)
「子ども劇場」運動30年を支えるω:高比良正司氏(毎日新聞96.9.24)
「子ども劇場」運動30年を支えるm:高比良正司氏(毎日新聞96.9.25)
NPOへの企業意識の遅れにぼやき:朝日生命会長、若原泰之氏(朝日新聞96.9.28)

コラム ビジネスからメセナに転換:西友(織研新聞「め・て。みみ」96.9.14)

報道 入場料900円の演奏会:「メセナの神髄コンサート・パートII」京都・東京で(読売新聞96.9
4)

入場料900円一流奏者の室内楽:企業メセナコンサート(朝日新聞96.9.6)
アート情報のFAXサービス化:鋤企業メセナ協議会(新美術新聞96.9.11)
アートを学ぶ音楽講座開催へ:輸企業メセナ協議会(電通報96.9.16)
キリンコンテンポラリー・アワード96最優秀作品費(日本経済新聞96.9.17)
コンサートを開催:東急グループ4750組を招待(流通サービス新聞96.9.17)
西友、映画製作から撤退:美術館はコスト管理強化(日本経済新聞96.9.18)
NPoと企業・自治体が出会う場に:11月 にも東京にセンター(朝日新聞96.9.22)
「紀伊國屋サザンシアター」来月オープン(朝日新聞96.9.24)
メセナ協議会あすから「音楽講座」開設(産業経済新聞96.9.25)
震災救済基金コンサート支援:ジャスコ(流通サービス新聞96.9.25)
「ミュージアム」の未来形?岡崎市美術博物館オープン(美術手帖96.9)

特集 わが町へ貢献する企業(中日新聞「連携と交流」96.9.19)

単行本 企業の社会貢献度1996(朝日新聞文化財団96.9.5)
1996年テレビ公開講座 時代が見える21・ トヤマー」壺かき、快適さを考える― (国立高岡短
期大1学96.9.25)
行政と民間非営利団体(NPO)一東京のNPoをめぐって― (東京都96.9)
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解説 「市民活動促進法案」を選挙の争点に(日本経済新聞「社説」96.10.15)
試練経たメセナの行方(日本経済新聞「社説」9610.30)
オーチャートホール(音楽の友「ホール探訪」96.10)
検閲問題で浮かび上がる日本の美術文化政策(社会民主96.10)

対談・座談会 「企業の社会貢献度1996」の読み方(THE21 96.10)
これからの芸術・文化政策とは(社会民主96.10)

インタビュー   地元と世界の橋渡し役に(日本経済新聞96.10.6)
コラム スイスの財団か機内誌生かしたメセナ(日本経済新聞「文化往来」96.10.12)

信濃路・美術館ふたつ 心うつ出会い(社会教育96_10)

報道 薬屋さん文化発信に貢献(北日本新聞96.10.3)
講談社創業80周年で贈る:平原小鳥巣分校に図書104冊 (佐賀新聞 .10.8)

新宿に紀伊國屋第2の劇場 :「サザンシアター」開場(読売新聞96.10.8)
トヨタ 障害者の芸術活動支援(日本工業新聞96.10.9)
相次ぎボランティア雑誌:企業・市民の連携狙う(日経流通新聞96.10.10)
企業の新しい社会貢献:ネット・メセナです(朝日新聞96.10.16)
活動推進へ懇話会設立:企業メセナ支援で横浜市中区(日刊建設工業新聞96.10.16)
メセナ推進団体民間企業と設立:横浜市中区(日本経済新聞96.10.17)
ストラディバリウス樫本大進に無償貸与:フ ォーバル財団(日本経済新聞96.10.24)
構想10年、メセナ実現:鈴鹿の自動車販売会社(伊勢新聞96.10.27)
メセナ自書の最新版:減少の傾向に歯止め(読売新聞96.10.27)
芸術文化施設に焦点:社会的役割に高い評価(電通報96.10.28)
バイオリンの名器無償貸与:日本音楽財団が国際音コン優勝者に(毎日新聞96.10.28)
若手芸術家ら支援へ助成事業を一般公募:ポーラ化粧品など(日本経済新聞96.10.29)
「星と森の詩美術館」オープン(東京新聞96.10.30)
田中氏ら3人に:「ニッセイ・パックステージ賞」(毎日新聞96.10.30)

特集 新しい文化立国をめざして一文化政策の現状と課題 (社会民主96.10)

単行本 台頭する非営利セクター(レスター・M・サラモン/H・ K・アン八イアー96.10.3)

1996年 11月

解説 「メセナ」に衆知を集めてみたら(神奈川新聞「社説」96.11.3)

企業財団の運命は…:昔メセナ 今リストラ(日経産業新口96.11.10)

「賞は企業のメセナだ」:ツムラ。ジャズボーカル賞
u継
続
″
に(東京新聞「SCRAMBLE

Tv&芸能」96.11.19)
クラシック再生の予感:熱気に団員も感激(読売新聞96.11.24)

コラム 洗練の度を加える音楽メセナ(日本経済新聞「文化往来」96.11.9)

メセナ活動見直しを(織研新聞96.11.14)

オーケストラ団員の演奏技術向上を支援(読売新聞「手帳」96.11.21)

報道 社会貢献の活動実績公表へ:バチンコ業界、かんばってます(日本工業新聞96.11.1)

企業雑誌:読めば納得会社の理念(朝日新聞96.11.2)

NPOに 強力な支援の輪:拠点の「センター」発足へ 企業・行政との橋渡し(読売新聞96.11
4)

全国唯―の「手づくリメセナ」:「市民による市民のための」(神奈川新聞96.11.13)

芸術文化活動を支援:全国3番目山梨メセナ協会発足(朝日新聞96.11.18)
NPO調査報告書好調な売れ行き:都が発行、1500部増刷(日本経済新聞96.11.19)
ボランティア休暇制度:国家公務員に来年導入(読売新聞96.11.20)
国内NPOのセンター発足:非営利活動ネット化(朝日新聞96.11.23)
社会貢献バックアップ:各企業、きまざまな制度(産業経済新口96.11.24)
東京都 美術取得基金を廃止:パブル崩壊、ツケ回る(毎日新聞96.11.24)
企業メセナの方向性示す:「芸術とパトロン」で八スケル氏ら講演(電通報96.11.25)
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箱根に新たな観光施設 ガラスのミュージアム(レジャー産業資料「情報欄」96.11)

富山市芸術文化ホール11月 1日グランドオープン(レジャー産業資料「情報欄」96.11)

96年度Bunkamuraオ ーチャードホールアワード受賞者決定(音楽芸術96.11)
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特集 N00と企業 連携を:NPO法成立に期待 (日本経済新聞「地球環境経済人サミット特集」
96.11.8)

地域貢献「お笑いを一席」:金融冬の時代 異彩放つ八光信金(読売新聞96.11.17)
「NPOへ」人材育成の風:交渉力、企画力……企業と同じ(朝日新聞96.11.19)
都市とアートの真相―パブリック・アートが変わる!― (美術手帖96.11)

単行本 コミュニティ財団のすべて(m大阪コミュニティ財団96.11.11)

1996年 12月

解説 大分みらい信用金庫、町づくりを積極的に支援(日本工業新聞96.12.18)
街そのものが展示の舞台:現代美術がもっと身近に(産業経済新聞96.1229)

インタビュー 山梨メセナ協会長高野孫左衛門氏に聞く:新しい才能発掘し支援、地域文化の意識高める

(山梨日日新聞96_12.14)

コラム 最悪期脱した企業メセナ(日本経済新聞「文化往来」96.12.4)
現代の作曲家に光あて10年 (日本経済新聞「文化往来」96.12.5)
フィランソロピー大研究(日本経済新聞「百科専科」96.12.15)
世界のNPoを 分類すれば……(日本経済新聞「百科専科」96.12.22)

報道 芸術・文化活動に資金援助します:芸術文化振興基金(にっぼんNOW96.12.2)
企業・行政との連携へ:記念フォーラム開く「NPOセ ンター」発足(電通報96.12.2)
バイフオルガン無料公演6年目:サントリーホール(朝日新聞96.12.6)
アサヒピールにメセナ大賞'96(朝 日新聞96.12.6)
メセナ育成賞に毎日新聞社(毎日新聞96.12.6)
地道な活動――八十二文化財団:メセナ地域賞を受賞(信濃毎日新聞96.12.6)
県内初「メセナ企画費」受賞:ヨークベニマルの歴史書復刻(福島民友新聞96.12.6)
大王製紙が来年札幌に作家渡辺淳―氏の文学館建設(日刊工業新聞96.12.10)
NPO法案:寄付金優週税制が次の課題(朝日新聞96.12.11)
市民団体

n管
理
″
に反発:NPO法案緊急報告会、十分な議論を要望(朝日新聞96.12.12)

企業の社会貢献活動法など探る:福島でセミナー(福島民報96.12.14)
大賞はアサヒビール「メセナ大賞'96」で贈賞式(電通報96.12.16)
アーティスト発掘で連携(日本経済新聞96.12.23)
社会貢献奏でる:企業も地域の一員、より豊かな生活と文化を創造(夕刊フジ96.12.27)
全国16番目のトリックアート美術館(レジャー産業資料「情報欄」96.12)
クラシック音楽専用の長岡リリックホール(長岡芸術文化ホール)開館(レジャー産業資料

「情報欄」96.12)
ホテル・オークラが音楽賞(音楽芸術96.12)
フォーバルスカラシップ ストラディヴァリウス・コンクール(音楽芸術96.12)
第2回「ニッセイ・パックステージ賞」(音楽芸術96.12)
住友不動産販売主催「第38回クリスマス・ステップ・コンサート」に無料招待(音楽芸術96.
12)

単行本 社会と語る企業(ソーシャルコミュニケーションは、魅力ある企業を創る)(岡田芳郎96.
12.10)

1997年 1月

論文・評論 市民の社会参加促すNPO法紹介を期待(読売新聞「メディア時評」97.1.5)
社会貢献活動:少額でもチエと工夫で(日本工業新聞「意見提言」97.1.20)

間われるメセナの精神(北海タイムス「社説」97.1.9)

公的サービス担うNPOの制度化急げ―非営利の民間事業体、官の過剰介入排除し低コス
ト社会に一 (日経ビジネス97.1.13)

NPO法案に強い不満:行政関与の色濃く記載ない税制優遇(朝日新聞97.1.21)
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316 コラム 大型の音楽ホール東京で開設ラッシュ:記念公演は多彩、運営に課題(読売新聞「手帳」97
1.1)

アート支援は地道に息長く(朝日新聞「人間往来」97.1.9)
メセナに税は似合いません:日本はメセナ活動を免税にすべき(読売新聞「顔」97.1.11)

人間ネットワークのプロとは(日本経済新聞「百科専科」97.1.26)
企業メセナとJリーグ運動(山梨日日新聞97.1.27)
貢献活動に遠慮は無用(日本工業新聞97.1.29)
全国各地へ文化を配達するクロネコヤマトのcc(宣伝会議97.1)

報道 '96メセナ大貴にアサヒビール佛 (新美術新聞97.1.1)

演劇文化を核に街活性化:舞台芸術振興会が会報発行(産業経済新聞97.1.10)

海文堂にメセナ奨励費:社員挙げて献身的に活動(神戸新聞97.1.11)

親子で楽しむ「音楽教室」:東電が下町4区で企画(産業経済新聞97.1.14)
社会貢献の実例紹介:県広報研究会(新漏日報97.1.18)

アフィニス文化財団室内楽の対象枠拡大(日本経済新聞97.1.24)
NPO法案に団体反発(読売新聞「生活スコープ」97.1.25)
PRよ り文化紹介多彩な企業博物館(産業経済新聞97.1.27)
若手美術家応援します:県立美術館と住友信託銀行甲府支店(朝日新聞97.1.29)
売り上げの一部オーケストラヘ:「モンプラン」万年筆・ボールベン(日本経済新聞97.1.31)
'96年メセナ大賞にアサヒビール佛か受賞(音楽芸術97.1)

特集 企業市民:FB中小企業が社会貢献(織研新聞97.1.9)

単行本 芸術経営学を学ぶ人のために(佐々本晃彦97.1.10)

文化経済学への招待(佐々本晃彦97.1.20)
トヨタアートマネジメント講座 演劇講座同時代の濱劇と社会報告集(北海道演劇財団97
1.20)

第7次東京都文化懇議会答申 都市文化の創造をめざして(東京都97.1.22)

1997年 2月

パブリックアート雑踏に埋もれ幸せ?(朝 日新聞97.2.6)
公共ホールの生きる道:世界へ文化発信の努力を(読売新聞97.2.10)
東京・春の演劇祭:若手劇団をバックアップ(読売新聞97.2.14)
パブリックアートを住民の手に:行政主導、蓄積残さぬ日本型(朝日新聞97.2.18)
デジタルと芸術を融合:デジタル美術館lcC(読売新聞97.2.19)
劇場を育てる愛情に期待(産業経済新聞97.2.22)
NPO法案来月審議スタート:市民団体に法人格、今国会成立の機運(読売新聞97.2.28)

インタビュー 「巨大船」は東京の象徴?:東京国際フォーラム(朝日新聞97.2.1)
被災者が直面する困難、自分の問題と訴えたい:「アート・エイド・神戸」事務局長島田誠氏

(朝日新聞97.2.4)

コラム 音楽有情と企業メセナ(日本海新聞97.2.4)
企業文化でネットワーク(日本経済新聞「百科専科」97.2.9)
新日立劇場、ソフト面にも予算(日本経済新聞「文化往来」97.2.20)
社会貢献にも市場原理の流れ(エネルギーフォーラム97.2)

報道 メセナ活動の減少に歯止め:95年度支出額、4年ぶり増加(神奈川新聞97.2.2)
芸術文化支援や社会貢献:メセナ 企業に定着(産業経済新聞97.2.3)
鹿銀、文化財団設立へ(南日本新聞97.2.3)
ショーウインドーをギャラリーに:若手芸術尿へ開放、富士銀が作品公募(日本工業新聞

97.2.4)
地域雑誌発行を支援:朝日ソーラー、企業メセナの一環(日刊工業新聞97.2.6)
情報共有か力を生む:P日研究会開く「企業フィランソロピーとNPO」 (電通報97.2.10)
メセナや社会貢献活動上向く:開かれた企業目指す(秋田魁新報97.2.12)
メセナ活動か定着:95年度支出額、4年ぶり3.8%増 (経団連調べ)(上毛新聞97.2.12)
「メセナ」減少歯止め、開かれた企業思想広まる(千葉日報97.2.12)

解説
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「芸術見本市」25日から:舞台活動の紹介やセミナー、海外の12団体も参加(毎日新聞97.2.
12)

新日鐵音楽賞:ピオラの川本氏、調律師の鶴田氏(産業経済新聞97.2.13)
社会貢献度で取引先選定を:さくら総研、企業ボランティア推進へ提言 (神戸新聞97.2.13)
カードで社会貢献:オリコと全信連(流通サービス新聞97.2.14)
フィランソロピー協会支援の国際カード:オリコが発行(日本工業新聞97.2.20)
新川文化ホールに活気:音楽活動メセナ発足(北日本新聞97.2.26)
新目立劇場が完成(読売新聞97.2.27)
東京国際フォーラム:旧都庁跡地に誕生した総合文化・情報空間(レ ジャー産業資料
「VIEWS OF THIS MONTH」 97.2)
能舞台と展示室を設けた名古屋能楽堂が開館(レジャー産業資料「情報欄」97.2)
第7回新日鐵音楽賞発表(音楽芸術97.2)
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単行本 地域の力とアートエネルギー(橋本敏子97.2.5)
NPOと芸術文化「PAN地域ネットワーキング'961Nさ つぽろ」の記録 芸術・文化団体
の法人格の現状調査報告(芸術文化振興連絡会議〈PAN〉 97.2.12)

1997年 3月

論文・評論 企業と骨太な大人の関係を:急速に高まるNPOへの関心(電通報「文化」97.3.10)
パフリックアートのビジネス化:自治体・企業を巻き込んで(朝 日新聞「学芸 批評の広場」
97.3.15)

NPO法は修正して成立を(朝日新聞97.3.6)
対談・座談会 地域づくりとミュージアム(レジャー産業資料97.3)

フイランソロピーで築く日米民間交流(月刊keidanren97.3)
コラム 文化ボランティアの時代へ(日本経済新聞「百科専科」97.3.2)

社会貢献運動の新段階(織研新聞「波」97.3.10)
メセナで社会とアートの橋渡し(日本経済新聞「文化往来」97.3.18)
企業人大学(毎日新聞「憂楽帳」97.3.29)

報道 総理府調査 音楽、絵画……文化活動:実践するより鑑貴(産業経済新聞97.3.2)
「文化活動が大切」9割 :総理府が世論調査(日本経済新聞97.3.2)
「東芝グランドコンサート」盛況:名演奏にブラボー連呼(産業経済新聞97.3.3)
ベルリン・フィル格安で楽しめます:ト ヨタ60周年記念で招へい(中日新聞[名古屋]97.3
3)

企業メセナでトヨタ:世界最高級 室内オケ編成(毎日新聞97.3.4)
N響地方でも定期公演(産業経済新聞97.3.5)
メセナ第1弾開演:15・ 16日 、中区の懇話会が演奏会(神奈川県新聞97.3.7)
市民観劇団体に法人税 :「非営利文化活動への暴挙」2団体異議申し立て(毎日新聞97.3.7)
ハイテク日本、聴党障害者に「音」贈る(朝日新聞97.3.9)
美術資料取得基金条例の廃止を可決:都議会(日本経済新聞97.3.12)
アーティストに演奏の場提供:ひらまつく日本経済新聞97.3.14)
クラシックを格安に:自治体や企業が支援(日本経済新聞97.3.21)
都市の芸術家を考える:「メセナ」フォーラム(神戸新聞97.3.22)
紀伊回屋演劇賞が決定(テアトロ97.3)
現代美術の専門研究機関が北九州市にオープン(レジャー産業資料「情報欄」97.3)
ホテルを核に美術館含む複合ビルが99年秋オープン(レジャー産業資料「情報欄」97.3)

特集 劇場新時代5アートマネジメント:「需要」増す芸術の社会還元(朝日新聞97.3.5)
演劇に思い入れメセナは使命持論:未来工業社長 山田昭男氏(日経産業新聞「トップの素
鰐i」 97.3.7)
メセナ大贅'96に輝いたアサヒビール文化創造型メセナ活動(宣伝会議97.3)

単行本 日本ミュージアム・マネジメント学会研究紀要 創刊号(JMMA日 本ミュージアム・マネジ
メント学会97.3.8)
芸術文化行政と地域社会―レジデントシアターヘのデザイン(衛紀生97.3.21)



*641t1et.7-9

318 会議報告書 地域の映画祭・映画上映を考える(国際交流基金97.3.31)

横浜市芸術文化マスタープラン 21世紀横浜の芸術文化を創造するために一―提言― (横浜市

芸術文化マスタープラン策定検討委員会97.3)

音楽機器産業における技術高度化のためのマネジメント関連調査研究報告書(m日本機械
工業連合会、鑓1日本クラシック音楽マネジメント協会97.3)

連載

「劇場のいま」(産業経済新聞)

96.5.28   横浜「ふね劇場を」市民か運動
5.29   ラ・べニシュ・オペラ「小さな船」が日険の場
5.30   「はじめにソフト」福岡の試み
6.4   福岡に九州の「拠点」期待:四季か常設劇場
6.5   新日フィルが「フランチャイズに」トリフォニーホール
6.6   NYの 水たまり「パプリック・シアター」
6.11    橋の下にある「アンカレッジ」:新しい公共アート追求
6.12   専門局として10月放送開始:シアターテレビジョン
6.13   価格面での競争始まる:新国立劇場の使用料金決定
6.18   英八レ管弦楽団:ユニーク運営で新ホールに
6.19   民間が育てた「小屋」:本多劇場
7.2   グロープ座か新体制:「自主制作は続ける」

「リレー対談:NPO法案を考える」(日本経済新聞)
96.5.19   「市民か主役」原点忘れずに:堂本暁子
5.26   民法改正視野に間口広く:日金原俊二
6.2   市民の意欲生かす社会に:イーデス・ハンソン
6.9   「ポランタリー経済」誕生:金子郁容
6.19   運営支える仕組み整備を:伊藤裕夫

「劇場新時代:全国各地の動きから」(朝日新聞)

97.2.25   ラッシュー公共ホール、10年で7割増
2.26   フランチャイズー「オーケストラの象」実現
2.27   地方オベラーカ作増え他都市で公演も
3.4   ネットワークー地方が手を結び共同開催
3.5   アートマネジメントー「需要」増す芸術の社会還元
3.11    オルガンーー個性を生かして知恵比べ
3.12   公共劇団一専属プロ俳優で舞台作り
3.18   門限10時―深夜は利用者が自主管理
3.19   現場の声―演者や住民の視点大切に

「実業家かつくった美術館」(「石垣」)
96.4     「プリテストン美術館」

「根津美術館」
「湯木美術館」
「大倉集古館」
「静嘉堂文庫美術館」
「白鶴美術館」
「ニューオータニ美術館」
「北野美術館」
「畠山記念館」
「太田記念美術館」
「松岡美術館」
「安田火災東郷青児美術館」
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「企業・団体の文化。社会活動」(「経済広報」)
96.4     「GAS MUSEUM」 がす資料館:東京ガス株式会社
5     「ふれ愛の翼」:日本航空株式会社
6     「桜公園鹿島メッセ」:住友金属株式会社
7     「黒都川電気記念館」:関西電力株式会社
8     「ミサワ バウハウスコレクション」:ミサワホーム株式会社
9     「バナソニック・メセナコンサート」:松下電器産業株式会社
10     「川村記念美術館」:大日本インキ化学工業株式会社
11    「かまくら工房」:株式会社資生堂
12     「ジーベックホール」:TOA株式会社
97.1    「イシヤ・チョコレートファクトリー」:石屋製薬株式会社
2     「音楽宅急便｀おしやべり好きなコンサート″」:ヤマト運輸株式会社
3     「T―BRAIN CLUB」 :株式会社東芝

「企業文化」(「ブレーン」)

96.4     味わいある独自の文化を打ち出す日動火災
5     ドメインにふさわしい個性的な第一生命の文化活動
6     近隣住民、身障者、社員への愛情か伝わるNECのスーバータワーコンサート
7     創業者の「利益三分主義」の哲学が生むサントリーの社会還元活動
8     経営資産としての企業文化を示す資生堂のイベント
9     駅空間活用と地域文化振興に注力するJR東日本の文化事業
10     m翔 んだ″ところに視点を定めたキリンピールの企業文化
11     きめ細かく、実質的で、長期に取り組むトヨタの文化支援活動
12     情報をハイテク・八イタッチで商品化したサンシャイン・ナンジヤタウン
97.1     企業文化のシンポリックな発信地 フジタヴアンテとフジタアーバンオアシス
2     企業の枠を越え日本文化を豊かに

一
日航財団の創造的活動

3     「双方向」コミュニケーションをテーマとするアサヒビールの活動
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専門誌
『経済広報』月刊 財団法人経済広報センター
「芸団協」月刊 社団法人日本芸能実演家団体協議会
「公益法人』月刊 財団法人公益法人協会
『地域創造』財団法人地域創造
『地域創造レター」月刊 財団法人地域創造
『フィランソロピー』月刊 社団法人日本フィランソロピー協会
F文化経済学会」季刊 文化経済学会
『文化庁月報』月刊 文化庁
Fメセナ」季刊 社団法人企業メセナ協議会
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メセナ関連セミナー開催、施設のオープンなど

320 996年

4月 ７

１６

３０

「大山崎山荘美術館」開館(京都、アサヒビール)
デジタルアーカイブ推進協議会発足(東京)
「とうきょうエキコン」200回を迎える(東京、JR東日本東京駅ほか)

5月 16

19

文化庁「アーツプラン21」特定15団体助成決定
「福岡シティ劇場」(劇団四季常設専用劇場)オープン(福岡)

6月 1

3
4
12

12

13
28
30

アート・マネジメント講座開請(横浜、よこはまメセナ研究会)～7/11
「日仏文化サミット」開催(東京、朝日新聞社)～4
「全国音楽ホールフォーラム」開催(高岡、全国音楽ホールネットワーク協議会)-5
アート・マネジメント・トレーニング・プログラム(東京、CAN)～17
国際メセナ会議開催(ニューヨーク、BCA)～ 13
文化経済学会福岡年次大会開催(福岡、文化経済学会)～15

「社会貢献白■1996』 発行(東京、経済団体連合会)

トヨタ・アートマネジメント講座開講(岡山、講座実行委員会)～8/25
7月 バナソニック・グローブ座新体制でスタート(東京)

「まちづくりと環境芸術セミナー'96」開催(東京、産業経済新聞社ほか)
「第1回全国オペラフォーラム」開催(日立、日立市科学文化情報財団)～ 21

8月 アート・マネジメント研修会開催(札幌、全国公立文化施設協会ほか)～8
r東京オペラシティ」竣工(東京)

9月 トヨタ・アートマネジメント講座(札幌、北海道演劇財団)～25
「アートをまなぶ 音楽講座」10回シリーズ開講(東京、企業メセナ協議会)～12/17
「アート・マネジメント講座III」開講(京都、京都造形芸術大学ほか)～11/16

10月 ４

１０

‐７

‐７

‐７

２２

２４

シンポジウム「市民との対話の可能性」(福岡、パブリックアート・フォーラム)～5
「紀伊國屋サザンシアター」オープン(東京、紀伊國屋書店)

中区メセナ活動推進懇話会発足(横浜)

第7回全国文化の見えるまちづくり政策研究フォーラム(札幌、北海道)～18

トヨタ・アートマネジメント講座(福岡、講座実行委員会)～19
「'96秋のセミナー」開催(東京、芸団協ほか)～12/16
『メセナ自書1996』 発行

11月 ５

８

１７

２１

２２

『地域創造』発刊(東京、1励地域創造)

講演会「地域と劇場――創造と教育をめぐって」(静岡、文化経済学会)

山梨メセナ協会発足(山梨)

国際メセナ会議開催(ソウル、韓国企業メセナ協議会)～23
NPOセ ンター発足(東京)

12月 「メセナ大賞'96」贈呈式(東京、企業メセナ協議会)

第7次東京都文化懇談会答申「都市文化の創造をめざして」

1997年

1月 10

31

「東京国際フォーラム」オープン(東京)

「アジアにおけるメセナ・国際交流ネットワーク組織」設立作業委員会開催 (オーストラリ

ア)～2/1

2月   8 「世界劇場会議国際フォーラム・97」開催(名古屋、世界劇場会議国際フォーラム'97 実行
委員会)～9
NPO基 礎講座(東京ほか、NPOセ ンター)～3/26
「芸術見本市」開催 (東京、芸団協ほか)～27
アート・マネジメント研修会開催 (東京、全国公立文化施設協会)～27
演劇専門劇場「大阪松竹座」オープン(大阪、松竹)

アジア地域博物館フォーラム開催(東京、国際交流基金アジアセンターほか)～28
「新日立劇場」竣工(東京)

‐０

２５

２５

２６

２７

２７

3月   13   シンポジウム「市民の芸術マインドを育てる」(東京、芸術文化交流の会)
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‐３

２２

２５

シンポジウム「都市と文化」(東京、日本経済新聞社ほか)
トヨタ・アートマネジメント講座(神戸、神戸アートビレッジセンター)～30
文化フォーラム「もっと知りたい !メセナって何?」 (神戸、CAP)

321
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E)irectory of Business Arts Associations
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The Asia‖ nk Centre
Leve1 45,550o‖ ins Street
Melbourne Vic 3000
‐
T‐el.61-3-9207-3050
1=ax.61-3‐9207-3001

WI■8Chat f●「 Kun8t
Au8tran BuBIne88 0omm ttee fOr th8
Art8
K●口,tn3「 St「aSSe 876
VIEn■81010
Tel.43-1-512-7800
F8,[43‐ 1-513-3956

7:E市回 i■:●轟 目iモア:工:E面

「

~~~~~

ヽと土=22ヱ襲 ________________
stichting voo=Kuns●

「

mlotle

Foundat10n fO「 th8 P口 ,mOtl口n Of the
Art8
Hand819kaa1 14
1000B「u88818
Te1 32-2‐ 219‐4000
Faぇ 32-2-219-0402

Forum for Erhverv Kultur
Folbe Bernadottes A‖ 645
2100 0openhagen 0
丁e!.45-33-48-88-89
Fax.45-33‐ 48-88-89

Eu「 opean UniOn
ヨーロ ン`パ連合

Oomit6 Europ6en oOur
le Rapprochement de l'EconOmie et de
la Culture iCEREC】
丁he EurOpean 00mmittee for BusinesS,
ArtS and Culture
60 rue de la(3oncorde
1050 BruSSelS
丁el.32-2-512-6145
Fax.32‐ 2‐512-5571
FranCe
フランス

Association pour!e ID6ve10pperTlent du
M6●6nat induStriel et OommerCial
〔ADM!CAL】
Association for the [DeveioprTlent Of
:ndustrial and Oommercial Cultural
Support
16,rue CirardOn
Paris 75018‐
T‐ el.33-1¨ 42-55-20-01
Fax.33-1‐ 42-55-71-32

t「 renCn-15peaKI
ベルギー仏語圏

ngり Belglum

Fondation P「 0「16th6a
60 rue de la Ooncorde
1050 BruSSelS
丁el.32-2-513‐ 7827

Fax.32-2‐ 502-2657

oOuncil fOr Business and the Arts in
Canada iCBAC】
1651」 niversity Avenue,Suite 705
Toronto M5H 3B8 0ntario
丁el. 1‐ 416-869-3016
Fax.1-416-869-0435

Ljernnany
ドイツ

Kulturstiftung HauS Europa
Maecenata Management OmbH
Barer strasse 44
80779 Munich
‐
T・ el.49‐ 89-28-4452
1=ax.49-89-28-3774

Association for the(3upport of(E)ultura:
ActivitieS 10MEPO】
691く ifissias A、 ′enue,115-23 AthenS
T・el.30-1-648-0984
Fax.30-1-648‐ 2819

AuStrana
オーストラリア

Lり enrnarK
デンマーク

AuSI「 la
ナースト lリ フ

t=;reece
ギリシャ
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BuSineSS fOr Atts IBFA】
23/F,Shui On Centre
6-8 HarbOur日 oad
Wanchai
‐
「 el.852-2802-3008
:=ax.852-2824-1784

The BuSineSS 00unCil fOr the Arts
looth`】
64 Lower Mount Street,Dublin 2
‐
「 e!.353‐ 1-676‐6966
,=ax.353‐ 1-676-6997

:srael
イスラエル

BuSineSS fOr the AttS【 ALMA】
The Opera Tower
lA‖enby Street,Tel Aviv 63321
‐
「 el.972-3-510‐ 7382
Fax.972-3-510-7380

Fitzcar「 aldo s.「 .|.

Oorso Mediterraneo 94
10129 TOrino
‐
T・ el.39-11-568‐ 3365
Fax.39-11-503-361

κ覇轟
~~~~~~~~~~~~~~~~~

韓国
KO「ean BuSineSS COunCil fOr the Atts
【KBCA】
00ng‐ Ah Life insurance Bu‖ ding
17th Floo「

33,D8-DOng,Chung‐Ku
Seou1 100-180
丁el.82-2-773‐ 2860
,=ax.82-2-773-2863

10世界のメセナ機関

Genootschap v00「 Recla:ne
SeCtie(3pOnSOrS VOor Kunst
Dutch Advertising ASSOCiatiOn fOr A「 ts
Sponsorship
P.0.Box 9877
1006 AM Amsterdam
T・el.31‐ 20-669-9777
Fax.31-20‐ 669-3738

日ussla
ロシア

lnternatiOnal ASSOCiatiOn fO「 (E:u!ture
Promotion
Str.Arbat,35,off.652
121835 Moscow
・
rel.7‐ 095-248-2389
Fa)L7‐ 095‐ 248-3470

諏評肩
~~~~~~~

NatiOnal Atts Council
00mmunity SuppOrt and Pub‖ c Attairs
460 AleXandra Road#35-00,
PSA Bunding
Singaoore 1511
‐
T・el.65‐ 2700722
Faχ 65‐2736880

155百171~Ⅲ
…Ⅲ………………………………………Ⅲ…………………Ⅲ…………………………………………Ⅲ……………‐

スペイン

Asociaci6n l三 spanola para el
Desarro‖ o del MecenaZgO Empresarial
【AEDME】
IE)iagona1 520, 2° . 4a
Barcelona 08006
T・el.34‐ 3-200-8325
Fax.34-3‐202-2789

マ:獨,7131こ「こ,F「
‐‐‐‐̈‐̈‐̈‐̈‐‐‐̈‐̈‐̈……Ⅲ…………………‐…Ⅲ…………………Ⅲ…Ⅲ………………~…Ⅲ…

スエーデン

FOreningen Kultur Och Naringsliv
SWediSh Association for Business
SpOnSOrShlp Of the Arts
P,0.Box 5403
S-114 84 Stockholm
Tel.46-8-666‐ 6460
,=ax.46‐ 8-660-7051
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イギリス

AssociatiOn fOr BuSineSS(3ponsOrship
ofthe A「 ts【 ABSA】
Nutmeg HOuse
60 GainsfO「 d Street
Butlers Wha百
London SE1 2NY
丁el.44-1-71-378‐ 8143
1=ax.44-1¨71-407‐ 7527

1:,Flllこた1‐ 1:'11ヨ「日33‐て,T‐7ヽTlllΞ「FT【 515~~~~~~~~~~~~~~~~~‐
2生

`上

型堕金狙 _________________________
Atts&Business Counc‖ ,lnc.
121 west 27th street,suite 702
New York,NY 10001‐ 6207
1・ el. 1-212‐ 727-7146

Fax.1-212-727‐3873

Business cOmmittee for the Arts,lnC.
IBCA】
1775 BrOadway,Suite 510
New York,NY loo19‐ 1942
Tei.1-212‐ 664-0600

Fax.1-212-956‐5980



21地方のメセナ組織
大田まちづくり芸術支援協会
理事長・田中常雅

在回法人松不芸術叉 16協去
会長・ 宮地 自彦

〒390 長野県松本市大手4-7-14
Tel.Fax.0263-32-1670

〒796 愛媛県八幡浜市本町1 ノヽ幡浜市民図書館内
Tei.0894-22-0917 FaX.0094‐ 22-3609

〒753 山口県山口市中市町1‐ 10 山口商工会議所内
Tel.0039‐ 25… 2300 Fax.0839-21‐ 1555

〒224 神奈川県横浜市都筑区すみれが丘26-22
Tel.FaX.D45-591-1536

郵便物

〒221 神奈川県横浜市神奈川区鶴尾町2-24-2
かなかわ県民活動サポートセンター内

LC No.19「よこはまメセナ研究会」

〒586 大阪府河内長野市西代町12-46
圃河内長野市文化振興財団内

丁el.0721‐ 56-6100 FaX.0721‐ 56-6111

〒400 山梨県甲府市貢′‖1-4-27
山梨県立美術館 副館長 堀内克―(専務理事)
丁el.0552-28-3322 Fax.0552-28-3324

327
〒144 東京都大田区西蒲田7-18-4
丁el.03‐3734-1521 Fax.03-3734‐ 1532

在回法人■粟 メ
会長・ 小閣  憧

セナ群馬

饂 正 三

=~~畷

王

=~~~

〒3ア1 群馬県前橋市上小出町1-16-9
丁e!.Fax.0272-33-1750

〒398 長野県諏訪郡下諏訪町高本0955
Tel.0266-20-6472

F=ax.0266-20-3178、  0266-73-0474

〒840-70 佐賀県佐賀市城内1-1‐ 59

佐賀県企画局生活文化課内 (担当 日内)
Tel.0952-25‐ 7340 FaX.0952-25‐ 7327

コロ:睫
=コ
フコiEF~~~~~~~~~~τ ヨ:層π 調,口r~~~~~~~~~~~

鐘 堕広」 鱈 晨 拠 ■ ____■ 墾 型墾ユ 三二 _____―

伊運メセナ協会
会長・岩本英勇

〒052 北海道伊達市松ケ枝町34-1
Tel.O142-22-1515 Fax.0142-22¨ 1155

〒460 愛知県名古屋市中区丸の内3¨ 15‐ 15
ダイアパレス丸の内302

丁el.052‐ 961-5028 Fax.052-961‐ 7528

メ τZアハ 願 浜
会 尋 ・ 掘 m=― 自R

'■

肉長平 τZア研究云
相当室 日・ 妻 餞 中

果 輝 メ マ ア 研 究
=全 尋 ・ 下 ユ 業  降

甲府 メセナ協会
会
=.菖
嘱雑芹 TF目
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328 中区メセナ活動推進懇詰宏
菫務局長・竹森正樹

〒231 神奈川県横浜市中区若栞町2-29

シンフジコフト4F マサキオフイス
丁el.045-243‐ 2013 Fax.045-243-2014

〒039‐ 31 青森県上北郡野辺地町坊ノ塚1-3

船橋損害保険事務所

Tel.0175‐ 64-1185 Fax.0175-64-2764

JAZZメ セナ野辺地
絆寿・ 船糖  論
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1996年

4月 18

19

20

メセナセミナー入門編 講師 :北川恵、加藤種男氏 (大阪・アサヒビール大阪支社)
アート・フィールド視察研修―アサヒビール大山崎山荘美術館と長沢英俊「京の町屋」展

Fメセナ』24号 く特集 :NPOって何? アート界への影薔を考える〉発行

5月   13  メセナセミナー入円編 講師 :柿崎孝夫、島田京子氏 (東京・朝日スクエア)

6月 7

12～

13

17

1996年度第1回助成選考委員会開催
国際会議 〈国際メセナ会議〉(米国。ニューヨーク)

理事会・総会 特別講演「東京国際フォーラムの概要と,後の運用」講師 :福木信一氏
(東京・経団連会館)

アート・フィールド視察研修―フアーレ立川

セミナー くケーススタディ 住友生命)といすみホール見学 講師 :井上小太郎氏 (大
阪・住友生命城見ビル)

7月    12 セミナー 〈ケーススタディ キリンピール〉とキリンアートスペース見学 講師 :伊藤義
久氏 (東京・キリンピール原宿本社)
「メセナ』25号 く特集 :アート界を撮るかすインターネット)発行
1996年度第2回助成選考委員会開催

２

２

9月 9

11

26

着手担当向けアート基礎講座「曽根裕氏によるアートセミナー」講師 :曽根裕氏 (東京・

東京芸術劇場)

メセナ大賞・96第 1回審査委員会開催
セミナー くアートをまなぶ・音楽講座〉「歌の発明」講師 :茂本潔子氏 (東京 。国際交流

基金国際会議場)

３

　

４

　

　

７

月０

１

　

２

２

２

３

セミナー くアートをまなぶ・音楽講座〉「現代における楽器の発明」講師 :小沼純一、御

喜美江氏 (東京・国際交流基金国際会議場)

1996年度第3回助成選考委員会開催
アート・フィールド視察研修――東京国際フォーラム

メセナ大賞'96第2回審査委員会開催

セミナー 〈ケーススタディ 三洋電機〉講師 :藤江順―氏 (大阪・プラザホテル)
セミナー くアートをまなぶ。音楽晴座)「伝続と創造」講師 :木戸敏郎氏 (東京・国際交

流基金国際会議場)

Fメセナ』26号 〈特集 :企業の芸術文化施設を考える〉発行

Fメセナ白書1996』 記者発表

『メセナ白書1996」 〈特集・企業の芸術文化施設〉発行

セミナー (アートをまなぶ・音楽講座〉「ジャンルを越えるアート」講師 :藤本幸雄氏

(東京・国際交流基金国際会議場)

11月   5 セミナー くアートをまな′5ヽ・音楽講座〉「音楽の役割と終焉」講師 :小沼純一氏 (東京・

国際交流基金国際会議場)
セミナー 〈ケーススタディ 日本生命〉とオペラ教室「夕鶴」鑑賞 講師 :竹下俊―氏
(東京・日本生命日比谷ビル)

11
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セミナー (アートをまなぶ・音楽講座〉「音楽の消費構造」講師 :小沼純―氏 (東京。国

際交流基金国際会議場)

国際会議 〈韓国メセナ会議〉(韓国・ソウル)

セミナー くアートをまなぶ。音楽講座〉特別講演「音楽芝居の可能性」講師 :Aイナー・
ゲッベルス氏 (東京・ドイツ文化センター)

12月 1996年度第4回助威選考委員会開催

メセナ大貴'96記者発表

セミナー くアートをまなぶ・音楽講座〉「ポリフォニーの社会性」講師 :今福硼太氏 (東

京・国際交流基金国際会議場)

メセナ大賞'96贈呈式 (東京 。朝日ホール)

セミナー くアートをまなぶ・音楽講座)「フェミニズム音楽論」講師 :小林緑氏 (東京・

国際交流基金国際会議場)

理事会 (東京・朝日スクエア)

セミナー くアートをまなぶ・音楽講座)「奏法の多様化」講師 :佐藤紀雄氏 (東京 。国際

交流基金国際会農場)

13

17

997年

1月 20
24
31-
2月 1

「メセナ」27号 〈特集 :ビジネスマンのための現代アート講座〉発行

1996年度第5回助威選考委員会開催
国際会議 くアジアにおけるメセナ国際交流ネットワーク組織作業委員会)(オーストラリ
ア・メルボルン)

2月   21 セミナー くケーススタディ フィリップモリス)講師 :穎川道子氏 (東京・フィリップモ
リス本社)

3月 1996年度第6回助威選考委員会開催
理事会・総会 特別講演「アサヒビール株式会社のメセナ活動」講師 :樋口廣太郎氏 (東
京・朝日スクエア)



4
1996年度助成認定活動

109件の活動を認定

社団法人企業メセナ協議会は、1994年 2月 、文化庁より特定公益増進法人

の認定を受け、同年 4月 より芸術文化活動への助成事業を開始しました。

この助成事業は、助成選考委員会の認定を受けた芸術活動に対し、企業等

が協議会経由で寄付をするという「スルー方式」をとっています。この「ス

ルー方式」を利用した寄付者は納税の際、特定公益増進法人へ寄付したもの

として税制上優遇されます。

1996年度は109件の芸術活動を助成対象として認定いたしました。また、

その助成認定事業に対し、1996年度中に543社 (法人/個人含む)よ りご寄
付いただきましたので、あわせてご報告申し上げます。

※ ( )内 は助成認定対象団体

助成認定の対象となる活動

①芸術家/芸術団体の国内外における公演および展覧会等
②芸術家/芸術団体の年間活動
③その他、芸術文化の振興にかかわる諸活動
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第l回助成認定活動(1996年5月 )

黒川紀章回願展～21世紀への遺言

(黒川紀章回顧展実行委員会)

劇団態変'96エ ジンバラおよび帰

国公演「BL00M～ 咲く～」
(イ マージュ)

モントリオール交響楽団演奏会

(m二重県文化振興事業団)

N:NACAWA COMPANY'
公演「1996・ 待つ」

(NINAGAWA COM―
PANY.)
プロフェッショナル・ダンス・セ

ンター公演「ヒロシマ・レクイエ

ム」

(プロフェッショナル・ダンス・

センター)

シリーズ アジアの人形芝居

Part4 台湾の伝統人形芝居布
袋戯 (ポーテーヒー)日本公演
(動現代人形劇センター)

西川千麗 舞の夕「千麗源氏物
語」

(西川千麗)

首都オペラ第 5回公演「トウーラ
ンドット」

(首都オペラ)
「トポスの復権」展 2

(「 トポスの復権」展実行委員会)

「青少年の心を育てる会」10周年

記念 ミュージカル「フアーブル
の昆虫記」公演

(青少年の心を育てる会)

第 2回北とびあ国際音楽祭
(働北区文化振興財団)

EARTH CELEBRA‐
T10NS'96
(アース・セレブレーション実行

委員会)

東京室内歌劇場20期第86回公演

オベラ「さんせう太夫」

(東京室内歌劇場)

日伊玖磨作曲 オペラ「ひかりご
け」

(動神奈川芸術文化財団)

宮沢賢治+デフ・パペットシアタ
ー・ひとみ「ドッテテ ドッテテ
ドッテテド」

(デフ・パペットシアター・ひと

み)

EU・ ジヤバンフェスト 日欧交
流事業 天台宗聟明公演
(巨 U・ ジヤバンフェスト日本委

員会)

EU・ ジヤバンフェスト 日欧交
流事業 オーケストラ。アンサン
ブル金沢コンサート

(EU・ ジヤバンフェスト日本委
員会)

パシフィック・ミュージック・フ

ェスティバル1996

(パシフイック・ミュージック・

フェスティパル組織委員会)

第21回新宿ケチャまつり

(芸能山城組)

「アート・オン・ザ・ネット/イ
ンターネットヘの挑戦1996」 展

(アート・オン・ザ・ネット展実

行委員会)

波瀬満子 スーパー・AIUEO'
96

(御うりぽ)

第2回助成認定活動(1996年 7月 )

アジア・オペラフェスティバル II

1996年度助成認定活動一覧
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センチュリーオベラ・オープニ

ングコンサート
″

(日本センチュリーオペラ)

ミュージアム・シテ ィ・天神

1996,Fukuoka,Japan
(ミ ュージアム・シティ・プロジ

ェクト)

関西二期会第46回/第47回定期オ
ペラ公演

(関西二期会)

東京芸術劇場 5周年記念公演 劇
団民藝「アンネの日記」

(動東京都教育文化財団)

大阪市立美術館開館60周年配念事

業

(大阪市立美術館開館60周 年記念

事業実行委員会)

モルフェ'96「翼～asian wing
～」

(モルフェ組織委員会)

東京オベラシティコンサートホー

ルオープン記念企画「コンポージ

アム1997」

(動東京オペラシテイ文化財団)

ジョエル・レアンドル来日コンサ
ート

(ジ ョエル・レアンドル招聘委員

会)

オムスク日本文化と芸術フェステ

ィヴアル

(オムスク日本文化と芸術フェス

ティヴァル日本組織委員会)

籠の会公演「逃亡」(高行健 作)
「龍の会」

安倍圭子マリンバコンサートⅨ

～太陽の国メキシコからのメッセ

ージ～

(安倍圭子マリンバコンサート実

行委員会)

オーストリア1000年祭 lN FU―
JIN0
(オーストリア1000年 祭 IN FU―
JNO実 行委員会)
巡回写真晨「伝続芸能を支える

人々」楽器籠

(伝統と文化を考える会)

MATOMA フランス公演
(MATOMA)
新宿梁山泊10周年公演「四谷怪談
～梁山泊版」

(新宿梁山泊)

第 B回京都フランス音楽アカデミ

(京都フランス音楽アカデミー実

行委員会)

舞踊集団 Nomade～ s 96年度
年間活動

(舞踊集団 Nomade～ s)

第3回助成認定活動(1996年9月 )

ピープルシアター公演「プラット

ホーム・炎の秋」

(ピープルシアター)
「新制作座フェスティパル」中国

公演

(m新制作座文化センター)
現代日本陶磁の秀作・アジア巡回

展

((神国際文化協会)

帯広市民オペラ公演事業

(帯広市民オペラの会)

映画「どんぐりの家」の製作

(映画「どんぐりの家」製作委員

会)

1997年オルフェウス室内管弦楽団

日本公演

(オルフェウス日本公演実行委員

会)

東京インターナショナルアートフ

ェスティパル'97

「佐伯祐三展」および「記念講演
会」

(東京インターナショナルアート

フェスティパル・97実行委員会)

第 2回宝塚市民パレエ

(動宝塚市文化振興財団)

東京室内歌劇場28期第80回公演

(東京室内歌劇場)

かもねぎショツト「夢十夜」シリ
ーズ第二夜「嘘」

(かもねぎショット)

第16回「亜洲藝術節」参加「外国

人の為の歌舞伎教室 “Kabuki
fo「 Everyone"」
(外国人の為の歌舞伎教室実行委

員会)

プラン・ヴアン・ヴェルデ展

(「プラン・ヴアン・ヴェルデ展」

実行委員会)

「世界の中のル・コルビュジエ :

ル・コルピュジエと日本」国際シ

ンポジウム

(「ル・コルビュジエと日本」国際
シンポジウム実行委員会)

中山ダイスケ・ハ ンブル ク

「DiSCORD」 美術展出展
(中山ダイスケ)

第4回助成認定活動(1996年11月 )

映画「地球が動いた日」製作活動

(映画「地球が動しヽた日」製作委

員会)

内藤礼 新作インスタレーショ

ン・トローイング展

(内藤礼)

オペラ「信濃の国・善光寺物語」

の制作および公演

(オペラ「信濃の国・善光寺物語」

制作公演実行委員会)
'97京都市交薔楽団ヨーロッパ公

演

(・97京響ヨーロッパ公演実行委員

会)
'97DA・ M演 劇 公 演「S0
WHA丁 ノ～たとえば偶然の花嫁、
必然の花婿」

(DA・ M〈ダム〉)
「新世代への視点

。
97-環境・生命

刊

(東京現代美術画廊会議)
「生の芸術展～その発見と未来～」

(生の芸術展実行委員会)

「現代詩フェスティパル・97

ダンス/ポエジー～ある交差配列
の試み～」

(棘アトリエ・エルスール)

惑星磁場修正計画 VOL 0
(伊丹裕)

「兵庫アートウィーク・イン東京」

(アート・エイド神戸実行委員会)
クイーンズ美術館 コンテンポラ
リー・カレンツ 豪口強晨 ｀プロ
ジエクト・フォー・ 20世紀"

(崇國強20世紀プロジェクト事務

局)

第5回助成認定活動(1997年 l月 )

ヒューバー・マリオネッツ サス
ペンディドウ・アニメーション公

演

(岐阜人形劇センター)

第 0回ラ・ストラーダ弦楽アンサ
ンブル演奏会

(ラ・ストラーダ弦楽アンサンブ

ル)

第 2回宮崎国際室内楽音楽祭



(動宮崎県立芸術劇場)
モーツアルト劇場公演「救われた
ベトウーリア」

(モーツァルト劇場)

劇団道化座公演く生きる>シ リー
ズ 3「 4人だけの同窓会」、シリ
ーズ 4「 0号発刊す」
(劇団道化座 )

第 5回プリンツ21グランプリ展・

97

(プ リンツ21グランプリ展事務局)

新しい世代の芸術祭'97

(新しい世代の芸術祭実行委員会)
ノール室内合奏団1997年度年間活

動

(ノール室内合奏団)
リゾートセミナー inキ ロロ'97

(リ ツートセミナー実行委員会)
プロフェッショナル・ダンス・セ

ンター公演

「ヒロシマ・レクイエム」

(プロフェツショナル・ダンス・

センター)

第6回助成認定活動(1997年3月 )

金杉忠男ASS001ATES97
年度年間活動

(金杉忠男 ASSOCIA〒 ES)
高橋秀展「高橋秀 :画家とコレク

ター」展

(高橋秀展実行委員会)
アリスフェステイパル'97・ 第 1

回アジア小劇場演劇ネットワーク

東京公漫

(タイニイアリス)

第 6回首都オペラ公演「カルメ
ン」

(首都オペラ)

梅若会 能ヨーロッパ公演
(働梅若会)

アイシン精機榊

愛知製鋼榊

輌アイネス

朝鍋静生

日本美術展カタログ収集プロジェ

クト

(日本美術展カタログ収集推進委

員会)

全国ウッドクラフト公募展入賞作

品巡回展

(全国ウツドクラフト公募展実行
委員会)

かわせみ座公演

(かわせみ座)
八バナ・ビエンナーレの日本人作

家 (佐藤時書)出品支援
(八バナ・ビエンナーレ日本人作
家出品支援実行委員会)

新日本フィルハーモニー交響楽団
演奏会

(動三重県文化振興事業団)
記録映画「潮騒に耳をすませば―
野校と大杉と娘たち」(仮題)の
製作および上映活動

(「ルイズ」製作委員会)
シエナウインドオーケストラ第 3

回定期演奏会

(シエナウインドオーケストラ)
「バーチャルアーキテクチャー」
展

(「バーチャルアーキテクチャー」
展実行委員会)

第2□回日本の象牙彫刻記念展

(第 20回日本の象牙彫刻記念展組
織委員会)

日中国交正常化25周年記念事業

日中合作歌劇「蓬薬の国―徐福伝
説」

(日中合作歌劇「蓬薬の国――徐福
伝説」実行委員会)

山形国際ドキュメンタリー映画
祭'97

(山形国際ドキュメンタリー映画
祭実行委員会)

中村明― 尺八の世界 第 3回リ

榊浅野太鼓楽器店

朝日生命保険同

アサヒビール榊

榊旭屋書店

4● 1996年度助成認定活動

サイタル

(オフイス・サウンド・ポット)

京都チェンバーオーケストラ1997

年度定期演奏会 (第 8、 9、 10

回)

(京都チェンバーオーケストラ協
会)
「中西和久ひとり芝居 しのだづ
ま考」東欧公演

(0京楽座)
HAGl世界映画芸術祭
(HAGI世界映画芸術祭実行委員
会)

かもねきショット 夢十夜シリー
ズ 第二夜「道」、第四夜「窓」
(かもねぎショット)

芝居仕掛けの音楽会 Vol.3「わ
たし、うれしい」公演

(NANY∧―SHIP〈ナンヤ・シ
ップ))

第 3回北とびあ国際音楽祭
(動北区文化振興財団)
メキシコ映画祭

(メキシヨ映画祭実行委員会)
武元賀寿子 DANCE PER―
FORMANCE “A・ huu
・̈・vol.V GARDEN―
Niwa― "
(武元賀寿子)

劇団解体社 '97欧州ツアー

(劇団解体社)

龍の会第 2回公演「逃亡」上演
(龍の会)

MATSURl'97
(MATS∪ 日「97)
DA・ Mア ビニョン演劇祭公演
「Walking～ S.ベ ケットに捧
ぐ」

(DA・ M)

佛足利銀行

アジア太平洋トレードセンター鞠
味の素佛

榊アデランス

333

1996年度中に、企業メセナ協議会経由で助成認定活動にご寄付いただいた

方はつぎのとおりです。 (五十音順/敬称略)

1996年度支援者一覧
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阿部裕三

荒井員

佛アルソア央櫨

アルチザン八ウス1榊

榊アルトコーボレーション

アルフア北日本販売佛

安念正義

飯田電機工業佛

飯野不動産働

五十嵐芳三

池野通建榊

石井紀子

石島満里子

石原泰夫

いす 自ゞ動車佛

イセト紙工榊

イタリヤード佛

佛市川造口

出光興産榊

佛伊藤園

伊藤組土建佛

伊藤七郎

伊藤忠燃料(株)

稲垣美穂子

稲畑産業榊

榊入江製作所

岩井会計手務所

岩谷産業榊

働インパクト

佛上野運輸商会

上野製薬榊

植村力子

ウシオ電機佛

内野佛

梅田クリニック
エーアイプリントロ
エイトレント佛

江崎グリコ佛

榊エス・アンド・エス・エンジニ

アリング

SMK佛
江藤世助

蜘 NHKアート
エヌピー総合開発榊

0エフネット
榊エル・ワーク

遠藤楽

オーエス興産榊

OMソーラー協会
王子信用金庫

大阪ガス佛

佛大阪教映社

佛大阪市開発公社

大阪市街地開発佛

大阪市住宅供綸公社

榊大阪シティドーム

大阪信用金庫

大阪地下衝佛

大阪地下街サービス振興榊

大阪長堀開発榊

佛大阪マーチャンダイズマート

佛大阪ワールトトレードセンター

ビルディング

大島木材工芸佛

太田興業佛

大塚製薬伸

大宙工業佛

大貴憲―

佛大林組

岡田敏

岡村印刷工業榊

佛岡村製作所

小川テント伸

沖縄電力榊

榊小倉屋山本

榊お世話センター

帯広建設業協会

0オフイスふかぎわ
小渕恵三

小俣シャッターエ業佛

オムロン佛

オリエンタル建設伸

佛海文堂書店

花玉佛

鹿島建設帥

自島テナントフランニング1榊

香取純―

金井俊―郎

神奈川県民共済生活協同組合

神奈川県労働金庫

鎌倉正

紙パルプ技術協会

カルビー帥

川崎毅―郎

佛川島織物

川田工業佛

川田勝哉

川本工業榊

関西電力佛

榊神簡高級工機製作所

関東自動車工業佛

佛カンノ商事

榊共栄社

同京花日

協業組合公清企業

榊協興商事

京セラ佛

京都魚市場佛

京都信用金庫

京都青果合同柳

協同組合日専連帯広会

協同広告佛

榊共同テレビジョン

共立建設佛

共和電気工事(株 )

協和発酵工業榊

キッコーマン榊

木内建設榊

私市扶木子

岸三郎

佛北―硝子

北ケープルネットワーク榊

締北日本コクヨ

キ八ラ佛

佛綺陽軒

キリンピール佛

近畿日本鉄道伸

帥近商ストア

榊近鉄百貨店

佛久家道子エンブロイダリー

榊園設計

榊クボタ

佛クリエイト

ロクルマ機械工業所

佛黒川紀幸建築都市設計事務所

桑名歯科医院

榊ケイセイ

佛ケイパブック

京阪空関工業輛

京浜警備保障佛

京北産業佛

京北倉庫佛

佛劇団 目覚時計
月桂冠伸

健栄製薬佛

剣菱酒造榊

詢弦楽器工房高簡

榊コーセー

コーナン建設備

河野登配測量事務所

佛コーノリサーチ

佛公益社

佛コウキ

佛神戸風月堂

公立学校共済組合東京宿泊所

國分紀―

コクヨ榊

越野建設備

小島電機工業蜘
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コスモ石油佛

小谷公穂
コニシ榊

小林製薬佛

古磨電設備
コマニー佛

小山俊子
コンクリート破砕処理工業佛
近藤クリニック

斉藤武男

斎藤雅子

佐伯建設工業佛

佛サカクラ

相模アセチレン榊

佛さくら銀行

佐藤郁夫

佐藤恵子

佐藤有子

佐藤祐司

佐藤田子

佐波準之助

サミーエ業佛
沢の鶴佛
三機工業佛
三協アルミニウムエ業榊
三鶏通商佛
サンコー倉摩働
三興工業榊

三塁産業い

佛三省堂書店
サントリー榊
佛サンマロ

三洋佛
三洋倉庫運輸榊
三洋電機情報機器林)

佛三和銀行

秀和電工佛

湘南信用金庫

佛昭和

枷昭和起重機製作所

昭和光機榊

榊昭和メンテサービス

働初夏の風

同|シーアイ・エンタープライズ

佛シー・アイー・シー

帥 CSK
四方朋子

榊資生堂

志立託爾

佛四宮遺口

働司馬グループ

清水建設佛

帥シミズサービス千葉

佛シミズスポーツ

シミズ舞台工芸佛

下飯坂法律事務所

榊JEUGIA
佛住建産業

十條倉庫佛

佛上智
ジョンソン嗽)

自沢純

自山殖産佛

佛シルクロード・プロモーション

佛しんきんクレジットサービス

佛新宅工務店

新北光石油佛

新菱冷熱工業佛
帥スーバーサブ

締すかいら一く

スズキ佛

鈴木興産佛

鈴木仁史

佛スナダフーズ

住友海上火災保険佛
住友金属工業佛

佛住友銀行

住友電気工業佛

炭平コーボレーション榊
生活クラブ生活協同組合

佛清光社

佛清康社

佛西友

清和海運佛

0威和通商
積水八ウス佛

設備メンテナンス佛

瀬戸宏
セルコホーム佛
セントラル硝子佛

蜘錢高組

全日本空輸蜘
ソニー佛

佛染谷商会

大威建設佛
大平佛

太鵬工業佛

高砂熱学工業佛

高島玲子

タカナシ乳業棘

高畑公―

向タカミデザインハウス

タカラベルモント(悌

滝川弘

瀬野川信用金鷹

竹内清

佛タケシタ

武田薬品工業榊

佛竹中工務店

タケヤ刷子工業佛
多田正毅

辰野枷

田中偉晃―級建築士事務所
田中勇

田中龍夫

田村商事佛

丹下健三都市建築設計研究所儲)
丹野雄二

榊ダツクスインターナショナル

榊ダイイチ

佛第一勧業銀行

第一興業榊

第一生命保険い

大王工業蜘

佛大協器械製作所

ダイキンエ業佛

大日本印刷佛

ダイハツエ業佛

榊ダイヤモンドホテル

榊大米建設

大良武晴

佛大和銀行

大和證券佛

働ダダ

チャコット伸

佛中央興産

佛地球倶楽部
ちとせ舞台美術榊

千葉書―

佛つうけん

月島機械佛

堤土建佛

佛つむら工芸

テイーディーケイ榊

榊ティエラ

丁DKコア佛
佛テザック

佛テラ

寺田倉庫佛

佛テルミック

ロ天籠窯

佛天玉寺ステーションビルディン

グ

佛天王寺都ホテル

天理興業佛

開デイ。エヌ・ジイ

佛ディーシーカード

榊デンソー

トツクベアリング佛
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凸版城北印刷榊

佛トータル・ケア

TOWA備
佛東海銀行

東海旅害鉄道榊

榊東急百貨店

榊東急ホテルチェーン

東京衣裳榊

東京海上火災保険佛

東京ガス蜘

東京急行電鉄鞠

東京書籍榊

東京書籍印刷榊

東京電力佛

口東京特殊効果

榊東京ニュース通信社

榊東京舞台照明

榊東京放送

東京防災設備佛

佛東京三菱銀行

佛東天紅

東畑朝子

東宝舞台榊

東洋病院

東和不動産佛

同和火災海上保険佛

十勝米穀棘

榊十勝毎日新聞社

トステム榊

榊トナカイ

砺波工業佛

自島運輸榊

豊田工機榊

豊田合成榊

トヨタ自動車榊

佛豊田自動織機製作所

トヨタ車体榊

伸豊田中央研究所

豊田通商榊

豊田紡織佛

トライマリンジャバン榊

内外紙業榊

永井建築佛

長尾好輝

榊中北製作所

中塚菊雄

中野武

佛なかまち

中村寛之助

中村弘

那須高原ビール榊

榊なとり

佛ナムコ

新潟交通佐渡佛

腑西尾倉庫

働西川興産

西日本旅害鉄道榊

榊西日本シミズ

榊日建設計

日興證券伸

日興電機工業佛

日産自動車榊

日産ディーゼルエ業佛

日写興業佛

日商岩井佛

日清食品齢

輌日栄

日動火災海上保険帥
ニッタ榊

日本アンダーセングループ

日本火災海上保険榊

日本汽船佛

佛日本興業銀行

棘日本システムデイベロツプメン

ト

日本水産観光榊

日本製紙榊

日本たばこ産業榊

日本テレコム佛

日本電気佛

日本電信電話榊

日本道路資材佛

日本ビクター佛

蜘ネスト

佛野沢口

野地欣久

榊野田企画

野村證券榊

輛はあ―と&はあ―と
萩信用金庫

萩原建設工業佛

榊博進堂企画印刷

佛八クユウ

はころもフーズ榊

長谷川智恵子

浜浩之

早川正一

林正久

佛八リウッドピューテイサロン

阪神電気鉄道い

パイオニア榊

榊百五銀行

榊ヒューマンウェイ

表示灯佛

日野自動車工業榊

ヒロセ榊

榊ビービーケーケー

佛美広エージェンシー

ロピーアンドエム

佛ピエトロ

榊フアイヴワン

福助榊

鮒子田昭司

枷フジアール

不二音響佛

富士火災海上保険佛

藤本企業佛

榊富士銀行

棘フジクリエイテイブコーボレー

ション

富士コカ・コーラボトリング

富士重工業佛

富士精密電機帥

富士ゼロックス佛

不ニソーラー佛

榊フジタ電機

藤壺技研工業佛

藤縄昭

藤原威子

佛フルールセージ

プラス榊

佛ペリカン石鹸

北海道ガス榊

北海道放送榊

費船冷蔵榊

細山紀奥

本田技研工業佛

本間亮雄

榊増田組

榊松坂屋

松下通信工業榊

松下電器産業佛

松下電工佛

マツダ佛

マツナガ通機榊

松本建設榊

開松本工房

松本長子

榊丸島アクアシステム

佛丸善

榊丸八

三浦藤沢信用金庫

医療法人社団三上整形外科医院

佛ミキモト

榊水谷組

働水留遣日

ミズノ榊

0美園フラワー
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三井ホーム榊
三菱地所佛
三菱自動車工業榊
三菱電機榊
三菱マテリアル佛

僻)ミ ツワ

佛湊町開発センター

南化研佛

佛三松

佛宮入

0みやざき印刷
佛宮崎銀行

榊宮崎太陽銀行

榊日本工務店

佛明薔社

榊メディア・レブ

メルシャン榊

榊モリタ

森ビル榊

森平舞台機構佛

八木通商榊

安田榊

安田火災海上保険佛

安田金治

榊安田物産

やなせたかし

山一證券佛

ヤマギワ榊

榊山種総合研究所

山田信子

大和製籠佛

佛ヤマナカ

榊山中大仏堂

ヤマ八発動機榊

山森隆

榊山積
ユーコー商事締

働ユーロスペース

祐工商事佛

横江昭

横浜エレベータ佛

佛横浜銀行

榊横浜シミズ

横浜信用金庫

吉田和弘

吉田美枝

ライオン佛

榊緑苑振興公社

リーバイ・ストラウスジャバン榊
榊リクルート

榊リブテック

儲|リモデリング21
レッキスエ業榊

ローム佛

YKKアーキテクチュラルプロダ
クツ株)

YKK'株)

若鶴酒造榊

若宮会計事務所

佛ワコール
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338 「メセナ白書1997」 の制作にあたり、つぎに掲げる企業および企業財団から、

ご回答をいただきました。

企業名
か行 さ行

あ 行

愛知製鋼株式会社

株式会社青森銀行

株式会社秋田銀行

株式会社洩沼組

旭硝子株式会社

株式会社朝日広告社

株式会社朝日新聞社

株式会社旭通信社

アサヒビール株式会社

朝日放送株式会社

旭松食品株式会社

株式会社足利銀行

味の素株式会社

アメリカン・エキスプレス・イン

ターナショナル,:nC.
株式会社アルプス物流

アロン化成株式会社

石川島運搬機構株式会社

石川島建材工業株式会社

イズミヤ株式会社

株式会社伊勢丹

伊藤忠商事株式会社

株式会社イトーヨーカ堂

株式会社伊予銀行

宇徳運輸株式会社

栄研化学株式会社

AIU保険会社
エス・パイ・エル株式会社

エッソ石油株式会社

株式会社大分銀行

株式会社大分放送

大江工業株式会社

株式会社オーエム製作所

株式会社大垣共立銀行

大阪ガス株式会社

株式会社オートパツクスセプン

株式会社大盛工業

オムロン株式会社

株式会社オリンピック

花玉株式会社

株式会社香川銀行

科研製薬株式会社

カシオ計算機株式会社

鹿島建設株式会社

株式会社カスミ

カテナ株式会社

鐘紡株式会社

亀田製薬株式会社

カヤバエ業株式会社

カルソニック株式会社

勧角証券株式会社

関西電力株式会社

株式会社カンセイ

株式会社関東銀行

北九州コカ・コーラボトリング株

式会社

北野建設株式会社

キッコーマン株式会社

株式会社紀伊國屋書店

キヤノン販売株式会社

九宏薬品株式会社

九州電力株式会社

株式会社求籠堂

株式会社紀陽銀行

京セラ株式会社

株式会社京都銀行

桐生機械株式会社

キリンピール株式会社

株式会社クボタ

倉敷紡績株式会社

呉羽化学工業株式会社

グンゼ産業株式会社

株式会社群馬銀行

株式会社建設技術研究所

株式会社公益社

株式会社講談社

国際試薬株式会社

国産電機株式会社

コスモ石油株式会社

株式会社コロナ

株式会社佐賀銀行

株式会社さくら銀行

株式会社サクラダ

株式会社札幌銀行

佐藤工業株式会社

三協アルミニウムエ業株式会社

株式会社サングツ

サントリー株式会社

山隅コカ・コーラボトリング株式

会社

三洋信販株式会社

三洋電機株式会社

三和酒類株式会社

JTB
四国コカ・コーラボトリング株式

会社

四国電力株式会社

株式会社静岡銀行

株式会社資生堂

株式会社自重堂

清水建設株式会社

ジャスコ株式会社

シヤチハタエ業株式会社

株式会社 JEUG:A
株式会社十八銀行

株式会社主婦の友社

株式会社常隔銀行

昭和電工株式会社

株式会社殖産銀行

信越化学工業株式会社

神姫バス株式会社

新日本空調株式会社

株式会社親和銀行

住友海上火災保険株式会社

株式会社住友銀行

住友生命保険相互会社

住友電設株式会社

住友電装株式会社

住友林業株式会社
セイコーエプソン株式会社

セイコー電子工業株式会社

西濃運輸株式会社

株式会社セガ・エンタープライゼ
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ス

積水化学工業株式会社
セツングループ

株式会社せとうち銀行

株式会社泉州銀行

株式会社ゼンチク

株式会社ゼンリン

株式会社増進会出版社

株式会社ソキア

ソニー株式会社

株式会社ソネック

た行

株式会社第一勧業銀行

第一生命保険相互会社

第一製薬株式会社

株式会社タイカン

株式会社大光銀行

株式会社第三銀行

株式会社第四銀行
大正製薬株式会社

株式会社大真空

大東京火災海上保険株式会社
大同生命保険相互会社
大都工業株式会社

大日本土木株式会社

大日本印刷株式会社

大日本スクリーン製造株式会社
大和證券株式会社

ダイワ精工株式会社

株式会社高田工業所

武田薬品工業株式会社

株式会社竹中工務店

株式会社タチエス

株式会社千葉銀行

株式会社千葉興行銀行

中外製薬株式会社

中京コカ・コーラボトリング株式

会社

中部電力株式会社

中部日本放送株式会社

株式会社つうけん

丁OA株式会社
株式会社丁YK
株式会社テレビ東京

株式会社デンソー

株式会社電通

東亜建設工業株式会社

東京海上火災保険株式会社

東京ガス株式会社

東京急行電鉄株式会社

東京焼結金属株式会社

東京電力株式会社

株式会社東京ドーム

東京都競馬株式会社

株式会社東京都民銀行

株式会社東京放送

東芝プラント建設株式会社

東邦ガス株式会社

東洋エンジエアリング株式会社

東洋ゴムエ業株式会社

東洋シヤッター株式会社

東洋テック株式会社

同和火災海上保険株式会社
東レ株式会社

株式会社トーメン

株式会社十勝毎日新聞社

株式会社戸上電機製作所

株式会社トクヤマ

株式会社徳陽シティ銀行

株式会社栃木銀行

凸版印刷株式会社

トビーエ業株式会社

株式会社ドミー

株式会社富山銀行

トヨタ自動車株式会社

株式会社豊田自動織機製作所
豊田通商株式会社

日本航空株式会社

日本合成化学工業株式会社

日本合成ゴム株式会社
日本コムシス株式会社

日本酸素株式会社

日本食研株式会社

日本信販株式会社

日本水産株式会社

日本製紙株式会社

日本生命保険相互会社

日本たばこ産業株式会社

株式会社日本長期信用銀行

日本電気株式会社

日本電気システム建設株式会社
日本電信電話株式会社
日本配含飼料株式会社

日本発条株式会社

日本ビストンリング株式会社

日本メナード化粧品株式会社

は行

株式会社博報堂

株式会社八十二銀行

株式会社阪神百貨店

東日本旅害鉄道株式会社

株式会社ビケンテクノ

株式会社肥後銀行
ビジョン株式会社

日立機電工業株式会社

株式会社日立製作所

日立造船株式会社

日立プラント建設株式会社
日野自動車工業株式会社

株式会社百五銀行

株式会社広島銀行

広島建設工業株式会社

株式会社広島総合銀行
ヒロセ電機株式会社

株式会社びわこ銀行
フィリップモリス株式会社

株式会社フォーバル

株式会社フジ

富士火災海上保険株式会社

富士急行株式会社

株式会社富士銀行

富士ゼロックス株式会社

富士ソフトABC株 式会社
富士通株式会社

株式会社富士プロジェクト

扶桑薬品工業株式会社

古河総合設備株式会社
フレックス株式会社

株式会社平和
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な行

株式会社ナイガイ

株式会社名古屋銀行

株式会社ナムコ

楢崎産業株式会社

株式会社南都銀行

西尾レントオール株式会社
西松建設株式会社

日動火災海上保険株式会社
ニチハ株式会社

株式会社ニチレイ

日産自動車株式会社

日商エレクトロニクス株式会社

株式会社ニッシン

日新電機株式会社

日精樹脂工業株式会社
ニッタ株式会社

日鐵ドラム株式会社

日東エフシー株式会社

日東電工株式会社

日本アイ・ビー・エム株式会社
日本アムウェイ株式会社
日本ガイシ株式会社

日本火災海上保険株式会社
日本橋梁株式会社

日本軽金属株式会社

株式会社日本経済新聞社
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ぅ4o ホーチキ株式会社

北海道ガス株式会社

ま行

株式会社マイカル

前澤工業株式会社

前田建設工業株式会社

株式会社マガジン八ウス

株式会社松坂屋

松下電器産業株式会社

株式会社マルイチ産商

丸紅株式会社

ミズノ株式会社

三井海上火災保険株式会社

三井観光開発株式会社

三井物産株式会社

三井不動産株式会社

三井不動産販売株式会社

株式会社三越

株式会社ミツパ

三菱ガス化学株式会社

三菱地所株式会社

三菱商事株式会社

三菱信託銀行株式会社

株式会社南日本銀行

未来工業株式会社

株式会社武蔵野銀行

メルシャン株式会社

株式会社モスフードサービス

持田製薬株式会社

モロソフ株式会社

株式会社琉球銀行

ルイ・ヴィトン ジャバン株式会
社

株式会社レナウン

ローム株式会社

六甲パター株式会社

わ行

株式会社ワールト

ワコー電器株式会社

株式会社ワコール

企業財団名

財団法人愛銀教育文化財団

財団法人赤澤記念財団

財団法人朝日新聞文化財団

財団法人アサヒビール芸術文化財

団

財団法人あさひ・ひむか文化財団

財団法人あしぎん国際交流財団

財団法人アフィニス文化財団

財団法人丼植記念会

財団法人石川文化事業財団

財団法人逸翁美術館

財団法人出光美術館

財団法人伊藤忠記念財団

財団法人岩谷直治記念財団

財団法人植野アジア芸術文化振興

財団

財団法人エー・ビー・シー音楽振

興財団

財団法人エネルギア文化・スポー

ツ財団

財団法人大分放送文化振興財団

財団法人大桑教育文化振興財団

財団法人大阪日本民芸館

財団法人音楽鑑賞教育振興会

財団法人音楽教育振興財団

財団法人花王芸術・科学財団

財団法人北野生涯教育振興会

財団法人京都服飾文化研究財団

財団法人紀陽文化財団

財団法人キリン福祉財団

財団法人熊本放送文化振興財団

財団法人五島記念文化財団

財回法人佐賀銀行文化財団

財団法人佐藤国際文化育英財団

財団法人三銀ふるさと文化財団

財団法人サントリー音楽財団

財団法人サントリー文化財団

財団法人四国民家博物館

財団法人十八銀行社会開発振興基

金

財団法人松竹大谷図書館

財団法人新日鐵文化財団

財団法人親和銀行ふるさと振興基

金

財団法人末永文化振興財団

財団法人杉本美術館

財団法人住友財団

財団法人駿府博物館

財団法人セゾン文化財団

財団法人ソニー音楽芸術振興会

財団法人大同生命国際文化基金

財団法人第百生命フレンドシップ

財団

財団法人たましん地域文化財団

財団法人中信美術奨励基金

財団法人彫刻の森美術館

財団法人東京オペラシテイ文化財

団

財団法人道銀文化財団

財団法人東芝国際交流財団

財団法人東邦銀行文化財団

財団法人東洋信託文化財団

財団法人徳島新聞社会文化事業国

財団法人トヨタ財団

財団法人長島文化財団

財団法人ニッセイ文化振興財団

財団法人日本生命財団

財団法人日本テレビ放送網文化事

業団

財団法人日本美術協会

財団法人野間奉公会

財団法人野村国際文化財団

財団法人八十二文化財団

財団法人美育文化協会

財団法人東日本鉄道文化財団

財団法人美術工藝振興佐藤基金

財団法人ひろしま美術館

財団法人福岡文化財団

財団法人福武学術文化振興財団

財団法人平和堂財団

財団法人ベルナール・ビュフェ美

術館

財団法人ポーラ伝統文化振興財団

財団法人三井海上文化財団

財団法人三菱信託芸術文化財団

財団法人みどり銀行文化振興財団

財団法人明治村

財団法人ヤギメセナフアンデーシ

ョン

財団法人安田火災美術財団

や 行

株式会社ヤギコーボレーション

株式会社ヤクルト本社

安田火災海上保険株式会社

安田生命保険相互会社

矢作建設工業株式会社

山一証券株式会社

株式会社ヤマタネ

ヤマト運輸株式会社

株式会社山梨中央銀行

ヤマハ株式会社

株式会社ユアテック

株式会社ユーシン精機

祐徳自動車株式会社

雪印乳業株式会社

株式会社ヨークベニマル

株式会社読売新聞社

ら行

ライオン株式会社

株式会社リクルート
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財団法人安田生命クオリティオフ

ライフ文化財団

財団法人山種美術財団

財団法人大和文華館

財団法人大和文化財保存会

財団法人ヤマハ音楽振興会

財団法人ユニオン造形文化財団

財団法人ヨークベニマル文化教育

事業財団

財団法人よんでん文化振興財団

財団法人ロームミュージックファ

ンデーション
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企業メセナ協議会会員リスト

(1997年 9月 1日現在 )

342 正会員

[株]|&S
[株]朝日広告社
[株]朝日新聞社
朝日生命保険 [相 ]

[株]旭通信社
アサヒビール [株 ]

朝日放送 [株 ]

味の素 [株 ]

[株]イ トーヨーカ堂
一幌会。昭和電エグループ

[株]!NAX
岩尾磁器工業 [株 ]

[株]エイ・アイ・エイ
[株]エフエム東京
エルメス・ジヤポン [株 ]

王子製紙 [株 ]

大阪ガス [株 ]

オムロン [株 ]

[株]オリエントコーボレーション
[株]オンワード樫山
花王 [株 ]

鹿島建設 [株 ]

カトーレック [株 ]

鐘紡 [株 ]

カルティエ ジャバン [株 ]
勧角証券 [株 ]

関西電力 [株 ]

キヤノン [株]

[株]求籠堂
京セラ [株 ]

キリンピール [株 ]

[株]京王プラザホテル
〔株]経済界
[株]現代彫刻センター
[株]講談社
[株]光文社
コスモ石油 [株]

[株]さくら銀行
[株]産業経済新聞社
サントリー [株 ]

三洋電機 [株 ]

三和酒類 [株 ]

JTB
[株]ジェイブ
[株]資生堂
清水建設 [株 ]

シヤチ八夕工業 [株 ]

ジャスコ [株 ]

[株]集英社
[株]主婦と生活社
[株]主婦の友社

[株]小学館
松竹 [株 ]

[株]新潮社
新日本製鐵 [株 ]

住友海上火災保険 [株 ]

[株]住友銀行
住友生命保険 [相 ]

セイコーエプソン [株 ]

[株]世界文化社
積水化学工業 [株 ]

セコム [株 ]

セゾングループ

全国朝日放送 [株 ]

セントラル書備保障 [株 ]

全日本空輸 [株 ]

[株]増進会出版社
ソニー [株 ]

[株]第一勧業銀行
第一企画 [株 ]

第一生命保険 [相 ]

[株]大広
大正製薬 [株 ]

大東京火災海上保険 [株 ]

大同生命保険 [相 ]

大日本印刷 [株コ

[株]ダイヤモンド社
大和證券 [株 ]

武田薬品工業 [株 ]

[株]竹中工務店
[株]タダノ
[株]淡交社
チェースマンハッタン銀行

中部ガス [株 ]

丁OA[株 ]
丁BS[株]東京放送
[株]テレビ東京
[株]電通
東海旅害鉄道 [株 ]

[株]東急エージェンシー
東急建設 [株 ]

[株]東急百貨店
東京ガス [株 ]

東京急行電鉄 [株 ]

東京電力 [株 ]

[株]東京ドーム
[株]東京三菱銀行
同和火災海上保険 [株 ]

[株]十勝毎日新聞社
凸版印刷 [株 ]

トヨタ自動車 [株 ]

[株]トライグループ
西日本旅客鉄遭 [株 ]

[株]日動画廊

[株]ニチレイ
日産自動車 [株 ]

日東興業 [株 ]

[株]ニッポン放送
日本アイ。ビー・エム [株 ]

日本アムウェイ [株 ]

日本 AT&T[株 コ
日本火災海上保険 [株 ]

[株]日本経済新聞社
日本航空 [株 ]

日本酸素 [株 ]

日本食研 [株コ

日本僣販 [株 ]

日本製紙 [株 ]

日本生命保険 [相 ]

日本たばこ産業 [株 ]

日本テレビ放送網 [株 ]

日本電気 [株 ]

日本電信電話 [株 ]

日本電波塔 [株 ]

野村證券 [株 ]

パイオニア [株 ]

[株]博報堂
[社]林原共済会
びあ [株 ]

東日本旅害鉄道 [株 ]

[株]美研
久光製薬 [株 ]

[株]日立製作所
フィリップ モリス [株 ]
[株]富士銀行
富士ゼロックス [株 ]

[株]フジタ
富士通 [株 ]

[株]フジテレビジョン
[株]富士プロジェクト
[株]婦人画報社
[株]プリヂストン
[株]文藝春秋
本田技研工業 [株 ]

[株]毎日新聞社
[株コマガジンハウス

松下電器産業 [株 ]

丸紅 [株 ]

三井観光開発 [株 ]

三井不動産 [株 ]

[株]三越
三菱重工業 [株]

三菱商事 [株 ]

三菱信託銀行 [株 ]

メルシャン [株 ]

[株]ヤギコーボレーション
安田火災海上保険 [株 ]
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安田生命保険 [相 ]

山武八ネウエル [株 ]

ヤマト運輸 [株 ]

ヤマ八 [株 ]

雪印乳業 [株 ]

[株]ヨークベニマル
[株]吉野工業所
[株]読売広告社
[株]読売新聞社
[株]リクルート
ルイ・ヴィトン ジャバン [株 ]
[株]レナウン
ローム [株 ]

[株]ワコール

準会員 343

[財]愛知県文化振興事業団
茨城県

EU・ ジヤバン フェスト日本委
員会

神奈川県

[学]河合塾生涯教育開発室
[社]企業メセナ群馬
京都商工会餞所

[財]京都服飾文化研究財団
熊本県

慶応義塾大学アート・センター

芸術文化交流の会

[株]劇団影ぼうし
劇団四季

[株]劇団飛行船
[財]埼玉県芸術文化振興財団
佐賀県企業メセナ協議会

[株]シアター・ワークショップ
[株]シィー・ディー・アイ
[株]社会工学研究所
昭和音楽大学

[財]新国立劇場運営財団
大東文化大学書道研究所

[有]ダブルフェイス
地人会

中央区文化 。国際交流振興協会

東海メセナ研究会

[財]東京都歴史文化財団
[株]トナカイ オペラサロン ト
ナカイ

[株]トライビジョン
[財]堂本印象記念近代美術振興財
団

日産労連リック事業部

[社]日本演奏連盟
[財]日本オペレッタ協会
[社コ日本芸能実濱家団体協議会

[財]日本交通文化協会
[財]八十二文化財団
[株]ピー・エム・エフセンター
藤沢市

[株]フジテレビギャラリー
[財]北海道文化財団
[株]ミクル劇団
[財]水戸市芸術振興財団
矢島邦茂法律事務所

[財]余暇開発センター

[五十音順]
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おわりに

社団法人企業メセナ協議会調査部会長

岡部 修二

97年版メセナ自書をお届けする。

今年は毎年実施している「メセナ活動実態調査」に加え、「企業の顕彰・

コンクール事業」の状況について調査・分析を行った。

まず、実態調査では、昨年度の調査でも明らかになった、メセナ活動のバ

ブル不況からの脱出が、より顕著となった。

メセナ活動の状況把握に適切と思われる7項目についての時系列調査は、
いずれも、活動の着実な拡大・充実を裏づけるものであった。また企業活動

の一つとしての機能的・組織的な対応ぶりをうかがわせるものであった。

バブル崩壊後、日本社会は、物質至上主義から、精神的なものを尊ぶ傾向

が顕著となり、「豊かな市民社会づくり」が世間のコンセンサスとなったと

いえそうである。そして、その実現にあたり、芸術 。文化活動のさらなる活

性化は不可欠の要素である。この意味においても企業メセナは今後さらに、

重要度を増し、社会の期待も膨らんでいくのは必至である。

いっぽうで、企業のリソースにはもとより限界がある。企業はより能動的

に、行政や市民 。NPOと のパートナーシップづくりに注力をすべきではな
かろうか。芸術・文化の分野ごとの特性 と、メセナとしての展開形態に

フィットするパートナーシップづくりが実現できれば、メセナ活動はより稔

り多きものとなる。企業も最少のリソースで最大のメセナ効果を発揮できる

ことにつながるのは間違いない。

さて、97年版自書では、読者の見やすさ、理解しやすさの向上に努力をし

た。図・表をカラー化するとともに、その表記方法にも工夫をした。また項

目ごとの分析結果のキャプションや解説文も、より迅速・正確に理解をいた

だけるよう、推稿を重ねた。

つぎに特集の「企業の顕彰・ コンクール事業」は、日本における現状を総

括するとともに、海外での状況との比較を含め、その意義と課題をある程度

明らかにすることができたと思っている。

当白書刊行にあたっては、調査部会メンバーに多大なご尽力を賜わった。

調査の集計・分析で協力をいただいたNTTメ ディアスコープの近藤静雄氏、
編集をお願いしたダイヤモンド社の佐藤徹郎氏にも深く感謝したい。
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